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序 文

財団法人千葉県文化財センターは 埋蔵文化財の調査研究，文化財保護思想の

酒養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，以来，数多くの遺跡の発

掘調査を実施し，その成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第462集として，都市基盤整備公団

千葉地域支社の千原台地区土地区画整理事業に伴って実施した市原市草刈遺跡

(東部地区旧石器時代)の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，旧石器時代各時期の石器集中地点が98か所検出され，この地域

における旧石器時代の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また郷土研究の資料として広く

活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々を初めとす

る関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理までご苦労をおかけした調査補助

員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成15年11月28日

財団法人千葉県文化財センター

理事長 清水新次



凡例

l 本書は，都市基盤整備公団千葉地域支社による千原台地区におけるニュータウン建設計画に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告書である。

2 本書に収録したのは，千葉県市原市草刈字上切付1263-1 (現ちはら台西3丁目 3番)ほかに所在する

草刈遺跡のうち，東部地区の旧石器時代資料である。東部の範囲には以下の地区が含まれる。ただし，

A区・ B区についてはすでに報告書を刊行済みである。

遺跡名 遺跡コード

草刈遺跡C区 219-010 

草刈遺跡D区

草刈遺跡E区

草刈遺跡G区

草刈古墳群

219-013 

219-029 

219-034 

219-014 (P区)

3 発掘調査から報告書刊行に至る業務は，都市基盤整備公団千葉地域支社の委託を受け，財団法人千葉

県文化財センターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は第 l章第 l節に記載した。

5 本書に掲載した石器の実測，石器及び石材の分類，原稿執筆，編集は，島立桂が担当した。ただし，

出土石器について，安斎正人(東京大学)，安蒜政雄(明治大学)，小野 昭(東京都立大学)，佐藤宏

之(東京大学)，鈴木忠司(京都文化博物館)，堤 隆(御代田町教育委員会)，中村由克(野尻湖ナウ

マン象博物館)，藤野次史(広島大学)の各氏に御教示を得た。

6 発掘調査から報告書刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，都市基盤整備公団千葉地域

支社，市原市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 第 l図に国土地理院発行 1/25，000地形図「蘇我J (N -54-19-15-2)を利用した。

8 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。座標値は日本測地系である。

9 挿図に使用した記号の用例は，以下のとおりである。

石器;ナイフ形石器 (Kn 会)，台形石器 (Tr .d.)，角錐状石器 (Ka (9)，槍先形石器 (PO (9)， 

掻器 (Es 0)，削器 (Ss 0)，彫器 (Gr 0)，錐状石器 (Dr 0)，模形石器 (Pi 0)， 

加工痕ある剥片 (Rf 0)，使用痕ある剥片 (Uf 0)，石刃 (Bl 企)，小石刃 (B1 s .A) ， 

敵石類 (Ha ・)，台石 (Anb ・)，磯器 (Pb ・)，石斧(Ax ・)，その他の石器(0)， 

剥片 (B ・)，削片 (Sp ・)，砕片 (C ・)，石核 (D ロ)，細石刃核 (Mc ロ)， 

原石 (E O)，礁(*) 

石材;黒曜石 (Ob ・)，安山岩 (An 0)，軟質の安山岩=トロトロ石(加t 0)，流紋岩(Rh ロ)， 

花開岩 (Gi ロ)，蛇紋岩 (Se ロ)，頁岩 (Sh 企)，珪質頁岩 (Csh 企)，凝灰岩 (Tu .A)， 

チャート (Ch .d.)，粘板岩 (SI 0)，砂岩 (Sa (9)，磯岩 (Pe ロ)，璃瑠・玉髄 (Ag ・)， 

石英 (Qu o)，ホルンフェルス (Ho 会)，不明(ロ)
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第 I節調査の概要

1 発掘調査の経緯

第 I章は じ め に

市原市と千葉市にまたがる台地上に，住宅・都市整備公団(現都市基盤整備公団)による千原台地区土

地区画整理事業が計画された。このため，千葉県教育委員会は，事業地内の埋蔵文化財の取扱いについて

関係諸機関と協議した結果，可能な限り公園，緑地として現状保存に努める一方で，現状保存の困難な部

分については，やむを得ず記録保存の措置を講ずることとなり，記録保存については，財団法人千葉県文

化財センターが委託を受けて発掘調査を実施することとなった。

今回報告する草刈遺跡東部地区は 約30haに及ぶ遺跡の東半部に相当し 調査は昭和53年度から平成8

年度まで断続的に行った。このうちN区は，ちはら台公園として整備・保存されている。また，確認調査-

A区・ B区，及び東部地区縄文時代については，すでに報告書を刊行している。

本書は草刈遺跡東部地区から出土した旧石器時代(下層調査)を対象としたもので，発掘調査の実施内

容・担当者は，次のとおりである。

昭和57年度

組織 班 長 三森俊彦

担当者 C区田村隆・柴田龍司・今泉潔・金子進

内容 C区下層調査対象面積 37，000rrl

昭和58年度

組 織 班 長 三森俊彦

担当者 C区田村隆・榊原弘二 D区田村隆・小高春雄

内容 C区下層調査対象面積 490rrl D区下層調査対象面積 32，000ぱ

昭和59年度

組 織班長古内茂

担当者 D区 山口典子 E区小高春雄・渡辺修一

内容 D区下層調査対象面積 2，000rrl E区下層調査対象面積 20，000rrl

昭和61年度

組織班長阪田正一

担当者 G区高田博・白井久美子・川島利道・今泉潔

P区(草刈古墳群) 雨宮龍太郎・西口 徹・福田誠

内容 G区下層調査対象面積 18，000rrl

P区(草刈古墳群) 下層調査対象面積 15， 500rrl 

昭和62年度

組織班長阪田正一

担当者 G区西川博孝・加納実

内容 G区下層調査対象面積 10，000ぱ



2 調査の方法

発掘区の設定は，国家座標を基準として40mx40mの大グリッドを設け，この中を 4mx4mの小グリッ

ドに分割して行った。また，下層確認調査では，小グリッドをさらに 4分割して 2mx2mのグリッドを

設定し，調査対象面積の 4%を基本として武蔵野ローム層上面まで掘り下げた。

発掘調査は，確認調査，本調査ともに調査年度・工事区を基本単位として 5つの調査区(草刈遺跡C'"

E・G'P区)に分けて実施した。出土遺物は， 4mx4mの小グリッドごとに I点ずつ取り上げた。

3 整理の方針と報告の概要

草刈遺跡は，調査対象面積が約30haに及び，出土した旧石器時代遺物も 15，000点と膨大なものであった。

このため，報告書作成にあたっても，調査区を基本単位として作業を進めたが，隣接する調査区相互の同

時代資料を併せて検討する必要が生じたことから，遺跡全体を東西の 2地区にまとめて作成することとし

た。東部地区は C"'E.G.N.P区，西部地区は P'H"'M区が該当する。

整理作業を行っていくなかで，草刈遺跡全体のグリッドも整備し直して不備を補ったが，旧石器時代に

ついては，遺物とその出土位置との対応関係に曲目酷が生じないようにするため，昭和53年度に設定した調

査開始時のグリッドをそのまま使用した。

整理作業は昭和61年度から調査区ごとに水洗・注記作業を実施し，平成11年度以降は「東部地区旧石器

時代J としての作業へ移行した。作業実施年度ならびに担当者は以下のとおりである。

平成11年度

組 織 所 長石田贋美

担当者島立桂

内容記録整理から分類・選別の一部まで

平成12年度

組 織 所 長三浦和信

担当者島立桂

内 容分類・選別の一部から実測の一部まで

平成13年度

組 織 所 長三浦和信

担当者島立桂

内 容実測の一部

平成14年度

組織所長谷旬

担当者島立 桂

内容実測の一部から原稿執筆まで

平成15年度

組織所長谷旬

担当者島立桂

内 容編集・刊行
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第2節遺跡の位置と環境

I 遺跡の位置と地形

草刈遺跡は，ちはら台ニュータウン造成地域の西端，市原市ちはら台西3丁目 3番(旧草刈字上切付12

63-1)ほかに所在し，現在の京成電鉄ちはら台駅を中心とする台地上に位置する。千葉市街地からは東南

へ10km，下総台地南部を西に向かつて流れる村田川の河口からは 5kmほど上流の右岸台地上である。

草刈遺跡の南側は村田JlIの侵食によって急崖となっているが，北側は緩やかに「茂目谷津」に接してお

り，幅150m"-'400m，長さ 1.5kmほどの東西に長い台地上に展開する。標高は27m"-'40mの下総台地上位

面で，東から西に向かつて緩やかに下っている。

2 草刈遺跡と周辺の遺跡

草刈遺跡からは，旧石器時代から中世にかけての各種遺構が約7，000基検出された。主な遺構としては，

旧石器時代各時期の石器ブロック，縄文時代中期の貝塚と竪穴住居・小竪穴を中心とする環状集落，弥生

時代中期・後期の環壕集落，古墳時代全般にわたる集落と古墳群，奈良・平安時代の集落と村落内寺院と

考えられる掘立柱建物跡群などである。

旧石器時代については，武蔵野ローム層最上部から立川ローム層の上面に至る各層から約15，000点の石

器・礁が出土しており，東部地区については98か所のブロックを確認した。なお，単独で、出土した石器の

なかで縄文時代草創期に帰属すると判断した槍先形石器，有茎尖頭器については，『千原台ニュータウン

vm -市原市草刈遺跡(東部地区縄文時代)一』に掲載した。

草刈遺跡は，村田川に沿って分布する旧石器時代の遺跡としては最も下流に位置する(第 l図 1)。ち

はら台ニュータウン事業地内において旧石器時代石器群が出土した遺跡として，草刈遺跡とは浅い谷を隔

てた南側に隣接して草刈六之台遺跡(2 )があり，東側には中永谷遺跡 (3)がある。草刈遺跡東部地区

から細い尾根づたいに東南方向へ向かうと川焼台遺跡 (4)があり，さらに，村田川を遡ると鶴牧遺跡

( 5 )，鶴牧古墳群 (6)，ナキノ台遺跡 (7)，ばあ山遺跡(8 )，野馬堀遺跡(9 )が並ぶ。ちはら台地

区北東部端には押沼遺跡群(10"-'12)がある。

草刈六之台遺跡では，立川ローム層X層から III層にかけて 7枚の文化層が確認されたが， VI層以下の資

料が充実している。とくにX層，医層下部，民層上部で確認した 3枚の文化層からは，それぞれ刃部磨製

石斧を含む石器群が出土している。さらに医層下部では神津島産黒曜石による大型の台形石器，医層上部

では信州産黒曜石を主体とする石刃石器群に刃部磨製石斧とともに石斧用の砥石が伴っている。草刈遺跡

でも，それぞれ対応する時期の石器群があり，両者の関連が想定される。中永谷遺跡では立川ローム層vn
層と IV層下部の資料が中心である。野馬堀遺跡ではX層， IV層， III層から剥片類が，ばあ山遺跡では石刃，

槍先形石器が出土している。それ以外の遺跡については，整理作業未了のため詳細不明である。

草刈遺跡の北側では，東南部ニュータウン事業地内を中心に旧石器時代の石器群が確認されている。大

規模な遺跡は少ないが，一地域全体の様子を窺うことのできる貴重な資料である。以下，出土層位ごとに

概観する。

X 層の資料ははっきりしないが，高沢遺跡 (43)では医層下部"-'X層上部で模形石器，刃部磨製石斧の

再生剥片を利用した加工痕ある剥片，小型の剥片類による小規模なブロックが検出されている。石材は半

数が良質の黒曜石(信州産か)で， このほか玉髄，凝灰岩，頁岩がある。
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1 草刈遺跡 2 草刈六之台遺跡 3 中永谷遺跡 4 川焼台遺跡 5 鶴牧遺跡 6 鶴牧古墳群 7 ナキノ台遺跡

8 ぱあ山遺跡 9 野馬堀遺跡 10 押沼大穴天遺跡 11 押沼第 1遺跡 12 押沼第2遺跡 13 パクチ穴遺跡

14大膳野南貝塚 市太田法師遺跡 16ムコアラク遺跡 17六通金山遺跡 18六通神社南遺跡 19白鳥台遺跡

20御塚台遺跡 21小金沢古漬群 22小金沢貝塚 23六通貝塚 24六通遺跡 25神明社裏遺跡 26春日作遺跡

27椎名崎古墳群C支群 28椎名崎古墳群B支群 29今台遺跡 30椎名神社遺跡 31椎名崎遺跡 32木戸作遺跡

33城ノ台遺跡 34馬ノ口遺跡 35有吉南員塚 36有吉北員塚 37有吉城跡 38有吉南遺跡 39鎌取遺跡

40鎌取場台遺跡 41南二重堀遺跡 42高沢遺跡 43有吉遺跡 44上赤塚遺跡 45辺田山谷遺跡 46コロニー肉

遺跡 47大厩遺跡

第 l図 草刈遺跡周辺の旧石器時代遺跡(l: 25，000) 
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ロ 第 1文化層 (羽層)

@ 第 2文化層 (X層)

@ 第3文化膚 (IXc層)

・ 第 4文化層 (Vß~IXa層)

・ 第5文化層 (Vl層)

a 第 6文化層 (N~V層)

。第 7文化層 (皿届)

A 



IX層の資料は多くの遺跡で出土している。白鳥台遺跡(19)では安山岩製の模形石器，剥片類に軟質砂

岩による石斧用の砥石が伴っている。城ノ台遺跡 (33)でも安山岩製の模形石器を中心とする石器群が出

土している。環状ブロック群の一部かも知れない。鎌取遺跡 (39)では安山岩による台形石器を主体とす

る石器群と頁岩製の石刃石器群がブロックを違えて出土している。小金沢員塚 (22)，馬ノ口遺跡 (34)

でも台形石器を含む石器群がある。有吉城跡 (37)では石斧が数点出土しているが頻繁な刃部再生の後，

模形石器や石核に転用されている。六通金山遺跡(17)でも刃部磨製石斧が出土している。

Vll--VI層では，太田法師遺跡(15)で信州産黒曜石による石刃石器群がまとまっており，良好な接合資

料も得られている。また，馬ノ口遺跡では高原山産黒曜石や東北産頁岩による 2側縁調整のナイフ形石器

を含む石刃石器群がある。

W層では，パクチ穴遺跡(13)で高原山産と考えられる黒曜石やメノウを中心とする切出形ナイフ形石

器，角錐状石器，掻器の一群があり，類例は鎌取遺跡，小金沢古墳群 (21)，有吉遺跡 (43)などでも出

土している。小金沢古墳群，鎌取場台遺跡 (40)では磯群も見られる。

皿層には複数時期の石器群があるが，有吉遺跡(第4次調査)からは，ナイフ形石器終末期に帰属する

細身の木葉形による槍先形石器のプロックがある。同時期の資料は小金沢古墳群にもあり，槍先形石器を

製作したブロックとして注目される。ムコアラク遺跡(16)では樋状剥離をもっ槍先形石器がある。

細石刃石器群の出土は乏しいが，春日作遺跡 (26)からは県南嶺岡産の珪質頁岩と信州産黒曜石による

細石刃石器群がある。細石刃核は得られていない。また，椎名崎古墳群B支群 (28)でも古墳の墳丘下か

ら黒曜石による野岳・休場型細石刃核を指標とする細石刃石器群が出土している。

六通神社南遺跡(18)では土器出現期に帰属する大型の槍先形石器がまとまっており，石器石材の原産

地推定分析によると奈良県二上山のサヌカイトや岐阜県の下呂石が含まれている。また，東南部ニュータ

ウン北東に隣接する辺田山谷遺跡 (45)では，富里市南大溜袋遺跡に代表される狭長な槍先形石器が散見

される。

東南部ニュータウンでは，このほかにも，神明社裏遺跡 (25)などで多数の旧石器時代資料が出土して

いるが，整理作業未了のため詳細不明である。

ちはら台ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1980年『千原台ニュータウン 1(野馬堀遺跡・ぱあ山遺跡・他)J1

(財)千葉県文化財センター 1983年『千原台ニュータウン II 草刈遺跡A区(第 I次調査) 鶴牧古墳群・人形

塚』

(財)千葉県文化財センター 1986年『千原台ニュータウン皿 草刈遺跡 (8区).1

(財)千葉県文化財センター 1991年『千原台ニュータウンW 中永谷遺跡』

(財)千葉県文化財センター 1994年『千原台ニュータウン羽 一草刈六之台遺跡ー』

(財)千葉県文化財センター 2003年『千原台ニュータウンvm 一市原市草刈遺跡(東部地区縄文時代)ー』

(財)千葉県文化財センター 2003年 r千原台ニュータウン民 一市原市押沼第 I・第2遺跡(上層)一』

東南部ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1979年『千葉東南部ニュータウン 6 一椎名崎遺跡』

(財)千葉県文化財センター 1979年『千葉東南部ニュータウン 7 一木戸作遺跡(第2次)一』

(財)千葉県文化財センター 1979年『千葉東南部ニュータウン 8 ームコアラク遺跡・小金沢古墳群ー』

(財)千葉県文化財センター 1980年『千葉東南部ニュータウン 9 一六通遺跡・御塚台遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1982年『千葉東南部ニュータウン10 ー小金沢民塚一』
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(財)千葉県文化財センター 1981年『千葉東南部ニュータウン11 一六通金山遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1983年『千葉東南部ニュータウン12 南二重堀遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1983年『千葉東南部ニュータウン14 ーパクチ穴遺跡・有吉遺跡(第3次)・有吉南

遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1984年『千葉東南部ニュータウン15 馬ノ口遺跡・有吉城跡・白鳥台遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1990年『千葉東南部ニュータウン17 一高沢遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1993年『千葉東南部ニュータウン18 一鎌取遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 1998年『千葉東南部ニュータウン19 一千葉市有吉北貝塚 l一』

(財)千葉県文化財センター 1999年『千葉東南部ニュータウン21 有吉遺跡(第4次)・高沢古墳群一』

(財)千葉県文化財センター 1999年『千葉東南部ニュータウン22 一鎌取場台遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 2003年『千葉東南部ニュータウン26 千葉市椎名神社遺跡・古城小弓遺跡・六通神

社南遺跡・御塚台遺跡一』

(財)千葉県文化財センター 2003年『千葉東南部ニュータウン27 一千葉市春日作遺跡一』

第3節基本土層

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は 下総台地で広く観察される基本層序と共通する。千葉市か

ら市原市にかけての東京湾岸地域では不明瞭なことが多い第2黒色帯下部中の間層(医b層)が北側緩斜

面のE区を中心に確認されており，当地域の中では比較的良好な堆積状況といえる。立川ローム層の厚さ

は，台地平坦部の薄いところで1.5m，北側斜面部の厚いところで2.4mあり，概ね1.8m前後で、ある。

皿層:黄褐色の軟質ローム層で，厚さは30cm'"'-'40cmである。

W層:赤みを帯び、た黄褐色の硬質ローム層である。武蔵野台地のW層上部に相当する層は軟質化して困層

に取り込まれており，本層は武蔵野台地IV層下部に対応すると考えられる。赤色スコリアを含み，厚

さは10cm'"'-'30cmで、ある。

なお， E区の北側テラス部で、はW層が60cm'"'-'70 cmも堆積しており，その中ほどに黒色帯が観察され

た。したがって，上部(IVa層)はスコリア粒をほとんど含まない明色のローム層，中部 (IVb層)

は褐色を帯びるローム層(黒色帯)，下部 (IVc層)は赤色スコリア粒を多く含むほか，明るいロー

ムブロックが斑点状に混入するローム層の 3層に細分した。おそらく，他の地点のW層は E区のIVc

層に対応する。

V層:にぶい黄褐色の硬質ローム層で，下総台地における立川ローム層第 l黒色帯に相当する。厚さは20

cmほどである。

日層:明黄褐色の硬質ローム層で，黒色粒と火山ガラスによって構成される AT (姶良丹沢火山灰層)の

ブロックがまとまっている。厚さは15 cm '"'-'3 0 cmで、ある。

vn層:黄褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯上半部に相当する。 ATが細かく拡散しており，あまり暗い

色調ではない。厚さは15cm'"'-'30cmで、ある。

医層:褐色~暗褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部である。調査当時は単一の土層として認識され

たり， vn a層(現在のvn層下部と医a層)， vn b層(現在のIXb層)， vn c層(現在のIXc層)に区分

されたりしている。整理作業の中で細分可能な場合は，以下のとおりとした。

IXa層:赤みを帯びた褐色硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の上層である。赤色，黒色，暗緑色のスコ

リアを含む。厚さは20cmほどである。

IXb層:赤みがかった黄褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部中の間層である。安定した土層ではな

-7-



いが，一部の調査区で確認できた。

IXc層:暗褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の下層にあたる。立川ローム層の中では最も暗く，

薄墨を流したようにみえる。赤色・暗緑色のスコリアがIXa層よりも多く，また大型のものが顕著

である。厚さは30cm""'-'40 cmで、ある。

X層:黄褐色の硬質ローム層であるが， IX層に比べて軟質になる。スコリアは激減するが，部分的に赤樫

色で小型のスコリアを含む。厚さは20cm""'-'30cmである。

刃層:にぶい褐色~灰色の軟質ローム層で， X層との境界は波状をなし，不整合になっている。スコリア

は見られない。武蔵野ローム層最上部と考えられる。

草刈遺跡東部地区では，第 l文化層(刃層)，第2文化層 (X層)，第3文化層(医c層)，第4文化層

(医a層""'-'VlI層)，第5文化層 (VI層)，第6文化層 (IV層)，第7文化層(田層)を設定した。

草刈遺跡P区

28-81グリッド
草刈遺跡E区

グリッドC24-23 
草刈遺跡C区 ド
C13-31グリッ

川 1111111111111111111111111田35.500m一一一

23.000m一一ー

皿

32.000m一一一 IN .~N'V 
Na 

35.000m --
IVI 

V J 

l怒
Nc VI 

22.000m-

vn V 34.500m-

VI 
lX vn 

31.000m -一一 Ix 
lXa 

政b

l~医C
X 

xl 

加

XIII 21.000m --

刃V トjx
Xb 

第3図 草刈遺跡東部地区基本土層図
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第2章草刈遺跡C区 (219-010)

第 1節調査の概要

草刈遺跡C区(草刈遺跡道路部分)では，旧石器時代(下層)の調査を昭和57・58年度に実施した。調

査区の位置は，草刈遺跡の東南部で，村田川に面した台地の南側である。

昭和57年度は37，000rrlを調査対象として確認調査を行い，引き続き本調査を行った。また，昭和58年度

は490rrlを調査対象として確認調査を行い，調査を終了した。調査の結果， 34か所のブロックと20か所の

単独出土地点を検出した。フやロックの大半は，台地の縁辺部に集中する(第4図)。

34か所のブロックは，以下のとおり 5枚の文化層に区分できる。

第 l文化層は，立川ローム層最下部 (x層)から武蔵野ローム層最上部(刃層)にかけて包含される石

器群で， 28点の石器が lか所のブロック (CI3-Bブロック)から出土した。草刈遺跡のみならず，房総半

島全域でも最も古い時期の石器群のひとつである。

第2文化層は，草刈遺跡D区で確認した立川ローム層最下層 (x層)を中心とする石器群である。 C区

では，単独出土資料の中に当該期に帰属する資料が散見されるが，ブロックとしてのまとまりは見られな

かったことから，文化層を設定しなかった。定型的なナイフ形石器出現以前の石器群で，既報告では，隣

接する草刈六之台遺跡に良好な資料がある(草刈六之台遺跡第 l文化層)。

第3文化層は，立川ローム層第 2黒色帯下半部(1X層下部)を中心に包含される石器群で， 44点の石器

が lか所のブロック (CI3-Dブロック)から出土した。台形石器を指標とする石器群である。

第4文化層は，立J11ローム層第2黒色帯上半部 (vn"，以層上部)に包含され， C区で最も出土量の多い

石器群である。 1，209点の石器・礁が15か所のブロック (CI2-A，CI3-A・C・E. H， CI7-A・B・E

'" G ， C23-A '" D . Fフ、、ロック)から出土した。石器1，163点に対して磯46点で，石器が圧倒的に多い。

第5文化層は，立川ローム層のVI層を中心に包含される石器群で 278点の石器群が5か所のブロック

(C 9 -A ， C 16-A ， C58B-A ， C61-D・Eブロック)から出土した。遠隔地石材による石刃石器群である。

第6文化層は，立J11ローム層のソフトローム層下部 (III層)からハードローム層最上部 (IV層)にかけ

て包含される石器群で， 920点の石器・礁が12か所のブロック (C8-A，CI7-C・D，C2トA，C23-E . 

G.H・1，C58A-A， C6トA"'Cブロック)から出土した。武蔵野台地W層下部の石器群に概ね相当す

る。なお， C2トAブロックと草刈遺跡G区C26-Aブロックとは接合資料がある。

第2節第I文化層

第 l文化層は，立J11ローム層最下部 (x層)から武蔵野ローム層最上部(刃層)にかけて包含されてお

り，草刈遺跡において最も古い石器群である。 CI3-Bフ事ロック lか所が該当する。

1 C13-Bプロック(第5--8図，第 I・2表)

1)プロックの概要

CI3-Bブロックは，調査区東部のC13-34グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつて開く
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谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点、までの距離は12mほどである。

直径3mの範囲に28点の石器が分布する。出土層位はIX層下部から刃層にかブロックの規模と形状は，

(第5・6けてで，各石器は40cmほどの高低差をもって，北東に向かつて緩やかに下って包含されている

図)。

XI層8点，X層下部(Xb)7点，X層上部 (Xa)IX層 l点，調査時点、での各層ごとの出土石器数は，

X層下部を見ると，

その若干下位に生活面があったと考えられる。

(第504図)また，垂直分布のグラフ地層の名称は変更した)。

とXI層の境界付近に石器が集中しており，

(ただし，12点である
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石核砕片4点，剥片15点(14個体)• 台形石器2点，使用痕ある剥片4点，

で構成される。石材は，珪質頁岩18点，

尖頭器 l点，

の合計28点 (26個体)

ブロックは，

2点(1個体) チャート 10点である。石核

隣接地に火処のあったことが想定される。l点は被熱により変色しており，

チャート l母岩 (C13-①)

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 2母岩 (C13-② ・③)• 

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は89% (25/28点)である。

内部ともに暗紫色で節理面は褐色のチャ ー トである。原石は，拳の半分程度の大きさ• C13-①:自然面，

これを粗く分割して石核の素材にしている。本フゃロックには分割片 l個の円礁と考えられるが，

で，の合計10点 (8個体;54. 1 g) 

剥片生産が行われたと考えられる。

石器群の内訳は，剥片8点 (7個体).石核2点 (1個体)

このうち剥片7点(5個体)と石核2点(l個体)が接合する

体が持ち込まれ，

(合計53.6g)。

内部は灰緑色の地に白色の班が混じる嶺岡産珪質頁岩である。珪化度が高• C13-②:自然面は明樟褐色，

剥片に小型品を合チャートに近い岩相である。同一母岩の資料は14点で，く光沢に富んでおり，

ブロック内で剥片生産を行ったと考えられる。ただし，
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自然面を広く残す大型の剥片や石核(残核)が見られないことから，母岩消費の半ばに限定され

た資料であろう。部分的に残る自然面のようすから，原石は角礁ないしは亜角礁と想定される。

石器群の内訳は，尖頭器 l点，台形石器 l点，使用痕ある剥片4点，剥片6点，砕片 2点の合

計14点 (21.6g)である。接合資料は，使用痕ある剥片 l点と剥片 l点が表裏で接合したものが

二組ある(接合資料A ; 7.4g，接合資料B; 3.0 g)。

• C13-③:黄灰色の地に灰色の斑が入る珪質頁岩である。砕片 l点の単独資料 (0.2g )である。

なお，母岩分類できなかった資料に，珪質頁岩の台形石器 l点，剥片 l点，砕片 l点がある(合計1.8

g)。中には， C13-②母岩に近い資料も見られるが，小型品で確証がないため同一母岩とはしなかった。

3)出土遺物(第7図)

1"'6は，県南嶺岡産と考えられる珪質頁岩を用いた石器である。 1は，横長剥片を素材とする尖頭器

である。裏面の左側縁全体と右側縁の先端部に細かな調整加工を行い，鋭利な先端部を作り出している。

素材の打面は広く残されており 底辺が斜めになる三角形の石器に仕上げられている。調整加工はすべて

表面から裏面に向けてなされているが，ナイフ形石器通有のブランテイング加工に類似しており，急角度

の安定した剥離痕が連続する。先端部周辺はわずかに磨耗しており，裏面右側縁の一部には刃こぼれが見

られる。先端の一部が欠損する。 2は，小型の横長剥片を素材とし，素材の打面をそのまま残して末端部

に微細な調整加工を施した台形石器である。調整加工は，裏面から表面に向けて行われている。 3も小型

の横長剥片を素材とする台形石器で，打面とこれに対向する裏面の末端に微細な調整加工が見られる。 4

は，横長剥片を利用した使用痕ある剥片である。左右の縁辺に小規模な刃こぼれがある。なお，表面の打

面直下には細かな剥離面が連続するが，一般的にこのような横長剥片に細かな頭部調整は行われないこと

から，台形石器を製作するための調整加工と見るべきかも知れない。 5は，不定型の剥片を利用した使用

痕ある剥片である。左側縁の鋭利な縁辺に刃こぼれがある。表裏ともに打癌が平坦で均質であることから，

両極打撃による剥片の可能性がある。 6は小型不定型な剥片で、ある。表面には上下両方向からの剥離面が

見られる。

4)接合資料とその関連資料(第7・8図)

• C13-①(第8図13--21) 暗紫色のチャートで，剥片8点 (7個体)と石核2点(1個体)の合計10点

(8個体)で構成される。

13は，剥片 7点 (6個体;14"'19) と石核2点(1個体;20・21)の接合資料である。本接合資料から

見た剥片剥離作業は，拳の半分程度の大きさの円礁を分割し，その分割片のひとつから小型不定型の剥片

を生産するものである。打面から背面にかけては自然面，作業面は礁の分割面(主要剥離面)を用い，打

点は石核の周囲を移動している。

具体的な剥離手順は，①:分割礁を用意し(持ち込み)，石核素材とする。②:19 (石核の一部)が節

理面に沿って割れる。③:分割面を作業面として剥片生産を開始する。はじめに実測図13の最上段の面で，

上位から 14→15→16の順で、小型不定型の剥片を連続して剥離する。④:石核が二つに割れる (20・21)。

⑤: 20の石核を用い，実測図20の上面を作業面として， 18→17の順に小型不定型の剥片を剥離する。その

後，剥片若干を剥離して，石核20の作業を終了する。 21については，実測図21の表面下半の剥離，次いで

右側面の剥離を行い，作業を終了している。なお 21は被熱により灰褐色に変色している。

• C13ー②(第7図 1・3・5・7--12) 自然面は明樫褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，尖頭器
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l点，台形石器 l点，使用痕ある剥片4点，剥片6点，砕片2点の合計14点で構成される。

7は，使用痕ある剥片 l点 (9)と剥片 l点 (8)の接合資料である。 8→9の順に同ーの打面(自然

面)から剥離されている。 8・9の表面は，主要剥離面と同一方向のネガティプな剥離面が大半であるが，

9の下端左側にはポジティブな剥離面の可能性が高い平坦面があり，剥片素材の石核の主要剥離面かも知

れない。

10も使用痕ある剥片 l点(11)と剥片 l点(12)の接合資料である。 11→12の順に剥離されている。 8・

9と同様，表面は同一方向の剥離面に覆われている。

第3節第3文化層

第3文化層は，立JlIローム層第2黒色帯下部の医層下部を中心に包含される石器群で， CI3-Dブロック

lか所が該当する。

1 C13-Dプロック(第9--14図，第3・4表)

1 )プロックの概要

CI3-Dブロックは，調査区東部のC13-31グリッドに位置する。フやロックの立地は，南西に向かつて聞く

谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は10m'まどである。

ブロックの規模と形状は，直径3.5mほどの範囲に44点の石器が分布する。出土層位はIX層下部を中心

としており，各石器は40Clllほどの高低差をもって，ほぽ水平に包含されている(第9"'11図)。

なお，珪質頁岩の加工痕ある剥片 l点(第12図9; C13-⑪母岩)は，ほかの石器に比べて出土層位が深

いこと (X層下部と刃層の境界付近)，第 l文化層CI3-BプロックのC13-②母岩に似た石材であることか

ら，第 l文化層に帰属する可能性もある。

ブロックは，台形石器5点，削器 l点，加工痕ある剥片3点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点，剥片29

点，石核4点の合計44点で構成される。石材は，黒曜石 l点，安山岩7点，安山岩(トロトロ石) 1点，

頁岩 l点，珪質頁岩22点，チャート 2点，ホルンフェルス 8点，メノウ 2点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは14母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩 (CI3-@)頁岩 l母岩 (CI3-⑩)，珪質頁岩

8母岩 (C13④~⑨・@・@)，チャート l母岩 (CI3-@J)，ホルンフェルス 2母岩 (CI3-⑪・③)，メノ

ウl母岩 (CI3-⑫)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は61% (27/44点)である。
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内部は暗灰緑色の地に青みがかった黒色の縞が多方向に入る珪質頁岩である。. C13-④:自然面は褐色，

である。剥片素

このうち 2点(合計19.2 g )が接合する。

. C13-⑤:自然面と節理面は檀褐色，

材の石核 l点 (22.1 g )の単独資料である。

. C13-⑥:灰色の地に赤褐色の部分が混じる珪質頁岩である。台形石器 l点 (3.4g)の単独資料である。

(または珪化した流紋岩)

で構成され，

内部は灰白色の珪質頁岩

剥片3点(合計23.9g ) 

の単独資料である。• C13-⑦:暗紫色の珪質頁岩である。剥片 l点(lO.lg)

内部は紫がかった灰色の珪質頁岩である。白色及び灰白色の班が入る。石核• C13-⑧ :自然面は赤褐色，

の単独資料である。l点(l4.4g)

の単独資料である。

. C13-⑩・黄褐色で一部黒灰色の頁岩である。被熱によって部分的に変色した可能性もある。削器 l点

(lO.2g) 

• C13-⑨.灰緑色で均質徹密な珪質頁岩である。石刃 l点 (6.3 g) 

の単独資料である。
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• C13-⑮:黒灰色のホルンフェルスである。台形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，剥片3点の合計5点

(28.3 g)で構成され， このうち加工痕ある剥片 I点と剥片 l点が接合する(合計20.1 g)。母

岩消費半ばの工程の資料であろう。

• C13-⑫:自然面と自然面に近い部分は赤褐色，内部は黄白色のメノウである。ただし，赤褐色の部分は

被熱による変色の可能性が高い。剥片 l点 (7.1 g )の単独資料である。

• C13ー⑮:青灰色のチャートである。小型の剥片 2点(合計1.2 g )で構成される。

• C13-⑥:自然面及びその周辺は黄褐色 内部は青灰色で，きめ細かく硬質な嶺岡産珪質頁岩である。加

工痕ある剥片 l点と使用痕ある剥片 l点(合計8.4g)で構成される。

• C13-⑨:青みがかった黒色不透明の黒曜石で，白色の爽雑物を含む。神津島産であろうか。台形石器 l

点 (3.6g)の単独資料である。

• C13-⑮:淡黒灰色のホルンフェルスである。石核 l点 04.5g)の単独資料である。

• CI3-@ :内外ともに黄褐色の珪質頁岩である。石器群の内訳は，台形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，

剥片3点，石核 l点の合計6点 (25.8g)である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片7点(合計18.0g)，安山岩(トロトロ石)の剥片

l点 (0.9g)，珪質頁岩の台形石器 l点，剥片5点(合計11.9g)，ホルンフェルスの剥片2点(合計1.1 

g) ，メノウの剥片 l点 (2.1 g )がある。

3)出土遺物(第12・13図)

1"'-'5は，台形石器である。 1は，珪質頁岩による横長剥片を素材とし，打面の一部と末端に細かな調

整加工を行っている。 2も珪質頁岩による横長剥片を素材とするが， 1と異なる点として，打面と末端に

表裏両面から調整加工を行っていること，打面の除去をはじめとして素材の形状を大きく変えていること

が挙げられる。 3は，ホルンフェルスによる不定型な剥片を用いている。右側縁を切断した後，細かな調

整加工を行っている。 4は，珪質頁岩による横長剥片を素材とし，打面には細かな調整加工が見られる。

5は，黒曜石による不定型な剥片を素材とする(実測図左面の上端に素材の主要剥離面が残る)。打面と

末端に組い調整加工が見られる。上端の鋭利な縁辺には刃こぼれがある。

6は，珪質頁岩による不定型な剥片を用いた削器である。裏面(素材の主要剥離面側)の左側縁に細か

な調整加工が連続する。 7は，珪質頁岩による不定型な剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面の左側

縁に調整加工が見られる。上部を欠損しており，全体の形状は不明である。 8は 珪質頁岩による不定型

の剥片を利用した使用痕ある剥片である。末端に刃こぼれがある。 9は， 8と同一母岩の珪質頁岩による

加工痕ある剥片である。不整形の縦長剥片を素材として，表面左側縁に調整加工を行っている。右側縁の

一部に刃こぼれが見られる。

10は，珪質頁岩による石刃である。打面は大きな l枚の剥離面による平坦打面で，表面中央には石核の

側面調整痕(稜形成痕)が見られる。また，右側縁には刃こぼれがある。

11"'-' 14・16・18は各種石材による剥片である。総じて不定型ないしは横長で、ある。 15・17・19は，不定

型の剥片を生産した石核である。厚手の剥片，あるいは分割礁を素材とする。

4)接合資料とその関連資料(第13・14図)

• C13-⑪(第13図20--24) 黒灰色のホルンフェルスで，台形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，剥片3点

で構成される。このうち加工痕ある剥片 l点と剥片 l点が接合する。
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第3表 CI3-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

CI3ベヨD(Csh) 3 3 3 

CI3ベ⑤(Csh)

CI3ベ⑤(Csh)

CI3ベ2う(Csh)
CI3ベID(Csh)
CI3ベID(Csh)
CI3-@i(Sh) 

CI3ベ!D(Ho) 3 5 5 

CI3窃(勾)
C13-(②(印) 2 2 2 

CI3く号(Csh) 2 2 

CI3ー@(Ob)

CI3ー③(Ho)
CI3-@(Csh) 3 6 6 

その他(An) 7 7 7 

その他(Ant)

その他(Csh) 5 6 E 

その他(Ho) 2 2 2 

その他(勾)

合計 5 3 29 4 44 44 

第4表 CI3-Dブロック石材別石器組成表
石材 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha 加b Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob)

安山岩(加} 7 7 7 

安山岩(加t)

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh) 3 2 12 3 22 22 

チャト (Ch) 2 2 2 

ホルン7エルス(Ho) 5 8 8 

メノウ (Ag) 2 2 2 

合計 5 3 29 4 44 44 

ミ喜三ラ

26 C13-31-20 
C13ー④A(Csh)

B 
6.2g 

ζ二三〉

27 C13-31-49 
C13ー④A(Csh)
B 
13.0g ζ二三込

28 C13-31-52 
C13ー④(Csh)
B 
4.7g 

。 (2:3) 10cm 

第14図 C13-Dブロック出土遺物実測図(3 ) 
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20は，加工痕ある剥片 (21) と剥片 (22)の接合資料である。 22→21の順に剥離しており，交互剥離に

よって不定型な剥片を生産している。

3 .23・24は，接合しないが同一母岩と判断した資料である。 3は台形石器， 23・24は小型不定型の剥

片である。

• C13-④(第14図25--28) 暗灰緑色の珪質頁岩で，剥片3点で構成される。

25は，不定型の剥片 2点 (26・27)の接合資料である。 27→26の順で剥離されている。打面と作業面を

頻繁に入れ替えて剥片を剥離する手順が想定される。

28は，不定型の剥片である。表面は多方向からの剥離面に覆われている。

第4節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層第2黒色帯上半部 (VII'"医層上部)を中心に包含される石器群で， C12-A， 

C13-A・C. E . H， C17-A・B • E '" G， C23-A '" D・Fブロックの合計15か所のブロックが該当する。

草刈遺跡C区の中で、はフゃロック数の最も多い文化層であるが，細かく見るとVII層とIX層上部の石器群は分

離される可能性が高く，ほかの文化層に比べて時間幅が広いと考えられる。ただし，石器数量の多寡とそ

の内容の評価，層厚，包含層の傾斜など諸種の問題があり，細分はできなかった。

1 C12-Aブロック(第15--17図，第5・6表)

1 )ブロックの概要

CI2-Aブロックは，調査区東部のC12-74・75グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地中央の平坦

部で，台地縁辺の傾斜変換点までの距離は40mで、ある。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に13点の石器・礁が散漫に分布する。石器と礁は平面的に混

在している。出土層位はVII層を中心としており，各石器・礁は30cmほどの高低差をもって，比較的水平に

包含されている(第 15・16図)。

ブロックは，剥片 6点，磯7点の合計13点で構成される。石器石材は，珪質頁岩 l点，チャート 2点，

ホルンフェルス 3点，礁石材は， 7点すべてが砂岩である。礁は，母岩分類のできたものが l母岩 6点

(C12-RI①母岩;1， 278. 3 g ) ，母岩の不明なものが l点である。前者は被熱によって割れ，太小の礁片になっ

ていたが，接合して小児頭ほどの完形の円礁に復元できた。表面にはあばた状及び爪跡状の傷があり，被

熱前に台石として用いられていたかも知れない。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは，ホルンフェルス l母岩 (CI2-①)を識別したにすぎない。母岩識別した石器の石器総

数に対する割合は50% (3/6点)である。

• C12-①:自然面は赤褐色，内部は淡黒灰色のホルンフェルスである。石器群の内訳は剥片 3点(合計

12.4 g )で，そのうちの 2点が表裏で接合する (7.6g )。

なお，母岩分類できなかった資料に，珪質頁岩の剥片 l点 (4.0g)，チャートの剥片 2点(合計0.6g) 

がある。チャートの剥片は 2点とも小型不定型のもので，石器ないしは石器の素材として搬入したとは思

えない。剥片生産あるいは石器の製作時に剥離され，放置されたものであろう。
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第5表 C12-Aブロック母岩別石器組成表
母岩

C12ー①(Ho)

その他(Csh)

その他(α1)

CI2R-(j) (Sa) 
その他 (Sa)

合 計

石 材

盟藍幽
主主ニ以血
盟卑」
止と出血i

合 計

防1 Tr Ka 

3)出土遺物(第17図)

PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他

4ミシ

P 
〈二二二~ ~12引(Ho)

(2:3) 10c町、

B C D 石器計 磯 合計

3 3 3 

2 2 2 

6 6 

6 61 7 13 

lは，暗灰緑色の珪質頁岩を利用した不定型の剥片である。珪化度が高く，チャートに近い岩相である。

剥片剥離時に打点で、二つに割れている。表面上端の，打面に接した部分には細かな剥離面が連続しており，

頭部調整を思わせる。 2'"'-'4は， C12①母岩に帰属するホルンフェルスによる不定型の剥片である。図示

しなかったが， 2と3は表裏で接合する。

2 C13-Aブロック(第18--25図，第7・8表)

1 )ブロックの概要

C13-Aブロックは，調査区東部のC13-47・57・58グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつ

て開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は14mtまどである。

フやロックの規模と形状は，長軸 7m，短軸4mの範囲に41点の石器が分布する。ブロックの中心は直径

2mの範囲で，ここに27点の石器が集中する。出土層位はvn層からIX層上部にかけてで，各石器は50cmtま

どの高低差をもって，南に向かつて緩やかに下って包含されている(第18'"'-'20図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片3点，敵石 l点，剥片30点 (27個体)，砕片2点，石
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黒曜石5点，安山岩32点，珪質頁岩3点，砂岩 l点で構成される。石材は，核4点の合計41点 (38個体)

である。

2)母岩の特徴と内容

黒曜石 l母岩 (CI3-⑬)，安山岩 2母岩 (CI3-⑭・⑮)， 本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，

CI3-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls ~ Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

CI3-@(Ob) 3 3 3 
CI3-@(加} 12(9) 13(10) 13(10) 

CI3-@(An) 3 3 3 
CI3-<!診(Csh)
CI3-@(Sa) 

その他(Ob) 2 2 2 

その他(An) 13 2 16 16 
その他(Csh) 2 2 2 

合計 3 30(27) 2 4 41 (お) 41(瑚
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珪質頁岩 l母岩 (CI3-⑮)，砂岩 l母岩 (CI3-⑫)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は

51 % (21/41点)である。

• C13-⑮:漆黒色不透明の黒曜石である。 φlmm'""2聞の淡黄色の爽雑物を多量に含み，青みがかった灰

色の縞が平行に入る。箱根・畑宿産であろうか。石器群の内訳は，中型の剥片を利用した使用痕

ある剥片3点(合計64.3g)で，すべて表裏で接合する。ブロックの東側に分布する。

• C13ー⑭:黒灰色で，爽雑物の乏しい安山岩である。自然面にはφl阻 '""2mmの細かな凹凸が多数見られ

るが，全体になだらかな曲面であることから，原石は比較的大型の円磯と思われる。石器群の内

訳は，剥片12点 (9個体)，石核 l点の合計13点(10個体;381.8g)で，このうち剥片9点 (6

個体;154.9 g )が接合する。フ'ロックの西側にまとまって分布する。

• C13ー⑮:灰色でやや軟質の安山岩である。自然面は摩滅して平滑になっている。石器群の内訳は中型の

剥片3点(合計79.9g)で，このうち 2点が表裏で接合する(合計39.1 g)。

• C13-⑮:自然面と節理面は樟褐色，内部は灰緑色の地に暗紫色の斑が散在する嶺岡産珪質頁岩である。

不定型の剥片を素材とする石核 l点 (24.8g)の単独資料である。

• C13-⑫:淡い灰緑色で，きめ細かな硬質の砂岩である。全体の1/4ほどが遺存する敵石 l点 (230.6g) 

の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の砕片2点(合計0.2g)，安山岩の加工痕ある剥片 l点，

剥片13点，石核2点(合計196.9g)，嶺岡産と思われる珪質頁岩の剥片2点(合計3.7g)がある。

3)出土遺物(第23・24図)

12・13・15・16・18は，安山岩による不定型の剥片， 14・17は，厚手の剥片を用いた不定型剥片用の石

核である。概ね，表裏両面を作業面とする肩平な石核を用い，交互剥離の手法と求心的な打点の移動によっ

て生産された剥片と考えられる。

19は，安山岩による不整型な縦長剥片を用いた加工痕ある剥片である。表面左側縁に粗い剥離痕が連続

する。小型の剥片を生産した石核の可能性もある。 20は，中型の不定型な剥片を用いた石核で，裏面左半

分が素材の主要剥離面である。石材は嶺岡産の珪質頁岩である。

21は，砂岩の敵石が破損したものである。表面下部にあばた状の凹凸が見られる。使用中に欠損したと

考えられるが，残りは回収できなかった。

4)接合資料とその関連資料(第21・22・25図)

• C13-⑭(第21図 1--6，第22図7--11) 黒灰色の安山岩で，原石は大型の円礁と考えられる。同一母

岩は，剥片12点 (9個体)と石核 l点の合計13点(10個体)で構成される。

lは，不定型の剥片9点 (6個体;2'"" 7)の接合資料である。作業の手順は以下のとおりである。①:

組く分割した磯片を石核の素材とする。②:同一打面から 2→3→4→7の順に不定型の剥片を剥離する。

また， 4を剥離する以前に，下方から 5を剥離しているが， 3との先後関係は不明である。③:7の剥離

以後に横位から剥片数枚を剥離し，石核高が低くなった段階で6を剥離している。

8'""11は，上記の一群とは接合しないが，同一母岩と判断した資料である。 8'" 10は，不定型の剥片で，

上記と同一個体の可能性がある。いっぽう， 11は，大型厚手の剥片を素材とした石核で，実測図最上段の

左側に残る広い剥離面が素材の主要剥離面である。本石核は，小型の剥片数枚を剥離したに過ぎないもの

であることから，上記接合資料とは別個体である。原石を分割して複数の石核素材とし，それぞれで剥片
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生産を実施した結果であろう。本ブロックでは，原石の分割に関連する資料は見られないことから，よそ

で原石を分割した後，本ブロックに分割片 2'""3個体を持ち込んだのであろう。

• C13ー⑮(第25図22--25) 漆黒色不透明の黒曜石で，使用痕ある剥片 3点で構成される。

22は，使用痕ある剥片 3点 (23'""25)の接合資料である。同一の打面を用いて， 23→24→25の順に不定

型の剥片を剥離し，加工することなく使用している。

3 C13-Cブロック(第26--35図，第9・10表)

1 )プロックの概要

CI3-Cブロックは，調査区東部のCI3-40'""42グリッドに位置する。ブPロックの立地は，南西に向かつ

て開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mほどである。

ブロックの規模と形状は 直径 5mの範囲に346点の石器が満遍なく密に分布する。垂直分布図では，

出土層位はVI層を中心としており，各石器は40cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第26・30

図)。ただし，石器群の内容及び周辺ブロックとの接合関係，同一母岩の分布状況から，第4文化層 (VII

'""IX層上部)に帰属する石器群と考えた。

ブロックを構成する石器は，ナイフ形石器 I点，使用痕ある剥片 l点，剥片175点(168個体)，砕片163

点，石核 6点の合計346点 (339個体)で，石材は，黒曜石336点，流紋岩 2点，珪質頁岩3点，チャート

l点，ホルンフェルス 2点，メノウ 2点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩 (CI3-⑩)，流紋岩 l母岩 (CI7-⑭)，珪質頁

岩 I母岩 (C13⑮)，チャート l母岩 (CI3-⑫)，ホルンフェルス l母岩 (CI3-⑮)，メノウ l母岩 (C13ー③)

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は99%(343/346点)である。

• C13-⑮:節理面は明樟褐色，内部は黄褐色の地に暗紫色の斑がある嶺岡産の珪質頁岩である。剥片 l点

(4. 1 g )の単独資料である。

• C13-⑧:淡黄灰色半透明で一部赤褐色のメノウである。剥片2点(合計5.4g)で構成される。

• C13-⑮:淡黒灰色で，節理面は黒褐色のホルンフェルスである。石核 l点 (26.2g)の単独資料である 0

・C13-⑮:暗灰緑色で節理の少ない良質なチャートである。自然面は滑らかな曲面で，原石は円礁と考え

られる。剥片 l点 (6.7 g )の単独資料である。

• C13-⑩:漆黒色不透明で，大小の爽雑物を含む黒曜石である。部分的に爽雑物の厚い層がある。栃木県

高原山産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，剥片170点(163個体)，砕片162点，

石核3点の合計336点 (365.8g)である。

接合グループは 7グループある。 Aグループは，剥片9点 (7個体)と石核 l点(合計129.5g ) 

の接合， Bグループは，剥片 6点、 (5個体)と石核 l点(合計80.1 g)の接合資料である。その

ほかに，剥片2点と石核 l点の接合資料，剥片3点の接合資料，欠損した剥片 2点が接合して l

個体になった接合資料3グループがある。

• C17-⑭:自然面は褐色，内部は灰緑色で黒色の縞が帯状に入る流紋岩である。原石は，幼児の頭ほどの

大きさの円礁と想定される。本フ'ロックでの石器群の内訳は，石核2点である(合計238.3g)。

接合資料は 7グループあり CI7-Aフ*ロックを中心に同一母岩が広く分布している。 Aクゃルー
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η
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プは，本ブロックの石核 I点(l46.3g)がC17-Aブロックの剥片24点，石核 l点， C17-Bブロッ

クの剥片 l点，石核 l点， C17-Gブロックの剥片7点，石核6点、と接合する。また，接合はしな

いが，同一母岩として， C17-AブPロックに67点， C17-Bブロックに 3点， C17-Gブロックに l点

がある。

なお，母岩分類できなかった資料に，珪質頁岩の使用痕ある剥片 l点，剥片 l点(合計8.0g)，ホルン

フェルスの砕片 l点 (0.2 g )がある。

3)出土遺物(第34・35図)

27は，嶺岡産珪質頁岩による縦長剥片(あるいは石刃)を利用した使用痕ある剥片である。裏面の左側

縁に刃こぼれがある。下半部は欠損する。 28は，メノウによる不定型な剥片である。表面と裏面の剥離方

向が大きく異なり，また，側面に表裏と直交する方向の剥離面があることから，打点を頻繁に移動する石

核から剥離されたと考えられる。 29は，流紋岩による石核である。大型の円礁から得た厚手の剥片を素材

C13ー③A

8 8 

I 

E 
A 

C13ー③F

合

. . 
ブ

十ル

C13ー④A

。 (1 :80) 4m 

ゆや蜘惜;:
一一一 32.000m

一一一 31.000m

第29図 C13-Cフ守ロック出土遺物分布図 (4) 一石材別分布図(1 ) 
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とし，素材の表面側で求心的な打点移動によって不定型の剥片を生産している。同一母岩がC17-A・Bブ

ロック等に多量に分布する。 30は チャートによる不定型な剥片 31は ホルンフェルスによる剥片素材

の石核である。

4)接合資料とその関連資料(第31--34図)

• C13-⑩(第31図 1--8，第32図9--13，第33図14--19，第34図20--26) 漆黒色不透明の黒曜石で，ナ

イフ形石器 l点，剥片170点(163個体)，砕片162点，石核3点、の合計336点で構成される。

Iは，剥片9点 (8個体;2-----8) と石核 l点 (9)の接合資料である(接合資料A)。各面とも節理

面(黄褐色の不純物の層)と剥離面に覆われ，自然面は残されていないことから，本接合資料では原石の

性状はわからない。ただし，同一母岩に角磯面を残すものがあり，原石の大きさは不明であるものの，粗

く分割された磯片を石核の素材としたのであろう。石核に残された剥離面の状況から，石刃を生産した個

体と考えられるが，欠損した剥片 l点(5 )が石刃の可能性があるものの，それ以外に石刃は見あたらな

A 
C13-⑧E 

C17-Bブロッヴへ

C17-Gブロッウへ

C13ー @D

C13ー⑧B 。 (1 :80) 

-・*・討議.~~輸が
ー一一 32.000m

皿.

v 
n 
四.

R 一一一 31.000m

x 

第30図 C13-Cフ辛口ツク出土遺物分布図(5 ) 一石材別分布図 (2) 
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い。良好な資料は搬出されたと考えられる。

接合資料から見た剥片剥離作業は，①:原石を組く分割し，石核の素材を得る。実測図の左右の側面

(C・D面)に残る広い剥離面が分割面にあたると考えられる (D側面がネガティプ， C側面がポジテイ

プな面)。②:実測図下位に打面を作る。この時， 7が正面から奥に向かつて剥離される。③:下設の打

面から縦長の剥片(あるいは石刃)が剥離される。④:裏面にある不純物の層を除去する石核調整で，上

端から下位に向けて打点を移動しながら， 2→3→4の順に不定型の剥片を剥離している。⑤:上設の打

面を作る。打面の形成は，下設の打面と同様，正面から奥に向かつて行われる。これは，正面に作業面を

限定するためであろう。⑥:上設の打面から 5，6を含む縦長剥片(あるいは石刃)を剥離する。打面は

平坦で，細部調整はほとんど見られない。⑦:左側面 (D面)を打面とし，裏面側で8を剥離する。④と

同様の石核背面調整を意図したと考えられるが，石核(9 )の裏側が大きく挟られてしまう。これにより

石核は放棄され，作業が終了する。

10は，剥片2点(12・13)と石核 l点(11)の接合資料である(接合資料C)。

接合資料から見た剥片剥離作業は，①:厚手の剥片を石核素材とする。素材の主要剥離面は， 10の裏面

に広く残る剥離面である。ただし，上面(打面)の剥離面もポジティプな剥離面であり，分割された礁片

による石核から剥離された厚手の剥片を石核に用いていると考えられる。②:上面を打面，表面を作業面

として， 12→13の順に小型で細身の剥片を剥離している。

14は，剥片6点 (4個体;15"'18)と石核 l点(19)の接合資料である(接合資料B)。

接合資料から見た剥片剥離作業は ①:大型厚手の剥片を剥離し，石核の素材とする。実測図14の表面

には自然面が残されており，原石が角礁であることがわかる。また，裏面には素材の主要剥離面が広く残

されている。②:右側面にある不純物の塊を除去する。表面から裏面に向かつて， 15→16の順で不定型の

剥片を剥離している。③:上端に打面を設け，左側面(石核の小口の部分)を作業面として， 17→18の順

に目的とする縦長剥片を剥離している。

20は，幅広の縦長剥片を素材とした 2側縁調整のナイフ形石器である。素材の打面を基部に残し，左側

縁全体と右側縁の基部寄りに調整加工を行っている。左側面は表裏両側から調整しており，この加工面は

表裏と直交する。裏面の基部には，打癌の除去と考えられる平坦な調整加工が見られる。

21 "'26は，不定型の剥片である。表裏のいずれかに不純物の層があり，概ね，石核の打面形成ないしは

第9表 C13-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

CI3~(Csh) 

C13-(②~ 2 2 2 

CI3-@(Ho) 

CI3~~白}
CI3-@(Ob) 170 (163) 162 31 336(329) 336(329) 

C17-@馳) 2 2 2 

その他(Csh) 2 2 

その他(Ho)

合計 175 (1倒 163 61 346(339) 346(339) 

第10表 C13-Cブロック石材別石器組成表
石材 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 知bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob) 170 (163) 162 31 336(329) 336(329) 
流紋岩(Rh) 2 2 2 
珪質頁岩(Csh) 2 3 3 
チャート (α1)

ホルン7エ似(Ho) 2 2 
メノウ(ft，ω 2 2 2 

合計 175 (1倒 163 61 346(339) 346(339) 
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15+16+17+18+19 
C13ー⑧B

丸 d〉

16 C13-41-238 
C13-41-310 
C13ー⑧B(Ob)
B 
32.8g 

ど3
ζ こ3
4 

18 C13-41-91-2 
C13ー⑧ B(Ob)
B 
11.2g 

わ

E込
C13-41-210 
C13ー⑩ B(Ob)
D 
26.0g 
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第33図 CI3-Cブロック出土遺物実測図(3 ) 
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ム
b
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C13-41-80 
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B 
12.0g 

包括~

C13-41-145 
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B 
2.0g 

〈乙ミコ... 23 
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24 C13-41-121 

C13ー⑧(Ob)
B 
6.5g 
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その他(Csh)
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5.9g 
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喝-督。
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B 
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C13ー@(Ob)
B 
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10cm 29 C13-41-323 
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第34図 CI3-Cブロック出土遺物実測図 (4)
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ζこご〉

。

30 C13-41-339 

(2:3) 

C13ー⑧(Ch)
B 
6.7g 

10cm 

第35図 C13-Cブロック出土遺物実測図(5 ) 

側面調整の際に剥離されたと考えられる。

4 CI3-Eブロック(第36--38図，第11・12表)

1 )ブロックの概要

31 C13-41-283-2 
C13ー⑧(Ho)
D 

26.2g 

C13-Eブロックは，調査区東部のC13-09・10・20グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつ

て開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は16mほどである。

フ、、ロックの規模と形状は，長軸 5m，短軸 3mの範囲に10点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位は

vn層からIX層にかけてが6点， III層からW層にかけてが4点で，これをすべて同一文化層とすべきか問題

を残すが，資料数が少なく垂直分布の傾向が不明瞭なことから，今回は一括して扱った(第36・37図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片3点，礁4点、の合計10点で構成される。

石器石材は，黒曜石 I点，安山岩4点，珪質頁岩 l点，礎石材は，頁岩2点，砂岩2点である。礁は，母

岩分類のできたものが4点 (4母岩)で， 3点は完形ないしは完形に近いものである。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは，安山岩 l母岩 (C13-⑮)を識別したにすぎない。母岩識別した石器の石器総数に対す

る割合は17%(1 /6点)である。

• C13-⑮:黒灰色で部分的にきめの粗い安山岩である。節理面は赤褐色で，白色の爽雑物を少量含む。本

フやロックでは剥片 l点(ll.Og)の単独資料であるが，同一母岩がC13-Hブロックに 6点あり，

そのうちの 4点と本ブロックの資料が接合する(接合資料C13⑮B)。

なお，母岩分類できなつかった資料に，黒曜石の小型の剥片 l点(0.5g)，安山岩の使用痕ある剥片2

点，剥片 l点(合計91.2g)，嶺岡産珪質頁岩の加工痕ある剥片 l点 (3.3 g )がある。

3)出土遺物(第38図)

lは，加工痕ある剥片である。左側縁には裏面から調整加工がなされているが，下半部を大きく折損す

るため，全体の形状は不明である。右側面は，表面側から折ったようになっている。表面の一次面は不定
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方向からで，比較的厚手の剥片である。ナイフ形石器の一種であろうか。石材は，黄褐色の部分と紫がかっ

た灰色の部分のある嶺岡産珪質頁岩である。 2は，打点から二つに割れた不定型な剥片を利用した使用痕

ある剥片である。左側縁に刃こぼれが見られる。石材は，淡黒灰色の安山岩である。 4も安山岩による不

定型な剥片を用いた使用痕ある剥片である。裏面の左側縁に刃こぼれがある。表面は，主要剥離面とは直

第11表 CI3-Eブロック母岩別石器組成表
母岩 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi 

CI3--iI島(加)
その他(Ob)

その他(加)

その他(Csh)

CI3R-@(Sh) 

CI3R--@(Sa) 

CI3Rベ③(Sa)

C13R--iI診(Sh)

合計

第12表 C13-Eフゃロック石材別石器組成表
石材 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr 

黒耀石(Ob)

安山岩(加)

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh)

砂岩(Sa)

合計

協重野省
重る
電主志〉

ζこコ

G 

C二〉

l' C13-10-7 
その他(Csh)
Rf 
3.3g 

2 C13-10-4 
その他(An)

Uf 
7.2g 

3 C13-20-1-1 
C13ー⑬ B(An)

B 
11.0g 

Pi 

Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他

2 

2 

Rf Uf BI BIs Sp Ha 加bAx 他

2 

2 

~ 

。

第38図 C13-Eブロック出土遺物実測図
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B C D 石器計 磯 合計

3 3 

3 61 4 10 

B C D 石器計 磯 合計

2 4 4 

2 2 

2 2 

3 61 4 10 

4 C13-20-2-1 
その他(An)

Uf 
76.6g 

(2:3) 10cm 



交する方向の剥離面と自然面によって構成されている。比較的大型の円礁から剥離されたと考えられる。

3は，不定型の剥片である。 4と同様，表面と裏面の剥離方向は直交する。 CI3-Hブロックの資料と接合

する。

5 CI3-Hブロック(第39"'44図，第13・14表)

1 )プロックの概要

CI3-Hブロックは，調査区東部のC13-67・68・76"-'78・87・88グリッドに位置する。ブロックの立地は，

南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で 傾斜変換点までの距離は 5mほどである。

ブロックの規模と形状は，直径9mの範囲に52点の石器・礁が分布する。細かく見ると，ブロック中央

部は空白となっており，北側は散漫に，南側はややまとまって分布する。磯も 11点中10点がブロック南端

にまとまりを見せている。出土層位はvn層を中心としており，各石器は60cmほどの高低差をもって，東に

向かつて緩やかに下って包含されている(第39"-'41図)。

ブロックは，ナイフ形石器3点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片4点，剥片33点，磯11点の合計

52点で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，安山岩15点，安山岩(トロトロ石) 1点，頁岩3点，珪質

頁岩17点，チャート 3点，ホルンフェルス l点，礁石材は，頁岩2点，チャート 5点，砂岩4点である。

礁は， 11点すべてが単独母岩で，長軸 3"-'4 cm，短軸 2cm程度の小型の完形品で、ある。石質によって不鮮

明な場合もあるが，概ね被熱していると考えられる。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (CI3-⑮)，珪質頁岩3母岩 (C13⑮・@・

⑫) ，チャート l母岩 (CI3-⑫)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は24% (10/41点)である 0

・C13-⑮:黒灰色の安山岩で，母岩の特徴は， C13-Eブロックで記したとおりである。石器群の内訳は剥

片6点(合計56.5g)で，二組に分かれて接合する。接合資料Aは，剥片 2点が表裏で接合する

もの(合計19.9g)，接合資料Bは，本ブロックの剥片4点(合計36.4g) とCI3-Eブロックの

剥片 l点とが表裏で接合するものである。ブロックの西南部に偏って分布する。

• C13-⑩:黄白色できめ細かな珪質頁岩である。ナイフ形石器 I点(2.7 g )の単独資料である。

• C13-⑩:黄褐色の地に淡褐色の縞が入る珪質頁岩である。剥片 l点(1.4 g )の単独資料である。

• C13-⑫:灰緑色の地に青みがかった黒色の縞が入るチャートである。自然面は黒褐色，節理面は赤褐色

である。使用痕ある剥片 l点 (8.5 g )の単独資料である。

• C13-⑫:灰緑色で硬質徹密な珪質頁岩である。自然面は樟褐色，節理面は黄褐色である。自然面は平滑

であるが，転石時に生じたと考えられる爪形の痕跡が多数あることから，原石は大型の円礁と考

えられる。剥片 l点(15.0g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点 (0.8g)，安山岩のナイフ形石器 1点，剥片8

点(合計54.0g)，安山岩(トロトロ石)の剥片 l点(1.0g)，頁岩のナイフ形石器 l点，剥片 2点(合

計3.4g)，嶺岡産珪質頁岩の加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片3点，剥片10点(合計22.0g)，チャー

トの剥片2点(合計2.5g)，ホルンフェルスの剥片 l点(1.0g)がある。

3)出土遺物(第42・43図)

lは，横長剥片を素材としたナイフ形石器である。両側縁の大半に調整加工がなされているが，特に基
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部は，表裏両方向から細かく調整されており，調整加工面と表裏面とのなす角度が直角に近くなっている。

石材は，黒灰色の安山岩である。 2は，石刃を素材とするナイフ形石器である。先端，基部ともに欠損す

るため細かな点は不明であるが，基部調整のナイフ形石器と考えられる。石材は，黄灰色に風化したやや

軟質の頁岩である。 3も石刃を素材とするナイフ形石器である。素材の打面を基部に広く残し，右側面を

中心に調整加工を行っている。石材は，黄白色で硬質轍密な珪質頁岩である。

4"'-'7は，使用痕ある剥片である。 4"'-'6は嶺岡産珪質頁岩 7はチャートによる不整形の縦長剥片を

用いている。

8 "'-'20は，各種剥片である。 14・15は石刃， 8"'-'11， 13・16・19は不整形の縦長剥片である。 12・17・

第13表 C13日ブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi 

CI3-@(加)

C 13--@(Csh) 

CI3--@)(Csh) 
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合計 3 

第14表 CI3-Hブロック石材別石器組成表
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18は不定型の剥片， 20は横長剥片である。概ね，表面は主要剥離面と同一方向ないしは全く逆方向の剥離

面で構成されている。 17の表面にはポジティプな剥離面があり，剥片素材の石核から剥離されたことがわ

かる。石材は， 8"-'11・14が嶺岡産珪質頁岩， 12・13が産地不明の珪質頁岩， 15"-'20は安山岩である。

4)接合資料とその関連資料(第44図)

• C13ー⑩(第44図21--28) 黒灰色の安山岩で，剥片6点で構成される。また， C13-Eプロックに剥片 l

点が分布しており，本ブロックの4点と接合する。

21は，本ブロックに分布する剥片4点 (21"-'25)の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離技術は，

求心的な打点移動によって中・小型で不定型の剥片を剥離するものである。接合資料では剥離の順番が不

明であるが，上位から23と24とが接合した状態のもの，下端から22が剥離され，次に25が剥離されている。

図化していないが，最後にCI3-Eブロックの剥片が剥離され，石核は持ち出されている。

26は，剥片2点の接合資料である。 28→27の順に不定型の剥片を剥離している。打面は90度近く異なっ

ている。

以上から， CI3-Hブロックで剥片生産が行われ，①:その後， C13-Eプロックで作業が継続されたか，

②: CI3-Hフ.ロックで得られた剥片の一部がCI3-Eプロックで廃棄されたかのいずれかが考えられる。接

合順では最後に剥離された剥片がCI3-Eプロックに分布していたことから，前者の可能性が高いのではな

いだろうか。

6 CI7-Aプロック(第45--55図，第15・16表)

1 )プロックの概要

CI7-Aプロックは，調査区東部のC13-20・30・31・40，C17-39・49・59グリッドに位置する。ブロック

の立地は南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mほどである。周辺

には，同一文化層のブロックが密集している。

ブロックの規模と形状は，長軸10m，短軸 7mの範囲に225点の石器・礁が分布するが，長軸 7m，短

軸4mほどの範囲に大多数の資料がまとまっている。出土層位はvn層からIX層上部にかけてで，各石器は

50cmほどの高低差をもって，北に向かつて緩やかに下って包含されている(第45"-'49図)。

ブロックは，ナイフ形石器2点，削器2点，模形石器8点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片5点，

石刃4点，剥片186点(183個体)，砕片8点，石核5点，磯4点の合計225点 (222個体)で構成される。

石器石材は，黒曜石7点，安山岩3点，流紋岩108点，頁岩21点，珪質頁岩22点，砂岩19点，ホルンフェ

ルス28点，メノウ 13点，磯石材は，流紋岩 l点，頁岩 l点，チャート l点，砂岩 I点である。礁は，母岩

分類できたものが2点 (2母岩)，母岩の不明なものが2点である。前2者は完形品で，そのうちの一つ

は3cmほどの小円礁で被熱の痕跡はさほど明瞭ではない。もう一つは拳二つ分ほどの大型の円礁で，被熱

のため全体が黒く煤けている。また，一部に敵打痕があり，模形石器製作等のための台石として機能した

時期のあった可能性が高い。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは15母岩を識別した。内訳は，流紋岩 l母岩 (CI7-⑭)，頁岩5母岩 (CI7-⑫・@"-'⑮)，

珪質頁岩3母岩 (CI7-⑫・@， C23-⑩) ，砂岩 l母岩 (CI7-⑩)，ホルンフェルス 2母岩 (CI7-@・⑮)， 

メノウ 3 母岩 (CI7-~ ・@・ C23-⑬)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は84% (186/221点)

一回一
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である 0

・C17-⑭:自然面は樫褐色から黄褐色，内部は灰緑色の地に黒色と白色の縞が帯状に入る流紋岩である。

原石は，小児の頭ほどの大きさの円礁と思われる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，剥片101点 (98個体)，砕片 5点，石核 l点の合計108点

(105個体 ;315.2g)である。

接合資料は 7グループある。 Aクやループは，剥片24点 (22個体)，石核 l点の25点 (23個体;

153.0g)が接合する資料で， このほかに， C13-Cブロックの石核 l点， C17-Bブロックの剥片

l点，石核 l点， C17-Gブロックの剥片7点，石核6点、が接合する。このうち， C17-Bブロック

の剥片と石核は，本ブロックの剥片，石核にそれぞれ接合して l個体ずつになり，また， C17-G 

ブロックの剥片2点も，本ブロックの剥片と接合して 2個体となっている。したがって，本ブロッ

クとC17-B. C17-Gフゃロックとは，通常の剥片剥離作業で生産された剥片や石核の接合と，折損

した剥片岡士や破損した石核同士の接合の両者が見られる。

Bグループは，ナイフ形石器 l点，剥片8点 (7個体)の合計9点 (8個体;82.8 g) による

接合資料で， C17-Bブロックの剥片2点と接合している。

また，剥片 l点がC17-Gブロックの剥片 l点と接合して l個体となるもの (Dクやループ)，剥

片2点が表裏で接合するもの (E，，-Gグループ)がある。

このほか，接合しない同一母岩は， C13-Cブロックに l点， C17-Bブロックに 3点， C17-Gブ

ロックに l点がある。

C17-⑭母岩については，本遺跡内， とくにC17-Aブロックを中心としたフゃロックで，原石すべ

てを消費したと考えられる。

• C17-⑫:灰白色に風化した頁岩である。やや軟質ではあるが，きめが細かく均質である。石器群の内訳

は，削器 l点，模形石器 l点，使用痕ある剥片 I点，剥片9点の合計12点 (29.1 g)である。同

一母岩は， C17-Bブロックに12点ある。本ブロックでは接合資料は見られないものの，小型の剥

片類が主体を占めており，剥片剥離工程半ばの作業が行われたと考えられる。

• C17-⑮:灰褐色の地に灰白色の部分が混じる珪化度の高い珪質頁岩である。玉随の可能性もある。石器

群の内訳は，模形石器2点，剥片7点の合計9点 (5.5 g )で， このうち，模形石器 l点と剥片

l点が接合する(合計2.4g)。このほかに，同一母岩がC17-Bブロックに 1点ある。本ブロック

内では，フ、、ロックの東側に偏って分布する。

• C17-⑩:黄色みを帯びた乳白色のメノウである。石器群の内訳は，模形石器3点，剥片 2点の合計5点

(5. 7 g )で， このうち，模形石器 l点と剥片 l点が接合する(合計2.4g)。このほかに，同一

母岩がC17-Bフ事ロックに l点ある。ブロックの中心より北側に分布する。

• C17-@ :自然面は黒灰色，内部は淡黒灰色のホルンフェルスである。原石は拳よりやや大きめの円礁と

考えられる。石器群の内訳は，剥片26点 (24個体)，石核l点の合計27点 (25個体;262.7 g)で

ある。

接合資料は 2つに分けられる。 Aグループは，本ブロックの剥片 2点(合計3.2g) とC17-B

ブロックの剥片 l点による接合資料， Bグループは，剥片10点 (8個体)と石核 l点による接合

資料(合計222.2g)である。

63-



接合資料の概略は，原石から作業を開始してこれを二分した後，一方では剥片生産を実施して

いるが，個体消費の前半で中断して，その石核を持ち出している。もう一方の個体は，剥片生産

をほとんど行うことなく石核を廃棄している。本母岩の分布は，ブロックの西南部にまとまるが，

そのほかの範囲にも広く見られる。

• C17-⑩:灰緑色の地に白色と濃紫色の縞があり，節理面は樫褐色の嶺岡産珪質頁岩である。本ブロック

では，削器 l点 (2.3 g )の単独資料であるが，ほかに同一母岩として， CI7-Gブロックに石刃

用の石核 l点がある。いずれのブロックでも剥片生産を実施した形跡はない。

• C17-⑩:灰黒色の砂岩である。石器群の内訳は，剥片11点，石核l点の合計12点 (273.4g)である。こ

の内，剥片 6点と石核 I点が接合する(合計254.7g)。

接合資料が示す作業の内容は， CI7-@母岩と極めて類似している。拳大程度の円礁を用いて作

業を開始し，これを二分する。一方では剥片生産を実施しているが，個体消費の前半で中断し，

石核を持ち出している。もう一方は，剥片生産をほとんど行うことなく石核を廃棄している。本

母岩の分布は，フ、、ロック内の一部に偏らず，広く見られる。

• C17-⑮:褐色半透明で，黒褐色の縞が入るメノウである。また，黄白色で軟質の不純物が帯状に見られ

る。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，石刃 2点，剥片 l点、の合計4点 (22.2g)で，すべ

て搬入品と考えられる。

• C17-⑫:淡褐色で硬質徹密な東北産頁岩である。小型の石刃 l点(l.4g)の単独資料である。

• C17-⑩:暗褐色で光沢があり，硬質轍密な東北産頁岩である。石核 l点、 (24.8g)の単独資料である 0

・C17ー⑭:褐色で硬質鰍密な東北産頁岩である。大型の石刃 l点 (46.9g)の単独資料である。

• C17-⑮:節理面は黒褐色，内部は黒色の硬質な頁岩である。ナイフ形石器 l点 (23.2g)の単独資料で

ある 0

・C17-⑩:黄灰色で軟質なホルンフェルスである。石核 l点 (85.2g)の単独資料である。

• C23-⑩:灰緑色できめの細かい嶺岡産珪質頁岩である。本フゃロックでは使用痕ある剥片 l点 (2.1 g ) 

の単独資料であるが，同一母岩がC23-Bブロックに l点， C23-Cブロックに 2点ある。

• C23-(I動:黄灰色と紫がかった黒灰色の混在する半透明のメノウである。灰白色の不純層が多方向にみら

れ，良質な石器石材とはいい難い。本ブロックでは剥片2点(合計4.0g)が分布するだけで単

独資料に近い状況であるが，同一母岩が， CI7-Bブロックに l点， C23-Bブロックに 3点， C23-

Cブロックに48点あり C23-Cブロックで生産されたものが持ち込まれた可能性が考えられる。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片4点，砕片3点(合計2.5g)，安山岩の模形石器 l

点，剥片 2点(合計2.5g)，頁岩の剥片 5点(合計10.9g)，珪質頁岩の模形石器 l点，使用痕ある剥片

3点、，剥片7点(合計35.3g)，砂岩の剥片 7点(合計4.8g)，メノウの剥片 2点(合計3.8g)がある。

黒曜石は小型の剥片ばかりであるが，漆黒色不透明で爽雑物を含んでおり，肉眼的に栃木県高原山産と考

えられる。また，珪質頁岩の大半は嶺岡産と想定される。

3)出土遺物(第50・51図)

lは，頁岩のナイフ形石器である。自然面の厚い打面を基部に残し，左側縁に組い調整加工を行ってい

る。未製品であろうか。 2は，珪質頁岩による縦長剥片を用いた削器である。両側縁の表裏に細かな調整

加工が連続する。上半部が欠損する。
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3・4は，東北産頁岩による石刃である。 4は，製品として遠隔地から搬入されたと考えられる大型の

石刃である。 3は，下総台地におけるVI・vn層周辺でしばしば見られる，大型の石刃あるいは剥片を転用

した石核から剥離されたと想定される小型の石刃である。右側面に石核の素材面がある。

5"'7・9は，珪質頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。

8・10・11は不定型の剥片である。 12は不定型剥片を生産した石核であるが，東北産頁岩を用いた厚手

の剥片を素材とする。

30は，珪質頁岩の模形石器から剥離された削片である。

4)接合資料とその関連資料(第51--55図)

• C17ー⑫(第51図13--15) 灰白色の頁岩で，掻器 l点，模形石器 I点，使用痕ある剥片 l点，剥片9点

で構成される。

13は使用痕ある剥片. 14は不定型の剥片. 15は削器とした資料である。

• C17ー⑪(第51図16--19) 褐色半透明で，黒褐色の縞が入るメノウで，石刃2点，剥片2点で構成され

る。

16・18は中・小型の石刃. 17は不整形の縦長剥片. 19は不定型の剥片を素材とした加工痕ある剥片であ

る。不定型の剥片は，石刃生産に関連した打面形成時に剥離された剥片ではなかろうか。

• CI7-@ (第51図20--25) 黄色みを帯びた乳白色のメノウで，模形石器3点，剥片2点で構成される。

20は，小型の模形石器 (22)に削片 (21)が接合した資料である。模形石器に比べて接合している削片

がかなり大きいことから. 21の剥離以後もかなりの枚数の削片(または調整剥片)が剥離されたことがわ

第15表 CI7-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

CI7-@(Rh) 99(96) 5 3 (1) 108(1a) 108(1a) 
CI7-@(Sh) 9 12 
C17-1②(Csh) 2 7 9 9 
CI7--@(Ag) 3 2 5 5 
C17-1②明日) 26(24) 27(25) 27(25) 
CI7~(Csh) 
CI7-@(Sa) 11 12 
CI7--@(Ag) 2 l 4 
Cl7--'⑫(Sh) 
CI7-@(Sh) l 
CI7-@(Sh) l 
CI7--@(Sh) 

CIH量明日)
C23-@(Csh) 
C23-@(Ag) 2 2 
その他(Ob) 41 3 7 
その他(加) 2 3 3 
その他(Sh) 5 5 5 
その他(C冶h) 3 7 II 11 
その他(Sa) 7 7 

その他(Ag) 2 2 

CI8R-1!診(Rh)
CI8R-@(Ch) 
その他(Sh)
その他(Sa)

合計 2 2 8 51 4 184(181) 7(5) 221 (216) 41 225(220) 

第16表 CI7-Aフ。ロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI Bls So Ha h由 Ax イ也 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob) 41 3 7 7 
安山岩{加} 2 3 3 
流紋岩仰1) 99(96) 5 3 (1) lω(la) 11 109(104) 
頁岩(Sh) 2 14 21 22 
珪質頁岩(Csh) 3 4 14 22 22 
チャト {α1) l 

砂岩(Sa) 18 l 191 1 初

ホルン7ェ似(110) 26 2 28 28 

メノウ(Ag) 3 2 7 13 13 

合計 2 2 日 5 4 184 (181) 8 7(5) 221 (216) 41 225(220) 
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かる。 23"-'25も模形石器及びそれに関連した剥片である。

• CI7-@ (第51図26--29) 灰褐色の珪質頁岩で，模形石器2点，剥片7点で構成される。

26は，模形石器 (28)に剥片 (27)が接合じたものである。 29は，極めて小型の模形石器である 0

・C17-⑩(第52図31--37，第53図38--42) 灰黒色の砂岩で，剥片11点，石核 l点で構成される。

31は，剥片6点 (33'"'-'37・39)と石核 l点 (40)の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離技術は，

はじめに原石を大きく二つに分割する。一方の個体は接合資料32で示した。自然面の同一打面から， 33→ 

34→35→36→37の順に不定型の剥片を剥離している。石核は残されていない。もう一方の個体は接合資料

38で，石核 (40)から横長剥片 (39)を含む3枚ほどの剥片を剥離している。石核右側面に残された大き

な剥離面が分割面にあたる。このほか，接合しないが41，42など前者の個体から剥離されたと考えられる

不定型の剥片5点がある。

• CI7-@ (第54図43--51，第55図52--59) 淡黒灰色のホルンフェルスで，剥片26点 (24個体)，石核 l

点で構成される。剥片13点(11個体)と石核 l点が二組に分かれて接合する。

43は，剥片10点 (8個体;44"-'51)と石核 l点 (52)の接合資料である。はじめに，原石を二つに分割

する。一方の個体は， 44"-'51の剥片で構成されるが，石核は見られない。概ね， 47→48→49→51の順で，

打面と打撃方向を換えながら実測図43の上部で不定型の剥片を剥離した後，裏面の自然面を打面として50

を剥離している。おそらく これに続いて44→45→46の順で 50と同一打面から不定型の剥片を剥離して

いる。もう一方の個体は石核 l点 (52)だけであるが，石核下端部には剥片数枚を剥離した痕跡がある。

53は，小型で同規模の不定型な剥片3点 (54"-'56)の接合資料である。 54→55→56の順で剥離している。

このうち56はCI7-Bブロックに分布する。

このほか，接合しないが57"-'59などの不定型な剥片がある。

7 CI7-Bプロック(第56--64図，第17・18表)

1 )ブロックの概要

CI7-Bプロックは，調査範囲東側のCI7-26"-'28・36"-'38・47グリッドに位置する。ブロックの立地は，

南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で 傾斜変換点までの距離は 5mほどである。

ブロックの規模と形状は，長軸12m，短軸6mの範囲に152点の石器・礁が満遍なく分布する。出土層位

はvn層を中心としており，各石器は80cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第56"-'59図)。

プロックは，ナイフ形石器11点 (9個体)，掻器 I点，削器2点，模形石器6点，加工痕ある剥片3点

(2個体)，使用痕ある剥片7点，石刃8点 (4個体)，剥片86点，砕片16点，石核9点，礁3点の合計152

点(145個体)で構成され，石器石材は，黒曜石61点，安山岩17点，流紋岩7点，頁岩25点，珪質頁岩30

点，チャート l点，ホルンフェルス 3点，メノウ 5点，磯石材は，安山岩 l点，流紋岩 l点，チャート l

点である。礁は，母岩分類のできたものが2点 (2母岩)と母岩の不明なものが l点ある。前者は長軸4

cm"-' 5 cmほどの小型の完形礁である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは21母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩 (CI7-⑮)，安山岩 l母岩 (CI7-⑮)，流紋岩

l母岩 (CI7-⑭)，頁岩7母岩 (CI7-⑫~⑫・@， C23-⑨) ，珪質頁岩5母岩 (CI7-⑫・⑫・@・⑮， C23-

②) ，チャート l母岩 (C17ー⑫)，ホルンフェルス 2母岩 (CI7-@・@)，メノウ 3母岩 (CI7-⑫・@， C23-
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⑬)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は66%(98/149点)である。

• C17-⑭:灰緑色の流紋岩で，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。石器群の内訳は，

剥片 6点，石核 l点の合計7点(103.7g)である。接合資料は 2グループある。

Aグループは剥片 l点、，石核 l点(合計57.5g)である。これは， CI3-Cブロックの石核 l点，

CI7-Aブロックの剥片24点，石核 l点、， CI7-Gフ。ロックの剥片 7点，石核6点と接合する。この

うち，CI7-Aブロックの剥片 l点と石核3点は本ブロックの剥片，石核とそれぞれ接合し， 1個

体ず、つになる。

Bク寺ループは剥片 2点(合計41.4g)で， C17-Aフやロックのナイフ形石器 l点，剥片8点と接

合する。

また，接合しない同一母岩は， CI3-Cブロックに l点， C17-Aブロックに67点， CI7-Gブロッ

クに l点がある。

• C17-⑮:漆黒色不透明で， φ2mm以下の黄白色の爽雑物を含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えら

れる。石器群の内訳は，ナイフ形石器7点 (5個体)，加工痕ある剥片3点 (2個体)，使用痕あ

る剥片 l点，石刃 7点 (3個体)，剥片14点，砕片 1点の合計33点 (26個体;34.4 g)である。

接合資料は 6グループあるが いずれも欠損品同士の接合資料である。

• C17-⑮:黒灰色で，やや軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 l点の合計3点 (21.

3g)である。このうち，剥片 l点と石核 l点(合計20.0g)が接合する。

• C17-⑫:灰白色に風化した頁岩で，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。石器群の内

訳は，掻器 l点、，模形石器 l点、，剥片9点，砕片 l点の合計12点 (21.4g)である。このうち，

掻器 I点と剥片 l点(合計11.7g)が接合する。同一母岩は，CI7-Aブロックに12点ある。本ブ

ロックでも石器群の主体は小型の剥片類で，剥片剥離作業の半ばの工程が行われたと考えられる。

・C17-⑮:黒褐色で硬質轍密な東北産頁岩である。石刃 l点 (41.7g)の単独資料である。

• C17ー⑩:灰色を帯びた淡褐色で硬質徹密な東北産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (4.5g)の単独資料

である。

• C17-⑩:暗褐色で光沢に富み，硬質轍密な東北産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (8.1 g )の単独資料

である 0

・C17ー⑫:自然面は灰色，内部は青みを帯びた黒灰色の頁岩である。原石は円礁と考えられるが，大きさ

は不明である。石核 l点 (24.8g)の単独資料である。

• C17-⑫:自然面は穫褐色，内部は灰褐色の地に青黒い斑のある嶺岡産珪質頁岩である。珪化度が高く，

チャートに近い岩相である。石器群の内訳は，模形石器2点，使用痕ある剥片 5点，剥片13点，

石核3点の合計23点 (84.6g)である。接合資料は4グループある。

Aグループは，剥片 2点と石核 l点(合計17.2 g )の接合資料で， このほかに剥片2点による

接合資料が3ク、、ループある。本ブロックでは，原石の一部について消費したと考えられる。

• C17-⑮:灰褐色の珪質頁岩で，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。本ブロックでは

剥片 l点 (3.1 g)の単独資料であるが，同一母岩はC17-Aフゃロックに 9点がある。

• C17-⑫:淡褐色で、部分的に赤褐色の硬質徹密な東北産頁岩で、ある。打面再生剥片の可能性のある剥片を

利用した使用痕ある剥片 I点(10.9g)の単独資料である。
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• C17-⑮:自然面は灰褐色で平坦，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。ナイフ形石器 l点(l9.7g)

の単独資料である。

• C17-⑮:自然面は黄褐色，内部は灰緑色の地に黄褐色の節理が多方向に入っている珪質頁岩である。不

定型の剥片 l点(l5.6g)の単独資料である。

• C17-⑧:自然面は黄褐色，内部は青灰色の地に黒色の縞が入るチャートである。剥片 I点 (6.2g )の

単独資料である 0

・C17-⑮:内外とも黒灰色のホルンフェルスである。原石は小型の円礁と考えられる。石器群の内訳は剥

片2点(合計3.0g)で，表裏で接合する 0

・C17-⑮:自然面は明檀褐色，内部は黄白色で，比較的きめの組いメノウである。石器群の内訳は，削器

l点，剥片 l点(合計46.4g)で，相互に接合する。同一母岩が， CI7-Gブロックに I点ある 0

・C17-⑩:乳白色のメノウで，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。本ブロックでは模

形石器 l点(1.8g)の単独資料であるが，同一母岩は， C17-Aブロックに 5点ある。

• C17-⑨:淡黒灰色のホルンフェルスで，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。本ブロ

ックでは剥片 l点(l.9g)の単独資料であるが， CI7-Aフやロックには同一母岩が27点あり， こ

のうち剥片2点と本ブロックの 1点が接合する。

• C23-②:自然面と節理面は樟褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質夏岩である。本ブロックでは剥片 l点

(1.9 g)の単独資料である。同一母岩は， CI7-Gブロックに 5点， C23-Aブロックに64点， C23 

-Cブロックに 2点ある。

• C23-⑨:自然面と自然面に近い部分は黒褐色，内部は灰色がかった暗褐色の地に黄灰色の縞模様のある

頁岩である。珪化して轍密な部分と，黄褐色に風化して石質が組くなっている部分がある。原石

は小児の頭ほどの円礁と思われる。石器群の内訳は，剥片 l点，石核2点(合計62.8g)で，剥

片 l点 (2.2g )は， C17-Fフ事ロックの使用痕ある剥片 l点と接合する。ほかに同一母岩は， C23 

-8ブロックに 2点， C23-Cブロックに4点， C23-0ブロックに l点ある。

• C23-⑬:黄灰色と紫がかった黒灰色とが混在する不透明のメノウで，母岩の特徴は， CI7-Aブロックで

記したとおりである。本ブロックでは模形石器 1点(l.2g)の単独資料であるが，同一母岩は，

CI7-Aブロックに 2点 C23-8ブロックに 3点， C23-Cブロックに48点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片14点，砕片14点(合計4.2g)，安山岩の削器 l点，

剥片12点，石核 l点(合計34.0g)，頁岩のナイフ形石器 l点，模形石器 l点，剥片 3点(合計5.7g)， 

珪質頁岩の剥片 3点(合計3.2g)，メノウの剥片 l点 (0.1 g )がある。黒曜石は小型の剥片，砕片類で

あるが，栃木県高原山産を主体として信州産を数例含んでいる。頁岩は東北産と「利根川産黒色頁岩J，

産地不明のものなどがある。

3)出土遺物(第60・61図)

1"'-'3・5はナイフ形石器である。 lは，東北産頁岩による石刃を素材とし，打面部の除去と末端部の

修正によって柳葉形に仕上げている。 2も東北産頁岩の石刃を素材とする。素材の打面を基部に残し，左

側縁全体と右側縁の基部側に裏面から調整している。 3はナイフ形石器の基部の破片である。 1• 2と同

様，東北産の頁岩を用いている。 5は，嶺岡産珪質頁岩の横長剥片を用いたナイフ形石器である。素材の

打面部は裏面からの調整加工によって除去されている。 4は，高原山産と考えられる黒曜石によるナイフ
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形石器の調整剥片(プランテイング・チップ)である。

6はメノウ， 7は安山岩の不定型な剥片を用いた削器である。素材剥片の縁辺に細かな調整加工を行っ

ているが，素材の形状は大きく変化していないようである。

9・10は小型の模形石器である。 9は東北産の頁岩， 10はメノウを用いている。また， 8は上下両端に

損傷があり，両極打撃により剥離された剥片と考えられる。

12は，東北産頁岩による不定型の剥片を用いた使用痕ある剥片である。表面は多方向からの剥離面に覆

われており，石刃の打面再生剥片かも知れない。

13"-15は各種不定型の剥片， 16"-19は厚手の剥片を用いた石核である。石核は，いずれも素材の裏面を

作業面とし，求心的な打点の移動によって小型不定型の剥片を生産している。なお， 18と19は同一母岩で

あるが，両者から生産されたはず、の小型不定型の剥片は本フ守ロックに分布していない。したがって，石核

をブロック外から搬入した可能性がある。

4)接合資料とその関連資料(第62--64図)

• C17-⑮(第62図20--31) 漆黒色不透明の黒曜石である。高原山産と考えられる。ナイフ形石器7点

(5個体)，加工痕ある剥片3点 (2個体)，使用痕ある剥片 l点，石刃 7点 (3個体)，剥片14点，砕片 l

点の合計33点 (26個体)で構成される。

20"-24は，ナイフ形石器である。完形品がなく調整加工も組いことから，未完成のまま廃棄された可能

性が高い。縦長剥片と横長剥片の両方を素材に用いている。 25・31は石刃を用いた加工痕ある剥片である。

両者ともナイフ形石器の未製品の可能性もある。 26"-28は小型の石刃 29は石核の側面調整の痕跡をもっ

石刃を利用した使用痕ある剥片， 30は小型の縦長剥片で、ある。

接合資料はすべて欠損品同士によるもので 表裏面で接合するものはない。ただし，小型不定型の剥片

をも一定量含むことから，製品ないしは半製品の搬入とは考えられない。小型の石刃生産とそれを素材と

した石器の調整加工を行っており，剥片剥離作業は母岩消費半ばに限定された資料と判断される。

• C17-⑫(第62図32--35) 灰白色に風化した頁岩で，掻器 l点，模形石器 l点，剥片9点，砕片 l点で

構成される。

32は，掻器 (34) と剥片 (33)の接合資料である。不定型の剥片を連続して剥離しており，はじめに剥

離した剥片の末端部に細かな調整加工を行い，刃部を作り出している。このほか，模形石器 (35)や小型

不定型の剥片類9点が本母岩に含まれる。

• C17ー⑫(第63図36--45，第64図46--50) 灰褐色の地に青黒い斑のある珪質頁岩で，模形石器2点，使

用痕ある剥片5点，剥片13点，石核3点で構成される。

36は，剥片 2点 (37・38) と石核 l点 (39)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材とし，交互剥

離と求心的な打点、の移動によって小型不定型の剥片を生産している。実測図36の最上段の図の右斜め上に

素材の主要剥離面が残る。はじめに，素材の主要剥離面側を作業面として剥片を剥離していたが，打面と

作業面を入れ替え，主要剥離面を打面として37→38の順に剥片を剥離している。

40は，使用痕ある剥片 2点 (41・42)の接合資料である。 41と42は同一打面から連続して剥離された縦

長剥片を利用したものであるが， 40の下端を見ると裏面とは直交する方向の剥離面があり，上記36のよう

な求心的な打点移動が想起される。

43は，使用痕ある剥片 (44) と石核 (45)の接合資料である。 36と同様，剥片素材の石核を用い，求心
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的な打点移動によって剥片生産を行っている。

46""-'50は，同一母岩であるが接合資料に含まれなかった石器である。不定型の剥片を素材とする模形石

器 (46・50)や縦長剥片を利用した使用痕ある剥片 (47・48)がある。

以上の資料から，本母岩の剥片剥離作業は，次のような母岩消費のあり方が想定される。①:原石から

厚手の剥片を剥離して石核の素材とする。②:中・小型の縦長剥片を生産する。③:小型不定型の剥片を

生産する。
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第17表 C17-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

CI7噌価) 6 7 7 
CIZ-:@(Ob) 7(5) 3(2) 117(3) 141 1 33(2応) 33(26) 
CI7--19l(加) 2 3 3 
CI7--@(Sh) 91 1 12 12 
C17-4島(Sh)
C 17 --@l (Sh) 
CI7-@!(Sh) 
CI7→②(Sh) 
CI7--@(Csh) 2 5 13 3 23 23 
CI7--@(Csh) 
CI7--@(Sh) 

CI7~(Csh) 
CI7-@(Csh) 

CI7の(印)
C17斗②伺0) 2 2 2 

CI7-@(Ag) 2 2 

CI7--@(Aω 
CI7--@例。)
C23ベg)(Csh)
C23-⑨(Sh) 2 3 3 

C23ぺg)(Ag)
その他(Ob) 141 14 2B 28 

その他(加) 12 14 14 
その他 (Sh) 3 5 5 

そのイ也(Csh) 3 3 3 
その他 (Ag)

CI7R~(Ch) 

C17R⑮側1)

その他(仙)

合計 11 (9) 2 613(2) 718(4) 861 16 91 149 (142) 31 152 (145) 

第18表 C17-Bフゃロック石材別石器組成表
石材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob) 7(5) 3(2) 117(3) 281 15 61 (54) 61 (54 
安山岩(An) 14 2 171 I 18 
流紋岩仰1) 6 71 I 8 
頁岩(Sh) 3 2 131 I 3 25 25 
珪質頁岩(Csh) 2 5 19 3 30 30 
チャト (Ch) 2 
串ルン7エル̂(Ho) 3 3 3 
メノウ(Ag) 2 2 5 5 

合計 11 (9) 2 613(2) 718(4) 861 16 91 149 (142) 31 152 (145) 

• C17ー⑮(第64図51--53) 黒灰色で，やや軟質の安山岩である。剥片2点，石核 l点の合計3点で構成

される。

51は，剥片 (52) と石核 (53)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材として，求心的な打点の移

動によって小型不定型の剥片を生産している。

8 CI7-Eプロック(第65--67図，第19・20表)

1 )プロックの概要

C17-Eブロックは，調査範囲東側のC17-15グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつて聞

く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点まで、の距離は12mほどである。

ブロックの規模と形状は，長軸 2m，短軸 1mの範囲に18点の石器がまとまっている。出土層位はvn層
を中心としており，各石器は30cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第65・66図)。

ブロックは，模形石器3点，剥片9点，砕片4点，石核2点(1個体)の合計18点(17個体)で構成さ

れる。石材は，頁岩 l点，砂岩2点，ホルンフェルス15点で，全体の 7割が同一母岩である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，頁岩 l母岩 (C17④)，砂岩 I母岩 (C17①)，ホルンフェ

ルス 2母岩 (C17一②・③)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は94%(17/18点)である。
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第19表 CI7-Eフやロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO E品 Ss Gr Dr Pi Rf Uf B1 B1s Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

CI7-(D(Sa) 2 (1) 2 (1) 2(1) 

C17ベg)(Ho) 81 4 13 13 

C17ベ~例。)
C17ベ~(Sh)
その他(Ho)

合計 3 91 4 2(1) 18(17) 18(1η 

• C17-1①:自然面は暗褐色，内部は黄色みがかった黒灰色の砂岩である。原石は，拳二つ分ほどの円礁と

思われる。石器群の内訳は，石核2点(l個体;273.8 g)の単独資料である。自然面には爪跡

のような傷のまとまりが3か所あることから，石核として消費される以前に台石として機能して

いた可能性が高い。

• C17ベID:きめの細かい黒灰色の部分ときめの組い淡褐色の部分とが互層をなすホルンフェルスである。

模形石器 l点，剥片8点，砕片4点の合計13点 (60.1 g)で構成される。このうち，模形石器 l

点と剥片2点が接合する(合計54.4g)。

• C17-③:黒灰色のホルンフェルスである。模形石器 l点(l1.3g)の単独資料である。

• C17-④:黒褐色で光沢に富み，硬質轍密な東北産頁岩である。模形石器 l点(1.5 g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，ホルンフェルスの剥片 l点(1.4 g )がある。

3)出土遺物(第67図)

5は，ホルンフェルスによる不定型の剥片を素材とする模形石器である。打面と対向する末端部に損傷

が見られるが，調整加工は少ない。 6は，頁岩による模形石器である。表面は，上下両方向からの調整加

工に覆われており，素材時の剥離面は残されていない。

7は，砂岩による石核である。破損した台石を石核に転用したものと考えられる。正面図上端の自然面

を打面として剥片剥離作業を試みているが，石質が不良だったためか良好な剥片は剥離されなかったよう

である。剥片生産途中で二つに割れ，作業を放棄している。

4)接合資料とその関連資料(第67図)

• C17-②(第67図1--4) 黒灰色と淡褐色の部分が互層をなすホルンフェルスで，模形石器 I点，剥片

8点，砕片4点の合計13点で構成される。

lは，比較的大型の模形石器 (2) とその調整剥片 (3・4)の接合資料である。表面に自然面，裏面

に素材の主要剥離面を広く残す。上下の縁辺は，模形石器一般と同様，潰れている。同一母岩で接合しな

かったものも小型の剥片や砕片類で構成されており，模形石器の製作に関連した資料と考えられる。

9 CI7-Fプロック(第68--70図，第21・22表)

1)プロックの概要

CI7-Fプロックは，調査範囲東側のC17-25・26・36グリッドに位置する。プロックの立地は，南西に向

かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は10mほどである。

ブロックの位置と形状は，長軸4m，短軸2mの範囲に14点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位は
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vn層からIX層にかけてで，各石器は50cmlまどの高低差をもって，北に向かつて緩やかに下がって包含され

ている(第68・69図)。

フキロックは，削器 l点，使用痕ある剥片2点;剥片10点，礁 l点の合計14点で構成される。石器石材は，

黒曜石5点，頁岩3点，珪質頁岩5点，磯石材は，頁岩 l点(母岩の不明)である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩 (CI7-⑤).頁岩2母岩 (CI7-⑥. C23⑨) • 

珪質頁岩 l母岩 (C17⑦)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は54%(7 /13点)である。

• C17-⑤:漆黒色不透明の黒曜石である。 φ2mm以下の黄灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えら

れる。剥片3点(合計7.9g)で構成される。

• C17-⑥:黒褐色で硬質轍密な東北産頁岩である。削器 l点 (3.2 g )の単独資料である。

• C17-⑦:褐色の珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点，剥片 l点(合計8.6g)で構成される。

• C23ー⑨:灰色がかった暗褐色と黄灰色の混在する頁岩で，母岩の特徴は CI7-Bフ守ロックで記したとお

りである。本ブロックでは使用痕ある剥片 l点 (2.2g )の単独資料であるが. C17-Bブロックの

第21表 C17-Fブロック母岩別石器組成表
母岩

CI7ベQ)(Ob)

CI7ベ⑤(Sh)

CI7ベ1う(Csh)
C23ベID(Sh)
その他(Ob)

その他(Sh)

その他(Csh)

その他(Sh)

合計

C三〉 1

胎1 Tr Ka 

C17-26-11 

C17ー⑥(Sh)

Ss 

3.2g 

PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 加b Ax 他

2 

D~Q 
2 C17-26-6 

C23ー⑨A(Sh)

Uf 
2.2g 

~ 

4 C17-26-10 

C17ー⑤(Ob)

B 

5目3g

。

第70図 C17-Fブロック出土遺物実測図
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ζご〉
3 C17-36-4-2 
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剥片 l点と接合する。このほかに同一母岩は， CI7-Bブロックに 3点， C23-Bブロックに 2点，

C23-Cブロックに 4点 C23-Dブロックに l点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片2点(合計0.4g)，頁岩の剥片 l点 (0.4g)，珪質

頁岩の剥片3点(合計8.1 g)がある。黒曜石は信州産を含み，頁岩は東北産の可能性が高い。

3)出土遺物(第70図)

lは，頁岩による横長剥片を用いた削器である。素材の主要剥離面倒(実測図では左の面)の末端部に

細かな調整加工が見られる。 2は，頁岩による使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用している。 3・

4は黒曜石による同一母岩の剥片である。 3の表面左側には，石核の側面調整痕と見られる剥離面が連続

しており，小型の石刃とすべきかも知れない。 4は，横長の剥片である。

10 CI7-Gプロック(第71--81図，第23・24表)

1 )ブロックの概要

CI7-Gブロックは，調査範囲東側のC17-38・47・48・58グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西

に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mlまどである。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m，短軸4mの範囲に58点の石器・礁が分布する。ただし，長軸 5m，

短軸 3mの範囲にほとんどの石器が集まっている。出土層位はvn層からIX層上部にかけてで，各石器は60

cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第71"'74図)。

フやロックは，ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 2点(1個体)，使用痕ある剥片 l点，剥片34点 (28

個体)，石核15点(10個体)，礁5点、の合計58点 (46個体)で構成される。石器石材は，流紋岩29点，珪質

頁岩18点，チャート 2点，砂岩 l点，ホルンフェルス 2点，メノウ l点，礁石材は，砂岩4点，ホルンフェ

ルス l点である。礁は，母岩分類できたもの 5点 (2母岩)である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは10母岩を識別した。内訳は，流紋岩3母岩 (CI7-⑭・@・@)，珪質頁岩4母岩 (CI7-

⑮~⑨， C23-②) ，チャート I母岩 (C17⑧)，ホルンフェルス l母岩 (CI7-@)，メノウ l母岩 (CI7-⑫)

で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は89% (47/53点)である。

• C17-⑭:灰緑色の流紋岩で，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。石器群の内訳は，

剥片11点 (9個体)，石核6点 (3個体)の合計17点(12個体;345.5 g)で，接合資料は 3グル

ープある。

Aグループは，剥片 7点，石核6点 (3個体)で構成される(合計337.5 g )。このグループに

は本ブロックの資料以外に， CI3-Cブロックの石核 l点， C17-Aブロックの剥片24点 (22個体)， 

石核 l点， C17-Bブロックの剥片 l点，石核 l点が接合する。

それ以外の接合資料に，本ブロックの剥片 l点とCI7-Aブロックの剥片 l点が接合して l個体

となるもの (7.4g)，本ブロックの剥片 2点が接合して I個体となるもの (4.1 g)がある。

同一母岩は， CI3-Cブロックに 3点， CI7-Aブロックに82点， C17-Bブロックに 5点がある 0

・C17-⑮:黄白色のメノウで，母岩の特徴は， CI7-Bブロックで記したとおりである。本フ9ロックでは剥

片 l点 (4.4g)の単独資料であるが，同一母岩が， C17-Bフやロックに 2点ある。

• C17-⑨:緑色を帯びた灰色の流紋岩(あるいは凝灰岩)である。表面は被熱のためか赤化しているが，
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比較的硬質である。原石は，拳ほどの大きさの円礁と考えられる。石核 l点の単独資料 (561.3 

g)である。

• CI7-@ :緑色を帯びた灰色の流紋岩(あるいは凝灰岩)で，原石は，大型の円礁と考えられる。 CI7-@

母岩に比べて軟質である。石器群の内訳は，剥片11点 (9個体;550.9 g)で，このうち剥片8

点 (6個体;548.0 g)が接合する。

• C17--@l :自然面は黒灰色，内部は灰色の地に黒灰色の縞が入るホルンフェルスである。部分的に赤化し，

節理に沿ってひび割れている。石核 l点(102.3g )の単独資料である。

• C17ー⑮:自然面は暗褐色，内部は灰緑色の地に灰白色の線が多方向に入る珪質頁岩である。原石は拳よ

りも一回りほど小振りの円礁で，本ブロックで母岩消費の全体が行われたと考えられる。石器群

の内訳は，剥片2点(1個体)，石核4点 (2個体)の合計6点 (201.4 g)である。

接合資料は 2グループある。 Aグループは，剥片2点(l個体)と石核2点(1個体)による

接合資料(合計118.8g )， Bグループは，石核2点による接合資料(l個体;82.6 g)である 0

・CI7-@:灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記したとおりである。本プロツ

クでは石核 l点 (40.7 g )の単独資料であるが，同一母岩は， CI7-Aブロックに I点ある。

• C17-⑨:灰白色の嶺岡産珪質頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点(1個体;3.0 g)の

単独資料である 0

・ CI7-~ :青灰色の地に青黒色の線が多方向に入るチャートである。石器群の内訳は，剥片2点(1個体

; 30.2 g)の単独資料である。

• C23-②:自然面と節理面は檀褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。本ブロックでは，使用痕あ

る剥片 l点，剥片3点，石核 l点の合計5点 (42.7g)で， このうち，剥片2点(合計22.1 g) 

が接合する。同一母岩は， C17-Bブロックに l点， C23-Aブロックに64点， C23-Cブロックに 2

点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，珪質頁岩の剥片3点，石核 l点(合計35.6g)，砂岩の剥片 1点

(2.0 g)，ホルンフェルスのナイフ形石器 l点 (0.6g)がある。珪質頁岩は，いずれも嶺岡産と考えられ

る。

3)出土遺物(第75・76図)

Iは，灰色のホルンフェルスによるナイフ形石器である。正面図右側の剥離面が素材の主要剥離面と考

えられる。素材の打面部を斜めに切るように調整加工を行っている。下半部は欠損する。 2は，珪質夏岩

による不定型な剥片を用いた加工痕ある剥片である。表面左側縁に細かな剥離痕が連続する。 3は，頁岩

による不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片である。打面に続く鋭利な縁辺に刃こぼれが見られる。

4"'6は，各種石材の不定型な剥片， 7"'11は，不定型な剥片を生産した石核である。 11は磯素材であ

るが，それ以外は厚手の剥片ないしは分割礁を用いている。

4)接合資料とその関連資料(第75--81図)

• CI7-@ (第77図12，第78図13，第79図14--19) 緑色を帯びた灰色の流紋岩(あるいは凝灰岩)で，剥

片11点 (9個体)で構成される。

12は，剥片8点 (6個体;13'" 18)の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離作業は，はじめに大

型の円礁を素材とし，交互剥離と求心的な打点移動によって不定型の剥片を剥離する。その中で14を右下
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~~色
1 C17-47-13 

その他(Ho)
Kn 
O.6g 

d 

〈ミ〉

〈ごZフ 2 C17-48-5 
C17-48-12 
C17ー@A(Csh)
Rf 
3.0g 

5 C17-48-21 

~ 

ζ〉
C17-48-18 1'.. 4 C17-47-16 
C23-②(Csh) ζこ一二込 C17ー48-26

C17ー⑭ C(Rh)

立~ 4.1g 

〈こ~

とら
C17-58-2 
C17ー⑧A(Ch)
B 
30.2g 

7 C17-38-9 
その他(Csh)
D 
30.3g 

~ ~ 

。

でミヂ

ム島
8 C17-38-8 

C23ー②(Csh)
D 
13.5g 

9 C17-48-20 
C17ー⑧(Ho)
D 
102.3g 

(2:3) 

第75図 C17-Gブロック出土遺物実測図(1 ) 
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C17-58-3 
C17ー⑧(Csh)
D 
40.7g 

11 C17-38-13 

。

第76図 C17-Gプロック出土遺物実測図 (2) 
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C17一@(Rh)
D 
561.3g 

(2:3) 10cm 
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気~設 fLIJJ 

[)'で2Eミヌ
14 C17-47-14 

JC 

℃亡二ミ

C17ー③A(Rh)
B 
11.6g 

16 C17-38-11 
C17-48-3 
C17ー③A(Rh)
B 
33.0g 

18 C17-48-2 
C17-48-28 
C17ー③A(Rh)
B 
101.4g 

。

ミミコ
15 C17-48-34 

C17ー③A(Rh)
B 
25.6g 

fiP 

。17 C17-48-1 
C17ー③ A(Rh)
B 
18.8g 

簿。

(2:3) 

〈こ〉

19 C17-48-9 
C17ー③(Rh)
B 

1.3g 

10cm 

第79図 C17-Gブロック出土遺物実測図(5 ) 
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匂

21 C17-48-22 
C17-48-33 
C13ー⑧A(Csh)
B 
71.3g 

。

20 21+22 
C17ー⑧A

22 C17-48-10 
C17-58-1 
C17ー⑧A(Csh)
D 
47.5g 

23 C17-48-25 
C17-48-32 
C17ー⑧B(Csh) 
D 
82.6g 

(2:3) 

第80図 CI7-Gブロック出土遺物実測図(6 ) 
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方から剥離している。次に，上端の打面から13→15→16・18→17の順に大型不定型の剥片を生産している。

なお， 18の表面右端には数回の打撃による剥離面があることから，①:18は16とともに大型剥片として

剥離された後，意図的に分割されたか，あるいは②:剥片剥離時に割れた後，何らかの理由で18の表面に

第23表 CI7-Gブロック母岩別石器組成表
母岩 ぬ1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp 

C17-Q量(Rh)
C17-③ (Ag) 

CI7-@侭h)

CI7ー③側)

CI7ー@J(Ho)

CI7ー③(Csh)

CI7ー⑧ (Csh)

CI7ー@(Csh) 2 (1) 
C17-⑧(Ch) 

C23ベg)(Csh)
その他(Csh)

その他(Sa)

その他例0)

CI7R--@(Sa) 

CI7R-@伺0)

合計 2 (1) 

第24表 CI7-Gブロック石材別石器組成表
石材 h Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl BIs Sp 

流紋岩仰1)

珪質頁岩(Csh) 2 (1) 
チャート(Ch)

砂岩(Sa)

ホルン7エル̂(Ho) 
メノウ(相

L 合計 2(1) 

む記

く日
24 25+26 

C23ー②G

。 (2・3) 10cm 

Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯

II (9) 6(3) 17 (12) 

II (9) II (9) 

2 (1) 4(2) 6(3) 

2(1) 

2 (1) 2 (1) 

3 5 

3 4 

4 

34(28) 15(10) 53(41) 5 

Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯

22 (18) 7(4) 29(22) 

8(7) 7(5) 18 (14) 

2(1) 2(1) 

11 4 

21 1 

34(28) 15 (10) 53(41) 5 

~ 

亡コ

~診

〈ごこ>

25 C17-38-17-2 
C23ー②G(Csh)

B 
10.5g 

26 C17-38-17-1 
C23ー②G(Csh)
B 
11.6g 

第81図 CI7-Gフやロック出土遺物実測図(7 ) 
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合計

17 (12) 

II (9) 

6(3) 

2 (1) 
2(1) 

5 

4 

4 

58(46) 

合計

29(22) 

18(14) 

2(1)1 

5 

3 

58(46) 



打撃を加えたかのいずれかである。

このほか，接合しないが不整形の縦長剥片(19)がある。石核は残されていない。

• C17-⑮(第80図20--23) 灰緑色の地に灰白色の線が多方向に入る珪質頁岩で，剥片2点(1個体;21)， 

石核4点 (2個体;22・23)の合計6点 (3個体)で構成される。

本母岩の剥片剥離作業は，はじめに円礁を組く分割し，石核の素材を生産する。この段階で21，22， 23 

ほかが得られる。次に，それぞれから小型の剥片が剥離されることになるが 21については厚手の剥片が

3"-'4個に割れただけで，剥片生産は行われず、に廃棄されている。 22は，小型の剥片を剥離した石核であ

る。剥片剥離作業中に石核が二つに割れるが，その後も剥片剥離作業を継続している。 23は接合しないが

同一母岩の厚手の剥片を素材とする石核である。小規模な剥片生産を実施しただけで作業を終了している 0

・C23-②(第81図24--26) 灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，使用痕ある剥片 l点，剥片3点，石核 l点の合

計5点で構成される。

24は，剥片 2点 (25・26)の接合資料である。 25と26は互いに節理面で接合しているため，両者の関係

はよくわからない。

11 C23-Aプロック(第82--95図，第25・26表)

1 )プロックの概要

C23-Aブロックは，調査範囲南側のC23-10"-'12・20"-'22グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点まで、の距離は18mtまどである。

フやロックの規模と形状は，長軸 9m，短軸 6mの範囲に128点の石器・礁が分布する。出土層位は医層

上部を中心としており，各石器は40cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第82"-'87図)。

フやロックは，ナイフ形石器 l点，削器 I点，模形石器 l点，使用痕ある剥片3点，剥片104点 (96個体)， 

砕片12点，石核5点，磯 l点の合計128点(120個体)で構成される。石器石材は，黒曜石12点，頁岩16点，

珪質頁岩88点，チャート l点，ホルンフェルス10点，磯石材は，チャート l点(母岩の不明)である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 8母岩を識別した。内訳は，黒曜石2母岩 (C23-⑥・⑦)，頁岩 2母岩 (C23-⑤・⑧)， 

珪質頁岩2母岩 (C23②・⑫)，チャート l母岩 (C23④)，ホルンフェルス l母岩 (C23-①)で，母岩識

別した石器の石器総数に対する割合は78%(99/127点)である。

• C23-①:自然面は黒色で光沢に富み 内部は黒灰色，節理面は褐色のホルンフェルスである。原石は拳

より一回りほど小さな円礁である。

石器群の内訳は，剥片8点，石核l点の合計9点(182.6g )である。接合資料は，剥片 5点，

石核 l点(合計177.9g)で構成され，さらにC23-Bブロックの剥片 2点も接合する。このほか

に同一母岩が， C23-Bブロックに剥片4点ある。

• C23-②:自然面は樟褐色，内部は櫨褐色から灰緑色にまで漸位的に変化する嶺岡産珪質頁岩である。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片51点 (49個体)，砕片 8点，

石核3点の合計64点 (62個体 ;211.0g)である。ブロックの全域にわたって分布する。

接合資料は 6グループある。 Aグループ。は，剥片8点と石核 l点による接合資料(合計46.6g)， 

Dグループは剥片2点と石核2点による接合資料(合計53.7g)である。このほかに，剥片3点
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( 2個体;8.7 g) による接合資料と，欠損したものが l個体になったもの，剥片 2点による接

合資料が2グループある。また，接合しない同一母岩は， C17-Bブロックに l点， C17-GブPロッ

クに 5点， C23-Cブロックに 2点ある。原石の大きさは不明で、あるが，剥片剥離作業の前半の資

料と考えられる。

• C23-④:灰緑色の地に褐色の節理面が多方向に入るチャートである。銚子産であろうか。石核 l点 (57.

3g)の単独資料である。

• C23-⑤:明灰緑色の頁岩(凝灰岩)である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片14点(11個

体)の合計15点(12個体;51.2g)である。

接合資料は4グループあり Bグループが剥片3点 (2個体;3.6 g) による接合資料である。

ほかに剥片 2点(合計16.0g) による接合資料と，欠損した剥片が接合して l個体になったもの

が2グループある。剥片剥離作業の前半の資料であろうか。

• C23-⑥:黒色不透明の黒曜石で，黄灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。 C23⑦母岩に

似るが，本母岩の方が若干透明感がある。剥片 2点(合計5.5g)で構成され，相互に接合する 0

・C23-⑦:漆黒色不透明で，爽雑物を多く含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。模形石器 l

点，剥片4点、 (2個体)の合計5点 (3個体;27. 3 g )で構成される。接合資料は，剥片3点

が接合して l個体になったものである(12.5g)。

• C23-⑧:紫がかった暗褐色の硬質な頁岩である。削器 l点 (28.9g)の単独資料である。同一母岩が，

C23-Bブロックに 2点あるが，本遺跡内に製作痕跡のない搬入品である。

• C23-⑫:褐色から黒褐色に変異する嶺岡産珪質頁岩である(ノジュール)。剥片 2点(接合して l個体

;13.2g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片4点，砕片 l点(合計2.5g)，珪質頁岩の使用痕あ

る剥片 l点，剥片18点，砕片 3点(合計118.0g )，ホルンフェルスの剥片 l点(1.1g)がある。珪質頁

岩には県南嶺岡産を含む。

3)出土遺物(第92図35--42)

35は，頁岩の削器である。不定型の剥片を素材として，右側縁を中心に裏面からの調整加工により粗い

鋸歯状の刃部を作り出している。

36は，珪質頁岩の石刃， 37"'40・42は珪質頁岩の各種剥片である。 41は，チャートによる石核で，分割

礁を用いて不定型の剥片を生産している。

4)接合資料とその関連資料(第88--91・93--95図)

• C23-②(第88図 1--ll，第89図12--16，第90図17--26) 檀褐色から灰緑色にまで、漸位的に変化する嶺

岡産珪質頁岩で，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片51点 (49個体)，砕片 8点，石核3点の

合計64点 (62個体)で構成される。

lは，剥片8点 (2"'6・8"'10) と石核 l点(11)の接合資料である(接合資料A)。これは，通常

の剥片生産の後，そこから得られた剥片を石核として，さらに剥片生産を継続する工程を示す接合資料で

ある。

作業の手順は，①:2→3→4→5→6の順に小型不定型の剥片を剥離する。この段階では， 1の表面

を作業面として，上下両端に設けた打面から剥片を剥離している。②:8"'11を含むやや大型厚手の剥片
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第92図 C23-Aブロック出土遺物実測図(5 ) 
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( 7 )を剥離し， これを石核の素材とする。③:剥片素材の石核を用い，裏面(素材の主要剥離面側)を

作業面，右側縁を打面として，上端から 8→9→10の順に小型の剥片を剥離し，作業は終了する。

12は，剥片 2点(15・16) と石核2点(13・14)の接合資料である(接合資料D)。この資料も 2種類

の工程を含んでいる。

作業の手順は，①:はじめに，厚手の剥片を剥離し，石核の素材を得る。この段階で， 13と14'"'-'16の2

グループに分離される。両者は節理面に沿って分かれている。②:それぞれで、小型不定型の剥片が生産さ

れる。ひとつは，接合資料をもたないが，素材剥片の一端に打面を設け，素材の表面側から一部側縁にか

けて小型の剥片を剥離しており， 13の石核(残核)が残される。もう一つは，平坦な素材面を打面とし，

求心的な打点移動によって 15・16の剥片を剥離している。

17は，剥片 2点(18・19)の接合資料である(接合資料C)0 18→19の順で自然面を広く残す不定型の

剥片を剥離している。打面が節理面であることをも含めて，剥片剥離作業初期の資料と考えられる。

20も剥片 2点 (21・22)の接合資料である〈接合資料B)0 21→22の順で縦長の剥片を剥離している。

20の右側面には表面と直行する古い作業面があり，本資料は打面の再生，あるいは打面と作業面の転移の

いずれかを示す。本母岩は，石刃もしくは縦長剥片を含まないことから，後者の可能性が高い。

23と26は，折れた剥片岡士が接合し，それぞれ l個体の完形品となった例である(接合資料E. F)。

いずれも表面に自然面が広く残されていることから，剥片剥離作業初期の資料と考えられる。なお，図化

しなかったが， 23の表面には剥片 l点(欠損して小型)が接合する。

24は，本母岩のナイフ形石器である。素材の打面部に表裏から調整加工を行っている。右側縁は蝶番剥

4芝ミb

〈こ二〉

。

C23-11-6 
C23ー①A(Ho)
B 
4.9g 

(2:3) 

電~

タ:
〈斗46

一雫
〈二〉

C23-23-1-2 (C23-Bブロック)
C23ー①A(Ho)
8 
5.6g 

C23-11-67 
C23ー①A(Ho)
B 
0.8g 

も-畠~~伊勺
〈フ 50i231%cJi23120) 

10cm 

第94図 C23-Aブロック出土遺物実測図(7 ) 
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離か折損か，不明である。 25は，使用痕ある剥片である。横長の剥片を利用しており，鋭利な末端部に刃

こぼれが見られる。

このほかに，接合しない同一母岩として小型の剥片32点と砕片8点がある。

以上から，本資料は，剥片生産初期の段階から半ばまでの作業内容を示している。原石から剥片を多数

剥離し，その中で大型厚手の剥片は，さらに石核素材として小型不定型の剥片生産に関与している。剥片

素材の石核は 3点あるものの，最も中心的な石核は残されていない。したがって 剥片剥離作業の後半部

分については，遺跡外に搬出された後に行われたと考えられる。

• C23-⑤(第91図27--34) 明灰緑色の頁岩(凝灰岩)で，使用痕ある剥片 l点，剥片14点(11個体)で

構成される。

27は，剥片2点 (28・29) の接合資料である(接合資料A)o28→29の順で不定型の剥片を剥離してい

る。 29の表面を見ると，打面と作業面が頻繁に移動していることがわかる。

30・31・34は，折れた剥片岡土が接合して，それぞれ l個体になった接合資料である(接合資料B"-D)。

表面の剥離面や打面の状況は異なるが，いずれも不定型の剥片である。なお，図化しなかったが， 34の表

面には小型の剥片 l点が接合する。

このほかに，接合しない同一母岩として32・33を含む剥片類が6点ある。

福醤) 議過 モコ)

。種目白れ b歯~~
52 53+54 53 ~~~-~ -;:~~~\ ----'-- 54 C23-22-1 

一⑥ C23ー⑥A(Ob) ~一ー「1 C23ー⑥A(Ob)
B B 
12g 43g 

ここごコ 5532二両b

EO 

~-~唱
とこ〉 56 C23-11-53 

C23ー⑦(Ob)
Pi 
2.7g 。 10cm 

第95図 C23-Aブロック出土遺物実測図 (8) 
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第25表 C23-Aプロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf B1 B1s Sp f抱 h世bAx 他 B C D 石器計 礁 合計

α3-(j)(Ho) 8 l 9 9 

c23②(Csh) l l 51 (49) 8 3 64(62) 64(62) 

ロ3-(1)(α1)
α3ベ⑤(Sh) I 14(11) 15 (12) 15(12) 

ロ3-⑥ρb) 2 2 2 

ロ3①仰Ib) 4(2) 5(3) 5(3) 

C23-@(Sh) l 

ロ3-<②(Csh) 2(1) 2(1) 2(1) 

その他(Ob) 41 1 5 5 

その他(Csh) 181 3 22 22 

その他仰0)

その他(α1)

合 計 3 104(96) 12 51 127(119) 11 128(120) 

第26表 C23-Aフやロック石材別石器組成表
石 材 胞1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf B1 B1s Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 礁 合計

黒曜石(Ob) 10(8) 12(10) 12(10) 

頁岩(釦) 14 (11) 16(13) 16 (13) 

珪質頁岩(Csh) 2 71 (悶 11 3 88(邸) 88(:町
チャート {α1) 11 1 z 
Mン7ェルA(Ho) 9 10 10 

合 計 l 3 104(96) 12 51 127 (119) 11 128 (120) 

以上，本母岩は中・小型の不定型な剥片類で構成されており，打面と作業面を頻繁に転移する剥片剥離

手順が想定される。また，自然面に広く覆われた剥片を含むこと，石核が残されていないことから，母岩

消費前半の資料と考えられる。

• C23-①(第93図43・44，第94図45--51) 淡い黒灰色のホルンフェルスで，剥片8点，石核l点で構成

される。

43は，剥片7点 (45"'51)と石核 l点 (44)の接合資料である。このうち，剥片2点 (45・46)はC23-

Bブロックに分布する。原石は，拳よりも一回りほど小振りの円礁である。

剥片剥離の手順は，①:原石の自然面を除去する。この時に45を剥離する。②:裏面の大きな剥離面を

打面として，表面左側面で46を含む剥片を，右側面で47→49→50の順に剥片を剥離する。左右の剥離順序

は不明である。③:表面右側面を打面，裏面を作業面として剥片を剥離する。この時に51も剥離する。④:

上位の打面を用い，表面を作業面として縦長の剥片を剥離する。 48もこの時剥離される。

以上から，まずC23-Bブロックで原石から作業が開始される。一定量の剥片剥離作業を行った後，本ブ

ロックに石核を持ち込み，作業を継続，終了している。

• C23-⑥(第95図52--54) 黒色不透明の黒曜石で，剥片2点で構成される。 53→54の順で剥離されてい

る。

• C23ー⑦(第95図55--57) 漆黒色不透明の黒曜石で，模形石器 l点，剥片4点 (2個体)で構成される。

接合資料は，欠損品同士によるもの (57)だけで，本ブロックで製作された形跡はない。 55は剥片， 56は

模形石器である。

12 C23-Bブロック(第96--102図，第27・28表)

1 )プロックの概要

C23-Bブロックは，調査範囲南側のC23-02・04・12・13・14・22・23グリッドに位置する。ブロックの

立地は，台地の南西に開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は18mほどである。

プロックの規模と形状は，長軸9m，短軸6mの範囲に58点の石器・礁が満遍なく分布する。出土層位

はvn層からIX層上部までの範囲を中心としており，各石器は40cmほどの高低差をもって水平に包含されて
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いる(第96"-'98図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，模形石器 l点，使用痕ある剥片2点，石刃 2点，剥片41点 (38個体). 

砕片2点，石核2点，礁7点の合計58点 (55個体)で構成され，石器石材は，黒曜石 l点，安山岩 l点，

頁岩4点，珪質頁岩26点 (24個体).チャート 4点，砂岩 l点，ホルンフェルス 11点，メノウ 3点 (2個

体).礁石材は，チャート 3点，砂岩4点である。礁は，母岩分類のできたものが2点 (2母岩).母岩不

明なものが5点ある。

2)母岩の特徴と内容

本フ噌ロックでは9母岩を識別した。内訳は，頁岩2母岩 (C23-1⑧・⑨).珪質頁岩3母岩 (C23-③・⑩・

⑫) .チャート l母岩 (C23-⑪).砂岩 l母岩 (C23-⑫).ホルンフェルス l母岩 (C23-①).メノウ l母岩

(C23-⑬)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は55% (28/51点)である。

• C23ベD:黒灰色のホルンフェルスで，母岩の特徴は. C23-Aプロックで記したとおりである。剥片6点

(合計41.9 g)で構成される。接合資料は剥片2点(合計37.3g )が. C23-Aプロックの剥片5

点，石核 l点と接合する。このほか同一母岩は C23-Aブロックに 3点ある。

• C23-③:自然面は灰褐色 内部は灰色の地に白色と紫色の縞が入る珪質頁岩(あるいはオパール)であ

る。剥片10点 (8個体;27. 7 g )で構成され，接合資料は折れた剥片同士が接合して l個体にな

るものが2グループある (8.3 g. 5. 2 g )。このほかの同一母岩は. C23-Fプロックに l点ある 0

・C23-⑧:紫がかった暗褐色の硬質な頁岩である。石器群の内訳は石刃 2点(合計27.0g)で，搬入品で

ある。同一母岩は. C23-Aブロックに l点ある。

• C23ー⑨:灰色がかった暗褐色と黄灰色の混在する頁岩で，母岩の特徴は. C17-Bプロックで記したとお

りである。使用痕ある剥片 l点と剥片 l点の合計2点 (8.5g)で構成される。接合資料は，本

ブロックの使用痕ある剥片 l点 (7.6g)が. C23-Cプロックの剥片 2点と接合する。このほか

に同一母岩が. C17-Bブロックに 3点. C17-Fプロックに l点. C23-Cブロックに 2点. C23-D 

ブロックに I点ある。

• C23-⑩:自然面は淡褐色，内部は灰緑色の地に白色や暗紫色の斑が入る珪質頁岩である。節理面は樟褐

色である。本ブロックでは剥片 l点 (2.3g)の単独資料であるが. C23-Cプロックの石核と接

合する。このほかに同一母岩が C17-Aブロックに l点 C23-Cブロックに l点ある。

• C23-⑪:灰緑色の地に黒褐色や赤褐色の縞が多方向に入るチャートである。 C23-AプロックのC23-④母

岩によく似ており，銚子産の可能性がある。原石は，拳大の円礁である。石核 l点 (224.4g) 

の単独資料である。

• C23-⑫:黄色みがかった黒灰色の砂岩(あるいはホルンフェルス)である。本プロックでは剥片 l点

(39.0 g)の単独資料であるが. C23-Fブロックに同一母岩があり この剥片 l点と接合する 0

・C23-⑬:黄灰色と紫がかった黒灰色の混在する半透明のメノウで，母岩の特徴は. C17-Aブロックで記

したとおりである。石器群の内訳は剥片3点 (2個体;3.6 g)で，そのうち 2点(l個体;3.5 

g)が接合する。同一母岩は. C17-Aブロックに 2点. C17-Bブロックに l点.C23-Cブロック

に48点がある。

• C23-⑮:暗灰紫色の均質轍密な珪質頁岩である。石器群の内訳は，模形石器 l点，剥片 I点の合計2点

(合計4.5g)で，互いに接合する。
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なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点 (2.2g)，安山岩の砕片 I点 (0.1 g )，珪質頁

岩のナイフ形石器 I点，剥片10点，砕片 l点，石核 l点(合計60.2g)，チャートの使用痕ある剥片 l点，

剥片2点(合計20.4g)，ホルンフェルスの剥片5点(合計3.3g)がある。

3)出土遺物(第99図)

Iは，珪質頁岩によるナイフ形石器である。縦長剥片を素材とし 左側縁の基部に表裏から調整加工を

行っている。調整により打面は除去されている。 2は，チャートによる不定型な剥片を利用した使用痕あ

る剥片である。鋭利な右側縁に刃こぼれが見られる。

3-----6は，いずれも不定型の剥片である。 3は黒色不透明の黒曜石， 4は明灰緑色のチャート， 5は黄

灰色のメノウ， 6は灰緑色の珪質頁岩を用いている。

7は，チャートによる石核である。分割礁を素材とし，分割面を作業面にあてて多方向から不定型の剥

片を剥離している。ただし，節理がきついため，良好な剥片はほとんど得られていないようである。

8 • 9は，頁岩による同一母岩の石刃である。いずれも表面は主要剥離面と同一方向の剥離面だけで構

成されている。縁辺部には刃こぼれが見られる。

4)接合資料とその関連資料(第100--102図)

• C23-③(第100図10--13) 灰色の地に白色と紫色の縞が入る珪質頁岩で，本ブロックでは剥片10点

(8個体)で構成される。剥片生産に関連するまとまった接合資料は得られていない。

10-----13は，不定型の剥片である。 10・12は，折れた剥片岡士が接合して，それぞれ I個体になったもの

である。実測図に掲載した以外に小型の剥片が4点あり，小規模な剥片生産が実施されたようであるが，

詳細は不明である。

• C23-⑨(第100図14・15) 灰色がかった暗褐色と黄灰色の混在する頁岩で，本ブロックでは使用痕あ

る剥片 I点と剥片 l点で構成される。 14は，幅広不整形の縦長剥片の剥片を利用した使用痕ある剥片で，左

第27表 C23← Bプロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs ~ Ha 組bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

C23-(i)刷0) 6 6 6 
C23ベID(Csh) 10(8) 10(8) 10(8) 

C23ベID(Sh) 2 2 2 
ロ3喝 (Sh) 2 2 
C23-@J(Csh) 
α3-@(Ch) 

C23-@(Sa) 

α3-@(Ag) 3(2) 3(2) 3(2) 
α3--@(Csh) 2 
その他(Qb)

その他(加)

その他(Csh) 101 I 13 13 
その他(α1) 2 3 3 

その他(110) 5 5 5 

ロ3R-(i)(Sa)
ロ3R-@(Ch)

その他(α1) 2 2 
その他(Sa) 3 3 

合計 2 2 41 (38) 2 2 51 (48) 7 58(55) 

第28表 C23-Bブロック石材別石器組成表
石 材 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 礁 合計

黒曜石(Ob)

安山岩仰1)

頁岩(Sh) 2 4 4 

珪質頁岩(Csh) 22(:却} 26(24) 26(24) 

チャト(Ch) 2 l 41 3 7 
砂岩(Sa) l 11 4 5 

動ン7エ1，̂(II0) II 11 11 
メノウ(勾) 3(2) 3(2) 3(2) 

合計 2 2 41(お) 2 51 (倒 7 58(55) 
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第102図 C23-Bブロック出土遺物実測図 (4) 

側縁に刃こぼれが見られる。 15は小型の縦長剥片で、ある。

• C23-⑫(第100図16--18) 黄色みがかった黒灰色の砂岩で，本ブロックでは剥片 l点の単独資料であ

るが， C23-Fブロックの剥片 I点と接合する。

16は，不定型の剥片2点(17・18)の接合資料である。 18→17の順に剥離している。表面は多方向から

の剥離面で構成される。

• C23-⑩(第101図19--21) 灰緑色の地に白色，暗紫色の班が入る珪質頁岩で，本ブロックでは剥片 l

点の単独資料であるが C23-Cブロックの石核 I点と接合する。

19は，剥片 l点 (20) と石核 l点 (21)の接合資料であるが，剥片と石核による通常の接合資料とは異

なる。 19の右側面図に見られるとおり， 20の表面が21と接合しており，剥片20は21とは別個体の石核から

剥離されたことがわかる。本母岩は，原石を複数の石核素材に分割したと考えられるものであり， 21も分

割面を打面と作業面にあてて不定型の剥片を剥離している。

ところで， 20を剥離した石核や21から剥離された剥片類が見られないことについては，①:本フ*ロック

で生産された後，ブロック外に搬出されたか，あるいは②:20や21がブロック外(遺跡外)で生産され，

搬入されたかのいずれかであろう。このほかの同一母岩が CI7-AブロックとC23-Cブロックで各 l点し

か分布しないことから，後者の可能性が高い。

• C23ー⑫(第102図22--24) 暗灰紫色珪質頁岩で，模形石器 l点と剥片 l点で構成される。

22は，模形石器 (24) とその調整剥片 (23)の接合資料である。 24は，素材面を残さずに調整されてお

り，上下端が細かく潰れている。概ね完成された状態で搬入され，部分的に調整されたのであろう。

13 C23-Cブロック(第103--110図，第29・30表)

1 )プロックの概要

C23-Cブロックは，調査範囲南側のC23-04・05・14・15グリッドに位置する。ブロックの立地は，台

地の南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は12mで、ある。

フ。ロックの規模と形状は，長軸 7m，短軸 5mの楕円形の範囲に81点の石器・礁が分布する。ただし，

C23-14グリッドの直径3mほどの範囲に ほとんどの石器が集まっている。出土層位はvn層下部からIX層

上部にかけてで，各石器は40cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第103'"105図)。

ブロックは，模形石器 l点，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点，剥片54点 (50個体)， 
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砕片14点，石核5点 (4個体)，礁3点の合計81点 (76個体)で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，

頁岩7点，珪質頁岩20点，砂岩2点，メノウ48点，磯石材は，チャート l点，砂岩2点である。礁3点は，

母岩不明である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，頁岩 l母岩 (C23-⑨)，珪質頁岩3母岩 (C23-②・⑩・⑭)， 

メノウ l母岩 (C23-⑬)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は78%(61/78点)である。

• C23-②:灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，母岩の特徴は， C17-Bブロックで記したとおりである。剥片 l点，

砕片 l点(合計7.8g)で構成される。同一母岩は， C17-Bブロックに l点， C17-Gブロックに

5点， C23-Aブロックに64点ある。

• C23-⑨:灰褐色と黄灰色の混在する頁岩で，母岩の特徴は， C17-Bブロックで記したとおりである。石

器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片2点，石核 l点の合計4点 (583.6g)である。接合

資料は，本プロックの剥片 2点(合計0.8g)がC23-Bフやロックの使用痕ある剥片 l点と接合す

るもの，加工痕ある剥片がC23-Dブロックの加工痕ある剥片と接合して l個体になるものがある。

このほかに同一母岩は， C17-Bブロックに 3点， C17-Fブロックに l点， C23-Bブロックに l点

ある。

• C23-⑩:灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，母岩の特徴は， C17-Aプロックで記したとおりである。剥片 1点，

石核 l点(合計88.7g)で構成され，石核 1点 (84.3g)が， C23-Bブロックの剥片 l点と接合

する。このほかに同一母岩は， C17-Aブロックに l点がある。

• C23-⑬:黄灰色と紫がかった黒灰色の混在する半透明のメノウで，母岩の特徴は， C17-Aブロックで記

したとおりである。石器群の内訳は，模形石器 1点，加工痕ある剥片 l点，剥片40点 (36個体)， 

砕片6点の合計48点 (44個体;221. 7 g)である。接合資料は4グループに分けられる。

Aグループは，剥片9点 (7個体;135.4g)による接合資料である。このほかに，欠損した

剥片岡士が接合して l個体になったものが2グループ(接合資料B; l1.5g，接合資料C; 8.7 

g) ，剥片2点が表裏面で接合したもの(接合資料D; 16.5g)がある。同一母岩は， C17-Aプ

第29表 C23-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

α3-@(Csh) 2 2 

c23ベID(Sh) 2 4 4 

C23-@(Csh) 2 2 

ロ3-@(Ag) 40(36) 6 48(叫 48(似)

α3-@(Csh) 3(2) 5(4) 5(4) 

その他(Ob)
その他(Sh) 21 1 3 3 
その他(Csh) 51 5 II II 

その他(Sa) l 2 2 

その他(α1) l 

その他(Sa) 2 2 

合 計 2 54(50) 14 5(4) 78(73) 3 81 (76) 

第30表 C23-Cフ'ロック石材別石器組成表
石 材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Qb)

頁岩(Sh) 41 1 7 7 

珪質頁岩(Csh) 81 6 4(3) 20(19) 20 (19) 
チャート (α1)

制措(Sa) 21 2 4 
メノウ{制 40(36) 6 48(斜) 48(44) 

合 計 lJ 2 
一」ー 空β01日空 5(4) 78(73) 31 81 (76) 
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第108図 C23-Cブロック出土遺物実測図(3 ) 
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ロックに 2点， C17-Bブロックに l点， C23-Bブロックに 3点ある。

• C23-⑭:自然面と節理は淡褐色，内部は灰紫色で，部分的に珪化度の高い嶺岡産珪質頁岩である。石器

群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 l点，石核3点 (2個体)の合計5点 (4個体;37.2 g ) 

で，すべてが接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点(1.6g)，頁岩の剥片2点，砕片 l点(合計1.1 

g )，珪質頁岩の石刃 l点，剥片 5点，砕片 5点(合計9.1 g)，砂岩の剥片 l点，砕片 l点(合計0.4g) 

がある。黒曜石は栃木県高原山産，珪質頁岩は嶺岡産と考えられる。

3)出土遺物(第106図)

2は，嶺岡産珪質頁岩による中型の石刃である。平坦で幅広の打面をもち，表面は裏面と同一方向の剥

離面で構成される。

E繍品。 1

Eロユ-0担空l¥¥ /-とず三fベも"1 ，2-....一、"'~ 15 C2内-15-4
ば dツ.tjJ ¥LK，)¥刃， '¥....命心〉 OC2;一⑬(Ag) ζ フ 16221芯
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C23ー⑬B(Ag)
B 
11.5g 

亡二コ
21 C23-14-63 

C23ー⑬(Ag)
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第109図 C23-Cブロック出土遺物実測図 (4)
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l・3は嶺岡産珪質頁岩， 4は高原山産黒曜石による不定型な剥片である。 5は，頁岩の石核である。

円礁を素材とし，各所から不定型の剥片を生産している。

4)接合資料とその関連資料(第107--110図)

• C23-⑮(第107図6，第108図7--12，第109図13--21) 黄灰色と紫がかった黒灰色の混在する半透明

のメノウで，模形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，剥片40点 (36個体)，砕片 6点の合計48点 (44個体)

で構成される。

6は，剥片9点 (7個体;7"'13)の接合資料である。はじめに原石を分割した後，①:実測図 6の上

位 (E面)を打面，正面 (A面)を作業面として剥片を剥離する。②:打面と作業面を転移する。正面を

打面，右側面 (C面)を作業面として剥片数枚を剥離し，その過程で8を剥離する。③:再び上位を打面，

正面を作業面として 7→10の順で剥片を剥離する。④:上位の打面が低くなった段階(打面再生か)で，

13を剥離する。

一方，裏面 (B面)には分割面(節理面)が広く残されているが，この面を作業面として，上位の打面

から11→12→9の順に剥片を剥離している。

14"'21は，同一母岩であるが接合しなかった資料である。 14は模形石器である。表裏両面が上下両方向

22 23+24+25+26 
C23ー⑬A

冬翠p

e 

4ミ

~-~-~ 
ζ323C23-15-3 

C23ー⑭A(Csh)
B 
1.7g 

-~-i)\ 
ρ 24 C23-14-54 

C23ー⑬A(Csh)
Uf 
0.4g 

26 C23-14-20 
C23-14-36 
C23ー⑭A(Csh)
D 

。 (2:3) 
24.5g 

10町n

第110図 C23-Cブロック出土遺物実測図 (5) 
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からの剥離面に覆われており，素材の面は見られない。上下両端が潰れている。 15は加工痕ある剥片であ

る。不定型の剥片を素材として，その末端部に調整加工が見られる。 16"-'21は，不定型の剥片である。不

純物層が多く石質が良くないため， 17を除いて，剥離時に割れている。また， 16・17は，縦断面が緩やか

に湾曲し，上下に損傷が見られることから，模形石器から剥離された可能性がある。

• C23-⑭(第110図22--26) 灰紫色の嶺岡産珪質頁岩で，使用痕ある剥片 l点，剥片 1点，石核3点

(2個体)の合計5点で構成される。

22は，使用痕ある剥片 l点 (24)，剥片 l点 (23)，石核3点 (2個体;25・26)の接合資料である。①:

はじめに，原石を分割し，複数の石核の素材を得る。この段階で， 23を含む個体， 24・25を含む個体， 26 

を含む個体などに分けられる。②:23は不整形の縦長剥片であるが，その表面が26と接合しており， 26と

は別々の石核から剥離されたと考えられる。③:25の石核からは， 24が剥離される。④:26は，表面左側

と右側下半分，裏面の 3面が節理面である。剥片生産の開始直後に中央で割れ，作業を終了している。

14 C23-Dブロック(第111--113図，第31・32表)

1 )ブロックの概要

C23-Dブロックは，調査範囲南側のC23-25グリッドの一角に石器3点が分布する。ブロックの立地は，

台地の南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点まで、の距離は10mほどである。

ブロックの規模と形状は，長さ 2mほどの範囲に 3点の石器が並んで分布する。出土層位はvn層から医

層上部にかけてである(第111.112図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，剥片 2点の合計3点で構成され，石材は，頁岩 l点 (78.4g)，珪

質頁岩 l点(1.9g)，チャート I点(15.6g)である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは頁岩 l母岩 (C23-⑨)を識別したにすぎない。母岩識別した石器の石器総数に対する割

合は33% (1 /3点)である。

• C23-⑨:灰色がかった暗褐色と黄灰色の混在する頁岩で，母岩の特徴は， C17-Bブロックで記したと

おりである。本ブロックでは加工痕ある剥片 l点 (78.4g)の単独資料であるが， C23-Cブロッ

クの加工痕ある剥片と接合して l個体となる。

なお，母岩分類できなかった資料に，嶺岡産珪質頁岩の剥片 l点(1.9g)，チャートの剥片 l点(15.6

g)がある。

母岩

C23ベ②(Sh)

その他(Csh)

その他(Ch)

合計

第32表 C23-Dブロック石材別石器組成表
1 石材

頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh)

チャート (Ch)

合計

-139-



E
D
D
O
N円

l
l
1

議.~.... ¥ f 

A 
+ 

遅診

七23-25

十十C23-35

m
 

A
守(1 :80) 

一一一 33.000m

"0 

一一一32.000m

皿

V

W
咽

政

wv 

X 

M 

--XIl 

E
D
O
D
.
N円

1
1
|

議~ ....~ ¥ r 

一石器別分布図一

A 

C23-Dブロック出土遺物分布図(1 ) 

十七一

第111図

C23ー Cブロックへ

C23ー⑨C

十七一
(1 :80) 

一-33.000m 
4・
4‘ 

阻

lY.Y 

判

明

lX 

X 

xl 

__XIl 一一一 32.000m

一石材別分布図一C23-Dブロック出土遺物分布図(2 ) 

-140-

第112図



可建言診
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第113図 C23-Dブロック出土遺物実測図

3)出土遺物(第113図)

1 C23-25-4 

(2:3) 

その他(Ch)
B 
15.6g 

2 C23-25-1 (C23-Cブロック)
C23-25-5 
C23-⑨C(Sh) 
Rf 
81.2g 

10cm 

Iは，青灰色の地に黒色の縞が入るチャートを用いた横長剥片である。打面の左側は欠損する。裏表と

もにポジティプな剥離面で，剥片素材の石核から剥離されたと考えられる。 2は，暗褐色の頁岩による大

型不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面の右側縁に粗い剥離痕が連続し，裏面の左側縁には

刃こぼれが見られる。なお，末端部はC23-Cブロックに分布する資料と接合した。

15 C23-Fプロック(第114--116図，第33・34表)

1 )プロックの概要

C23-Fブロックは，調査範囲南側のC23-23・24・33グリッドに位置する。プロックの立地は，台地の南

西に向かつて聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は10mほどである。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸2mの範囲に10点の石器が散漫に分布する。出土層位はIX層

上部を中心としており，各石器は30cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第114・115図)。

ブロックは，使用痕ある剥片3点，剥片7点の合計10点で構成され，石材は，黒曜石 l点，頁岩6点，
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珪質頁岩2点，砂岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本フ事ロックでは 3母岩を識別した。内訳は，頁岩 l母岩 (C23-⑮)，珪質頁岩 l母岩 (C23-③)，砂岩 l

母岩 (C23-⑫)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は80%(8/10点)である。

• C23ベ②:灰色の地に白色と紫色の縞が入る珪質頁岩(あるいはオパール)で，母岩の特徴は， C23-Bプ

ロックで記したとおりである。使用痕ある剥片 I点(12.9g )の単独資料である。同一母岩は，

C23-Bブロックに11点がある。

• C23-⑫:黄色みがかった黒灰色の砂岩で，母岩の特徴は， C23-Bブロックで記したとおりである。本プ

ロックでは剥片 l点(10.0g )の単独資料であるが， C23-Bブロックの剥片 l点と接合する。

• C23-⑮:黒褐色に風化した軟質の頁岩(ノジュール)である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 2点，

剥片4点の合計6点 (77.7 g )で，使用痕ある剥片 I点と剥片 l点(合計41.4 g )が接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点 (3.7g)，珪質頁岩の剥片 l点 (0.3g)があ

る。黒曜石は黒灰色不透明で爽雑物を含み，自然面は平坦で紙やすりのようにザラザラしている。栃木県

高原山産であろうか。

3)出土遺物(第116図)

lは，黒曜石の不定型な剥片である。打面は自然面で，表と右側面に多方向からの剥離面が見られる。

打面と作業面を頻繁に移動する剥離手順が想定される。 2は，珪質頁岩の不定型な剥片を利用した使用痕

ある剥片である。表面の上下が折れており，剥片本来の形状は不明である。折れによって形成された下端

部の鋭利な部分に刃こぼれがある。素材の打面は裏面左端に残る。

4)接合資料とその関連資料(第116図)

• C23ー⑮(第116図3--7) 黒褐色に風化した軟質の頁岩(ノジュール)で，使用痕ある剥片2点，剥

片4点で構成される。

3は，使用痕ある剥片 (4) と剥片(5 )の接合資料である。 4→5の順で剥離している。表面は，裏

面と同一方向の剥離面のほかに， 90度ほど左からの剥離面もあり，打点の移動が認められる。 4は，裏面

の右側縁に刃こぼれがある。

6.7は，接合しない同一母岩の資料である。 4・5と同様，不定型の剥片である。

第33表 C23-Fブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp }旬 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

C23ベ;D(Csh)
α3噌(Sa)
C23-@(Sh) 2 4 6 6 
その他(Ob)

その他(Csh)

合 計 3 7 JO 10 

-144-



16 C17-@母岩(第117--130図)

C17-⑭母岩は， C13-Cブロックに石核2点， C17-Aブロックにナイフ形石器 l点，剥片101点，砕片5

点，石核 l点の合計108点， C17-Bブロックに剥片 6点，石核 l点の合計7点， C17-Gブロックに剥片11

点，石核6点の合計17点が分布する(第117図'""121図)。

接合資料は 7グループに分かれるが，本遺跡で原石から最終段階までの作業を実施しており，製品の搬

出等の欠落により，必ずしもすべてが一つに接合しない。

接合資料A(第122--128図) 剥片32点 石核9点で構成される。ブロックごとでは， C13-Cブロック

に石核 l点， C17-Aブロックに剥片24点，石核 l点， C17-Bブロックに剥片 l点，石核 l点， C17-Gブロッ

クに剥片7点，石核6点が分布する。

作業の概要は，原石を複数の石核素材に分割した後，それぞれの石核(個体)から剥片生産を行っている。

①:実測図 Iの左側面(自然面)を打面として，大型の分割片を剥離する。これが個体4 (実測図27; 

28+29)及び実測図 9'""13を含む塊である。残った本体(石核側)は，個体 1 (実測図 2;3+4)，個

体2 (実測図 5;6+7+8)，個体3 (実測図19;20+21 +22+23+24+25+26)，個体5 (実測図31; 

32 + 33 + 34 + 35 + 36 + 37)及び14'""18，30である。

②:①で得た分割礁を石核素材として 9 (C17-A)→10 (C17-A)→11 (C17-A)→12 (C17-G)→ 

13 (C17-A・G)→27(C17-G)の順に，大小さまざまな剥片を剥離する。この工程の石核は遺跡内に見

られない。なお， 11・13などで明らかなように 打点で二つに割れる例が多い。

③:個体4による剥片剥離作業である。 27は中央で割れているが，これが素材剥片を得た時点で割れた

か，小型の剥片を生産している過程で割れたかは不明である。いずれにせよ，主要剥離面側(実測図27の

裏面)を作業面として， 28に代表される小型不定型の剥片を剥離している。なお，本個体は，すべてC17-

Gブロックに分布する。

④:①の工程で得た石核側について， この時形成された平坦面を打面として，はじめに実測図 lの左端

から大型厚手の分割片 (2;個体 1) (C13-A・C17-A)が剥離され，さらに14(C17-A)→18 (C17-A) 

→17 (C17-G)→15 (C17-A)→16 (C17-A) と剥離する。

⑤:個体 lによる剥片剥離作業である。

⑥:引き続き①の工程で形成された平坦面を打面として， 19 (個体3; C17-A・B)，5 (個体2; C17-

A)， 31 (個体5; C17-A・G)を含む塊が，それぞれ得られる。

⑦:個体3による剥片剥離作業である。

⑧:個体2による剥片剥離作業である。

⑨:個体5による剥片剥離作業である。

各個体ごとの作業手順は，以下のとおりである。

個体 1(実測図2)は，剥片 I点 (3)と石核 I点 (4)の接合資料である。石核の素材は，表面が自

然面，裏面が分割面の半球形の分割礁である。実測図2の裏面中央部に，分割面が残る。①:分割面を打

面，上下右側面を作業面として，剥片を剥離する。その過程で3が剥離される。②:周囲の剥離面(①の

作業面)を打面，分割面を作業面として，求心的な打点移動によって剥片を剥離し 作業を終了している。

なお，剥片はC17-Aブロックに，石核はC13-Cブロックに分布する。後者のブロックはC17-⑭母岩が石

核2点しか分布していないため，石核が持ち込まれたと考えられる。
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第122図 C17-⑭母岩実測図(1 ) 

1 2(3+4)十5(6+7+8)
+9+10+11 +12+13+14+15 
+16+17+18+19(20+21 +22 
+23+24+25+26) +27 (28+29) 
+30+31 (32+33+34+35+36+37) 
+50 
C17ー⑬A

(2:3) 
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2 (個体1)3+4
C17ー⑭A

6入 2

国間一
3 C13-40-13(C17-Aブロック)

C17ー⑭A(Rh)
B 
3.3g 

4 C13-41-342 (C13-Cブロック)
C17ー⑭A(Rh)
D 
146.3g 

。 (2・3) 10cm 

第123図 C17一⑭母岩実測図(2 ) 
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u-~ 
ζ二ア

6 C17-49-49 (C17-Aブロック)
C17ー⑭A(Rh)

5 (個体2)6+7+8
C17ー⑭A

Eタ

。
7 C17-49-25(C17-Aブロック)

C17ー⑭A(Rh)
B 
16.7g 

8 C17-47-11 (C17-Aブロック)
C17ー⑭A(Rh)
D 
61.7g 

第124図 C17-⑭母岩実測図 (3) 
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気ハ。
εョ3jO

P で雰ミ~~気設

ハ
い
刈

C:t:O:ココ

ママ7
てごこここミ 14 C…-69(C17-Aブロック)

C17ー⑬A(Rh)
B 

て蓮ミぉ

ζ〉

5.5g 

12 C17-38-14(C17-Gブロック) ~ 

C17ー⑭A(Rh) I " 
B I " 
12.1g /"¥.  

第125図 C17⑭母岩実測図 (4)

由実ミ~

ζゴ
15 C13-40-11 (C17-Aブロック)

C17ー⑬A(Rh)
B 
4目2g

も。F

13 C13-30-22 
(C17-Aブロック)
C17-48-29 
(C17-Gブロック)
C17ー⑬A(Rh)
B 
38.1g 

。

ム
C17-49-46 
(C17-Aブロック)

C17ー⑭A(Rh)
B 
8.9g 

ζこ::::::・ 18 C13-40-12(C17-Aブロック)
C17ー⑭A(Rh)
B 
O目6g

17 C17-48-36(C17-Gブロック)
C17ー⑭A(Rh)

~_ _ 0 (2・3)
25目5g

10cm 
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19 (個体3)20+21 +22+23 
+24+25+26 
C17ー⑭A

て~ 4:弘2

21 C13-40-23(C17-Aブロック)
C17ー⑬ A(Rh)
B 
14.7g 

一金。 各企一宮-容認-G
ζ二二::::- 22 C13-30-:59 .----:::::.. 23 C13-40-30 c:::::こ〉

(C17-Aブロック) ¥..ーー- (C17-Aブロック)
24 C13-40-40 ¥"、ー一『ι 25 C17-14-23 

;17ー⑬A(Rh) C17ー⑭A(附

B 
1.2g 1.7g 

。

(C17-Aブロック) ー-由-- (C17-Aブロック)
C17ー⑬A(Rh) C17ー⑭A(Rh)
B B 
1.~ 1.~ 

26 C13-30-36 (【~17-Aブロック)
C17-36-34(C17-Bブロック)
C17ー⑭A(Rh)
D 
66.1g 

(2:3) 10cm 

第126図 C17-⑭母岩実測図(5 ) 
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27 (個体4)28+29

。

C17ー⑭A

ê~~ 
28 C17-48-13(C17-Gブロック)

C17ー⑬A(Rh)
B 

1.2g 

29 C17-38-12(C17-Gブロック)
C17-48ー 7(C17-Gブロック)
C17-48-8(C17-Gブロック)
C17ー⑬A(Rh)
D 

158.6g 

(2:3) 10cm 

第127図 C17-⑭母岩実測図(6 ) 
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くコ

31 (個体5)32+33+34
+35+36+37 
C17ー⑭A

30 C13-40-10(C17-Aブロック)
C17-47-7 (C17-Bブロック)
C17-49-21 (C17ーAブロック)
C17ー⑭ A(Rh)
B 
30.4g 

でミ77

2
w
w
u
h
 

門
M
U刻一rI

乙ミ 33 C17-48-27 
(C17-Gブロック) 34 C13-40-14 
C17ー⑬A(Rh) (C17-Aブロック)

B C17ー⑬A(Rh)
1.5g B 

0.6g 

Vク

0=コ 35 C13-30ー21(C17-Aブロック)
C17-48-30 (C17-Gブロック)
C17-⑬A(Rh) 
B 
7.3g 

も ~ 

ーも~I!J 吋マ
32 C17-47-9 (C17-Gブロック)

C17-47-12(C17-Gブロック) n 

C17ー⑭A(Rh) ': 
D 
52目3g

4こ"736

F一ー 37
C17-38-10-1 一一
(C17-Gブロック)
C17-⑭A(Rh) 
8 
2.1g 

(2:3) 10cm 

C17-39-20 
(C17-Aブロック)
C17ー⑬A(Rh)
B 
0.9g 
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ーも-@
c:::::::::フ 39 C13-30-80 

(C17-Aブロック)
C17ー⑭B(Rh)
B 
0.5g てこごと』 40C17-394ー 2

(C17-Aブロック)
C17ー⑭ B(Rh)
B 

てと〉

38 39+40+41 +42+43 
+44+45+46+47+48 
C17ー⑭B

ぐ三〉

どこ〉

42 C13-40-25 (C17-Aブロック)
C17ー⑭B(Rh)
B 
48.8g 

。

cp 

乙こユ
(2:3) 

41 C13-30-79 
(C17-Aブロック)
C17-49-54 
(C17-Aブロック)
C17ー⑭B(Rh)
8 
9.9g 

h
，，

I
J
 

V
J
」
H

3
白
沢

一
ブ

B

河
川

B
(
M
3

「'一一

守
，
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F

引

ω引
B

。o
au『

7.7g 
10cm 

第129図 C17-⑭母岩実測図 (8) 
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個体 2 (実測図 5)は，剥片 2点 (6・7) と石核 l点(8 )の接合資料である。拳の半分ほどの分割

礁を本体から分離した後(分割面は下面に小さく残る)，①:実測図 5の正面下部から上面まで緩やかに

続く自然面を打面，下面及び左側面を作業面として，不定型の剥片を剥離する(その過程で， 6→7の順

に接合資料が剥離される)。②:前作業面の下面及び左側面を打面，正面から右側面にかけてを作業面と

して剥片を剥離し，作業を終了している。なお，本個体はすべてCI7-Aブロックに分布している。

個体3 (実測図19)は，剥片 6点 (20'"'-'25) と石核2点(1個体;26)の接合資料である。石核の素材

は厚手の剥片で，①:実測図19の表面右端を折り取り，打面を作る。折り取られた破片が20である。②:

19の表面右端で23→24→25の順に，小型の剥片を剥離する。③:19の左端で剥片を剥離する (21→22)。

④:石核が割れ，作業を終了している。なお，本個体は剥片5点，石核 l点がCI7-Aブロックに，剥片 l

点と石核 I点がC17-Bブロックに分布する。

ミミフ
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品マ
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可〈之さ与 ζ喜ゑ
50 C17-49-51 (C17-Aブロック)

C17ー⑭A(Rh)
B 

1.7g 

国間
45 C13-40-17 

(C17-Aブロック)
C17ー⑬B(Rh)
B 
4.9g C〉ミフ

一躍すミミ3
〈こコ〉 46 引 7-39-8

(C17-Aブロック)
C17-⑭ B(Rh) 。4.2g

48 C13-30-37 
(C17-Aブロック)
C17ー⑭B(Rh)
Kn 
4.8g 

ζ二~ 49 C17-49-61 
(C17-Aブロック)
C17ー⑭(Rh)
B 

3.6g 

。 (2:3) 10cm 

第130図 C17-⑭母岩実測図(9 ) 
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個体4 (実測図27)は，剥片 l点 (28)，石核3点、(接合して l個体;29)の接合資料である。大型厚

手の剥片を石核の素材とし，裏面の末端で小型不定型の剥片を生産している(実測図29の裏面右側縁)。

石核は三つに割れているが，このうち中央に接合する最も小型の破片は，被熱により赤化している。なお，

本個体はすべてC17-Gブロックに分布する。

個体5 (実測図31)は，剥片 6点(5個体33'"'-'37) と石核2点(1個体;32)の接合資料である。中型

の分割礁を石核の素材とする。作業面は，自然面と節理面に挟まれた小口部分をあてている。①:実測図

31の裏面で，上位から34→35と小型不定型の剥片を剥離する。②:石核が上下二つに割れる。③:上位か

ら36→37と剥離し，打点を大きく変えて33を剥離する。なお，本個体は剥片4点がC17-Aブロックに，剥

片2点と石核2点がC17-Gブロックに分布する。

接合資料B (第129・130図) 38は，ナイフ形石器 l点 (48) と剥片10点 (9個体;39'"'-'47)の接合資

料である。ブロックごとでは， C17-Aブロックにナイフ形石器 l点，剥片8点， C17-8ブロックに剥片2

点が分布する。

剥離手順は，緩やかに湾曲する自然面を打面として，打点、を左右に移動させながら， 39→40→41→42→ 

43→44→45→46→47→48の順に剥離している。なお 43と44はC17-8ブロックに それ以外はC17-Aブロッ

クに分布する。

第5節第5文化層

第5文化層は，立川ローム層VI層を中心に包含される石器群で， C 9 -A， C 16-A ， C58 A -A， C6トD.

Eブロックの合計5か所のブロックが該当する。

1 C9-Aプロック(第131--133図，第35・36表)

1 )ブロックの概要

C9-AブFロックは，調査範囲東南端のC9-67・76・77グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に

向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mで、ある。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に 4点の石器が散漫に分布する。出土層位はVI層及びVII層で，

北に下って包含されている(第131・132図)。

ブロックは剥片4点で構成され，石材は頁岩 I点，チャート 2点，玉髄 l点である。
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2)母岩の特徴と内容

1 C9-67-1 
C9ー①(Ag)
B 
6.2g 

唖ず

-~一色
〈こ二=コ』

。 (2・3)

第133図 C9-Aブロック出土遺物実測図

2 C9-76-1 
C9-② (Sh) 
B 
1.4g 

10cm 

本ブロックでは3母岩を識別した。内訳は，頁岩 l母岩 (C9-②) ，チャート l母岩 (C9-③) ，玉髄 l

母岩 (C9-①)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (4/4点)である。

.C9-①:黄色みがかった灰色の地に暗褐色の縞が平行して入る玉髄である。剥片 l点 (6.2g )の単独

資料である 0

・C9-②:暗褐色で硬質轍密な東北産の頁岩である。剥片 l点(l.4g)の単独資料である。

.C9-③:自然面と節理面は黄褐色，内部は青灰色の良質なチャートである。石器群の内訳は，小型の剥

片2点(合計3.7g)である。

3)出土遺物(第133図)

1 . 2とも不定型の剥片である。表面は いずれも裏面と同一方向の剥離面で構成されている。

2 CI6-Aブロック(第134--144図，第37・38表)

1 )ブロックの概要

CI6-Aブロックは，調査範囲東側のC16-74・75・76・85グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西

に開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は26mほどである。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m，短軸4mの範囲に96点の石器が分布するが，二つの中規模なブロッ

クが接しているようにも見える。出土層位はVI層を中心としており，各石器は40cmほどの高低差をもって，

水平に包含されている(第134.-....，137図)。

フキロックは，ナイフ形石器6点，掻器 l点，石刃41点 (33個体)，剥片34点，砕片10点，石核4点 (3

個体)の合計96点 (87個体)で構成される。石材は，黒曜石27点，頁岩69点である。

石材別の分布状況を見ると，黒曜石はブロックの北半に偏って，長軸 4m，短軸2.5mの範囲に分布す

る。いっぽう，頁岩は長軸 6m，短軸4mの範囲に分布し，黒曜石の分布域とは部分的に重なる(第137

図)。この点から，形成時期の異なる黒曜石のブロックと頁岩のフゃロックが，たまたま同一空間に営まれ

たと見ることができるかも知れない。

つぎに，石器別分布では，ブロック北半に剥片や砕片が多い傾向がある(第134図)。これは，おもに黒

曜石が石器製作作業に関わる石器群で，頁岩は石刃の搬入品が大半を占めることに関連する。しかし，ブ
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これに関連ロック内では，搬入された石刃から小型の剥片を生産する作業もわずかながら行われており，

石器製作作業を行った空間がブロック北半に偏っする資料はフゃロック北半に偏って分布する。両石材とも，

石器の垂直分布についても両石材に上下の偏りが見られないことから 本ブロックを単独のフ守口ツており，

クとして扱うこととした。

2)母岩の特徴と内容

(C16-@)，頁岩39母岩 (C16-①~③ ・⑩)

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は66%(63/96点)である。

. C16-①:黄褐色の地に暗褐色の斑が入った硬質徹密な東北産頁岩である。光沢に富み，かなり珪化して

の合計10点 (42.1 g)である。

本ブロックでは40母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩

石核3点 (2個体)剥片6点，砕片 l点，いる。石器群の内訳は，

(合計40.3g)。もともとは，で構成される石核3点(2個体)剥片2点(1個体)， 接合資料は，

フやロックの中心に分布する。それが石核に転化されたものである。大型の石刃状態で搬入され，
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• C16③・⑤・⑦・⑧・⑮:褐色を帯びた灰色で硬質撒密な東北産頁岩である。 C16一⑧はナイフ形石器，

それ以外は石刃の単独資料である。 C16一③は l点 (32.7g)，C16-⑤は 2点(1個体;9.7 g)， 

C16-⑦は l点(14.0 g )， C 16-⑧は l点 (6.7g)，C16⑮は l点 (29.1 g )である。

• C16-④・⑨~⑮:灰色を帯びた褐色で硬質徹密な東北産頁岩である。いずれも石刃の単独資料である。

C16一④は l点 (5.6g)， CI6-@は l点 (7.2g )， C16一⑩は l点(11.0g)，C16ー⑪は 2点(1個体;

14.5g)， C16-⑫は l点(12.0g)，C16-⑬は l点(12.5g)である。

• C16-⑥:灰褐色と灰白色の混在する東北産頁岩である。石器群の内訳は，石刃4点(それぞれ折れ面で

接合したものが2個体)，剥片 l点の合計5点 (62.1 g )である。接合資料は，石刃 2点(1個

体)と剥片 l点(合計39.0g)の接合と石刃 2点 (1個体;23. 1 g )の接合がある。

• C16-⑭・⑮・⑮~⑮・⑩:褐色で硬質徹密な東北産頁岩である。 C16-⑭・⑮・⑩はナイフ形石器の小破

片， C16-⑫はナイフ形石器の完形品，それ以外は石刃で，すべて単独資料である。 C16-⑭は l点

(2.3g)， C16-⑮は 2点(1個体;34.3g)， C16⑫は 2点(1個体 ;14.7g)，C16-⑫は l点 (23.

Ig)， C16⑮は l点 (0.3g)，C16-⑩は l点 (0.9g )である。

• C16-⑫~⑫・⑮・⑫・⑩:暗褐色で硬質徹密な東北産頁岩である。 C16-⑨は石核，それ以外は石刃で，

すべて単独資料である。 CI6-@は l点 (8.5g)，C16⑮は l点(10.3g)， C16⑮は l点 (2.9g )， 

C16⑫は l点 (23.1g)， C16-③は l点 (8.1 g )， C16一⑫は l点 (7.8g)，C16ー⑮は l点 (8.0g)， 
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C16-⑫は 2点(1個体;7. 0 g )， C 16-⑧は l点 (32.6g) 

• C16-⑮~⑨:紫がかった黒褐色で硬質轍密な東北産頁岩である。すべて石刃の単独資料であるが，

である。

ほか

C16⑫は I点(15.1 g )， のグループと異なり小型の石刃を含んでいる。 C16-⑮は l点(18.7 g )， 

C16-⑧は l点

C16-⑨は lCI6-Q9lは l点 (7.2g)，

C16-⑨は I点 (0.8g)，

C16-⑮は l点 (5.3g)，

CI6-@は2点(1個体;2. 1 g)， CI6-@は l点 (20.4g)， 

CI6-@は l点(l.Og)，

である。点(13.1 g) 

(3.0 g)， 

o 2mmほどの薄黄色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えら• C16-⑩:黒灰色不透明の黒曜石である。

である。ナイフ形石器 l点，掻器 l点，剥片 3点の合計5点 (22.7g) 

剥片 3点(合計13.6g )が接合している。

れる。石器群の内訳は，
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なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片14点，砕片8点(合計6.6g) と頁岩の剥片10点，

砕片 I点(合計2.8g)がある。黒曜石は栃木県高原山産，頁岩は東北産と考えられる。

3)出土遺物(第138--142図)

1 "-'39は，東北産頁岩による石刃石器群. 40"-'46は，栃木県高原山産と考えられる黒曜石の一群である。

東北産頁岩による石器群は，一部の再生作業を別にすると，本遺跡では石器製作作業に関わりのない搬

入品で， しかもそれぞれは単独母岩である。比較的狭い範囲にまとまりをもっ分布状況から見て，数度に

わたって繰り返し持ち込まれ累積したというよりも，一時期に持ち込まれ廃棄された可能性が高い。反面，

石刃がどこで製作され， どのくらいの時間が経過したか，また製作から廃棄に至るまでにどの程度の人が

関わったのか，疑問も多い。

黒曜石による石器群は，小型品が多く特徴が捉えにくかったために母岩不明とした資料も多いが，概ね

同一母岩ではないかと考えられる。一定量の剥片を剥離した後の石核を持ち込み，継続して剥片剥離作業

を実施したと判断される。石核は，再び持ち出されている。

以上のように，石器形態，製作技術，石材などの点で対照的な 2群の石器群が見られる。

1"-'4・34は，頁岩のナイフ形石器である。 lは 細身の石刃を素材として，打面を表面側から除去し，

右側縁の大半と左側縁の基部よりを裏面から調整加工している。 2は，横断面形が肩平な長方形を呈する

中型の石刃を素材に用いている。左右両側面に石核の素材時の剥離面が見られることから，大型の剥片

(石刃か)を素材とした石核の小口部分から剥離された石刃と考えられる。先端部と左側縁の一部に調整

加工がある。 3. 34は，ナイフ形石器の先端部片である。形状から判断して. 3は完製品の先端部. 34は

未製品の先端部と考えられる。 4は. 2側縁調整のナイフ形石器の基部である。素材の打面側を基部にし

ているが，打面は除去している。左側縁は裏面から急角度に調整しているが，右側縁は微細で浅い剥離痕

が連続する。

5 "-'33・35"-'37・39は石刃である。以下のような特徴がある。

①:長さは，大(lOcm以上) ・中 (7cm程度) ・小 (5cm程度)の三者がある。

②: 6・10・18・25・39では，表面に上下両方向からの剥離面が見られるが，それ以外の石刃は表面が裏

面と同一方向の剥離面だけで構成されており，単設打面が主流である。また. 25では，下位からの剥離

面は石刃の剥離痕ではなく，それ以前の石核調整，あるいは石核の素材段階の剥離面の可能性がある。

③: 17には，石核の側面調整痕が見られるが，それ以外は，頭部調整，側面調整の痕跡は見られない。反

面，打面には細かな調整がある。

④ :9・14"-'17・20・24・25・28・32などは，打面が石刃本体の長軸とは直交せず¥斜交している。

なお. 25の裏面下端部には，彫器の樋状剥離に似た剥離面があり，これに小片(削片)が接合する。彫

器とすべきかも知れない。また. 24と25は，本石刃石器群の中では数少ない同一母岩の組合せである。

38は，剥片(あるいは大型の石刃)素材の石核である。表裏両面を作業面として，交互剥離と求心的な

打点の移動により，小型不定型の剥片を剥離している。

このほかの頁岩製石器としては，小型の剥片が11点ある。その大半は被熱により黒変し，はじけた部分

がある。

40は，黒曜石のナイフ形石器である。横長剥片を素材として，打面側 l側縁に表裏両側から調整加工を

行っている。全体にラフな印象があり，未製品かも知れない。 41は不定型の剥片. 42は不整形の縦長剥片
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第37表 C16-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

CI6ベD(Sh) 61 1 3(2) 10(9) 10(9) 
CI6ベZ(Sh) 
CI6 ;J)(Sh) 
CHH 1) (Sh) 
CI6→ li)(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
CIιィg)(Sh) 4(2) 5(3) 5(3) 
CI6ベ7) (Sh) 
CI6ベID(Sh)
CI6ベヨ (Sh)
C16--qg) (Sh) 
CI6-@(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
CI6-@(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI6--@(Sh) 
CI6-⑮(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
CI~(Sh) 

CI6-@(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI~(Sh) 

CI6--@(Sh) 
CI6ー⑧(Sh)
CI6-@(Sh) 
CI6--@(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
C16-<②(Sh) 
CI6-③(Sh) 
C16-<②(Sh) 
CI6--@(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
C16-<②(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI6イ~(Sh)
C16-<②(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 
CI6--@(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI6-@(Sh) 
CI6ー⑧(Sh)
CI6-@(Sh) 
CI 6-~(Sh) 

C16ー@(Ob) 3 5 5 
CIら⑩(Sh)
その他(Ob) 141 8 22 22 
その他(Sh) 101 1 11 II 

合計 6 41 (33) 341 10 4(3) 96(8η 96 (87) 

である。

4)接合資料とその関連資料(第143--144図)

• C16-⑩(第143図40--46) 黒灰色不透明の黒曜石で，ナイフ形石器 l点，掻器 l点，剥片3点の合計

5点 (22.7g)で構成される。

43は，剥片3点 (44'"'-'46)の接合資料である。 44→45の順で小型の剥片を剥離した後，その剥離面を打

面として46を剥離している。打面と作業面を入れ替えながら剥片を剥離する手順を示す資料である。

• C16-①(第144図47--52) 黄褐色の地に暗褐色の斑が入った硬質徹密な東北産頁岩で，石核3点 (2

個体)，剥片6点，砕片 l点の合計10点で構成される。

47は，剥片2点 (50・51)と石核3点 (2個体;48・52)の接合資料で，もとは大型の石刃で， 48と52

はそれぞれ別々の石核として機能していることがわかる。はじめに，石刃が3個体ほどに分離される。意

図的な分割なのか，偶発的な欠損なのかは不明である。頭部は本ブロックに見られないが，中間部 (48)

と末端部 (52)は本ブロックに残される。次に，中間部では，末端部に接する折れ面を打面として，表面

左側で縦長の剥片を剥離している。いっぽう，末端部については，中間部に接する折れ面を打面とし，右

側縁で縦長の剥片を剥離している。さらに，下端で小型の剥片を多数剥離している。接合資料では， 50→ 
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51の順で小型の剥片を剥離しているが，表裏両面を作業面として交互剥離を行っている。 48と52は，彫器

ここでは石核と考えた。として機能した可能性も残るが，

(第145"-'151図，第39・40表)C58B-Aブロック

1 )ブロックの概要

3 

C58B-Aフ、、ロックは，調査範囲北東側のC58B-8ト 82・9ト 92グリッドに位置する。フやロックの立地は，

台地南側の傾斜変換点まで、の距離は100mで、ある。台地中央の平坦面で，

直径 1mの範囲に大半特に，直径3mの範囲に156点の石器が分布するが，ブロックの規模と形状は，

をもっ。出土層位はVI層を中心としており，各石器は30cmほどの高低差をもって，「核」の石器が密集する
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ナイフ形石器11点 (9個体)，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点，小型

の石刃7点，敵石 l点，剥片24点，砕片107点，石核2点の合計156点(154個体)で構成される。石材は，

黒曜石116点，頁岩39点，砂岩 l点である。石材別の分布状況を見ると，中心部から東側に黒曜石，西側

に頁岩が多い傾向にあり，両者の分布域はわずかにズレている。

ブロックは，

2)母岩の特徴と内容

黒曜石 l母岩 (C58B-①) ，頁岩 l母岩 (C58B-②)，砂岩

l母岩 (C58B-③)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は42% (66/156点)である 0

・C58B-①:無色透明の地に黒い縞の入る良質な黒曜石で，信州産と考えられる。石器群の内訳は，

フ形石器5点 (3個体)，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，小型の石刃 6点，剥片

ナイ

本ブロックでは 3母岩を識別した。内訳は，

である。石核 l点の合計26点 (24個体;20.6 g) 
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接合資料は 3グループあり，接合資料Bは，ナイフ形石器2点(1個体)，加工痕ある剥片

l点，小型の石刃4点，石核 l点の合計8点 (7個体 ;11.1g)が接合している。ほかにナイ

フ形石器 l点と調整剥片(プランテイング・チップ) 1点の接合(接合資料A)

ナイフ形石器が接合して l個体になったもの(接合資料C)がある。

なお，同一母岩が， C58B -83グリッド(ブロック外)に l点ある。

• C58B-②:黒褐色で硬質撤密な部分と 黄褐色で軟質な部分とが漸移的に変化している頁岩である。前

者は東北産頁岩と同質であるが，後者は極めて組悪である。

欠損したと，

石刃 l点，小型の石刃 1点，剥石器群の内訳は，ナイフ形石器6点，加工痕ある剥片 l点，

ナイフ形石器

片13点，砕片16点，石核 l点の合計39点 (56.4g)である。

接合資料は 3グループあり，剥片 5点，石核 l点(合計36.5g) によるもの，

l点と砕片 I点(合計1.4 g) によるもの，剥片2点(合計3.3g) によるものがある 0

・C58B-③:淡褐色で硬質な砂岩である。小型で、完形の円礁で，敵石 l点(l41.2g) の単独資料である。

黒曜石の剥片 l点，砕片89点(合計3.0g)がある。いずれも信州なお，母岩分類できなかった資料に，

産と考えられ，概ねC58B-①母岩に帰属する可能性が高いものの，小型で特徴が乏しいため同一母岩とは

!~ 9 建司

しなかった。
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3)出土遺物(第149図)

1"'8は，頁岩の同一母岩 (C58B一②)による石器群である。 1は，小型の石刃を素材とし，右側縁

全体と左側縁の基部寄りに調整加工を行った 2側縁のナイフ形石器である。素材の打面を基部側にあてて

2は， 1の先端に調整剥片(プランテイング・チップ)が接合したものである。 3は，小型の石刃

を用い，素材の打面を基部に残して左側縁全体と右側縁の先端に調整加工を行ったナイフ形石器である。

錐状石器かも知れない。 4・5はナイフ形石器の先端部 6は中間部の破片である。いずれも鋭利な先端

部とは言えないことから，製作途上に欠損した未製品の破片と考えられる。 7は，縦長剥片を素材とし，

右側縁全体を表から調整した l側縁調整のナイフ形石器である。素材の打面は基部に残している。本例も

完成品とは言えない不整形なものである。 8は 小型の石刃である。左側面にはポジティプな剥離面があ

いる。

り，本石刃を剥離した石核が大型の剥片ないしは石刃を素材としていたことがわかる。

黒曜石の同一母岩 (C58B一①)による石器群である。 9は，縦長剥片を素材とするナイフ

形石器である。素材の打面を基部に残し，左側縁に調整加工を行っている。先端部を欠損するが，同一個

体と考えられる先端部片がある。 10は，薄手の縦長剥片を素材とし，打面部を斜めに除去した加工痕ある

剥片である。 11は，小型の縦長剥片である。両側面に古い剥離面があり，横断面が方形であることから，

9"'11は，
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第39表 C58B-Aブロック母岩別石器組成表

石材
黒曜石(Ob)

頁岩(Sh)

砂岩(Sa)

合計

12は，砂岩の敵石である。小型の円礁を用いており，端部が潰れている。

4)接合資料とその関連資料(第150・151図)

• C58B-②(第150図13--19) 黒褐色で硬質轍密な部分と，黄褐色で軟質な部分とが漸移的に変化する

頁岩で，ナイフ形石器6点，加工痕ある剥片 l点，石刃 l点，小型の石刃 l点，剥片13点，砕片16点，石

核 l点の合計39点で構成される。

13は，剥片 5点(14"-18) と石核 l点(19)の接合資料である。打面と作業面を頻繁に入れ替えながら

不定型もしくは縦長の剥片を生産するものである。接合資料から見た剥片剥離作業は，①:ほかの遺跡で，

原石からはじまる剥片剥離作業の初期工程から本格的な剥片生産に至るまで、の作業を行っており，本遺跡

では，後半から終末段階の作業を実施している。②:実測図13の上面で，左側面を打面として14を剥離す

る。下面にある 18も14と同じ左側面を打面に用いて剥離しており 14と一連の流れの中で剥離したかも知

れない。③:②の作業面(実測図上面)を打面，左側面から表面にかけてを作業面として， 15をはじめと

する不定型の剥片を剥離する。④:実測図13の表面右側から右側面にかけてを打面，裏面を作業面として，

16を含む剥片を剥離する。⑤:実測図13の左側面を打面，裏面を作業面として， 17を剥離する。⑥:下面

(18の剥離面)を打面，裏面を作業面として剥片を剥離し，本石核の作業を終了している。本母岩は，先

述したとおり，黒褐色で硬質轍密な部分と，黄褐色で軟質な部分があるが，残った石核は軟質な部分だけ

となっており，硬質な部分は見られない。このことが，作業を終了した主たる原因なのかも知れない。

• C58B-①(第151図20--30) 無色透明の地に黒い縞の入る黒曜石で，ナイフ形石器5点 (3個体)，加

工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，小型の石刃 6点，剥片10点、，砕片 2点，石核 I点の合計26点で

構成される。

20は，ナイフ形石器2点 (21; 1個体)，加工痕ある剥片 l点 (22)，小型の石刃4点 (23"-26)，石核

l点 (27) の接合資料である(接合資料B)。接合資料から見た剥片剥離作業は，①:本遺跡外で不定型

の剥片を剥離し，石核の素材とする。実測図20の表面に広く残る剥離面が，素材の主要剥離面である。②:

下半部を折り取る。折り取られた22は，末端部に微細な調整加工が行われている。③:上端に打面を設け，

左右両側で剥片生産を行う。右側面では，やや厚手の剥片が剥離され，ナイフ形石器 (21)に加工される。

次に小型の石刃 (26)が剥離される。左側面では， 23→24→25の順に小型の石刃が得られている。

28は，ナイフ形石器 l点 (30) と剥片 l点 (29)の接合資料である。上位から29を剥離した後，下位か

ら30を剥離しており，後者は石器に加工されている。

なお，接合しない資料について，おもなものは先述したとおりである。実測図に掲載していないものに

小型の石刃 2点，ナイフ形石器の調整剥片(プランテイング・チップ) 4点などがある。
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(第152--154図，第41・42表)C61-DブPロック4 

1 )ブロックの概要

C6トDブロックは，調査範囲西南のC6ト10・11. 21グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に向かっ

て聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mの位置にある。

垂直分布を検討した結果，直径15mほどの範囲に石器群がまとまっているが，C61グリッド北部では，

当該区域の石器群をそこで，vn層を中心とする石器群とw.v層を中心とする石器群の両者が見られた。

を第6文化層，下位の 2(C6トA，....，_， Cブロック)上位の 3ブロック垂直分布によって上下2群に分離し，

(C61-D . Eブロック)ブロック C6トCブロックと平面的に一部重を第5文化層とした。本ブロックは，

なっている。

プロックの規模と形状は，直径4mの範囲に15点の石器 ・礁が散漫に分布する。出土層位はVI層からvn
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(第152・153図)。各石器は40cmほどの高低差をもって水平に包含されている層にかけてで，

剥片 l点、，磯9点、の合計15点で構成される。石器石材は，石刃4点，ナイフ形石器 l点，ブロックは，

母岩分類できたものが8点砂岩8点である。礁は，チャート 1点，磯石材は，メノウ 1)長，頁岩 5点，

母岩の不明なものが l点ある。( 1母岩)， 

C61-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C61-(j) (Sh) 
C51ー@(Sh)

C51ーQ)(Sh)

C51ー(②(Sh)

C51ベID(Sh)
C51ー〈⑤(Ag)

C5IR-(j) (Sa) 8 日

その他(Ch)

合計 4 51 9 15 

第41表

第42表
「ーー---

d 
頁岩(Sh)

チャート (Ch)

似指(Sa)
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2)母岩の特徴と内容

で，メノウ l母岩 (C6ト⑥)頁岩 5母岩 (C61-①~⑤)， 本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，

である。(6/6点)すべて単独資料である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%

の単独資料である。である。石刃 l点 (45.2g)• C61-①:黄色みを帯びた灰色の頁岩(黒色頁岩)

の単独資料である。• C61-②:淡褐色で硬質轍密な東北産の頁岩である。石刃 l点 (8.8g) 

の単独資料である。• C6ト③:淡褐色で硬質徹密な東北産の頁岩である。ナイフ形石器 l点 (9.0g) 

の単独資料である。

思議

• C61-④:淡褐色で硬質轍密な東北産の頁岩である。石刃 l点 (4.7 g ) 
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• C61ー⑤:黄色みを帯びた灰白色できめの粗い頁岩である。石刃 l点 (5.9g)の単独資料である 0

・C61-⑥:黄灰色半透明のメノウである。剥片 l点 (7.7 g )の単独資料である。

3)出土遺物(第154図)

lは，東北産頁岩による石刃を素材としたナイフ形石器である。先端部右側に微細な調整加工を行って

いるほか，素材の打面を表面側から折りとっている。

2 • 3は，東北産頁岩による石刃である。 2の両側面には，先行する石刃剥離とは異なる平坦な剥離面

があり，互いに平行することから，この石刃は剥片ないしは大型の石刃を素材とする石核の小口部分から

剥離されたことがわかる。 3の右側面にも，石核の素材時の剥離面がある。両石刃とも打面調整は見られ

るが，頭部調整はない。 4は，黒色頁岩による大型の石刃である。本石器の大きさ，右側面に広く残る自

然面の形状から見て，原石は大型の円礁と考えられる。 5は，頁岩による石刃である。もともとは比較的

大型の石刃であったと考えられるが 上下ともに折れている。意図的な切断なのか偶発的な欠損なのか

は不明である。ただし，上下の折れ面を打面として表面側で剥片剥離をしており，欠損した石刃を石核と

して再利用したか，あるいは刃部の再生を行っている。なお，実測図上位の縁辺には細かな刃こぼれが見

られる。

6は，メノウの不定型な剥片である。表面中央にはポジティプな剥離面とその打面があり，本剥片が剥

片素材の石核から剥離されたことを示している。

5 C61-Eプロック(第155--157図，第43・44表)

1 )プロックの概要

C61-Eブロックは，調査範囲西南のC61-01. 02・11・12グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に

向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に 7点の石器が散漫に分布する。出土層位はvn層上部を中心

としており，各石器は40cmほどの高低差をもって南に下って包含されている(第155・156図)。

プロックは，ナイフ形石器 l点，剥片6点の合計7点で構成される。石材は，安山岩 l点，安山岩(ト

ロトロ石) 2点，頁岩2点，チャート l点，ホルンフェルス l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩 (C61-⑧・⑨).チャート l母岩 (C61-⑦)

で，いずれも単独資料，ないしはそれに類する剥片生産の痕跡をもたないものである。母岩識別した石器

の石器総数に対する割合は57%(4/7点)である。

• C61-⑦:自然面と節理は褐色，内部は青灰色のチャートである。ナイフ形石器 l点 (6.5g )の単独資

料である 0

・C61-⑧:灰白色に風化した軟質の安山岩である。剥片2点(合計22.7g)で構成される 0

・C61ー⑨:青みを帯びた黒灰色の安山岩である。剥片 l点(13.2g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に頁岩の剥片2点(合計8.3g). ホルンフェルス I点(1.3g)があ

る。

3)出土遺物(第157図)

lは，チャートの不定型な剥片を素材としたナイフ形石器である。右側縁に急角度の調整加工を行って
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いる。素材剥片の打面は，調整加工により除去されている。

2""6は，安山岩及び頁岩の不定型な剥片である。

第43表 C61-Eブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C61-Qう(Ch)

C61ー⑧(加t) 2 2 2 

C61-@(An) 

その他(Sh) 2 2 2 

その他(Ho)

合計 6 7 7 

第44表 C61-Eフやロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

安山岩(An)
安山岩(加t) 2 2 2 

頁岩(Sh) 2 2 2 

チャト (Ch)

ホルン7，J!，A(HO) 

合計 6 7 7 

d
d
d
 可3

くこコ

d向、 一、
母φ

8-2-25 

C61ー⑦(Ch)

Kn 
6.5g 

〈ご〉 てこコ 3 8-2-26 

その他(Sh)

B 
4.6g 

2 8-2-31 

その他(Sh)

B 
3.7g 

。 電ナ

〈ご〉
5 8-2-29 

C61ー⑧ (Ant)

B 
14.3g 6 

6 8-2-27 

C61ー⑨(An)

B 
13.2g 

4 8-2-30 

C61ー⑧ (Ant)

B 
8.4g 。 (2:3) 10cm 

第157図 C6トEブロック出土遺物実測図
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第6文化層第6節

立川ローム層のハードローム層上部 (V"'IV層)からソフトローム層下部 (III層下部)第6文化層は，

C61-C58A-A C23-E . G . H . 1， C 1 7 -C . D. C21-A にかけて包含される石器群である。 C8-A，

A.B・Cブロックの12か所が該当する。

(第158'""161図，第45'""47表)C8-Aブロック

1 )プロックの概要

.L>. 
口ブロックの立地は，調査範囲東南のC8-70・71・80・81グリッドに位置する。C8-Aブロックは，

地の南西に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は12mで、ある。

これは， 小
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規模で散漫な石器ブロックと磯群とが平面的に重なり合った状況である。石器と礁の分布に偏りは見られ

ない。出土層位はW層下部を中心としており，各石器は20cmほどの高低差をもって，水平に包含されてい

(第158'"'-'160図)。る

剥片7点，礁56点、の合計65点で構成される。石器石材は，

安山岩2点，頁岩 l点，ホルンフェルス 4点，メノウ 2点，磯石材は，頁岩 l点，砂岩53点，不明の火成

岩 2点である。石器は単独資料ないしはこれに類するもので構成され，本ブロックでは，石器の製作作業

母岩分類のできたものが40点 (9母岩)， 

ナイフ形石器 l点，掻器 l点，ブロックは，

母岩の不明なものが16点である。を行った形跡はない。礁は，

母岩分類のできた礁を見ると，①:原石は，概ね拳ほどの大きさが中心であること，②:遺存度合いは，

1/3以下が2個であること，③:多くの個体が

割れ面も被熱している可能性が高いこと，④:平均40gほどの大きさに破砕されていることが挙げられる。

完形に近いものが2個， 2/3以上が2個，2/3'"'-'1/3が3個，

E
C
DD

F円

1
1
1

E

D
D
O
N
円

l
l
l九一 -M

l

I

 

H
-

h
t
f
i

-
-

出

回

目

園
〉
片山花一一一
L
H
M
H
D
-山一一什一一日…一三

宮

内

可
t
略、
i

ご

〉

R
日
比
辛
子
五
品

己
一
ヨ
ヨ
寸

J
g

圏
一
一
一
一
一

一一一

二一

-
-

2

1

1
lJ
1

4
 

A 
4・

0区

* 
合

、
骨

2
7
s
p
k暑
g
f

*七
*。. 

訓幹

事
*牟

事屯 * 
事$本合 事ー$

事 H J 

* 

* 

‘.
 

-
R

牟

*
 

事

事

七8-80
* 

事‘

‘ 

測隊

* 

判ド

* 司ド

事

" 事

* 
事

* 

宮脇ー-

4・
t 

言問 n~

調院

* 

判ド

LI 

111 

w 
v 一一一 32.000m
明

vn 

庇

X 一一一 31.000m
XI 

4m 

. 
食合 許可ぬ初、品 的 存 戸~41::‘

(1 :80) 。

4‘ 定
* * 

一石材別分布図(1 ) C8-Aフ、、ロック出土遺物分布図(2 ) 

-192 

第159図



C8Rー③

。
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十58-82

イzs-
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。 (1 :80) 4町、

C8Rー⑥

第160図 C8-Aブロック出土遺物分布図(3 ) 一石材別分布図(2 ) 
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(2:3) 

ミミヲ
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Dg 

10cm 

F盟企議会

3 C8-80-3 
C8ー④(Ho)
B 
19.0g 

ミ三b

第161図 C8-Aフ'ロック出土遺物実測図
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2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，頁岩 l母岩 (C8-③)，メノウ 2母岩 (C8-①・②)，ホル

ンフェルス l母岩 (C8-④)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は56%(5/9点)である0

・C8-①:淡黄灰色半透明の地に白濁した斑のあるメノウである。掻器 l点(l3.9g)の単独資料である 0

・C8-②:淡黄色半透明の地に白濁した斑があるメノウである。 C8-①よりもやや黄色みが強く，透明観

がある。ナイフ形石器 l点 (4.9g )の単独資料である。

.C8~③:褐色で硬質轍密な東北産頁岩である。剥片 l 点 (0.6 g)の単独資料である。

.C8ベ②:淡黒灰色のホルンフェルスである。石質は組く黒色の線が入っている。剥片2点(合計37.7 g ) 

で構成される。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片2点(合計9.3g)，ホルンフェルスの剥片2点(合

計1.3 g)がある。

3)出土遺物(第161図)

lは，メノウの横長剥片を素材とするナイフ形石器である。素材の打面部と末端部に組い調整加工を行

い，縦長の切出形に仕上げている。先端部右側に刃こぼれが見られる。

2は，メノウの不定型な剥片を素材とする掻器である。刃部は，素材の主要剥離面側に付けられている。

3"'5は，ホルンフェルス及び、安山岩の横長剥片である。

第45表 C8-Aブロック母岩別石器組成表
母 岩 防1 Tr Ka PO Es 5s Gr Dr Pi Rf Uf 

a-(i)(Ag) 

~~勾)
α--Q)(5h) 
a-④刷0)
その他{加)

その他mo)

合 計

石 材 胎1 Tr Ka PO Es 5s Gr Dr Pi Rf Uf 
安山癌伽i
頁岩(5h)
制措(5a)
和レン7ェルス伺0)
メノウ(崎)

不明
合計

2 CI7-Cプロック(第162--164図，第48・49表)

1)ブロックの概要

Bl 

Bl 

Bls 50 Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

2 2 2 
2 2 2 
2 2 2 
7 9 日

Bls 5p Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

2 2 

53 5 
4 4 4 

2 2 
2 2 

7 91 56 65 

C17-Cブロックは，調査範囲東側のC17-25・35グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつ

て聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は10mで、ある。

-194-



E
D
D
O
F円

l
l
l

H
 

出

E
D
D
D
N円

l
l
l
竪E

 

〉

己
日国

… … 

一一… … "-lff子?、町、

wレ、そ"2'¥
W'~語、二，g，'

F略行乙止4j4

61， 

3 

'降本

* 
歯

* ロ，

-

普

ロ
普
・

.

.
 

且
育A *17-36 

* 

* 
* 

ー・

* セ17-35

4m (1 :80) 。

* 

阿国苦言〉
e

〉』

m
 

nu 
nu 

nu 
q
L
 

内

J

v
 

w
m
H
刊

目

ロ

ホ

場ド

* 4・bロ.
皿

IY'Y 
-- v1 

四

医

E
D
D
O
F
円

l
l
l

E
D
D
D
N円
|

|

|

里
宮

〉

注目

一石器別分布図一

X 

CI7-Cブロック出土遺物分布図(1 ) 

X 

第162図

H 

* 

出

* 

‘ 
* 

・歯

ヨ
且
T

J

九
・

1

A 企→C17-36
ー‘

調齢

企訓ド

本 0

4‘ 

‘ 

C17R ⑪ 

七17-35

4m (1・80)。

* 

同出回
〉E

 

〉
・
〉
】

IV'Y一一一32.000m
YI 
vn 

* 
$ 

測候

ホ

，ど聖‘ 。ロ
田

IV.V 
-- v1 

vn 

収

一一一 31.000m

一石材別分布図一

IX 

X 
X 

CI7-Cブロック出土遺物分布図(2 ) 

-195-

第163図



フ、、ロックの規模と形状は，直径2.5mの範囲に14点の石器・礁が散漫に分布し，さらに磯 I点が2mほ

ど離れて見られる。出土層位はN.V層を中心としており，各石器は30cmほどの高低差をもって，南に下っ

て包含されている(第162・163図)。

フ'ロックは，剥片4点，石核3点，磯8点の合計15点、で構成される。石器石材は，安山岩 l点，流紋岩

2点，頁岩 l点，珪質頁岩2点，チャート l点，醸石材は，安山岩 l点，流紋岩2点，珪質頁岩 l点，チャー

トI点，砂岩 3点である。礁は，母岩分類できたものが5点 (4母岩)，母岩の不明なものが3点ある。

このうち 3母岩は拳よりも一回りほど小振りの円礁で，完形品である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (CI7-⑫)，流紋岩 l母岩 (CI7-⑩)，頁岩

てミア

一③-~
ζご斗 ;17ー⑪(Sh)

員二3

ζ二コ

。

2 C17-35-5 
C17ー⑬(Csh)
B 
38.9g 

4 C17-25-7 
C17ー⑨(Ch)
D 
18.0g 

[}_ 

窃

ξ空ラ

。

第164図 CI7-Cブロック出土遺物実測図
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3 C17-35-1 
C17ー⑫(An)

D 

33.8g 

5 C17-25-4 

(2:3) 

C17ー⑧ (Csh)
D 

20.6g 

10cm 



第48表 CI7-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

CI7ベs)(Csh)
CI7-@(1刷
CI7-@(Rh) 2 2 
CI7-@(Sh) 
CI7-@(加) I 
CI7--@(Csh) 
CI7R-@(Csh) 

CI7R-@(Sa) 2 
CI7R-@(.加) l 

CI7R-@(肋)

その他側1)

その他(Ch)

その他 (Sa)

合計 4 3 71 8 15 

第49表 CI7-Cブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 理量 合計

安山岩(佃)

流紋岩(臥) 2 21 2 
頁岩(Sh)
珪質頁岩(臼h) 21 1 3 

チャート(Ch) 2 

砂岩(Sa) 3 3 

合 計 4 3 71 E 15 

l母岩 (CI7-⑪)，珪質頁岩2母岩 (CI7-⑧・⑬)，チャート I母岩 (CI7-⑨)である。母岩識別した石器

の石器総数に対する割合は100%(7/7点)である。

• C17-⑧:節理面が撞褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。石核 l点 (20.6g)の単独資料であ

る。

• C17ー⑨:自然面は褐色を帯びた灰色で，内部は青灰色のチャートである。石核 l点(18.0g)の単独資

料である 0

・C17-⑩:自然面は灰色，内部は黒灰色で斑晶の多い流紋岩である。剥片2点(合計40.4g)で構成され

る。

• C17-⑪:淡灰緑色の頁岩である。剥片 l点 (4.3g )の単独資料である。

• C17-⑫:黄色みを帯びた黒灰色の安山岩である。石核 l点 (33.8g)の単独資料である。

• C17一⑮:自然面，内部ともに黄褐色の珪質頁岩である。剥片 I点 (38.9 g)の単独資料である。

3)出土遺物(第164図)

1 . 2は，頁岩及び珪質頁岩の不定型な剥片である。 3"-'5は，いずれも剥片を素材とし，小型不定型

の剥片を生産する石核である。

3 CI7-Dプロック(第165--167図，第50・51表)

1 )プロックの概要

CI7-Dプロックは，調査範囲東側のC17-17・18グリッドに位置する。ブロックの立地は，南西に向かつ

て聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は14mである。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 2mの範囲に石器・磯16点が散漫に分布する。出土層位はw.

V層を中心としており，各石器は40cmほどの高低差をもって，北に緩やかに下って包含されている(第

165・166図)。

ブロックは，使用痕ある剥片 I点，剥片3点，磯12点の合計16点で構成されている。石器石材は，頁岩
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第50表 CI7-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf 

その他(Sh)

そのイ也(Csh)

その他(Sa)

その他(Aω

CI7RベD(Ch)
CI7Rベ~(Ch)
CI7RベID(Sa)
CI7R-@伽)

CI7Rベ~何=明)
CI7R-@(α1) 

CI7Rベ?う(Ch)

CI7R-(②(Ch) 

CI7Rベ②(Sa)

その他(Ch)

その他 (Sa)

合計

第51表 CI7-Dフゃロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf 

流紋岩(Rh)

不明
頁岩(Sh)

珪質頁岩(Csh)

チャート (Ch)

砂岩(Sa)

メノウ (Ag)

合計

Uf 81 BIs Sp Ha Anb Ax 他 B 

3 

Uf 81 BIs Sp Ha Anb Ax 他 B 

3 

C D 

C D 

石器計 磯 合計

2 

41 12 

石器計 機 合計

2 

6 

11 3 

41 12 

3 C17-17-3 
その他(Ag)

B 
6.2g 

10cm 

2 

16 

2 

6 
4 

16 

l点 (2.8g )，珪質頁岩 l点 (7.1 g )，砂岩 l点 (2.0g )，メノウ l点 (6.2g)，礎石材は，流紋岩2点，

不明の火成岩 1点，チャート 6点，砂岩 3点である。石器は，いずれも母岩分類できなかった。礁は，母

岩分類できたものが10点 (9母岩)，母岩の不明なものが2点ある。このうち 8母岩が完形のままで，長

軸が3cm'" 5 cmほどの小型の円礁である。

2)出土遺物(第167図)

4は，横長剥片を用いた使用痕ある剥片である。左側縁に刃こぼれがある。石材は，自然面が樟褐色，

内部が灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。

1"'3は，不定型の剥片である。石材は， 1は淡灰緑色で質の組い砂岩， 2は灰緑色できめの細かな頁
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3は明樫褐色の地に黒い縞が入るメノウである。

(第168"-'171図，第52・53表)

1 )ブロックの概要

C21-Aブロック

I-W 

石，

4 

ブロックの立地は，C28-29グリッドに位置する。調査範囲北側のC2ト10'"12・21，C21-Aブロックは，

北東へ向かつて下る緩斜面である。
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石器別分布図一C21-Aブロック出土遺物分布図(1 ) 
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ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 2mの範囲に26点の石器がまとまり，数m離れてナイフ形石

器，掻器，剥片，石核各 l点が分布する。出土層位はW・V層を中心にしており 各石器は40cmほどの高

低差をもって，わずかに東に下って包含されている(第168・169図)。

ブロックは，ナイフ形石器2点，掻器2点，使用痕ある剥片 I点，加工痕ある剥片 I点，剥片16点，砕

片7点，石核 I点の合計30点で構成される。石材は，黒曜石25点，安山岩 l点，珪質頁岩 l点，ホルンフェ

ルス 3点である。黒曜石の中には草刈遺跡G区C26-Aブロック (A3・A4フやロック)と接合する資料があり，

また同一母岩も見られることから，両フ9ロック相互の密接な関係が窺える。

2)母岩の特徴と内容

本フやロックでは4母岩を識別した。内訳は，黒曜石2母岩 (C2ト①・④)，珪質頁岩 I母岩 (C2ト③)， 

ホルンフェルス l母岩 (C2ト②)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は50% (15/30点)

である。

• C21-①:無色透明の地に，青みを帯びた黒色を呈する幅広の縞が入る良質な黒曜石である。肉眼的には，

信州産と推定される。石器群の内訳は，掻器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片8点の合計10点

(21. 2 g )である。中・小型で不定型の剥片が多いことから 本ブロック内で剥片生産を実施し

たと考えられるが，自然面を残す剥片はわずかであること，石核が見られないことから，剥片生

産の半ばの資料であろう。接合資料は，剥片 l点(1.6g)が，草刈遺跡G区のC26-Aブロック

の資料2点と接合する。

• C21-②:淡黄褐色のホルンフェルスである。石質は組く，褐色の縞がヒピのように入っている。接合資

料から見て，原石は拳大の円礁と推定できる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 l点，

石核 1点の合計3点 (283.6g)で，相互に接合する 0

・C21-③:灰色の地に黒色の細い縞が入る珪質頁岩で，嶺岡産と推定される。ナイフ形石器 l点 (5.7g) 

の単独資料である 0

・C21-④:透明の地に淡い黒色の縞があり，白い爽雑物が少量入る黒曜石である。光沢があり，良質であ

る。本プロックではナイフ形石器 I点 (2.3g)の単独資料であるが，草刈遺跡G区C26-Aプロッ

クの資料と接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の掻器 l点，剥片 6点，砕片7点(合計13.7g)，安山岩

の剥片 I点 (0.2g)がある。黒曜石は，総じて，青みを帯びた黒色の良質なもので， C2ト①と同一母岩

が含まれている可能性がある。少なくとも同一原産地であろう。

3)出土遺物(第170図)

lは，珪質頁岩の横長剥片を素材とする厚手のナイフ形石器である。打面部と末端部を裏面から調整し

て基部を作り出すいっぽう，上半部は右側面を打面として平坦に調整している。刃部は表裏両面と直交し，

横断面形は背の高い三角形である。 2は，黒曜石の不定型の剥片を切断し，末端側を素材としたナイフ形

石器である。切断面とそれに対向する端部に調整加工を行い，切出形に類する形態に仕上げている。本石

器は，草刈遺跡G区の石核と接合する。

3は，黒曜石の不定型な剥片を素材とする掻器である。素材の打面部周辺を切断した後，主要剥離面倒

に急角度の調整加工を行い，刃部を作り出している。 4も黒曜石の掻器である。主要剥離面を打面として，

急角度の刃部を作り出している。上半部は欠損する。
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すべて不定型の剥片である。石材は，5・6・8"-'11は，縦長剥片を利用した使用痕ある剥片，7は，

やや剥片と接合して，草刈遺跡G区の加工痕ある剥片，11は剥片の断片であるが，

になる。

黒曜石である。なお，

大型の剥片(1個体)
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1 C21-12-1 
C21ー③(Csh)
Kn 
5.7g 

隊合。
ム
ぬ

2 C21-21-9 
C21ー④ A(Ob)
Kn 
2.3g 

然立~

Y野w思ミ~勺

とJ

EF留 日
島義

4 C28-29-1 
その他(Ob)
Es 
11.1g 

マ

5 C21-21-2 
C21ー① (Ob)
B 
1.3g 

〈三ご〉 7 C21-21-7 
C21ー① (Ob)
Uf 

3.5g 

選重喜
3 C21-11-1-1 

C21ー① (Ob)
Es 
8.2g 

盛一連〉
てご二〉

更さ雪

6 C21-21-15 
その他(Ob)
B 
1.7g 

ーやむ
〈ごプ 8

:二日ウ1マ

。

〈二コ

11 C21-11-7 
C21ー①A(Ob)
B 
1.6g 

(2:3) 

C21-21-16-2 
C21ー① (Ob)
B 
2.0g 

10 C21-21-12 
C21-① (Ob) 
B 
2.6g 

12 13+14+15 
C21ー②A

10cm 

第170図 C21-Aブロック出土遺物実測図(1 ) 
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14 C21-10-1 
C21ー②A(Ho)

D 
120.2g 

13 C21-11-3 
C21ー②A(Ho)

Rf 
134.7g 

どこ>
。

15 C21-21-17 
C21ー②A(Ho)

B 
28.7g 

(2:3) 10cm 

第171図 C2トAブロック出土遺物実測図(2 ) 
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第52表 C21-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 BIs Sp Ha Anb Ax イ也 B C D 石器計 磯 合計

C2ト①(Ob) 8 10 !o 

C21ー@例0) 3 3 

C21-Ql (Csh) 
C21ー@(Ob)

その他(Ob) 61 7 14 14 

その他(An)

』ー
合計 2 2 161 7 30 30 

4)接合資料とその関連資料(第170・171図)

• C21-②(第170図12，第171図13--15) 淡黄褐色のホルンフェルスで，加工痕ある剥片 l点，剥片 I点，

石核 I点の合計3点で構成される。

12は，加工痕ある剥片 l点，剥片 l点，石核 I点の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離作業は，

①:実測図12の正面を打面，上面を作業面として剥片数枚を剥離する。その過程で15を剥離する。②:打

面を右側面に移動し， 13を剥離する。③:実測図14の上面を打面，正面から右側面にかけてを作業面とし

て，小型の剥片を剥離する。

5 C23-Eブロック(第172--180図，第54--56表)

1 )ブロックの概要

C23-Eブロックは，調査範囲南側のC23-03・04・12"-'14グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の南に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は20mで、ある。

ブロックの規模と形状は長軸10m，短軸 6mの範囲に362点の石器・礁がある。石器は特に集中せず散

漫に分布し，礁はC23-13グリッドを中心に，直径4mの範囲に集中する。出土層位は，N ・V層を中心と

しており，各石器は40cm~まどの高低差をもって水平に包含されている(第172 ・ 173図)。

ブロックは，尖頭器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片3点，剥片16点，石核2点，磯339点

の合計362点で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，安山岩7点，頁岩10点，珪質頁岩 1点，ホルンフェ

ルス 4点，磯石材は，流紋岩15点，不明の火成岩 l点，頁岩81点，チャート67点，砂岩170点，メノウ 5

点である。礁は，母岩分類できたものが246点 (97母岩)，母岩分類できなかったものが93点で，総重量は

6，566.6 gある。また， C23-Gブロックと 4母岩 (C23R③・⑤~⑦)， C23-Hブロックとは22母岩 (C23R-

⑪・⑬・⑫・⑫・⑮・⑮・@・@・@・@・⑮"-'@・@・@・@・⑪・@・@・@・⑩)が共有関係にあ

る。 C23-EブロックとC23-Hブロックで共有するそれぞれの母岩(磯)について，いずれのブロックに多

いかを重量によって比べると， 22母岩のうち15母岩はC23-Hブロックを主体に分布する。両ブロックにお

ける礁の総重量がほぼ同じであることから，共有関係にある母岩が一方のブロックに偏ることには意味が

あると思われる。おそらく， C23-Hブロックの磯群が形成されて以後，同一母岩の一部がC23-Eブロック

に持ち出されたのであろう。
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2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，黒曜石2母岩 (C21一①・④)，珪質頁岩 l母岩 (C2ト③)， 

ホルンフェルス l母岩 (C21一②)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は50% (15/30点)

である。

• C23-⑫:灰色がかった緑色で硬質徹密な頁岩(凝灰岩)である。使用痕ある剥片2点，剥片4点の合計

6点 (9.8g)で構成され， 自然面をもたない小型の剥片群である。同一母岩は， C23-Hブロッ

クに 8点がある。

• C23-⑮:灰褐色に風化した安山岩である。原石は，自然面の状態から円礁と考えられるが，大きさは不

明である。剥片 3点，石核 l点の合計4点 (36.9g)で構成され， このうち剥片3点(合計28.6

g)が表裏で接合する。同一母岩は， C23-Hフ*ロックに 3点、ある。

• C23-⑩:灰褐色に風化した安山岩で，黒色の細い縞が平行している。 C23-⑮に似るが，本母岩の方が自

然面の傷が細かく，黒色の縞があることから分離した。原石は小振りの円礁と考えられる。剥片

l点，石核 l点の合計2点(l9.3g)で構成され，相互に接合する 0

・C23-⑫:淡灰緑色の地に流れるような灰緑色の縞が入った珪質頁岩である。剥片 l点 (0.7 g )の単独

資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の尖頭器 l点 (0.8g)，安山岩の剥片 l点 (0.4g)，頁岩

の加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 I点，剥片 2点(合計17.2g)，ホルンフェルスの剥片4点(合

計4.2g)がある。黒曜石は，黒灰色不透明で爽雑物を含むもので，栃木県高原山産と考えられる。細か

く見ると，黒色と灰色の細い縞が交互に入って構成されている。頁岩は，①:褐色で硬質撒密な東北産

( 1点)，②:黄灰色で比較的硬質なもの(1点)，③:被熱によって細かな空洞ができ，本来の性状が不

明なもの (2点)がある。

3)出土遺物(第180図)

lは，黒曜石の尖頭器である。縦長剥片を素材として，周囲全体を裏面からの急角度な調整加工(ナイ

フ形石器のプランティングと同じ)によって，小型の木葉形に仕上げている。素材の打面は除去されてい

る。

3は，頁岩の不定型な剥片を用いた加工痕ある剥片である。右側縁に組い調整が見られる。 2・4・7

は，頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片， 5・6は不定型の剥片である。 8は，安山岩の

石核である。不定型の剥片を石核の素材とし，表裏両面を作業面として，交互剥離によって小型不定型の

剥片を生産している。実測図最上段の中央に素材の主要剥離面がある。

4)接合資料とその関連資料(第180図)

• C23-⑮(第180図9--12) 灰褐色に風化した安山岩で，剥片3点，石核 l点の合計4点で構成される。

9は，剥片 3点(10'"12)の接合資料である。上端の打面を用いて， 10→12→11の順に不定型の剥片を

剥離している。 11は，剥離時に打点で、二つに割れている。

• C23-⑮(第180図13--15) 灰褐色に風化した安山岩で，剥片 l点，石核 l点の合計2点(l9.3g)で

構成される。

13は，剥片 l 点(1 5) と石核 ll，~ (14)の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離作業は，①:原

石から厚手の剥片を剥離し，石核の素材とする。ただし，素材の主要剥離面は残されていない。②:実測
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図13の上面を打面，裏面を作業面として，剥片を剥離する。③:右側面を打面，上面及び正面を作業面と

して，剥片を剥離する。④:上面を打面，正面及び左側面を作業面として，剥片を剥離する。⑤:右側面

を打面，上面を作業面として， 14を剥離する。⑥:14の剥離面(上面)を打面，左側面を作業面として，

剥片を剥離する。以上のように，打面と作業面を交互に入れ替えながら，小型で不定型の剥片を剥離して

いる。

第54表 C23-Eブロック母岩別石器組成表
母岩 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI 

C23-@(Sh) 2 

C23-<!普(加)

C23⑬(加)

C23⑫ (Csh) 

その他(Ob)

その他(An)

その他(Sh)

その他例0)

合計 3 

第55表 C23-Eブロック母岩別棟一覧表
母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩

C23Rベd)(Sa) 4 32.2 C23R③(Sa) 3 52.7 C23R⑥(Sa) 

C23RベID(Ch) 5 26.3 C23Rー⑧(Ch) 4 50.8 C23R-@(不明)

C23R-(⑤(Sa) 9.3 C23Rー② (Sa) 4.7 C23Rー⑬(Ch)

C23RベI)(Sa) 35.7 C23Rー③ (Sh) 2 73.2 C23R⑩(Sh) 

C23R-@(Ch) 3 30.9 C23Rー⑧(即時 3 10.8 C23R-@(Sa) 

C23Rベ②(Sh) 251 767. 1 C23Rー@(Sa) 3 61. 1 C23R-⑫ (Sa) 

C23R-@(Ch) 2 2日lC23Rー③ (Ch) 10 64.6 C23R←~(Ch) 

C23R-@(Sa) 231 450.1 ロ3R-@i(Sa) 2 30.6 C23R-@(Sa) 

C23R-<!量(Sa) 2 18. 1 C23R-③(Sa) 3 11.1 C23Rー~(Sh)
C23R-@(Sa) 3.8 C23R-@(Sh) 3 22.9 C23Rー1¥9)(Sh) 

C23R-<!量(Sh) 29.5 C23R-③ (Ch) 3 31. 7 C23R-⑧(Sh) 

C23R-@(Sh) 4 52.0 C23Rー⑧(Sa) 2 21. 2 C23R-⑧(Sa) 

C23R-@J(Sh) 17.4 C23R-@(Sa) 11 363.2 C23Rー⑧(Sa)

C23R-@(Sa) 4 45.8 C23Rー⑧(Sa) 51 240.5 C23Rー@(Sh)

C23R-@J(Sa) 4 39.3 C23Rー⑧(Sa) Z 40.5 C23R-@(Sh) 

C23R-@(Ch) 8 49.5 C23Rー⑩ (Sa) 67.4 C23R-<@ (Sa) 

C23R-@(Sa) 2 43.2 C23R-@(Sa) 85.0 C23R-@l(Sa) 

C23Rー⑫(Sh) 79.4 C23R-⑫側) 60.4 C23Rー②(Sa)

C23Rー②(Ch) 44.0 C23R-⑬(Sh) 11 107. 1 C23R-@(Sh) 

C23R-@I(Sa) 4 27.6 C23R⑩(Sh) 37.9 C23R-I@(Sh) 

C23R-⑧ (Sa) 7 82.9 C23Rー@(Sa) ωl  C23R-@(Ch) 

第56表 C23-Eフゃロック石材別石器組成表
石材 佑1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 

黒曜石(Ob)

安山岩(An)

流紋岩(Rh)

不明

頁岩(Sh) 3 

珪質頁岩(Csh)

チャト (Ch)

砂岩(Sa)

料ン7ェルス(Ho)

メノウ (Aω

合計
Lーl

3 

6 C23-Gブロック(第181・182図，第57・58表)

1 )プロックの概要

BI 

Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

4 6 6 

3 4 4 

2 2 

2 4 4 

4 4 4 

16 2 23 23 

点数 重量 母 岩 点数 重量 母 岩 点数 重量

20.0 C23R-1@ (Sa) 2 42.7 C23Rー⑧(陥) 93.4 

26.8 C23Rー⑧(Sa) 3 93.0 C23R-⑧(Sa) 11 100.1 

3 20.8 C23R-@(Ch) 2 1.9 C23R-@(Sa) 11 399.4 

2 21. 7 C23R-⑮(Sa) 33.8 C23R⑨(Ag) 34.7 

3 80.7 C23Rー③(Sh) 38.3 C23R-@(Sa) 4 37.0 

2 14.7 C23R-⑫(Sa) 20.9 C23R⑧(Sa) 2 10.1 

29.7 C23Rー⑬(Sa) 26.1 C23Rー⑪(Sa) 20.7 

13.9 C23RベdI(Sa) 3 69.7 C23R-@(Sh) 35.1 

22.7 C23Rー⑮(Rh) 4 59.8 C23R-@侭h) 56.1 

24.3 C23Rー⑧(Sa) 39.4 C23R-@(Sa) 7.5 

44.0 C23R-③(Sa) 18. 6 C23R-@l(Sa) 53.1 

30.3 C23Rー⑮(Sa) 12.6 C23R-@(Sh) 10.0 

27.1 C23Rー⑮(Sa) 31 236.2 C23R-⑩(Sa) 1.3 

111 281. 7 C23Rー@(Sa) 6.4 その他(Rh) 5 56.0 

23.6 C23R-⑧(Sh) 2 45.3 その他 (Sh) 161 122.9 

17.4 C23Rー⑧(Sh) 24.5 その他(Ch) 201 100.7 

18.0 C23R-@i(Ch) 4.3 そのイ也(Sa) 481 323.0 

33.2 C23R-@(Sa) 16.4 その他(Aω 4 13.3 

18.3 C23R-@(Ch) 2 6.0 合計 339 6566.6 

34.0 C23Rー⑧(Sh) 37.5 

2 23. 7 C23R-@(Sa) 30.5 

Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

5 2 7 7 

15 15 

6 101 81 91 

67 67 

170 170 

4 4 4 

5 5 

16 2 231339 362 

C23-Gブロックは，調査範囲南側のC23-23・33グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の南に向

かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で 傾斜変換点からは 6mの位置にある。同じ文化層で礁が多数出土

しているC23-EブロックとC23-Hブロックの間にある。

フ9ロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸 2mの範囲に 9点の礁が散漫に分布する。出土層位はIV.V 

層を中心として，北西方向に下って包含されている(第181・182図)。

フやロックは礁9点で構成され，疎石材は，流紋岩 2点，頁岩 l点，チャート l点，砂岩 5点である。そ

のうち母岩分類できたものが6点 (5母岩)，母岩の不明なものが3点ある。長軸 5cm'" 3 cmほど、の小型
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第57表 C23-Gブロック母岩別石器組成表
母岩 h Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C23RベW(Sa)
C23R-@(Rh) 2 2 

C23Rベ⑤(Ch)

C23RベID(Sa)
C23Rベ2う(Sa)
そ¢他 (Sh)

その他(Sa) 2 2 

合計 9 9 

の円礁が多く，概ね完形に近い。なお，北側に隣接するC23-Eブロックと 4母岩の共有関係があるが，南

側に隣接するC23-Hブロックとは母岩の共有関係はない。

7 C23-Hブロック(第183--192図，第四--61表)

1 )ブロックの概要

C23-Hブロックは，調査範囲南側のC23-34・35・44"'46グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の南に向かつて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mである。

ブロックの規模と形状は，長軸10m，短軸 7mの範囲に311点の石器・礁が分布するが，その90%が礁

で， C23-45グリッドの北西端を中心に直径2.5mの範囲に集中する。出土層位はw.v層を中心としており，

各石器は50ほどの高低差をもって包含されている(第183・184図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 2点(1個体)，使用痕ある剥片 l点，敵石 I点，剥片18点，砕片 2点，

礁287点の合計311点 (310個体)で構成され，石器石材は，黒曜石2点，安山岩 3点，頁岩14点，珪質頁

岩 1点，砂岩 l点，ホルンフェルス I点，メノウ 2点，磯石材は，流紋岩8点，頁岩39点，チャート42点，

砂岩193点，メノウ 5点である。礁は，母岩分類できたものが194点 (83母岩)，母岩の不明なものが93点

で，総重量は6，731.8gある。

2)母岩の特徴と内容

本フゃロックでは4母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C23-⑮)，頁岩 2母岩 (C23-⑮・⑫)，砂岩

l母岩 (C23-⑮)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は50% (18/24点)である。

• C23-⑮:緑がかった黄灰色の頁岩である。灰白色の節理が入る。石器群の内訳は，剥片6点(合計36.4

g)である。接合資料は，剥片3点(合計19.2 g )の接合と剥片2点(合計14.1 g )の接合があ

る。

• C23ー⑫:灰色がかった緑色で硬質徹密な頁岩である。石器群の内訳は，剥片 7点、，砕片 l点の合計8点

(7.5 g )である。同一母岩は， C23-Eブロックに 6点ある。

• C23-⑩:灰褐色に風化した安山岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 2点(l個体)，剥片 l点

の合計3点 (2個体;20. 1 g)で，剥片 2点 (1個体;19.0g)が接合する。同一母岩は， C23-

Eブロックに 4点ある。

• C23-⑩:自然面は被熱により赤褐色化している砂岩である。小型で肩平の円礁である。敵石 l点 (67.0
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第185図 C23-Hフゃロック出土遺物分布図(3 ) 一様石材別分布図(1 )一
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C23-E 
ブロッ

C23R ⑧ 

C23-Eブロックへ

C23R一@
。 (1 :80) 

第186図 C23-Hフゃロック出土遺物分布図 (4) 一礁石材別分布図(2 ) 
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C23Rー⑩

十万一

C23Rー⑩

C23Rー⑮

C23Rー⑩

C23-Eフロックへ

C23Rー⑫

。

C23Rー⑧

-1c23-46 

C23Rー⑮

(1 :80) 

第187図 C23-Hブロック出土遺物分布図(5 ) 一礁石材別分布図(3 )一

C23R-⑩ 
C23-Eブロツヴへ

C23R-⑩ 

C23R一@
C23-Eブロッヲへ

C23-Eブロッヲへ

C23Rー⑩

C23Rー③
C23Rー⑮

C23Rー⑧

C23-E 
ブロックへ

C23Rー@
C23Rー⑩

。 (1 :80) 

第188図 C23-Hブ、ロック出土遺物分布図(6 ) 一棟石材別分布図 (4) 
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C23Rー⑩

第189図 C23-Hブロック出土遺物分布図(7)

C23Rー⑩

C23Rー⑩

C23Rー⑧

。

C23Rー⑪

(1:80) 

一醸石材別分布図 (5) 

C23Rー⑩

。 (1 :80) 

第190図 C23-Hフやロック出土遺物分布図 (8) 一醸石材別分布図 (6)一
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第192図 C23-Hブロック出土遺物実測図
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第59表 C23-Hブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 BIs E回 Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C23--@(Sh) 6 6 6 
C23-@(Sh) 71 1 8 日

C23--(j島(加) 2(1) 3 (2) 3(2) 

C23--@l(Sa) 
そ広他 (Ob) 2 2 
その他(Csh)
その他 (Ho)
その他 (Ag) 2 2 2 

合計 2(1) 181 2 24 (23) 24(23) 

第60表 C23-Hフ。ロック母岩別礁一覧表
母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母 岩 点数 重量 母 岩 点数 重量 母岩 点数 重量

C23R-@(Sa) 331 1036.1 C23Rー⑫ (Sa) 5.9 C23R⑫(Sa) 3 53.2 C23Rー③ (Sa) 27.0 C23R-⑮(Sa) II 104.5 

C23R~⑬ (Sa) 4 32.0 C23R-@(Sa) 9.6 C23R-⑩(Sa) 24.8 C23R⑮(Sa) 37.4 C23Rー⑮ (Sa) 58.5 

C23R-@(Sa) 31 156.6 C23R-@(Sh) 2 28.0 C23R⑩(Sh) 3 78. 1 C23R-⑫(Sh) 11 171. 3 C23Rー⑮(Ch) 2 53.6 

C23Rー③(Sa) 3 57.7 C23Rー⑩(Sa) 3 65.6 C23Rー⑬(Ch) 2 11. 3 C23R⑬(Sa) 2 33.9 C23R-⑮(Sa) 58.4 

C23R-⑤ (Sa) 3 55.5 C23Rー⑩(Sa) 26.1 C23R-⑮(Sa) 2 48.3 C23R⑮(Sa) 2 84.7 C23R-⑮(Sa) 2 67.2 

C23Rー⑧(Ch) 21. 2 C23R-⑩(Sh) 5 61. 0 C23Rー⑫(Sa) 2 88.7 C23R⑩(Sa) 3 23.6 C23Rー⑮ (Sa) 3 26.1 

C23Rー③(Sh) 55.0 C23R-⑮(Ch) 32.4 C23R⑫(Sa) 80.3 C23R-⑩(Sa) 37.0 C23R-⑮(Sh) 72.7 

C23R-⑧ (Sa) 28.8 C23R⑩(Sa) 56.8 C23R-⑩(Sa) 2 85.0 C23Rー⑪(Sa) 21 110.5 C23R-⑩(Sa) 40.1 

C23R-@(Sa) 3 42.4 C23R⑩(Sa) 31 101. 6 C23Rー⑮(Sa) 56.6 C23R⑩(Sa) 35.7 C23Rー⑩ (Sh) 39.7 

C23Rー⑧(Sh) 61 189.5 C23R-⑬(Sa) 3 16.7 C23R-⑮(S8) 2 29.4 C23R⑩(Sa) 24.8 C23R-⑫(Sa) 22.5 

C23Rー⑫(Sa) 51 149.0 C23R-⑩(Sa) 71 122.6 C23Rー⑫(Sa) 40.6 C23R⑩(Ch) 20.5 C23R⑮(Ch) 15.3 

C23R-⑮(Sa) 91 207.0 C23R⑩(Ch) 3 22.7 C23Rー⑫ (Sh) 37.1 C23Rー⑩(Sh) 6.6 その他(Rh) 2 24.1 

C23Rー⑮ (Sa) 31 235.4 C23R-⑬(Ch) 4.9 C23Rー⑮ (Ch) 3 61. 4 C23R⑮(Sa) 3 52.6 その他(Sh) 131 334.5 

C23R一@(Sa) 40.4 C23R→⑮(陥) 3 41. 6 C23Rー⑮ (Sa) 21 172.1 C23Rー⑩(他) 3 40.3 そのイ也(Ch) 221 127.9 

C23R-@(山) 5.4 C23R⑮(Sa) 2 10.2 C23Rー⑮ (Sa) 39.2 C23R-⑩(Ch) 3 15.1 そのイ也(Sa) 521 617.2 

C23R-@(Sa) 38.2 C23R⑩(Ch) 21. 2 C23R-③(Sa) 43.8 C23R-⑩(Sa) 24.0 その他(Ag) 4 10.3 

C23R⑧(Sh) 17.7 C23R⑮(Sa) 35.0 C23Rー⑫ (Sh) 28.9 C23R⑮(Sh) 75.6 合計 287 6731. E 

C23R⑨(Ag) 2.8 C23Rー⑩(Sa) 23.1 C23R⑩(Sa) 60.8 C23Rー⑫(Sh) 11 143.3 

第61表 C23-Hブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 8Is ~ Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石 (Ob) 2 2 
安山岩山1) 2 (1) 3(2) 3(2) 
流紋岩(陥) 8 8 

頁岩(Sh) 13 141 39 53 
珪質頁岩(Csh)
チャト (Ch) 42 42 
砂岩(Sa) 11193 1941 
Mン7ェルス(Ho)

メノウ (Ag) 2 21 5 7 

合計 2(1) 181 2 24(23) 287 311 (310) 

g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 l点，砕片 l点(合計604g) と珪質頁

岩の剥片 l点、(1.9g) とホルンフェルスの剥片 l点(102g) とメノウの剥片 2点(合計009g)がある。

3)出土遺物(第192図)

lは，漆黒色不透明で爽雑物を多く含む黒曜石による使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用して

おり，右側縁を中心に刃こぼれがある。 3は，安山岩の加工痕ある剥片である。不整形の縦長剥片を素材

とし，左側縁に組い調整加工を施している。上端が欠損する。

7は，砂岩の敵石である。上下両端に敵打痕がある。被熱により全体に赤化し，部分的に黒変する。

2・4・5は，頁岩 (C23-⑫)の不定型な剥片である。 2の表面には，裏面と逆方向の剥離面が見られ

る。

4)接合資料とその関連資料(第192図)

• C23-⑩(第192図6""'14) 黄灰色の頁岩で，剥片 6点で構成される。

8は，剥片 3点 (9"'11) の接合資料である。節理面に沿って 9を剥離した後， 10→11の順に小型不定

型の剥片を剥離している。なお 9の上半部は欠損している。

12は，不定型の剥片 2点(13・14) の接合資料である。 13→14の順に剥離している。

6は接合しないが同一母岩の剥片である。
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8 C23-1ブロック(第193--195図，第62・63表)

1)ブロックの概要

C23-1ブロックは，調査範囲南側のC23-06・07・16グ

リッドに位置する。ブロックの立地は，台地の南に向か

つて開く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点、までの

距離は10mで、ある。

フ申ロックの規模と形状は長軸4m，短軸 1mの長楕円

形の範囲に 8点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位

はN"'VI層を中心としており 30cmほどの高低差をもっ

て水平に包含されている(第194・195図)。

ブロックは剥片5点，磯3点で構成され，石器石材は

ホルンフェルス 5点，礁石材は，流紋岩 l点，砂岩2点

である。礁は母岩分類のできたものが2点 (2母岩) 母岩の不明なものが l点ある。

以上，いずれの剥片も自然面が広く残り反対に石核が見

られないことから，母岩消費初期の資料と考えられる。

なお，本ブロックの資料は母岩分類していない。

2)出土遺物(第193図)

lは，灰褐色に風化したホルンフェルスによる剥片である。

~ 

くこ〉
1 C23-16-6 

その他(Ho)
B 
17.0g 

。 (2:3) 10cm 

第193図 C23-1ブロック出土遺物実測図

9 C58A-Aプロック(第196--198図，第64・65表)

1 )ブロックの概要

C58A-Aブロックは，調査範囲北西のC58A-87・98グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中央の

平坦面で，南側の傾斜変換点までの距離は140mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 3m，短軸2mの範囲に 6点の石器群が散漫に分布する。出土層位はN.

V層で，ほぽ水平に包含されている(第196・197図)。

フホロックは剥片6点で構成され，石材はすべて同一母岩の黒曜石である。

2)母岩の特徴と内容

• C58A-①:透明の地に淡黒色の細かな縞が多数入る黒曜石で，信州産と考えられる。母岩の構成は，剥
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司芯環詮』

ママ
ζ>1  C58A-98-4 

C58A-① (Ob) 
B 
1.7g 

片6点(合計4.3g) である。

3)出土遺物(第198図)

U 

~ 

2 C58A-98-5 
C58Aー①(Ob)
B 
1.8g 

。

第198図 C58A-Aブロック出土遺物実測図

(2:3) 10cm 

1 • 2は，不定型の剥片である。いずれも，表面は裏面と同一方向の剥離面を中心に構成されている。

2の左端にはポジティブな剥離面が見られ，剥片素材の石核から剥離された可能性がある。

なお，図示した以外には ナイフ形石器の先端部片や小型不定型の剥片がある。

第64表

石材

黒曜石(Ob)
合計

10 C6トAブロック(第199--202図，第66・67表)

1 )ブロックの概要

C61-Aブロックは，調査範囲西南のC60-91，C61-00・01グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に

向かつて聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は15mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸 3m，短軸 2mの範囲に17点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位は

III層で，ほぽ水平に包含されている(第199・200図)。

フやロックは，使用痕ある剥片2点，剥片 l点，操14点の合計17点で構成され，石器石材は，流紋岩2点、，

珪質頁岩 l点，礁石材は，流紋岩 l点，花闘岩 l点，不明の火成岩 l点，チャート l点，砂岩10点である。

礁は母岩分類できたものが6点 (4母岩)，母岩不明なものが8点ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは，流紋岩 l母岩を識別した。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は67%(2/3 

点)である。

• C61-⑩:灰白色の地にゆ 2mmほどの爽雑物を含む流紋岩である。使用痕ある剥片2点(合計11.5g)で

構成され，互いに接合する。このうち l点は 被熱してわずかに赤化している。
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第66表 C6トAブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C61咽側 2 2 2 

その他(Csh)

C6IR--@(匂) 2 2 

C61R-，②(Sa) 

C6IR⑫ (Gi) 

C61R→⑤(Sa) 2 2 

その他(Rh)

その他(α1)

その他(Sa) 5 5 

その他(不明)

合計 2 31 14 17 

第67表 C61-Aブロック石材別石器組成表
石材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

流紋岩偶1) 2 21 1 3 

花筒岩(Gi)

不明

珪質頁岩(Csh)

チャート (Ch)

砂岩(Sa) 10 1G 
合計 2 3 14 17 

--k-s1一∞

C61Rー⑧

A C61Rー③

ロ

七ム
• • 
回・• • 

。 (1 :80) 4m 

第201図 C61-Aブロック出土遺物分布図(3 ) 一礎石材別分布図一

想ミF てむP
建~
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ι之三 1 2+4 
C61ー⑩A ど~ 2 8-2-11 

C61-⑬A(Rh) 

Uf 
6目4g

3 8-2-12 
その他(Csh)

B 
10.7g 

極~~~自 4 8-2-8 
C61ー⑩A(Rh)

Uf 
5.1g 。 (2:3) 10cm 

第202図 C61-Aブロック出土遺物実測図

円ヨヲ臼円己



なお，母岩分類できなかった資料に，珪質頁岩の剥片 l点(lO.7g)がある。

3)出土遺物(第202図)

2と4は，流紋岩による縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。いずれも，鋭利な縁辺に刃こぼれ

がある。なお，両者は接合しており(1 )， 2→4の順に剥離している。

3は， 自然面は檀褐色，内部は紫がかった灰色の嶺岡産珪質頁岩による不定型の剥片である。打面付近

は折れている。

11 C6トBブロック(第203--205図，第68・69表)

1 )ブロックの概要

C6トBブロックは，調査範囲西南のC61-01・02グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に向かつて

聞く谷頭に臨む台地の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は14mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 3mの範囲に12点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位は

III層で， 20cmほどの高低差をもって，西に向かつて緩やかに下りながら包含されている(第204・205図)。

第68表 C61-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

その他(Sh) 2 2 2 

C61Rベg)(Rh) 2 2 

C61Rベ})(Sa)
C6IR-@(Rh) 
C61Rベ~(Sa)
C61Rベ⑤(Sa)

その他仰1) 2 2 

その他(Sa) 2 2 

合計 2 21 10 12 

C61Rー⑥ A 
→C61-Q ¥十

C61Rー②
@ 

C61ー Cブロックへ

@ 

ロ
ロ

@ 

ロ
@ 

→C61-12 十
(1 :80) 4m 

第203図 C6トBブロック出土遺物分布図(1 ) 一礎石材別分布図一
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ブPロックは剥片 2点，礁10点で構成され，石器石材は頁岩2点，磯石材は流紋岩 5点、，砂岩 5点、である。

母岩分類できたものが6点 (5母岩)， 母岩の不明なものが4点ある。礁は，

なお，本ブロックの資料は母岩分類はできなかった。対象資料は頁岩の剥片 2点(合計15.6 g )である。

C6トCブロック(第206---210図，第70---72表)

1 )ブロックの概要

12 

調査範囲西南のC6ト11・21グリッドに位置する。ブロックの立地は，南に向かつてC6トCブロックは，
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短軸 2mの範囲に69点の石器 ・礁が分布する。特に，南側の直径

周辺ブロックと同様，本ブロックも大半が礁で構成される。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m，

2mの範囲に大半の石器・礁が集中するが，

(第206・207図)。出土層位は皿層で， 40cmほどの高低差をもって水平に包合されている

石核2点，磯61点の合計69点で構成され，石剥片4点，ブロックは，使用痕ある剥片 I点，敵石 l点，

黒曜石 2点，流紋岩 I点，砂岩 l点， ホルンフェルス 4点，礁石材は，流紋岩 2点，不明の火器石材は，

母母岩分類できたものが43点(16母岩)， チャート 9点，砂岩44点である。礁は，成岩 l点，頁岩 5点，

岩の不明なものが18点である。

2)母岩の特徴と内容

(2/8 黒曜石 l母岩を識別した。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は25%
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七一 九1-12

C61Rー⑨

A 

C61Rー⑮

C61Rー⑧

C61Rー⑫

C61Rー⑪

。 (1 :80) 4町、 + 
第208図 C61-Cブロック出土遺物分布図(3 ) 一磯石材別分布図(1 ) 
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点)である 0

・C61ー⑮:黒色不透明で灰白色の爽雑物を含む黒曜石である。栃木県高原山産の可能性があるが，判然と

しない。原石は，自然面のようすから見て，ほかの黒曜石と異なり小型の亜角礁ないしは亜円礁である。

小型の剥片 l点と小型の石核 l点 (4.2g)で構成される。

第70表 C6トCブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

C61-@(Ob) 2 2 
その他側1)

その他 (Sh) 2 2 2 
その他(Sa)

その他(Ho) 2 2 
合計 4 2 8 8 

石材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒隠石(Ob) 2 2 
流紋岩(Rh) II 2 3 
不明

頁岩(Sh) 2 21 5 7 

チャート (α1) 9 
砂岩(Sa) l必 45 

tリレン7エJ'̂(Ho) 2 2 
合 計 4 2 81 61 69 

~三![5ア

8-3-2-1 
その他(Rh)
Uf 
8.4g 

合会-G&
φ 

2 C61ー第一ブー55
C61ー⑪ (Ob)
D 

3.3g 

4 C61-58 
その他(8a)

Ha 
96.0g 

。
3 C61-51 

その他(Ho)

D 

15.7g 

(2・3) 10cm 

第210図 C6トCブロック出土遺物実測図
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なお，母岩分類できなかった資料に流紋岩の使用痕ある剥片 l点 (8.4g)，ホルンフェルスの剥片3点，

石核 I点(合計45.6g)，砂岩の敵石 I点 (96.0g)がある。

3)出土遺物(第210図)

lは，流紋岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。 C6トAブロックに分布するC6ト⑩

母岩に似る。左側縁に刃こぼれがある。

2は，黒曜石による小型の石核である。表裏に礁面を残すことから，石核の素材は礁片と考えられる。

左側縁で，交互剥離によって小型不定型の剥片を剥離している。 3は，淡い灰色に風化したホルンフェル

スによる石核である。素材は厚手の剥片と考えられるが，素材の面は残っていない。表裏面ともに作業面

とし，交互剥離によって小型不定型の剥片を剥離している。

4は，砂岩による小型の敵石で、ある。下端から左側面にかけて，敵打痕がある。

第7節 プロック外出土遺物

本節では，ブロックを形成していない単独出土資料や上層遺構の覆土から出土した資料を記述する。

1 C12グリッド(第211・213図)

lは，黒曜石の縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。右半には平滑な自然面が残り，下端には石

核時の稜形成痕が見られる。打面部は欠損する。両側縁に大小さまざまな剥離痕が見られるが，いずれも

使用痕と考えられる。石材は 透明の地に青みがかった黒灰色と黒色の帯が平行して多数入り，白色の爽

雑物を若干含む黒曜石である。信州産と考えられる。 C12-64グリッドのVI層から出土した。なお，図示し

ていないが， C12-54グリッドのVI層から信州産黒曜石による剥片 1点が出土している。 2は，黄灰色に風

化した頁岩による不定型の剥片である。 C12-94グリッドのVII層から出土した。

2 C13・17グリッド(第211・214図)

lは，黒灰色のホルンフェルスを用いた石斧である。実測図の上部と右側面は折れ面，下端と左側面は

粗い剥離面で構成される。表裏面はあばた状に風化しており，素材の性状は不明であるが，部分的に研磨

痕が見られる。なお，下端の剥離面は右側面の折れ面を，左側面の剥離面は上端の折れ面を切っているこ

とから，破損した石斧片をほかの石器，あるいは石核として再利用したかも知れない。 2は，黄緑色の蛇

紋岩による石斧の刃部再生剥片である。表面に研磨痕が見られる。 1. 2とも，草刈遺跡D区で設定した

第2文化層に帰属する可能性があるが，単独出土のため，詳細は明らかにできない。 3は，灰白色に風化

した軟質の安山岩(トロトロ石)による不定型の剥片である。表面にある剥離面は，裏面と逆方向の剥離

面で構成される。 4は，砂岩による敵石である。卵形で下端に敵打痕がある。 lはC13-36グリッドのX層，

2はC13-35グリッドのX層 3はC13-21グリッドの医層下部， 4はC17-13グリッドのW層から出土した。

3 C16グリッド(第211・215図)

lは，灰白色から褐色にまで変異のある珪質頁岩の剥片 (3)と石核(2 )の接合資料である。醸片を

素材とする石核を用い，打面と作業面を繰り返し移動しながら，小型不定型の剥片を剥離している。 C16-

42・43グリッドのVII層から出土した。

4 C23グリッド(第211・216図)

lは，暗褐色で硬質轍密な東北産頁岩によるナイフ形石器である。素材剥片の打面を基部側に置き，左

側縁の全体と右側縁の基部寄りに調整加工を行い，切出形に仕上げている。右側縁は裏面から，左側縁は

-236-



表裏両面から調整している。右側縁上部には刃こぼれがある。 2は，自然面が樟褐色，内部が黄褐色の嶺

岡産珪質頁岩による使用痕ある剥片である。鋭利な縁辺に細かな剥離痕が見られる。 3は，灰緑色の珪質

頁岩による縦長剥片である。打面は槍先形石器や模形石器の調整剥片のように潰れている。 lはC23-10グ

リッドのW層， 2. 3は， ともにC23-01グリッドのvn層から出土した。

5 C58Aグリッド(第212・217図)

lは，暗褐色で硬質轍密な東北産頁岩によるナイフ形石器である。中型の石刃を素材とし，素材の打面

の両側に裏面から調整加工を行っている。上半部は欠損する。 C58A-41グリッドのVI層から出土した。

6 C58Bグリッド(第212・218図)

lは，淡黒色透明の地に黒色の縞が入る良質な黒曜石による石刃である。信州産と考えられる。打面は

細かく調整されている。 2は，暗青灰色の珪質頁岩による剥片である。下端に下設打面が付いており，表

面にも裏面と逆方向の剥離面がある。 lはC58B-83グリッドの羽層 2はC58B-27グリッドの四層から出

土した。

7 C区一括(第219図)

1"'9は上層遺構内や表土層等 本来の位置を留めていないと考えられる資料である。形態から旧石器

と判断した資料に限って報告する。

1"'4はナイフ形石器である。 1は，淡黒灰色の良質な黒曜石による横長剥片を素材とし，素材の打面

倒を中心に調整している。 2は，漆黒色不透明で爽雑物を含む黒曜石による寸詰まりの縦長剥片を素材と

する。左側縁の先端部に急角度の調整加工を行っている。 3は，明灰緑色の凝灰岩による横長剥片を素材

とする。素材の打面側 I側縁を調整している。上半部を欠損する。 4は 赤みを帯びた褐色の黒曜石によ

る縦長剥片を素材とする。右側縁に表裏両面から急角度の調整加工を行っている。上半部を欠損する。

5は，灰緑色の嶺岡産珪質頁岩による台形石器である。横長剥片を素材とし，打面部と末端部に表裏か

ら調整している。 6は，青みがかった黒色不透明で 白色の央雑物を含む黒曜石による掻器である。素材

は不定型の剥片であるが，広く平坦な打面から頭部調整のような細かな剥離が行われた後に素材剥片が剥

離された可能性がある。したがって，通常の石核からではなく，掻器から剥離された刃部再生剥片を利用

した可能性がある。 7は，灰色に風化した安山岩による削器である。不定型な剥片を素材とし，主要剥離

面側に細かな調整加工を行っている。素材の打面は欠損する。 8は 透明の地に黒色の縞が多数入る良質

な黒曜石による石刃である。表面には裏面と同一方向の剥離面とともに逆方向の剥離面も見られる。鋭利

な両側縁には刃こぼれがある。 9は 灰白色に風化した軟質の安山岩(トロトロ石)による縦長剥片であ

る。
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第3章草刈 遺跡D区 (219-013)

第 I節調査の概要

草刈遺跡D区(草刈遺跡駅前部分)では，旧石器時代(下層)調査を昭和58・59年度に実施した。調査

区の位置は草刈遺跡のほぼ中央にあたり，台地中央の平坦面から千葉市と市原市とを画する茂呂谷津に面

した北側緩斜面にかけてである。

昭和58年度は32，000rrlを調査対象として確認調査を行い 引き続き本調査を行った。また，昭和59年度

は2，000ぱを調査対象として確認調査を行い，調査を終了した。調査の結果， 15か所のフやロックと 7か所

の単独出土地点を検出した(第220図)。

15か所のブロックは，以下のとおり 4枚の文化層に区分できる。なお，草刈遺跡東部地区では7枚の文

化層を設定しているが， D区では第 l・3・7文化層の石器群は出土していない。

第2文化層は，立川ローム層最下部 (X層)を中心に包含される石器群で，石器196点，磯4点が lか

所のブロック (C77-Dブロック)から出土した。房総半島における後期旧石器時代出現期の良好な資料と

して重要である。また，ブロックの一角には同時期と判断される炉跡が伴っており，遺構の少ない当該期

にあって，貴重な出土例である。

第4文化層は，立)I[ローム層第 2黒色帯上半部 (vn"，医層上部)に包含される石器群で，石器110点，

礁 l点が6か所のブロック (C62-A・B，C72N40-A， C77-A '" Cブロック)から出土した。 C62ブロック

とC77-Bブロックとは直線距離で160mほど離れているが，二つの母岩で接合関係が見られ，広範囲にわ

たる空間利用が想定される。

第5文化層は，立)I[ローム層の羽層を中心に包含される石器群で，石器40点、が2か所のブロック (C55-

A， C57-Aブロック)から出土した。草刈遺跡C区における同時期の石器群では，石材構成が東北産頁岩

や信州産黒曜石に代表されるとおり，遠隔地石材が多いが，本地区では県南産の可能性のある石材が中心

で，様相が異なる。

第6文化層は，立)I[ローム層のハードローム層最上部 (N層)からソフトローム層下部 (III層)にかけ

て包含される石器群で，石器177点，礁435点が6か所のブロック (C46-A， C56-A， C72N40-B '" D， C76-

Aブロック)から出土した。このうち， C56-Aブロックは，少量の石器と多量の礁で構成されているが，

礁は長軸が2cm'" 3 cmほどの完形小円礁が大多数を占めており，本遺跡の中では特異な存在である。それ

以外のブロックも総じて石器が少ないが，角錐状石器を伴っていることから，武蔵野台地のW層下部の石

器群に概ね相当すると考えられる。

第2節第2文化層

第2文化層は，立)I[ローム層最下部のX層を中心に包含されている石器群で， C77-Dブロック lか所が

該当する。草刈遺跡東部地区でも当該期の石器ブロックは lか所であるが，隣接する草刈六之台遺跡第 l

文化層に同時期の良好な石器フ守ロックが2か所ある(J・Nブロック)。特に Jブロックは，石器の形態

q
J
 

A
斗
&

円
/
】



R S T U V W 

13 

6 A 

7 

8 

9 

層

~
層

~

x
w
w即

日

層
層
層
層

化

化

化

化

土

文

文

文

文

出

2
4
5
6
独

第

第

第

第

単

@
・
・
企
・

ハ ¥i) にふ¥
第220図 草刈遺跡D区旧石器時代調査概要図(l: 1，600) 

A
斗
A

A
斗
A

9
-



的特徴のみならず，石器石材の構成が嶺岡産珪質頁岩を主体とし，チャート，安山岩などが加わる点も含

めてよく類似しており 両者の密接な関連が想定される。

1 C77-Dブロック(第221--240図，第73・74表)

1 )ブロックの概要

C77-Dブ〉ロックは，調査範囲南端のC77-56・65'"'-'68・75'"'-'78・85'"'-'87グリッドに位置する。ブロックの

立地は台地中央の平坦面で，南北の傾斜変換点までの距離は，いずれも200mほどである。

ブロックの規模と形状は，直径12mの範囲に200点(188個体)の石器・礁が分布するが，その範囲内に

粗密があり，直径4mほどの小規模なブロック 5か所が互いに隣接しているように見える。出土層位はIX

層下部からX層下部にかけてで， 80cm程の高低差をもって包含されている(第221・227図)。なお，フ守ロッ

ク南端には直径80cmほどの不整円形の炉がある。

フやロックは，ナイフ形石器2点，台形石器6点，模形石器9点 加工痕ある剥片6点，使用痕ある剥片

43点 (42個体)，石斧 l点，剥片115点(109個体)，砕片4点，石核10点 (9個体)，磯4点の合計200点(192

個体)である。ナイフ形石器については，調整加工の粗い不安定なもの l点と出土層位の点で，本フゃロッ

クに伴うか問題を残すもの l点で 基本的にはナイフ形石器出現以前の石器群と考えた方がよい内容であ

る。石器石材は，黒曜石9点，安山岩6点，安山岩(トロトロ石) 2点，頁岩 l点，珪質頁岩123点，チャー

ト30点，凝灰岩 5点，砂岩 3点，ホルンフェルス 6点，メノウ 11点，磯石材は，チャート 2点，砂岩2点

である。

石器石材は，県南嶺岡産と考えられる珪質頁岩が半数以上を占めるが，そのほかの石材も概ね県南の上

総丘陵砂礁層に由来する可能性がある。唯一県内産とは考えられない黒曜石については，信州産を含む一

方で，周辺遺跡を含めて黒曜石が僅少のX層に特徴的な栃木県高原山産と考えられるものは見当たらない。

なお，珪質頁岩の中には自然面や節理面が赤褐色で内部が灰色から黒灰色を呈する例が20点ほど見られる

が，この多くは被熱による変色の可能性がある。ただし，その分布はブロック全域に広がっており，火処

を限定することはできない。

2)母岩の特徴と内容

本フゃロックでは31母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l母岩 (C77⑧)，安山岩3母岩 (C77-⑫'"'-'@)，頁

岩 I母岩 (C77-@)，珪質頁岩13母岩 (C77-⑩~⑫)，チャート 3母岩 (C77-⑨・⑫・⑫)，凝灰岩 l母岩

(C77-@)，メノウ・玉髄3母岩 (C77-@'"'-'⑫)，砂岩 l 母岩 (C77-~) ，ホルンフェルス 5母岩 (C77-③~

⑨)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は61% (120/196点)である。

• C77-⑨:青灰色の地に，明樟色や褐色 黒紫色の縞が入る半透明の良質なチャートである。自然面は細

かな凹凸のある部分と平滑な部分があることから，原石は中型の円礁と考えられる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 I点，台形石器 l点，模形石器 l点，使用痕ある剥片6点，剥

片10点，剥片素材の石核3点 (2個体)の合計22点 (21個体;38.8 g)である。接合資料は，使

用痕ある剥片2点(合計8.2g) によるもの，剥片 l点と石核2点(l個体)によるもの(合計

6.4 g) によるもの，剥片2点(合計2.8g) によるものの 3ク*ループがある。

本ブロックの中でも数量的にまとまっている母岩であるが 剥片の表面に自然面が少ないこと，

中心的な石核本体もないことから，原石の1/3程度の消費量であろう。
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• C77-⑩:自然面と節理面は褐色，内部は紫がかった黒灰色の嶺岡産珪質頁岩である。節理が多く，珪化

度も低いことから粗い質感であり，あまり良質な石材ではない。石器群の内訳は，剥片7点 (6

個体;21. 3 g)である。接合資料は，剥片4点(合計18.9 g )によるものと，剥片 2点(1個体

;1.5g) によるものの 2グループがある。

• C77-⑮:自然面と節理面は樟褐色，内部は灰色の地に黒色の縞が部分的に入り，きめ細かく良質な嶺岡

産珪質頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 3点，剥片 2点の合計5点(15.2g )で，

このうち，使用痕ある剥片 l点と剥片 l点(合計7.4g)が接合する。

• C77-⑫:自然面と節理面は黄褐色から樫褐色内部は青みがかった灰色の地に白色の珪化した部分が入

る嶺岡産珪質頁岩である。内部は均質ではないが 全体に組い質感の部分が多い。

石器群の内訳は，模形石器4点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片9点の合計

16点 (49.3g )である。接合資料は，模形石器2点と剥片2点によるもの(接合資料A; 7.6 g)， 

模形石器 l点と剥片 1点によるもの(接合資料B ; 14.0g)，剥片 2点によるもの(接合資料C

; 4.3 g)の3グソレープがある。自然面を広く残す剥片はなく，また石核も見られないことから，

母岩消費の半ばの資料と考えられる。

• C77-⑬:自然面は赤褐色，内部は黒灰色の珪質頁岩である。剥片 l点，石核 l点の合計2点 (21.3 g ) 

で構成され，相互に接合する。被熱によって変色している可能性がある。

• C77-⑭:黄灰色の珪質頁岩で，小型の使用痕ある剥片2点(合計1.1 g)で構成される。

• C77-⑮:自然面は樟褐色で，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点，剥片 l点の

合計2点 (6.8g )である。

• C77-⑩:自然面は樟褐色で，内部は淡灰緑色できめ細かな嶺岡産珪質頁岩である。自然面は凹凸のない

緩やかな曲面である。色調は， C77-⑮母岩よりもやや淡い。加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥

片 l点，剥片 6点の合計8点 (88.3g)である。

• C77ー⑫:自然面と節理面は樟褐色，内部は黄灰色の地に紫色の縞が入る珪質頁岩である。珪化度は高く，

チャートに近い質感である。自然面は細かな凹凸がある。石器群の内訳は，模形石器 l点，加工

痕ある剥片 l点、，剥片3点の合計5点 (7.4g )である。母岩識別が比較的容易な資料であるが，

数量はわずかである。

• C77ー⑮:黄褐色の珪質頁岩である。剥離時に二つに割れているが正面左側は被熱により赤化している。

剥片 2点(1個体;7.3 g)である。

• C77-⑩:灰褐色と紫色が混在する珪質頁岩で，使用痕ある剥片2点(1個体;2.9 g)がある 0

・C77-⑩:淡い黄灰色の珪質頁岩である。剥片 2点(1個体;0.7 g)である。

• C77-⑫:灰色と樫褐色が混ざった珪質頁岩で，剥片 3点 (2個体;4.4 g)で構成される。このうち剥

片2点 (1個体;3.8 g)が接合する。

• C77-⑫:黄灰色の地に灰色の斑が入る珪質頁岩である。中型の剥片 l点、(13.2g)の単独資料である 0

・C77-⑫:青灰色に黒色の筋が入るチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点，砕片 1点，石核2点の

合計5点(13.6g)である。中型不定型の剥片 l点を搬入し， これを分割したものである。

• C77-⑫:暗紫色のチャートで，模形石器 l点 (2.1 g)の単独資料である。

• C77-⑮:暗紫の地に白色の縞が入る玉髄である。使用痕ある剥片 l点，剥片 2点の合計3点 (3.0g) 
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で構成される 0

・C77-⑮:黄白色で白い筋の入るメノウである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片

2点，剥片3点の合計6点(l2.9g)である。

• C77⑧:明櫨色半透明のメノウである。使用痕ある剥片 l点，石核 l点の合計2点 (6.9g )で構成さ

れる 0

・C77-⑮:青みがかった黒色不透明で，白色の爽雑物をわずかに含む黒曜石である。石器群の内訳は，加

工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片2点，剥片 1点の合計4点 (4.4g)である。

• C77-⑮:灰白色に風化した軟質の安山岩(トロトロ石)で，剥片 I点(l.6g)の単独資料である 0

・C77ー⑩:褐色の安山岩で，剥片2点，石核 l点の合計3点 (52.7g)で構成される。

• C77-⑥:黒灰色で硬質な安山岩で，剥片 l点 (3.1 g)の単独資料である。

• C77-⑨:灰緑色できめの組い凝灰岩で，石斧の製作ないしは再生に関連する資料と考えられる。剥片 5

点(合計60.9g)である。

• C77-⑩:灰緑色のホルンフェルスで，大型の剥片 l点 (21.9g)の単独資料である 0

・C77-@:黒灰色のホルンフェルスである。剥片 l点 (22.6g)の単独資料である。

• C77-⑮:暗灰色できめの細かいホルンフェルスである。剥片 2点(1個体;5.4 g)である。

• C77-00 : C77-Gfj)母岩よりきめの組い，黒灰色のホルンフェルスである。剥片 1点 (2.1 g )の単独資料

である 0

・C77-⑨:灰白色に風化したホルンフェルスである。石斧 l点 (22.1 g) の単独資料である。

• C77-⑩:灰黒色の砂岩で，剥片3点 (2個体;5.6 g)で構成される。このうち，剥片2点(合計4.4g) 

が接合して I個体となる。

• C77-⑩:黄褐色に風化した頁岩で，剥片 l点(l.Og)の単独資料である。

以上のとおり，設定した母岩数は多いものの， 1母岩あたりの数量は少なし原石の初期段階から最終

段階に至るまで、の剥片剥離作業全体を行った母岩は見られない。多少まとまった量をもっ母岩についても，

作業途中の石核を持ち込み，小型の剥片を一定量生産した後，再び石核を持ち出しているようすが見て取

れる。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，台形石器 l点，剥片 3点(合計2.1 

g )，安山岩の剥片 2点(合計15.0g)，安山岩(トロトロ石)の剥片 l点 (0.3g)，珪質頁岩の台形石器

4点，模形石器2点，加工痕ある剥片 I点，使用痕ある剥片20点，剥片34点，砕片3点，石核2点(合計

153.8g)，チャートの剥片 2点(l.3g)である。珪質頁岩は概ね嶺岡産と考えられるが，同一母岩の可

能性は少なく，本ブロックでの剥片生産の形跡は乏しい。

3)出土遺物(第229--231・238--240図)

1 '"'"'41は，各種珪質頁岩による石器類である。概ね，県南嶺岡産と考えられる。

1'"'"'4は，台形石器に分類した資料である。医層下部の出土例と比べて小型で，調整加工の量も少ない。

lは， 自然面及び節理面が檀褐色，内部が灰褐色できめの細かい珪質頁岩による不定型の剥片を利用して

いる。左右両側を表面側から切断し，切断面の一部に調整を加えて形状を整えている。上端(素材剥片の

末端部)には刃こぼれがある。 2は，節理面は赤褐色，内部は灰褐色の地に黒色の縞が入る，珪化度の高

い珪質頁岩である。不定型の剥片を横位置に用いた石器で，素材の打面と末端を切断した後，両極打撃に

A
守

F
h
d
 

つ臼



より調整している。上下両辺には刃こぼれがある。 3は，赤褐色の珪質頁岩で，小型不定型の剥片の打面

を切断し，その周辺に細かな調整を行っている。 4は，自然面は赤褐色，内部は灰色で，珪化度の高い珪

質頁岩である。自然面を打面とする小型不定型の剥片を素材とし，末端を切断している。実測図表面の下

半(上半の広い剥離面は素材剥片の主要剥離面)の剥離面は意図的な切断か 偶発的な折れなのか不明で

ある。

5 • 6， 10"'27は，使用痕ある剥片に分類した資料である。 5は，灰緑色の珪質頁岩による中型の横長

剥片を利用しており，鋭利な右側縁(素材剥片の末端部)に微細な剥離痕が連続する。裏面には，打面と

主要剥離面の一部を切る剥離面が l枚見られるが，不要部分を除去したものか否か，不明である。 6は，

節理面が赤褐色，内部が灰色の地に白色と黒色の縞が入る珪質頁岩で，中型不定型の剥片を利用している。

裏面下端は，素材剥片を剥離した際に打点から割れたものである。右側縁(素材剥片の末端)の鋭利な縁

辺には刃こぼれがある。 10は，黄褐色の珪質頁岩による小型寸詰まりの縦長剥片， 11は，自然面が赤褐色，

内部が灰色の地に黒色の縞が網目状に入り，白色の斑がある珪質頁岩による不整形の縦長剥片を利用して

いる。素材剥片剥離時に打点から折れており 裏面右側面が欠損している。右側縁にわずかに刃こぼれが

ある。 12・13は暗灰色の珪質頁岩による不定型の剥片で，縁辺に刃こぼれがある。 14は，黄褐色の珪質頁

岩による中型矩形の剥片を利用している。左側面には自然面があり，打面は節理面である。右側縁及び下

端が鋭利になっており，刃こぼれがある。

15・18・19・24・26は黄褐色， 17・20・22・23は灰色， 16・21・25・27は黒灰色を呈する各種珪質頁岩

を用いた小型の剥片で，縁辺の一部に微細な剥離痕が見られる例である。使用による刃こぼれか，偶発的

な要因，自然の営力等により付着したものか不明瞭であるが，ここでは「使用痕ある剥片」として分類し

た。剥片の形状は，総じて不定型であるが，寸詰まりの縦長剥片や横長剥片をも含む。また， 26は両極打

撃により剥離された可能性の高いものである。

7・8は模形石器に関連した資料である。 7は，灰褐色の珪質頁岩で，模形石器製作時に剥離された剥

片である。右側面には模形石器通有の樋状の剥離面があり，打面は潰れている。 8は，灰白色の珪質頁岩

による小型不定型な剥片を用いている。上下端は潰れている。

25は，石器の破片と判断した資料で，表面下端には裏面から急角度の調整加工が見られる。右側面は折

れており，全体の形状は不明で、ある。

28"'39は，中・小型の各種剥片， 40・41は石核である。 31は，剥離時に二つに割れた剥片であるが，左

側が赤みを帯びた黒灰色，右側が黄褐色と色調が全く異なっており，左側が被熱したことがわかる。 40は，

自然面が赤褐色，内部が灰色の珪質頁岩による分割磯片を素材とする。分割面は実測図上面で，正面を作

業面の中心として，上下から小型不定型の剥片を剥離している。 41は，中型厚手の剥片を素材とする。素

材剥片は，実測図右側面の自然面を打面，表面右側の剥離面が主要剥離面である。表面左側で小型の剥片

若干を剥離している。

105以下は，各種石材で単独母岩ないしはそれに類する資料について記述する。概ね搬入品と考えられる。

105は， 2側縁を調整した小型のナイフ形石器である。素材は不整形の縦長剥片と考えられる。素材の

打面を先端側に置いて，左側面全体と右側面の基部寄りに裏面から調整加工を行っている。石材は，透明

の地に黒色のモヤがかかったような黒曜石で，円形の爽雑物をわずかに含む良質なものである。信州産と

考えられる。ブロック南端のIX層下部から出土しており，本ブロックの石器の中では出土位置が高い方で

F
h
U
 

F
D
 

9
M
 



ある。一般的に千葉県のX層出土の石器群は資料数が少ないものの，典型的なナイフ形石器は見られない

ことから， この資料が本ブロックに伴うか否か問題を残す。

108は，台形石器である。透明の地に黒色の縞が入る良質な黒曜石で，信州産と考えられる。小型不定

型の剥片を素材として，両側縁に微細な調整加工を行っている。上下両端ともに欠損するため，全体の形

状は不明である。

110は，灰白色に風化した軟質の安山岩による剥片である。 111は，灰色の安山岩による剥片で，下端に

は小型の円礁に由来する自然面が見られる。 112も111に似た安山岩による横長剥片で，剥離時に打点、で二

つに折れている。 113は 黒灰色の安山岩による不定型の剥片である。

12い 122は，玉髄による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。搬入品の可能性が高い。 123

は明櫨色のメノウによる石核である。小型の剥片を素材として，小型不定型の剥片を生産している。

124は，灰緑色のホルンフェルスによる剥片である。表面には自然面が広く残るが，あばた状の凹凸が

顕著であり，敵打によって整えられた石斧の一部である可能性が高い。刃部再生に伴う器体の修正のため

に剥離されたのであろうか。

128は，灰白色に風化した，軟質のホルンフェルスによる小型の石斧である。横長不整形の剥片を素材

とし，表面側を中心に組く調整している。 129'"'-'131は ホルンフェルスの不定型の剥片である。

137はチャートの模形石器 138は頁岩 139は砂岩による小型の剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第232--240図)

• C77ー⑨(第232図42--57，第233図58--60) 青灰色のチャートで，ナイフ形石器 l点，台形石器 l点，

模形石器 l点，使用痕ある剥片6点，剥片10点，石核3点の合計22点で構成される。接合資料は3ク事ルー

プに分かれている。

42は，ナイフ形石器と分類した資料で，不定型の剥片を素材とし，右側面下半部に裏面から粗い調整加

工を行ったものである。素材の打面は残っていないが偶発的な欠損か意図的な切断かは不明である。左

側縁には刃こぼれがある。 43は模形石器である。上面は素材の打面にあたり，裏面上端に素材の打点，主

要剥離面が残る。 44は台形石器に分類した。小型の縦長剥片を素材とし，素材の打面を除去するように細

かく調整している。 45'"'-'48は 小型不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。

52は，剥片 l点 (53) と石核2点 (54;接合して 1個体)の接合資料である(接合資料B)0 54の石核

は，中型不定型の剥片を素材とし，裏面の下半部(ここでは主要剥離面の打癌付近)から小型不定型の剥

片を剥離しており，裏面上部には，素材時の主要剥離面が残る。剥片剥離作業中に石核が二つに割れ，作

業を中止している。表面の剥離面は石核として機能する以前の一次面で，上下両方向からの剥離面があり，

53もその段階で剥離された可能性が高い。

55は，剥片2点 (56・57)の接合資料である(接合資料c)。はじめに小型の剥片が上下二つに割れる

(あるいは切断される)。一方は56であるが，もう一方の本体は不明である。その不明の資料から57が剥離

されている。

58は，本母岩の中では最も大型の資料2点の接合で，使用痕ある剥片2点 (59・60)が表裏で接合した

ものである(接合資料A)o58を見ると，はじめに自然面を打面として不定型の剥片を剥離し，その後打

面を右方向に移し， 59， 60を剥離している。 59と60との聞には打面に段差があることから，打面と作業面

を交互に入れ替える剥離手順が想定される。
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• C77-⑩(第233図61--66) 紫がかった黒灰色の嶺岡産珪質頁岩で，剥片 7点 (6個体;21.3g)で構

成される。接合資料は，剥片4点が表裏で接合したもの(接合資料A) と，剥片 2点が折れ面で接合した

もの(接合資料B)がある。

61は，剥片4点 (62，，-，65)の接合資料である。表面から左側面にかけてが自然面，右側面が平坦な節理

面の，幅の狭い石核を用い，打面を順次下げながら， 62→65→63→64の順に縦長不整形の剥片を剥離して

いる。打面直下の打癌は発達せず平坦であること フイツシャーが長くのびること 65の表面には下方向

からの剥離面があり，下端が損傷していることなどから，剥片剥離作業に両極打撃が用いられた可能性が

高い。

66は，小型寸詰まりの縦長剥片である。上下に折れていたものが接合した。なお 下端部には自然面が

あり， 64の接合資料にそのまま連続しない。

• C77-⑮(第234図67--73) 淡灰色の嶺岡産珪質頁岩で，加工痕ある剥片 I点，使用痕ある剥片 l点，

剥片6点で構成される。接合資料はない。

67は，交互剥離による大型の横長剥片である。石核の素材であろうか。 68は，加工痕ある剥片である。

右側縁上部に裏面からの粗い剥離痕が見られる。 69は，小型不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片， 70 

"-'73は剥片である。各資料の表面は方向の一定しない剥離面で構成されている。

• C77-⑭(第234図74・75) 黄灰色の珪質頁岩で 小型不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片2点

(74・75)で構成される。

• C77-⑮(第235図76・77) 灰緑色の嶺岡産珪質頁岩で，小型不定型の剥片を用いた使用痕ある剥片 l

点 (77)と，表面が自然面に覆われた不定型の剥片 l点 (76)がある。

• C77-⑮(第235図78--82) 灰色の嶺岡産珪質頁岩で，使用痕ある剥片3点，剥片2点で構成される。

78は，使用痕ある剥片 l点 (79)と剥片 l点 (80)の接合資料である。 79→80の順に，同一打面から連

続して剥離しているが， 78の表面には多方向からの剥離面があり，打点を頻繁に移動していることがわか

る。

81・82は不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。

• C77-⑫(第235図83・84) 黄灰色の地に紫色の縞が入る珪質頁岩で，模形石器 l点，加工痕ある剥片

I点，剥片3点で構成される。接合資料はない。

83は，加工痕ある剥片とした。小型で、厚手の不定型な剥片を素材とし，上端及び右側縁に裏面から急角

度の調整加工を行っている。素材の打面は左側面の自然面である。 84は 模形石器である。上下両端に損

傷があるが，表裏の二次剥離面は少ない。右側面は模形石器通有の上下方向の折れ面である。

• C77-⑮(第236図85--87) 黒灰色の珪質頁岩で，剥片 l点と石核 l点で構成される。

85は剥片 I点 (86)と石核 l点 (87)の接合資料である。厚手の分割礁を石核の素材とし，交互剥離に

よって表裏から小型不定型の剥片を剥離している。なお，両資料とも同系統の色調であるが，被熱によっ

て変色している可能性がある。

• C77-⑫(第236図88--93，第237図94--104) 青みがかった灰色の嶺岡産珪質頁岩で，模形石器4点，

加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片2点，剥片9点で構成される。接合資料は， 3グループがある。

88は，小型不定型の剥片2点 (89・90)が表裏で接合したものである(接合資料C)0 89→90の順に剥

離しているが，表面には多方向からの剥離面があり，小型で打点移動の頻繁な石核から剥離されたことが
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わかる。

91は，模形石器 l点 (93) と剥片 l点 (92)が接合している(接合資料B)。模形石器の製作に関連し

た資料であるが，できあがった石器は，素材からかなり小振りなものになっている。

94は，模形石器2点 (96・97)と剥片 2点 (95・98)の接合資料である。模形石器同士が中心で接合し，

その表裏に剥片 2点が接合している。剥片は幅の狭い縦長の削片である。

99"-'102は，模形石器 (99) とその製作に関与したと考えられる資料(l00"-' 102)である。 100・101は，

打面と下端部が潰れており，打癌が平坦であること， 102も打面が潰れていることから両極打撃に由来す

る剥片と考えられる。なお，実測図を掲載しなかった同一母岩の資料の中にも，模形石器から剥離された

と考えられる削片がある。

103・104は一般的な不定型の剥片である。

• C77-⑮(第238図106・107・109) 青みがかった黒色不透明の黒曜石で，加工痕ある剥片 l点，使用痕

ある剥片2点，剥片 l点で構成される。接合資料はない。

106は，加工痕ある剥片である。不定型の剥片を素材とし，右側縁に細かな調整を行っている。素材の打

第73表 C77-Dフゃロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha お1b Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C77ベlJ)(Ch) 6 10 3 (2) 22(21) 22(21) 

C77-@(Csh) 7 (6) 7 (6) 7(6) 

C77-@(Csh) 3 2 5 5 
C77-@(Csh) 4 2 9 16 16 

C77ベ③(Csh) 2 2 

C77-@(Csh) 2 2 2 

C77-@(Csh) 2 2 
C77 --W (Csh) 日 8 日

C77-@(Csh) 3 5 5 

C77-<i島(Csh) 2(1) 2(1) 2(1) 

C77--w (Csh) 2 (1) 2 (1) 2(1) 
C77 --@ (Csh) 2 (1) 2 (1) 2(1) 
C77斗⑫(Csh) 3 (2) 3(2) 3 (2) 

C77-⑫(Csh) 

C77-@(Ch) 21 1 2 5 5 

C77⑧(Ch) 
C77-③(Ag) 2 3 3 
C77ー⑧(Ag) 2 3 6 6 

C77-@(Ag) 2 2 

C77ベ②(Ob) 2 4 4 

C77-⑫(Ant) 

C77⑨(加) 2 3 3 
C77-@(加)

C77ー⑧山) 5 5 5 

C77-③倒的
C77-@I伺0)

ワ7-⑧(Ho) 2(1) 2 (1) 2(1) 
C77-⑧仰0)
C77-@(Ho) 

C77⑨ (Sa) 3(2) 3 (2) 3 (2) 

C77⑧(Sh) 
その他(Ob) 3 5 5 
その他山1) 2 2 2 

その他(Ant)

その他(Csh) 4 2 20 341 3 2 66 66 
その他(Ch) 2 2 2 

C77R-<D (Sa) 
C77R--(?) (Ch) 

C77RベID(Ch)
C77RベヨD(Sa)

合計 2 6 9 6143 (42) 115 (109) 41 10 (9) 196(188) 4 200 (192) 

第74表 C77-Dブロック石材別石器組成表
石材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 紅白 Ax 他 B C D 石器計 礁 合計

黒曜石(Ob) 2 4 9 日

安山岩(加) 5 6 E 
安山岩(Ant) 2 2 2 

頁岩(Sh)

珪質頁岩 (Csh) 4 7 4131 (30) 71 (6η 3 3 123 (118) 123 (118) 
チャト (Ch) 2 6 141 1 5 (4) 30(29) 2 32(31) 
凝灰岩間} 5 5 5 
砂岩(Sa) 3 (2) 3(2) 2 5(4) 
ホレン7ェルス(Ho) 5(4) 6 (5) 6(5) 

メノウiful) 4 5 II II 

合計 2 6 9 6143 (42) 11む塑型 4 10(9) 」堕旦里型 4 堕旦皇i

口
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面は除去されていない。なお，主要剥離面の打癌は

平坦であることから，両極打撃によって得られた剥

片かも知れない。 107は 小型不定型の剥片を利用

した使用痕ある剥片である。 106と同様，打癌が発

達せず，打面が潰れていること，末端部に損傷があ

ることから，両極打撃による可能性がある。 109は

小型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。末端

部に刃こぼれが見られる。

• C77-⑩(第238図114・115) 褐色の安山岩で，

剥片2点，石核 l点で構成される。接合資料はない。 。

A A・
A 

A 
一手 L=31.186m 

1m 

114は不定型の剥片， 115は石核である。石核は円

礁の分割片を素材とし，打面と作業面を入れ替えな

がら寸詰まりの縦長剥片を剥離したものである。

• C77-⑮(第239図116--120) 黄白色のメノウで

加痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片2点，剥片3点

で構成される。接合資料はない。自然面を大きく残す剥片や石核はなく，母岩消費半ばの資料と考えられ

a;赤化した暗褐色粘質土である.下面は部分的に熱を受け硬化している.少量の炭化物
片が含まれる.中には大粒のものもある.

b;赤化した粘質土を多く混入したチョコレート色の粘質土である.少量であるが，鋭化
物粒を含む.

第228図 C77-Dブロック内出土炉跡

る。遺跡内で、剥片生産を行っていたのであろう。

116は，中型の横長剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面左側縁に細かな調整加工が見られる。表

面左側縁には刃こぼれがある。打面は折れてなくなっているが 意図的な切断の可能性もある。 117・118

は不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片 119・120は剥片である。

• C77-⑫(第239図125--127) 灰緑色の凝灰岩で，石斧の製作ないしは刃部の再生に関連すると考えら

れる剥片 5点で構成される。石斧本体は出土していない。また，接合資料はない。

125は，厚手の不定型な剥片である。打面は線状に潰れており，打癌は発達していない。左半は自然面

であるが，研磨された形跡がある。 126は，小型不定型の剥片で、ある。表面に研磨された痕跡がある。 127

は，中型の横長剥片である。表面は多方向からの剥離面で覆われている。

• C77-⑫(第240図132--135) 青灰色のチャートで，剥片2点，砕片 l点，石核2点で構成される。

132は，剥片 l点(135・136)，石核2点(133・134)の接合資料である。①:中型不定型で厚さが均質

な剥片を素材とする。②:素材の打面部を中心に，表裏で、小型の剥片を剥離する。その過程で， 135が節

理面で剥離される。③:石核が二つに割れるが(133・134)，そのまま若干の剥片生産を継続している。

136は石核が二つに割れた後に 133から剥離したものである。

5)炉跡(第228図)

本ブロック南端のC77-86・96グリッドのX層中で，炉跡を検出した。直径80cmほどの不整円形で，中央

部の深さは20cmほどの皿状を呈している。覆土は赤化した粘質土で，少量ではあるが炭化物片も含まれて

いた。また，下底は被熱のため硬化している。
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第3節 第4文化層

第4文化層は，立JlIローム層第2黒色帯上部 (vn"，医層上部)を中心に包含されている石器群である。

C62-A・B，C72N40-A， C77-A '" Cブロックの 6か所が該当する。

1 C62-Aプロック(第241--244図，第75・76表)

1)ブロックの概要

C62-Aブロックは，調査範囲北側のC62-55・56・64"'66・75グリッドに位置する。ブロックの立地は台

地北側縁辺部で，北へ向かつて下る緩斜面である。傾斜変換点までの距離は25mである。

ブロックの規模と形状は，直径10mの範囲に50点の石器が分布するが， 21点が所在不明であることから，

29点について検討する。出土層位はvn・医a層を中心としており 40cmほどの高低差をもって地形に沿っ

て包含されている(第241・242図)。

プロックは，ナイフ形石器 l点，剥片25点 (24個体)，砕片2点，石核 I点の合計29点 (28個体)で構

成される。石材は，安山岩25点，安山岩(トロトロ石) 2点，珪質頁岩 1点，ホルンフェルス l点である。

なお，本ブロックのホルンフェルス，安山岩の中には， 160mほど南に位置するC77-Bブロックと接合す

るものがある。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは 3母岩を識別した。内訳は，安山岩 I母岩 (C62ー①)，珪質頁岩 l母岩 (C62-②)，ホル

ンフェルス l母岩 (C77-④)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は86%(25/29点)であ

る。

• C62-①:黒灰色で白い爽雑物を含む安山岩である。自然面は凹凸のない曲面で，原石は拳ほどの円礁と

推定される。石器群の内訳は，剥片22点 (21個体)，石核 l点の合計23点 (22個体;97.5 g )で

ある。接合資料は，剥片3点，石核 l点によるもの(接合資料A; 61. 9 g) と剥片2点によるも

の(接合資料B; 1個体;3.9 g)の2グループがある。前者は， C77-Bブロック出土の剥片 l

点と接合する。

• C62-②:灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。石刃素材のナイフ形石器 l点 (3.2g)の単独資料である。

• C77-④:淡黒灰色で灰白色の縞が入るホルンフェルスである。本ブロックでは剥片 1点 (9.3g)の単

独資料であるが， C77-Bプロックに同一母岩18点があり，このうちの10点と接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片2点(合計17.8g)，安山岩(トロトロ石)の砕片

2点(合計0.2g)がある。

3)出土遺物(第243図)

lは，珪質頁岩による基部調整のナイフ形石器である。中型の石刃を用い，素材の打面部を基部として，

両側縁に細かな調整を行っている。打面はすべて除去されている。素材の長軸と石器の主軸は一致する。

2は，ホルンフェルスによる縦長剥片である。 C77-Bブロックに同一母岩がまとまっており，その一部

と接合する。 3"'8は，安山岩による不定型の剥片である。表面を覆う剥離面の剥離方向は裏面と一致し

ないものが多く，求心的な打点移動による剥離手順が想定される。

4)接合資料とその関連資料(第244図)

• C62-1①(第244図9--13) 黒灰色の安山岩で，剥片22点 (21個体)，石核 l点の合計23点 (22個体)で
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C62-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 ぬ1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 BIs Sp Ha Anb Ax イ也 B C D 石器計 磯 合計

回2-(j)(An) 22(21) 23(22) 23(22) 

C62ベ?)(Csh)
C77-@(Ho) 

その他(加) 2 2 2 

その他(加t) 2 2 2 

合計 25(24) 2 29(28) 29(28) 
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の接合資料である。はじめに，安山岩の円礁を分割して石

周囲的な打点移動によって小型不定型の剥片を剥離している。

構成される。

9は，剥片 3点(10，，-12)，石核 l点(13)

核の素材とする。分割面を作業面として，

C77-Bブロックの剥片 l点が11に先行し図示していないが，なお，この過程で10"-12が剥離されている。

て接合する。

(第245--247図，第77・78表)C62-Bプロック2 

1 )ブロックの概要

フ、、ロックの立地は台地北側縁

8点が所在不明である

辺部で，北へ向かつて下る緩斜面である。傾斜変換点までの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，直径6mの範囲に14点の石器群が散漫に分布するが，

調査範囲北側のC62-85・86・96グリッドに位置する。C62-Bブロックは，
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地形に沿って包含されてい6点について検討する。出土層位はvn・IXa層を中心としており，

(第245・246図)。

ことから，

る

ナイフ形石器2点，剥片2点，原石2点の合計6点である。石材は，安山岩2点，流紋岩ブロックは，

l点，粘板岩 l点，頁岩 l点，珪質頁岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C62-⑧)，流紋岩 l母岩 (C62-⑤)，頁岩 l

母岩 (C62-⑦)，珪質頁岩 l母岩 (C62-④)，粘板岩 l母岩 (C62-⑥)である。母岩識別した石器の石器総

である。(5/6点)数に対する割合は83%

C62-Bプロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp }泊 Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C62-@(Csh) 
C62ベ⑤(Rh)
C62ベ⑤(Sl)
C62⑪ (Sh) 
C62-@(.佃)
その他(加)

合 計 2 2 2 _L  6 

第77表

C62-Bブロック石材別石器組成表
石 材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

安山岩(加) I 2 2 
流紋岩(Rh)

粘板岩(Sl)
頁岩(Sh)
珪質頁岩(Csh) I 

合 計 2 2 2 6 6 
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• C62-④:暗褐色の珪質頁岩で，石器石材用の原石と判断した資料である。拳より小さめの円礁で，石質

は比較的良好のようであるが，剥離痕，被熱痕などは見られない (213.8g)。

• C62-⑤:灰褐色の流紋岩である。拳大の円礁で，部分的に赤化している。石器用石材か否か問題がある

が，原石と判断した (299.4g)。

• C62-⑥:黒色の粘板岩である。ナイフ形石器 l点(l1.7g)の単独資料である。

• C62-⑦:淡褐色で硬質1徴密な東北産頁岩である。剥片 l点 (0.5 g )の単独資料である。

• C62一⑧:自然面は細かい凹凸がある黒灰色の安山岩である。白い爽雑物が少し含まれている。剥片 l点

(40.2g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩のナイフ形石器 l点 (3.2g)がある。隣接するC62-Aブ

ロックにまとまって分布するC62-①母岩に類似する。
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3)出土遺物(第247図)

lは，粘板岩による石刃を用いたナイフ形石器である。素材の打面を基部に置き，右側縁全体と左側縁

の基部寄りに調整加工を行っている。打面は除去されずに残っている。素材の長軸と石器の主軸は一致す

る。 2は，安山岩による石刃素材のナイフ形石器である。素材の打面を基部に置き，左側縁の基部寄りと

先端に調整加工を行っている。

3は，安山岩による縦長剥片， 4. 5は珪質頁岩，流紋岩による原石である。

3 C72N40-Aプロック(第248--250図，第79・80表)

1)ブロックの概要

C72N40-Aブロックは，調査範囲北側のC72N40-18・28グリッドに位置する。プロックの立地は，北東方

向に向かつて緩やかに下る台地の北側縁辺部で，傾斜変換点に位置する。

ブロックの規模と形状は 直径3mほどの範囲に 6点の石器・礁が分布する。出土層位はIXa層を中心

に，ほぽ水平に包含されている(第248・249図)。

ブロックは，使用痕ある剥片3点，剥片2点，礁 l点の合計6点で構成される。石器石材は，安山岩 l

点，流紋岩2点，珪質頁岩 l点，ホルンフェルス l点，磯石材は，ホルンフェルス I点である。石器はす

べて搬入品である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C72N40-④)，流紋岩2母岩 (C72N40-②・

③) ，珪質頁岩 l母岩 (C72N40-①)，ホルンフェルス l母岩 (C72N40-⑤)である。母岩識別した石器の石

器総数に対する割合は100%(5/5点)である。

• C72N40-①:青みを帯びた黒灰色で，轍密な珪質頁岩である。使用痕のある剥片 l点 (6.5g)の単独

資料である 0

・C72N40-②:黄色みを帯びた灰緑色の地に暗褐色の縞が多方向に入る，珪化した流紋岩である。使用痕

のある剥片 l点 (2.9g)の単独資料である。

• C72N40ー③:黄褐色の地に褐色の縞が入る硬質な流紋岩である。自然面のようすから，大型の円礁の一

部と考えられる。使用痕のある剥片 l点 (93.9g)の単独資料である。

• C72N40-④:灰色に風化した，やや軟質の安山岩である。剥片 l点 (50.4g)の単独資料である。

• C72N40ー⑤:紫がかった黒灰色の硬質なホルンフェルスである。剥片 l点 (2.7g)の単独資料である。

第79表 C72N40-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf 

。却処-Q)(Csh)
C72N俗②(陥)
C72N俗③侭h)
C72N特④(加)
C72N俗⑤仰0)

C72N40R-(!) (110) 
合計

第80表 C72N40-Aブロック石材別石器組成表
石 材

要百害(An)ー

璽匙
止と巴旦丘一

合計

Uf BI BIs Sp lIa 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計 」
I I1 

I1 

3 2 51 1 6 
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第250図 C72N40-Aブロック出土遺物実測図

3)出土遺物(第250図)

lは，流紋岩による大型不整形の縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。表面は全面にわたって自

然面に覆われ，左側縁には粗い刃こぼれが見られる。 2は珪質頁岩による不定型な剥片を， 3は流紋岩に

よる横長剥片を利用した使用痕ある剥片である。それぞれ鋭利な縁辺に刃こぼれがある。

4は，安山岩による大型厚手の剥片である。石核の素材であろうか。

4 C77-Aブロック(第251--254図，第81・82表)

1 )ブロックの概要

C77-Aブロックは，調査範囲南側のC76-96，C77 -06グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中央

の平坦面で，南北それぞれの傾斜変換点までの距離は200mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m，短軸4mの楕円形の範囲に24点の石器が分布するが，石器のまと
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まりは南北2か所にある。出土層位はIXa層下部を中心としており， 30cmほどの高低差をもって水平に包

含されている(第251・252図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片19点(17個体)，砕

片 l点，石核 l点の合計24点 (22個体)で構成される。石材は，黒曜石 I点，安山岩6点，頁岩2点，チャー

トl点，ホルンフェルス 6点，メノウ 8点である。

なお，本ブロックの南側には同一文化層のブロック 2か所 (C77-B・Cブロック)が隣接する。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C77ー③)，頁岩 l母岩 (C77-⑤)，ホルンフェ

ルス l母岩 (C77-④)，メノウ 2母岩 (C77-①・②)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合

は88% (21/24点)である。

• C77-①:黒紫色半透明で，硬質轍密なメノウである。石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，剥片 l点，

石核 I点の合計3点 (40.1 g)である。このうち，剥片 l点と石核 l点(合計39.0g)が接合す

る。

• C77-②:黄灰色半透明の地に黄白色の不純物が層をなすメノウである。石器群の内訳は，剥片5点 (3

個体;29.4 g)である。このうち，剥片3点(1個体;28.4 g)が接合する。

• C77-③:黒灰色で灰白色の爽雑物を含む安山岩で，剥片5点，砕片 l点の合計6点(l1.2g)で構成さ

れる。剥片4点(合計10.2g)が接合する。

• C77-④:淡黒灰色で灰白色の縞が入るホルンフェルスで，剥片5点(合計19.8g)で構成される。この

うち，剥片 2点(合計7.7g)が接合する。同一母岩が， C62-Aブロックに l点， C77-Bブロッ

クに18点ある。

• C77-⑤:暗褐色で硬質撤密な東北産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 l点の合

計2点 (2.1 g )である。同一母岩が， C77-Bフやロックに4点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 l点 (0.7g)，チャートの剥片 l点 (0.3

g )，ホルンフェルスの剥片 l点 (0.5g)がある。黒曜石は，信州産の可能性のある良質なものである。

3)出土遺物(第253図)

lは，頁岩による不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。右側縁下部に細かな調整加工が見られ

る。 2は，黒曜石による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。素材剥片の打面，末端部の双方

が折れた剥片を用いており，鋭利な縁辺に刃こぼれがある。切断による台形石器の一種であろうか。

3は，メノウによる不定型の剥片である。表面は多方向からの剥離面で構成される。 3点に割れて出土

した。

4)接合資料とその関連資料(第253--254図)

• C77-④(第253図4--7) 淡黒灰色のホルンフェルスで 剥片5点で構成される。

5は，剥片2点 (6・7)の接合資料である。同ーの打面を用いて， 6→7の順で不定型の剥片を剥離

している。 4も同一母岩の剥片であるが接合しない。いずれの表面も，概ね同一方向の剥離面で構成さ

れる。

• C77-①(第254図8--11) 黒紫色半透明のメノウで，ナイフ形石器 l点，剥片 l点，石核 l点で構成

される。
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8は，剥片 l点(10) と石核 l点(9 )の接合資料である。 10は石核 (9)の左側面で剥離されている

が，石核正面(作業面)の主たる剥離面の剥離方向とは90度異なっており，また幅広寸詰まりであること

から，石核の側面調整に伴う剥片の可能性がある。

11は，小型の 2側縁調整のナイフ形石器である。小型不定型の剥片を素材として 左側縁全体と右側縁

第81表 C77-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C77ベD(Ag) 3 3 

C77ベ~(Ag) 5(3) 5(3) 5(3) 

C77-Q) (加) 51 1 6 6 

C77--@(Ho) 5 5 5 

C77ベ⑤(Sh) 2 2 
そのイ也(Ob)

そのイ也(α。
その他(Ho)

合計 19 (17) 24(22) 24(22) 

第82表 C77-Aブロック石材別石器組成表
石材 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob)

安山岩(An) 51 1 6 6 

頁岩(Sh) 2 2 

チャート(Ch)

ホルン7エ以(Ho) 6 6 6 
メノウ (Ag) 6(4) 8(6) 8(6) 

合計 19 (17) 24(22) 24(22) 

会Qb
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の基部寄りに調整加工を行っている。基端部は表面からの l枚の剥離面であるが，周囲の調整加工が切っ

ていることから，一度折れた後に再度調整しているのかも知れない。

• C77-③(第254図12--15) 黒灰色の安山岩で，剥片5点，砕片 l点で構成される。

12は，剥片3点(13'"'-'15)の接合資料である。同ーの打面を用いて， 13→14→15の順に幅広不定型の剥

片を剥離している。

5 C77-Bブロック(第255--258図，第83・84表)

1 )ブロックの概要

C77-Bブロックは，調査範囲南側のC77-04・05・14・15グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中

央の平坦面で，南北それぞれの傾斜変換点まで、の距離は200mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 3mほどの楕円形の範囲に24点の石器が満遍なく分布してい

る。出土層位はvn・IXa層を中心としており， 40cm程の高低差をもって水平に包含されている(第255・256

図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，石刃 l点，敵石 l点，剥片山点(17個体)，砕片 l点，石核 1点の合

計24点 (22個体)で構成される。石材は，安山岩 l点，頁岩 5点，ホルンフェルス18点である。

本ブロックとは160m離れたC62-Aブロックと 2母岩について接合関係がある。また，北側に隣接するC

77-Aブロックとは 2母岩について共有関係をもつが，南側に隣接するC77-Cブロックとは，母岩の共有

関係は不明である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C62①)，頁岩 l母岩 (C77-⑤・⑥)，ホル

ンフェルス l母岩 (C77-④)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (24/24点)であ

る。

• C62-①:黒灰色で白い央雑物を含む安山岩である。本フ、、ロックでは剥片 l点の単独資料 (2.9g)であ

るが，同一母岩はC62-Aブロックに23点あり，このうちの4点が本ブロックの資料と接合する。

なお，本ブロックの南側に隣接するC77-Cブロックには， C62-①母岩に類似した石材がまとまっ

ており，本ブPロックの資料はC62-Aブロックではなく， C77-Cブロックに由来するかも知れない0

・C77-④:淡黒灰色で灰白色の縞が入るホルンフェルスである。自然面は凹凸がなく滑らかな曲面である。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，石刃 l点，剥片14点(12個体)，砕片 l点，石核 l点の合

計18点(16個体;162.2g)である。このうち，ナイフ形石器 l点，石刃 l点，剥片 7点(5個

体)，石核 l点(合計158.0g)が接合する。また， C62-Aブロックの剥片 l点が，この接合資料

に加わる。このほか，同一母岩がC77-Aブロックに 5点ある。

.C77-⑤:暗褐色で硬質撒密な東北産頁岩である。石器の内訳は，剥片4点(合計1.6 g )である。この

ほかに，同一母岩がC77-Aブロックに 2点ある。

• C77-⑥:自然面は灰白色，節理面は褐色の頁岩である。敵石 l点(16.8g)の単独資料である。

3)出土遺物(第258図)

12は，頁岩の敵石の破片である。実測図下端に敵打痕が見られる。節理面に沿って破損している。 13は，

安山岩による小型不定型の剥片で、ある。 C62-Aブロックの石核と接合する。
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4)接合資料とその関連資料(第257・258図)

• C77-④(第257図 1"-'8，第258図9"-'11) 

石刃 l点，剥片14点(12個体)，砕片 l点，

ナイフ形石器 I点 (4)，石刃 l点(6 )，剥片 7点(5個体;2・3・5・7・8)， 

ナイ淡黒灰色の地に灰白色の縞が入るホルンフェルスで，

石核 l点で構成される。フ形石器 l点，

石核 l点

( 9 )の接合資料である。接合資料から見た剥片剥離作業の手順は以下のとおりである。

①:遺跡外における作業であるが，円礁を分割し，石核の素材を得る。次に，

離作業初期に至る段階の石核を本遺跡に搬入する。本遺跡に持ち込まれた石核は，拳大程度の大きさと考

自然面の除去から剥片剥

I は，

あるいは F面E面の一部，また，である。

も比較的古い段階に形成されたようで 原石の分割に関連した可能性が

C面を作業面として縦長C面を作業面として剥片を剥離する。③ :E面を打面，

E面を作業面として縦長剥片を剥離す

えられる。分割面はA面に広く残る剥離面(ポジティブな面)

の広い剥離面(ネガティブな面)

ある。②:F面を打面，

剥片数枚を剥離する。④:打面と作業面を入れ替え， C面を打面，

この段階で剥離

2→ 

E面を作業面として縦長剥片数枚を剥離する。図示していないが，

E面を作業面として，

る。⑤ :D面を打面，

C62-Aブロックに持ち出されている。⑥:再びC面を打面，した剥片 I点は，
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3→6の順に剥片，石刃を剥離する。⑦ :E面を打面， D面を打面として，縦長剥片数枚を剥離する。⑧:

A面を打面， B面を作業面として， 5を含む剥片数枚を剥離する。⑨ :F面を打面， A面を作業面として，

7を含む剥片数枚を剥離する。⑩ :B面を打面， D面を作業面として， 8を剥離する。⑪ :D面を打面，

B面を作業面として 4を含む剥片数枚を剥離し， 4はナイフ形石器に調整加工される。⑫:最後に石核

(9 )が残る。
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以上のように，分割礁を素材とした石核を用い 石核調整を行わずに打面と作業面を頻繁に入れ替えな

がら，縦長剥片や不定型の剥片などを剥離している。このほか，接合しないが同一母岩に帰属する小型の

縦長剥片2点(10・11)を図示した。

6 C77-Cブロック(第259，....，261図，第85・86表)

1 )ブロックの概要

C77-Cブロックは，調査範囲南側のC77-14・15・24・25グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中

央の平坦面で，南北それぞれの傾斜変換点まで、の距離は200mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m，短軸4mの範囲に22点の石器が満遍なく分布する。出土層位はVII.

医a層を中心に，概ね50cmほどの高低差をもって水平に包含されている(第259・260図)。

ブロックは，使用痕ある剥片 l点，剥片19点，砕片2点の合計22点で構成される。石材は，安山岩19点，

砂岩 l点，ホルンフェルス l点，メノウ l点である。
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第85表 C77-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 位1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 在畢 合計

C77ベち(An) 5 6 6 

C77ベID(Ag)

その他(An) III 2 13 13 

その他(Sa)

その他但0) l 

合計 191 2 22 22 

石材

安山岩(加)

事喜百「
机ン7ェルス例0)

メノウ (Ag)

合計

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C77-⑦) メノウ l母岩 (C77⑧)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は32% (7/22点)である。なお，接合資料はない。

• C77-⑦:灰褐色の安山岩で，使用痕ある剥片 l点，剥片 5点の合計6点 (24.8g) で構成される 0

・C77-⑧:樟褐色のメノウである。剥片 l点(l.5g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片11点，砕片2点(合計8.4g)，砂岩の剥片 l点 (0.3

g) ，ホルンフェルス剥片 l点 (0.5g )がある。

3)出土遺物(第261図)

Iは，安山岩の不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。本剥片を剥離した際に上半部が割れた

と考えられるが，その割れ面に刃こぼれが見られる。 2. 3はlと同一母岩の不定型の剥片である。

第4節第5文化層

第5文化層は，立川ローム層VI層を中心に包含されている石器群である。 C55-A，C57-Aブロックの 2

か所が該当する。

1 C55-Aプロック(第262--264図，第87・88表)

1 )ブロックの概要

ブロックの立地は，台C55-Aブロックは，調査範囲の中央より南側のC55-51・52グリッドに位置する。

地上ではあるが北へ向かつて下る緩斜面で，さらに

細かく見ると幅40mほどの浅い谷の中に位置する。

また，北に110mほど向かうと，草刈遺跡の北辺を

東西に走る茂呂谷津に下りる傾斜変換点に達する。

ブロックの規模と形状は C55-51・52グリッドの

境を中心に直径2.5mの範囲に 4点の石器が分布す

る。出土層位はVlI層を中心に包含されている(第263・

264図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，石刃 l点，剥片

2点の合計4点で構成され，石材は，粘板岩 l点，

珪質頁岩 l点，チャート l点，ホルンフェルス l点
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である。

2)母岩の特徴と内容

本ブ、ロックでは4母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 l母岩 (C55①)，チャート l母岩 (C55-③)，粘

板岩 l母岩 (C55-②)，ホルンフェルス l母岩 (C55-④)である。母岩識別した石器の石器総数に対する

割合は100%(4/4点)である。なお，接合資料はない。

• C55-①:灰緑色と樟褐色の部分がある，轍密な珪質頁岩である。小型の石刃 l点 (2.2g) の単独資料

である 0

・C55-②:黒灰色の粘板岩である。剥片 l点 (0.3 g )の単独資料である。

• C55-③:節理面は燈褐色内部は青灰色のチャートである。剥片 l点 (0.6 g )の単独資料である 0

・C55-④:淡黒灰色のホルンフェルスである。ナイフ形石器 l点 (2.8g) の単独資料である。

3)出土遺物(第262図)

lは，ホルンフェルスの横長剥片を素材とするナイフ形石器である。素材の打面は残して，末端側に裏

面から調整加工を行っている。下半部が欠損するため形態は不明で、ある。切出形に近い形態であろうか。

2は，珪質頁岩による小型の石刃である。左側縁下部に刃こぼれが見られる。

2 C57-Aブロック(第265--268図，第89・90表)

1 )ブロックの概要

C57-Aフやロックは，調査範囲南側のC57-24"-'26・34・35グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中

央部で，南北の台地の縁(傾斜変換点)までの距離は，それぞれ200mである。細かく見ると，北に向かつ

て開く浅い谷の谷頭部分にあたる。

ブロックの規模と形状は，西側に長軸4m，短軸2.5mのまとまり，東側に直径3mのまとまりがあり，

それぞれの聞には 1mほどの空白がある。したがって，本来は 2か所のブロックとすべきかも知れない。

この 2か所のまとまりから36点の石器が出土した。出土層位はVI層を中心としており， 40cm程の高低差を

もって水平に包含されている(第265・266図)。

フ守ロックは，削器 l点，模形石器4点，石刃4点、，剥片21点 (20個体)，砕片4点，石核2点の合計36

点 (35個体)で構成される。石材は，黒曜石4点，頁岩4点，珪質頁岩 l点，チャート 2点，凝灰岩7点，

砂岩16点，ホルンフェルス 2点である。
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2)母岩の特徴と内容

チャー

ホルンフェルス

本フ。ロックでは11母岩を識別した。内訳は，頁岩2母岩 (C57③ ・⑤)，珪質頁岩 l母岩 (C57-@)，

凝灰岩 3母岩 (C57-① ・⑦ ・⑪)，砂岩 2母岩 (C57-③ ・④)， 

(29/36)点)である。

ト2母岩 (C57-⑧・ ⑨)， 

l母岩 (C57-⑮)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は81% 

・C57ー①:灰緑色できめの粗い凝灰岩である。石器群の内訳は， 剥片 l点の合計5点 (33.8g) 石刃4点，

このうち石刃 3点(合計30.7g)が接合する。である。

である。剥片 3点(合計3.3g) 内部は灰白色の頁岩である。石器群の内訳は，• C57-②:自然面は褐色，

内部は緑色を帯びた灰色できめの組い砂岩である。石器群の内訳は，剥片 7• C57-③:自然面は淡褐色，

このうち剥片3点 (2個体;26. 1 点 (6個体)，砕片 l点の合計8点 (7個体;43.8 g)である。

g)が接合する。
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• C57-④:自然面は褐色，内部は青みがかった淡黒灰色の砂岩である。石器群の内訳は，剥片5点，砕片

l点の合計6点 (9.7g)である。

• C57-⑤:淡褐色で硬質轍密な東北産頁岩である。石核 l点(l1.3g)の単独資料である。

• C57-⑥:暗褐色で珪化度の高い硬質の珪質頁岩である。削器 l点 (3.4g)の単独資料である。

。、

込E
ヒフ 13 C57-24-8 

C57-①A(Tu) 
BI 
3.2g 

、話手。

仁三う 15 16+17 
C57ー③A

4気之診

〈にごユ
17 C57-24-7 

C57-35-3 
C57ー③A(5a)
B 
6.7g 

、Q

。

℃ア

¥延JY'

/、

、。

仁〉

~ァ

くご〉

、ミ三
14 C57-25-4 

C57ー①Aσu)
BI 
17.5g 

16 C57-25-1 

(2・3)

C57ー③A(5a)
B 

19.5g 

18 C57-25-2 
C57ー③(5a)
B 
16.5g 

第268図 C57-Aブロック出土遺物実測図 (2) 
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• C57-⑦:自然面は暗褐色，内部は淡い灰緑色で，きめの細かい凝灰岩である。模形石器 l点 (9.5 g ) 

の単独資料である 0

・C57-⑧:青みがかった黒灰色のチャートである。節理が多数見られる。また，自然面は滑らかで強く湾

曲することから，小型の円礁と推定される。模形石器 l点 (4.7g) の単独資料である。

• C57-⑨:青みがかった黒灰色のチャートである。 C57-⑧母岩よりもきめ細かく節理が少ない。石核 l点

(15. 6 g )の単独資料である。

• C57-⑩:淡黒灰色のホルンフェルスである。模形石器 l点 (9.5 g )の単独資料である 0

・C57-⑮:緑がかった黄灰色の頁岩である。剥片 l点 (9.6 g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の模形石器 l点，剥片 2点，砕片 l点(合計1.6g)，砂岩

の剥片 l点，砕片 l点(合計2.2g)，ホルンフェルスの剥片 l点 (0.6g )がある。黒曜石は，①:透明

の地に黒色の縞の入る良質なものと，②:青みがかった黒色不透明で白色の爽雑物を含むものの 2種類が

ある。いずれも信州産と考えられる。

3)出土遺物(第267図)

lは，珪質頁岩の削器である。不定型の剥片を素材とし，左側縁に細かな調整加工を行っている。 2"-'

5は，各種石材による模形石器である。このなかで， 2は両側面に自然面があり， 5は強く湾曲した自然

面をもつことから，小型の円礁を素材とする石核から剥離されたことがわかる。

7・8は砂岩，頁岩による不定型の剥片である。 9はチャートの小円礁を用いた石核で，上下両方向か

らの剥離面が見られることから，両極打撃によって剥片を剥離した可能性が高い。 10は，東北産頁岩によ

る石核である。大型の石刃ないしは剥片を素材としたと考えられるが 小型の剥片を各所から剥離してい

るため，素材の主要剥離面(ポジティブな面)は見当たらない。

4)接合資料とその関連資料(第267--268図)

• C57一①(第267図11・12，第268図13・14) 灰緑色の凝灰岩で，石刃4点，剥片 l点で構成される。

11は，石刃3点(12"-'14)の接合資料である。同ーの打面(平滑な自然面)から12→13→14の順に石刃

を剥離している。なお 11の左側面にある大きな剥離面は， 12"-' 14と同一打面による剥離面ではあるが，

第89表 C57-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha 加bAx 他 B C D 石器計 磯 合計

C57ベD刊u) 4 5 5 

C57ベg)(Sh) 3 3 3 

C57ベW(Sa) 7(6) 8(η 8(7) 

C57ベヨD(Sa) 51 1 6 6 

C57ベID(Sh)
C57ベ⑤(Csh)

C57ベ1ぅσ'u)
C57ベID(Ch)
C57ベ②(Ch)

白7-⑩(Ho)

C57--@(Sh) 

その他(Ob) 21 1 4 4 

その他(Sa) 2 2 

その他。10)

合計 4 4 21 (20) 4 2 36(35) 36(35) 

第90表 C57-AブFロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石ρb) 21 1 4 4 

頁岩(Sh) 4 5 5 

珪質頁岩(Csh)

チャト (α1) 2 2 

凝灰岩何u) 4 6 6 

砂岩(Sa) 13(12) 3 16(15) 16(15) 

ホルン7訂以(Ho) 2 2 

合計 4 4 21 (20) 4 2 36(35) 36(35) 
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剥離面のようすから大型の剥離面の一部と考えられること，右側面にある横方向の剥離面に切られている

ことから，石刃生産による剥離面ではないと考えられる。また，右側面の剥離面はポジティブな剥離面の

可能性が高い。したがって，両側面の剥離面は，母岩の分割に関連した剥離面と考えられる。

• C57-③(第268図15'-"18) 緑色を帯びた灰色の砂岩で，剥片 7点 (6個体)，砕片 l点で構成される。

15は，剥片 3点 (2個体;16・17)の接合資料である。 16→17の順に不定型の剥片を剥離している。な

お， 16と17の打面には段差があることから，交互剥離を行っていたと考えられる。

第5節第6文化層

第6文化層は，立JlIローム層第 l黒色帯とその周辺 (V"'lV層下部)を中心に包含されている石器群で

ある。 C46-A， C56-A， C72N40-B '" D ， C76-Aブロックの 6か所が該当する。

1 C46-Aブロック(第269--271図，第91・92表)

1 )ブロックの概要

C46-AブFロックは，調査範囲南側のC46-70・80・81グリッドに位置する。ブロックの立地は台地中央の

平坦面であり，北側の傾斜変換点まで、の距離は100mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 2mの範囲に 7点の石器が分布する。ブロックの北端に 3点，

南端に4点と，両端に分かれている。製品は見られず 小型不定型の剥片が主体的で、母岩も 2母岩に限ら

れていることから，石器製作作業を行ったと考えられる。出土層位はIV.V層を中心としており，ほぼ水

平に包含されている(第269・270図)。

ブロックは剥片 7点で構成されており 石材はチャート 4点砂岩3点である。同一文化層のC56-Aブ

ロックが西に隣接しており，本ブロックに分布する 7点の石器は，すべてC56-Aブロックに同一母岩があ

る。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2母岩を識別した。内訳は，チャート l母岩 (C56-①)，砂岩 l母岩 (C56ベ号)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (7/7点)である。

• C56-①:自然面と節理面は暗い赤紫色，内部が灰緑色の地に白色の線が多方向に入るチャートである。

自然面は滑らかな曲面で，原石は拳の半分程度の円礁と考えられる。石器群の内訳は，剥片4点

(合計9.7g)である。このほか同一母岩が， C56-Aブロックに 8点ある。

• C56-③:青みがかった淡い黒灰色の砂岩である。きめは組いが比較的硬質である。自然面の一部は赤褐

色であるが，被熱した形跡はない。原石は，厚さが 2cm'" 3 cmの円礁と考えられる。石器群の内

訳は，剥片 3点(合計54.8g)で， この中の剥片 l点(l.8g)がC56-Aブロックの剥片 l点と

接合する。剥片の表面に損傷のあるものがあり 敵石を石核に再利用したのかも知れない。

3)出土遺物(第271図)

1は，砂岩の剥片である。表面は自然面に覆われており，比較的薄手の円礁の一端を剥離したものであ

ることがわかる。表面の中央やや下側に潰れたような損傷があることから，もともと敵石として利用され

ていたものが破損後に石核となり，本剥片が剥離された可能性がある。 2は，チャートによる不定型の剥
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片である。打面が潰れて線状になっていることから， C56-Aブロックにある同一母岩の模形石器に関連す

る可能性がある。 3は， 1と同一母岩の不定型の剥片で剥離時に打点で二つに割れたものである (4・5)。

4は本プロックから， 5はC56-Aブロックから出土した。

P 舗管 r
ρ 肌護ろG

4B .3g ど...-戸、、、、、 3 4+5 
、、-1.....:こ~ C56ー③A

〈タ
~ 

ム どお1-t¥ _隆弘-1句
es1回ヤハ対

B 522g JF4¥  4 C46-70-10 5 C56-68-300(E356-Aブロック)
、-J C56ー③A(Sa) ト』ιC56ー③A(Sa)

B L..ーニ::::;::::o' B 
1.8g 4.4g 

o (2:3) 10cm 

第271図 C46-Aブロック出土遺物実測図

2 C56-Aプロック(第272--278図，第93・94表)

1 )プロックの概要

C56-Aブロックは，調査範囲の南側のC56-67"-'69・77・78・87"-'89グリッドに位置する。ブロックの立

地は台地中央の平坦面で，北側の傾斜変換点までの距離は100mである。

ブロックの規模と形状は，長軸9m，短軸8mの楕円形の範囲に456点の石器・礁が分布する。全体の

95%が礁で， C56-68グリッドに集中している。出土層位は， IV. V層を中心としており， 40佃程の高低差

をもって包含されている(第272"-'274図)。

プロックは，掻器 l点，模形石器2点，使用痕ある剥片 l点，敵石 l点，加工痕ある磯 1点，剥片11点，

石核4点 (2個体)，磯435点の合計456点 (454個体)で構成される。石器石材は，安山岩2点，チャート
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第275図 C56-Aブロック出土遺物分布図 (4) 一石材別分布図 (2)ー

10点，凝灰岩6点，砂岩2点，ホルンフェルス l点，磯石材は，安山岩2点，流紋岩31点，蛇紋岩2点，

頁岩26点，チャート 171点，凝灰岩 l点，砂岩170点，磯岩 l点，ホルンフェルス16点，メノウ12点，不明

礁3点である。礁は，長軸2cm'""3cmの小円礁が多量に含まれており，被熱の痕跡はあるものの，完形礁

が多い。上総丘陵周辺の磯層に由来すると考えられる。

具体的な数値を示すと， 436点の礁のうち完形，あるいはこれに近いもの(概ね90%以上残っていると

考えられるもの)は369点 (84.6%)である。これをlugごとに集計すると， 10.0 g以下が230点 (62.3%)，

10. 1 g '""20. 0 gが77点 (20.9%)， 20. 1 g '""30. 0 gが27点 (7.3%)，30.1 g '""40. 0 gが15点 (4.1%)，40.1g

'""50.0 gが7点(1.9%)， 50.1 g以上が13点 (3.6%)であった。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，安山岩 l母岩 (C56-⑥)，チャート 2母岩 (C56-①・⑦)， 

凝灰岩2母岩 (C56-②・⑤)，砂岩2母岩 (C56-③・⑧)，ホルンフェルス l母岩 (C56-④)である。母

岩識別した石器の石器総数に対する割合は90%(19/21点)である。

• C56ー①:灰緑色のチャートで，詳細はC46-Aフ辛口ツクで記したとおりである。石器群の内訳は，削器 l

点，模形石器2点，剥片2点，石核3点(1個体)の合計8点 (6個体;120.8 g )である。
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接合資料は 2グループある。 Aグループは，剥片2点，石核3点(1個体;96.0 g)の合計5

点 (3個体;101.6g)， Bク、、ループは，掻器 I点、，模形石器2点の合計3点(19.2g)である。

このほかに，同一母岩がC46-Aブロックに 4点ある。

. C56-②:自然面は黄褐色，内部は淡い灰緑色の凝灰岩で、ある。自然面は滑らかな曲面である。石器群の

内訳は，剥片4点，石核 l点の合計 5点 (68.9 g )で，剥片 3点，石核 l点が接合する(合計

68.5 g)。ブロックの南側にまとまって分布する。

• C56-③:青みがかった淡い黒灰色の砂岩で，母岩の特徴は，C46-Aブロックに記した通りである。剥片

l点 (2.7 g )があり ，C46-Aブロックの剥片 l点と接合する。このほかに同一母岩が，C46-A 

ブロックに 2点ある。

• C56-④:自然面は黄褐色で，内部は淡黒灰色のホルンフェルスである。剥片 I点(14.8g)の単独資料

である 0

・C56-⑤:明黄褐色の地に暗灰緑色の縞が入る凝灰岩である。使用痕ある剥片 l点 (4.0g)の単独資料

である 0

・C56-⑥:褐色に風化した安山岩である。剥片 l点 (20.7g )の単独資料である。

• C56-⑦:黒灰色のチャートである。 7cmx6cmx 3cmの完形の円礁である。敵石 l点(173.9g )の単

独資料である 0

・C56-⑧:黄褐色の砂岩で，長軸 3cmの小円礁で、ある。敵石のように端部が潰れているが，小型のため加

工痕ある礁とした。重量は17.9gである。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片 l点 (O.lg)，チャートの剥片 l点 (0.3g )があ

る。

第93表 C56-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C5rK!)(Ch) 2 2 3(1) 8(6) 8(6) 
C56-@(刊) 4 5 5 
C56ベ;D(Sa)

C56ベ1)例0)

C56ベIDσ'u)

回6ベ⑤(An)

C56ベ1)(Ch) 
C56ー⑧(Sa)

その他(An)
その他(Ch)

その他(An) 2 2 
その他侭h) 31 31 
その他(Se) 2 2 
その他(Sh) 26 26 
その他(Ch) 171 171 
その他爪1)

その他(Sa) 170 170 
その他。e)

その他伺0) 16 16 
その他(Aω 12 12 
その他(不明) 3 3 

合計 2 11 4(2) 21 (19) 435 456 (454) 

第94表 C56-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf 81 B1s Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

安山岩(加) 2 21 2 4 

流紋岩(陥) 31 31 
蛇紋岩(Se) 2 2 
頁岩(Sh) 26 26 
チャート (Ch) 2 3 3(1) 10(8) 171 181 (179) 
凝灰岩σ'u) 4 61 1 7 

砂岩(Sa) 21170 172 

機岩(Pe)

ホルン7エレス(Ho) 11 16 17 

メノウ (Aω 12 12 

不明 3 3 

合計 2 11 4(2) 21 (19) 435 456 (454) 
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第278図 C56-Aブロック出土遺物実測図(3 ) 

3)出土遺物(第276図)

lは，凝灰岩の使用痕ある剥片である。表面の多くは自然面で，薄手の不定型な剥片を利用している。

2・4はホルンフェルス，安山岩の不定型な剥片である。いずれも単独資料で，製作痕跡をもたない。

3は，砂岩の加工痕ある礁としたものである。上下両端が衝撃により潰れている。 5は，チャートの敵

石で，薄手の円礁の端部に使用痕がある。

4)接合資料とその関連資料(第276.....，278図)

• C56-①(第276図6"""9，第277図10.....，13) 灰緑色のチャートで，掻器 l点，模形石器2点，剥片2点，

石核3点 (1個体)で構成される。接合資料は 2組ある。

6は，掻器 l点(7 )，模形石器2点 (8・9)の接合資料である。表面に広く自然面がある中型厚手

の剥片を素材とし，当初は掻器の製作を行っていたが，途中で縦に割れ，右側はそのまま放置され，左側

は模形石器に作り変えられたと考えられる。 7は，左側縁の下部から末端部にかけて，裏面からの急な角

度による調整加工がある。模形石器の端部のように潰れてはいない。右側面は縦方向の折れ面である。 8・

9は模形石器である。 9は， 8の製作(あるいは使用)過程で剥離された削片と見るべきかも知れない。

10は，剥片 2点(11・12)，石核3点(13;接合して l個体)の接合資料である。円礁を分割して石核

の素材とし，分割面から周囲に向けて不定型の剥片を剥離している(分割面は，実測図10の裏面の左下に

残る)。上端で11→12の順で小型不定型の剥片を剥離している。石核は 3点に割れ，作業が終了している 0

・C56-②(第277図14.....，16，第278図17・18) 淡い灰緑色の凝灰岩で，剥片4点，石核 l点で構成される。

14は，剥片3点(15・16・18)，石核 l点(17)の接合資料である。表面が自然面に覆われた厚手の剥

片を石核の素材とし，表裏両面で交互剥離によって不定型の剥片を剥離している。
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3 C72N40-Bブロック(第279--282図，第95・96表)

1 )ブロックの概要

C72N40-Bブロックは，調査範囲北側のC72N40-36・37・46グリッドに位置する。ブロックの立地は台地

の縁辺部で，北西方向へ下る緩斜面である。傾斜変換点までの距離は 5mである。

フ辛口ツクの規模と形状は，長軸4m，短軸2.5mの範囲に17点(16個体)の石器が分布する。出土層位

はIV"-'V層を中心としており， 30cm"-'40cmの高低差をもって，ほぽ水平に包含されている(第279・280図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，剥片16点(15個体)の合計17点(16個体)で構成される。石材は，安

山岩14点，チャート l点，砂岩 l点，メノウ l点である。焼け礁は伴っていない。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩 (C72N40-⑥・⑦)，チャート l母岩 (C72N40

⑨) ，砂岩 l母岩 (C72N40⑧)，メノウ l母岩 (C72N40⑩)である。母岩識別した石器の石器総数に対す

る割合は100%(17/17点)である。

• C72N40-⑥:自然面は灰褐色，内部は白色の不純物を含む黒灰色の安山岩である。原石の大きさは，接

合状況と自然面の残り方から見て，直径5cmほどの比較的小型の円礁と思われる。石器群の内

訳は，剥片11点(10個体;50.5 g)である。接合資料は，本ブロックでは剥片5点 (4個体;

39.4 g)で構成されるが， これにC72N40-Dブロックの剥片2点が接合している。

• C72N40-⑦:灰褐色の安山岩である。石器群の内訳は剥片3点(合計25.4g)で，すべて表裏で接合し

ている。原石は，上記C72N40-⑥母岩と共通する内容と考えられる。

• C72N40ー⑧:黒灰色の砂岩である。剥片 l点(1.8g)の単独資料である。

• C72N40-⑨:青灰色で節理の多いチャートである。ナイフ形石器 l点(1.5g)の単独資料である。

• C72N40-⑩:樟褐色不透明のメノウである。原石の大きさは拳ほどと思われる。中型不定型の剥片 l点

(54.9 g)の単独資料である。

3)出土遺物(第281図)

lは，チャートによるナイフ形石器の基部と考えた資料である。裏面を打面として両側縁に細かな調整

加工を行っている。角錐状石器の基部の可能性もある。

2"-'4は安山岩，メノウによる不定型の剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第281・282図)

• C72N40-⑦(第281図5--8) 灰褐色の安山岩で，剥片3点の接合資料で構成される。

5は，剥片3点 (6，，-， 8)の接合資料である。小型の円礁を石核の素材とし，その一端から順次剥片生

産を行っている状況を示すものである。同一打面から 6→7・8 (7・8の剥離順は不明)と不定型の剥

片を剥離している。打面は平坦な広い剥離面で，打点も遠いことから，原石を分割した際にできた剥離面

を利用したものと考えられる。

• C72N40-⑥(第282図9--14) 黒灰色の安山岩で，剥片11点で構成される。

9は，剥片7点(5個体;10"-' 14)の接合資料である。 C72N40一⑦母岩の接合資料5と同様，小型の円

礁を石核の素材とし，礁の一端から剥片を剥離する状況を示す接合資料である。ただし， 5と異なる点は

自然面の打面に用いている点で，原石を分割した形跡は見られない。同一打面を用いて， 11→10→12→13 

→14の順に，不定型の剥片を剥離している。なお， 13の一部と 14は， C72N40-Dブロックに分布する。
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C72N40-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax イ也 B C D 石器計 磯 合計

C72N4(}-(⑤(An) 11 (10) 11 (10) 11 (10) 

C72澗40ベ?う(加) 3 3 3 
C72N40ベs)(Sa)
C72N40ベ②(Ch)
C72N40-@(Ag) 

合 計 16(15) 17(16) 17(16) 

第95表

第96表
「ーーーーーー
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4 C72N40-Cブロック(第283--286図，第97・98表)

1 )ブロックの概要

C72N40-Cブロックは，調査範囲北側のC72N40-46・47・56・57グリッドに位置する。ブロックの立地は

台地の縁辺部で，北西方向へ下る緩斜面で、ある。傾斜変換点まで、の距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に石器が集中する。出土層位はV層を中心に， 50cmほどの高

低差をもって包含されている(第283・284図)。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片57点，砕片17点，石核 l点の合計77点で，

石材は，黒曜石2点，安山岩62点，珪質頁岩8点，チャート l点，ホルンフェルス 3点，メノウ l点であ

る。焼け礁は伴っていない。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 7母岩を識別した。内訳は，安山岩4母岩 (C72N40-⑪・⑬~⑮)，珪質頁岩 l母岩 (C
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72N40-⑫) ，チャート l母岩 (C72N40⑫)，メノウ l母岩 (C72N40一⑮)である。母岩識別した石器の石器

総数に対する割合は32% (25/77点)である。

• C72N40ー⑪・淡青灰色の安山岩である。自然面の湾曲から見て，拳よりもやや大きめの原石と考えられる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，剥片2点の合計3点 (76.4g)である。ナイフ形石器 l

点と剥片 l点が接合している(合計9.3g)。

• C72N40-⑫ .自然面と節理面は明樟褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l点，石核 l点

(合計43.0g)で構成される。

品目
7 8+9 

C72N40ー⑪A

七72N40錦
G主s

尋拾い;

E
D
D
O
F
N
I
l
-

6 A 

ぞ〉
-
ロ
・

•• 

ート 6
t曜
T4.
・

・2

・
. 
-

一

)

-

一
日

一

一

a
H

一

-
R
K

「

一

υE

7
}
d
j
nソ止
a己

E

刀
'一・1
ベ白一
人
目一白
川一
一

5
口

1
1
1
1

-一一
u

司一何

?
4

F

一
〉F

〉

〉

一

言

・

一日
一日一一山叫ん山一一
ι日目立出日一…
一一

〉

-
j
 

一

回

一

〉
-

-
一
-
4

一
一
-
「一

--一
一
匡
一

d理 。 Eャ
。 (1 :80) 4m 

ー・.-. ・・ -.. ・一.・・哨守的ψ・込・.

1lI 一一一21.000m
IV 

V 

vvvlV1 

vn 
以a一一一20.000m
民b

民c

X. 

Xb 
氾

第283図 C72N40-Cブロック出土遺物分布図(1 ) 一石器別分布図一

-319-



• C72N40-⑬:黒灰色の安山岩で， C72N40-Dブロツで構成される。同一母岩は，剥片6点(合計23.3g) 

クに 3点ある。

内部は風化しているにも関わらず黒色の安山岩である。白い爽雑物が少• C72N40-⑭:自然面は灰褐色，

の単独資料である。量含まれている。剥片 l点(l9.0g)

いずれも小型であるで構成される。剥片は，剥片11点(合計15.3 g ) • C72N40ー⑮:淡灰色の安山岩で，

C72N40-Dブロックに 5点ある。

の単独資料である。

半数以上に自然面が見られる。同一母岩は，

• C72N40-⑮:黄白色に濁ったメノウである。使用痕ある剥片 l点(l3.3g)

が，
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第97表 C72N40-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 抱1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI BIs Sp Ha おIbAx イ也 B C D 石器計 磯 合計

C72N40也(加) 2 3 3 
C72N40-@(Csh) 2 2 
C72N4O-@(加) 6 6 6 
C72N4Q-⑭(An) 
C72N4u-⑬(加) II II II 
C72N4u-@(Ag) 

C72N俗⑫(山) I 
その他(Ob) 2 2 2 
その他(加) 241 17 41 411 
その他(Csh) 6 6 6 
その他。10) 3 3 3 

合 計 571 17 77 77 

第98表 C72N40-Cフゃロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf BI Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

黒曜石(Ob) 2 2 2 

安山岩(加) 441 17 62 6司
珪質頁岩(Csh) 7 8 四
チャト (Ch)

tゆン7エル̂(Ho) 3 3 3 

メノウ (Ag)

合 計 571 17 77 77 

• C72N40-⑫:青みがかった黒灰色のチャートである。剥片 I点(1.9g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 2点(合計0.8g)，安山岩の剥片24点，砕片17点

(合計11.2g)，珪質頁岩の剥片6点、(合計2.9g)，ホルンフェルスの剥片3点(合計3.3g)がある。黒

曜石は細かな資料のため原産地を想定することは困難であるが，肉眼的に信州産よりは栃木県高原山産の

可能性の方が高いと考えられる。安山岩は， C72N40-⑬・⑮に帰属する可能性のあるものも含まれている

が，ほとんどが0.5g以下の小型品であるため，分類できなかった。

3)出土遺物(第285図)

lは，メノウによる厚手不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。表面は多方向からの剥離面で

構成されており，求心的な打点移動と交互剥離の手順が想定される。 2"'4は，安山岩各母岩による不定

型の剥片である。

5は，嶺岡産珪質頁岩による石核である。角礁を組く分割したものを石核の素材とし，若干の剥片剥離

作業が試みられたようである(表面)。ただし，節理面によって大きく割れており(裏面)，剥片剥離作業
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はほとんど進行していないまま放棄されている。

4)接合資料とその関連資料(第285・286図)

• C72N40-⑮(第285図6，第286図7--9) 淡青灰色の安山岩で，ナイフ形石器 l点，剥片2点で構成

される。

6は，大型厚手の剥片である。表面は ほぼ全面にわたって自然面に覆われている。石核の素材として

搬入されたものであろうか。

7は，ナイフ形石器 (9)に調整剥片 (8;プランティング・チップ)が接合したものである。 9は，

素材の打面を基部に置き，素材の長軸と石器の主軸が概ね一致するナイフ形石器である。上半部が欠損す

るため形態は不明である。ただし，一般的に基部調整のナイフ形石器の調整加工は浅いが，本例は調整加

工が深く入っているため， 1側縁調整のナイフ形石器の可能性がある。打面が幅広く残されていることか

ら，未製品の可能性もある。

5 C72N40-Dプロック(第287--292図，第99・100表)

1 )ブロックの概要

C72N40-Dブロックは，調査範囲北側のC72N40-57・58・67・68・69グリッドに位置する。ブロックの立

地は台地の縁辺部で，北西方向へ下る緩斜面で、ある。傾斜変換点までの距離は15mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m，短軸4mの楕円形の範囲に31点 (30個体)が満遍なく分布する。

出土層位はNc層を中心としており， 40cmほどの高低差をもって地形に沿って包含されている(第287"-289

図)。なお，本ブロックの調査区では，N層の中ほどに黒色帯が見られたため， Na層;黒色帯よりも上

位，Nb層;黒色帯，Nc層黒色帯よりも下位の 3層に細分した。

ブロックは，掻器2点，模形石器 l点，使用痕ある剥片3点，原石 l点，剥片18点，砕片 l点，石核5

点 (4個体)の合計31点 (30個体)で，石材は，安山岩20点，頁岩 l点，珪質頁岩5点，チャート 2点，

メノウ 3点である。焼け礁は伴っていない。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは15母岩を識別した。内訳は，安山岩7母岩 (C72N40一⑥・⑬・⑮・⑮'"'-'@・@)，頁岩 l

母岩 (C72N40-@)，珪質頁岩2母岩 (C72N40一⑫・⑫)，チャート 2母岩 (C72N40-⑫・@)，メノウ 3母岩

( C72N40-@'"'-'⑫)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は71%(22/31点)である。

• C72N40ベ⑤:黒灰色の安山岩で，母岩の特徴はC72N40-Bフゃロックで記したとおりである。石器群の内訳

は剥片2点(合計13.6 g )で，いずれもC72N40-Bフゃロックの剥片5点と接合する。このほか

に，同一母岩がC72N40-BブPロックに 6点ある 0

・C72N40一⑬:黒灰色の安山岩で， 自然面は爪を押し当てたような傷が無数にある (C72N40-⑮・⑮母岩に

も同様の特徴がある)。石器群の内訳は，剥片 l点，石核2点(1個体)の合計3点 (2個体

; 32.4 g)である。このうち，石核2点(1個体 ;31.6g)が接合する。同一母岩は， C72N40 

-cブロックに 6点ある。

• C72N40-⑮:淡灰色の安山岩で，長軸7cmほどの中型の円礁と推定される。石器群の内訳は，剥片4点、，

石核 l点の合計5点 (80.9g)である。このうち，剥片2点，石核 l点(合計74.6g)が接合

する。このほか，同一母岩はC72N40-Cブロックに11点ある。
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• C72N40-⑮:淡灰色の安山岩で， C72N40-⑮母岩よりもやや暗い色調であるが，自然面の状況を含めてよ

く類似する。ただし， C72N40-⑮母岩の原石の状態が概ね判明し，両者の聞に接合する余地が

ないことから別母岩とした。同ーの原産地なのであろう。石核 l点 (32.6g)の単独資料である。

・C72N40ー⑩:黒灰色の安山岩で，自然面は紙やすり状で細かな傷はない。大きさは不明であるが，原石

は円礁と考えられる。剥片 l点(l5.6g)の単独資料である。

• C72N40-⑩:黒灰色の安山岩である。本ブロックの安山岩の中では，最も暗い色調である。使用痕ある

剥片 l点(l1.3g)の単独資料である。

• C72N40ー⑫:自然面と自然面に近い部分は樫褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。自然面は滑

らかな曲面である。大型不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片l点 (53.1 g)の単独資料で

ある。

• C72N40ー⑫:自然面と節理面は明樟褐色，内部は灰色の嶺岡産珪質頁岩である。原石の性状は不明である。

石核 l点 (26.4g)の単独資料である。

• C72N40ー@:暗青灰色で，黒灰色の筋が不定方向に入るチャートである。掻器 l点(ll.lg)の単独資

料である 0

・C72N40-@:赤茶色と緑灰色が縞状に混ざったチャートである。模形石器 l点(l5.6g)の単独資料で

ある 0

・C72N40-⑮:赤みがかった樺色不透明のメノウで，原石 l点 (40.7g)の単独資料である。 4.5cmx 4 cm 

X 2 cmの円礁である。

• C72N40-⑮:黄褐色不透明のメノウである。剥片 l点(10.9g )の単独資料である。

• C72N40ー⑧:自然面は黄褐色で，内部は黄白色に濁ったメノウで， C72N40-CブロックのC72N40-⑮母岩

によく似た質感である。剥片 l点 (6.2g)の単独資料である。

• C72N40-⑮:自然面灰色，内部は淡褐色できめの細かな頁岩である。剥片 l点(l9.3g)の単独資料で

ある 0

・C72N40-⑮:灰白色に風化した安山岩(トロトロ石)である。剥片 l点 (0.2g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片5点，砕片 I点 (5.6g)，珪質頁岩の掻器 I点，使

第99表 C72N40-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 防1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls SD Ha Anb Ax |他 B C D 石器計 l礁 合計

C72日~40-2)(加} 2 2 2 

C72別4ι (Anj 2(1) 3(2) 3(2 

C72N4Cト (加) 4 5 ‘ t 

C7却4cト (加)
C72N40-~(知)
C72N4Cト 目(An
C72N40-D(Csh) 
C72N40 (Cs_h) 
C72N4恥 (Ch) 。2N4CH α1 

C72N4か ~(Ag 
C72N4CH (Ag 
C72N4CH (Ag 
C72N4CH 自(Sh)
C7却4(}.c (加t)
その他(加) 51 1 6 E 
その他(Csh) 3 

合計 2 3 181 1 5(4) 31 (30) 31 (ぬ)
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第290図 C72N40-Dフやロック出土遺物実測図(1 ) 



用痕ある剥片 l点，剥片 l点(l4.6g)がある。安山岩は小型の剥片類で，上記諸母岩のいずれかに帰属

する可能性が高い。珪質頁岩は，いずれも嶺岡産と考えられるものである。

3)出土遺物(第290・291図)

l は，チャートによる不定型の剥片を用いた掻器である。刃部中央は調整加工が細かいが，その両側は，

組い大き目の剥離で調整されている。 2は，珪質頁岩の掻器である。刃部は細かな調整加工によって緩や

かな弧を描くが，左側縁は組い剥離が見られる。素材の打面は折り取られたようである。
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15 C72N40-68-5 
C72N40-68-9 
C72N40ー⑬A(An)
D 
31.6g 。 (2:3) 10cm 

第291図 C72N40-Dブロック出土遺物実測図 (2) 
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5は，チャートによる厚手の剥片を用いた模形石器である。素材剥片の打点は，上面の剥離面によって

失われている。裏面下端部に潰れたような損傷があることから，両極打撃が介在すると判断した。

3・4・8は，安山岩，珪質頁岩の不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片. 6・7・9・II・12は

安山岩，メノウ，頁岩による不定型の剥片である。

13'"'-' 15は，安山岩，珪質頁岩による石核である。剥片ないしは分割礁を素材として，小型不定型の剥片

を剥離したものである。 13・14は，打面と作業面を頻繁に移動する手順で作業を行っている。

16は，メノウの原石である。

4)接合資料とその関連資料(第290・292図)

• C72N40-⑮(第290図10，第292図17--20) 淡灰色の安山岩で，剥片4点，石核 l点で構成される。

17は，剥片2点(18・19)と石核 l点 (20)の接合資料である。楕円形の中型の円礁を石核素材に用い，

側面から不定型の剥片を剥離している。 18→19の順に剥離している。

《フ

ζコ

17 18+19+20 
C72N40ー⑮A

20 C72N40-68-12 
C72N40ー⑮A(An)
D 
70.8g 

。

怒〉ー

伊勺
ζ〉 183;21;仁志Ln)

、芯7z>

ζ三ラーそご込-

(2:3) 

.e::=ミミ=ー
19 C72N40-58-5 

C72N40ー⑮A(An)
B 
1.3g 

10cm 

第292図 C72N40-Dプロック出土遺物実測図 (3)
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6 C76-Aブロック(第293'""295図，第101・102表)

1 )プロックの概要

C76-Aブロックは， 調査範囲南側のC76-67・77・78・87・88グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地中央の平坦面で，南北の傾斜変換点までの距離は，それぞれ200mほどである。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m，短軸 5mの範囲に24点の石器が分布するが，大半の石器はブロッ

ク南端に偏っている。出土層位はW ・V層から田層下部にかけてで， 40cm程の高低差をもって水平に包含

されている(第293・294図)。

ブロックは，角錐状石器 l点，削器 l点，使用痕ある剥片2点，剥片17点，砕片 l点，石核2点の合計

24点で構成される。石材は，黒曜石4点，安山岩 l点，チャート 4点，ホルンフェルス 15点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3母岩を識別した。内訳は，黒曜石 I母岩 (C76-②)，チャート I母岩 (C76-①)，ホル

ンフェルス l母岩 (C76-③)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は79% (19/24点)であ

る。

• C76-①:自然面と節理面は樫褐色 内部は青灰色のチャートである。剥片3点(合計11.3g)で構成さ

れる 0

・C76-②:青みを帯びた黒色不透明の黒曜石で，白色の爽雑物を含む。細かく見ると，透明の地に墨を流

したような縞が密に入っている。使用痕ある剥片 2点(合計6.4g)で構成される。

• C76-③:青みがかった灰色のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片13点，石核 l点の合計14点

(44.5 g )で，このうち剥片2点(合計7.7g)が接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の角錐状石器 l点，剥片 l点(合計4.8g)，安山岩の石核

I 点(18.9g)，チャートの削器 l点 (7.1 g )，ホルンフェルスの砕片 l点 (0.1 g )がある。

3)出土遺物(第295図)

lは，黒曜石の角錐状石器である。横長剥片を素材とし，両側縁と裏面の先端部に調整加工を行ってい

る。両側縁の調整加工は，素材の主要剥離面を打面として，急角度の剥離によってなされている。裏面の

調整加工は，左側縁を打面とする平坦剥離によって行っている。石材は，灰色と黒色の縞が平行に走り，

爽雑物をわずかに含む黒曜石である。

2は，チャートの削器である。不定型の剥片を素材とし，左側縁に粗い調整加工が見られる。 3・4は，

黒曜石の使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用している。

5はチャートによる不定型の剥片である。このほかに同一母岩による剥片が2点あるが，いずれも不定

型である。 6は安山岩による小型の石核である。打面と作業面を頻繁に移動して，小型不定型の剥片を生

産している。自然面のようすから，原石は小型の円礁と想定される。

4)接合資料とその関連資料(第295図)

• C76ー③(第295図7'""11) 青みがかった灰色のホルンフェルスで，剥片13点，石核 l点で構成される。

石核は，やや厚手の剥片素材と考えられ，多くの剥片を生産した形跡はない。石核の素材を含めて，本ブ

ロックに分布する大半の剥片は別の石核から剥離されたものであり，その石核は搬出されたと考えられる。

なお，本ブロックでは，原石の半分以下の消費しか行っていないようである。

7は，剥片2点 (8・9)の接合資料である。 8→9の順に不定型の剥片を剥離している。
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10・11は非接合資料である。前者は不定型の剥片，後者は剥片素材の石核である。

第101表 C76-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 胎1 Tr Ka PO Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 磯 合計

C76-(j) (Ch) 3 3 3 

C76ベ~(Ob) 2 2 2 

C76ベii)(IIo) 13 14 14 
その他(Ob) 2 2 

その他(加)

その他(Ch)

そのイ也(110)

合計 2 171 1 2 24 24 

第6節 ブロック外出土遺物

ここでは，ブロックを形成していない遺物と上層遺構等に混在していた遺物について記述する(第296

'""298図)。

lは，黒灰色の安山岩によるナイフ形石器である。自然面を打面とする縦長剥片を素材とし，打面を基

。
~ 
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部端に残して左側縁に急角度の調整加工を行っている。また，裏面左側縁には大きさが不ぞろいで平坦な

剥離面が見られる。 C72N40-55-1グリッドのV層から出土した。 C72N40-Cブロックから西に10mほどの位

置で， このフゃロックに関連する可能性がある。 2は，漆黒色不透明で、爽雑物を多く含む黒曜石によるナイ

フ形石器である。栃木県高原山産と考えられる。縦長剥片を素材とし，左側縁全体と右側縁の基部寄りに

調整加工を行っている。素材剥片の長軸と石器の主軸は概ね一致し，打面は基部端に残されている。上層

遺構 (060号)の覆土中から出土した。 3は，黒色不透明の黒曜石による槍先形石器である。分析の結果，

信州星ヶ塔産と推定された。剥片の打面側を基部に置き 周辺調整により全体を整えている。 C72N40-35・

45グリッドの黒褐色土層中から縄文時代の遺物に混在して出土した。 4は，淡褐色で硬質鰍密な東北産頁

岩によるナイフ形石器である。石刃を素材とし，左側縁に表裏から調整加工を行っている。右側縁には刃

こぼれがある。上半部は欠損するが，折れ面から裏面に細かな剥離痕が見られる。 C55-38グリッドのVI層

から出土した。 5は，透明の地に青みがかった黒色の縞が入る黒曜石を用いた不定型の剥片である。 C65

55グリッドのIII層から出土した。 6は 暗紫色の玉髄による剥片である。 C77-38グリッドのVI層から出土

した。
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第4章草刈遺跡E区 (219-029)

第 1節調壺の概要

草刈遺跡E区では，旧石器時代の調査を昭和59年度に実施した。調査区は遺跡の北東部にあたり，千葉

市と市原市とを画する茂呂谷津に面した，台地北側の緩斜面が中心である（第299図）。調査対象面積は

20, OOOrrlで，はじめに 4%の確認調査を行い，その結果に基づいて本調査を行った。調査の結果， 18か所

のブロックと 7か所の単独出土地点を検出した。石器ブロックの数は多いものの，石器の出土総数は357

点とあまり多くはなく，石器数が20点前後の小規模なブロックが台地北側縁辺部に集中する。

本調査区における 18か所のブロックは，以下のとおり 3枚の文化層に区分できる。文化層の設定は草刈

遺跡東部全域で行ったため，本調査区では第4~6文化層ということになる。

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VII~IX層上部）に包含される石器群で， 122点の石器

と6点の礫が4か所のブロック (C32-C・D, C33-B, C34-Aプロック）から出土した。

第5文化層は，立川ローム層のVI層を中心に包含される石器群で， 19点の石器と 6点の礫が 2か所のブ

ロック (C32-B, C33-Aブロック）から出土した。

第6文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (Ill層）からハードローム層最上部 (N層）にかけ

て包含される石器群である。本調査区で資料的に最もまとまっている文化層で， 179点の石器と25点の礫

が12か所のブロック (C32-A, C33-C, C34-B~F, C34E40-A, C37-A, C38-A, C43-A, C45-Aブロッ

ク）から出土した。このうち， C32~C34グリッドを中心とする台地北側縁辺部に群在するブロックは，石

器石材に上総丘陵砂礫層に由来すると考えられるホルンフェルスを主体的に利用している。いっぽう， C37・

C38グリッドに位置する台地中央部のブロックは，信州産と考えられる黒曜石を多く利用している。後者

のブロックは，やはり台地中央部の草刈遺跡c区C21-AブロックやG区C26-Aブロックと石材構成のうえ

で共通点が多く，相互に関連する可能性が高い。編年的な時間差の有無については不明な点が多いが，い

ずれにしても両種のブロックを残した集団に活動領域や移動範囲に違いがあったと考えられる。

なお，本調査区の斜面地に限って，立川ローム層W層中に黒色帯を確認しており，その上下を含めてW

a・Nb・Nc層と 3区分した。斜面地であることから，ブロックとの詳細な対応関係は難しいが，編年

の細別に関わる可能性が高い。

第2節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VIl~IX層上部）に包含される石器群で， C32-C・D,

C33-B , C34-Aブロックの 4か所が該当する。

1 C32-Cブロック（第300--302図，第103・104表）

1) ブロックの概要

C32-Cブロックは，調査範囲北端のC32-74・84グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の北側縁辺

部で，傾斜変換点からの距離は 5mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。
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ブロックの規模と形状は，長軸4m, 短軸 3mの楕円形の範囲に 8点の石器が散漫に分布する。出土層

位はVII・IXa層を中心としており，地形に沿って包含されている（第301・302図）。

ブロックは，使用痕ある剥片 l点，剥片 6点，石核 l点の合計8点で構成され，石材は，黒曜石 l点，

安山岩 3点，頁岩 3点珪質頁岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，安山岩 2 母岩 (C32—⑯ • ⑱)，頁岩 2 母岩 (C32—⑮ ・ ⑰) 

で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は75% (6/8点）である。

·C32—⑮：黄白色で緻密な頁岩である。自然面と節理面の一部は褐色であるが，被熱による影響かも知れ

ない。石器群の内訳は，剥片 l点，石核 l点の合計2点 (57.8 g) である。分割礫を用いた石核

を持ち込み，わずかながら剥片生産を行ったと考えられる。

·C32—⑯ ：灰白色に風化した安山岩で，白色の粒子が目立つ。剥片 2点（合計8.2 g) で構成される。

·C32—⑰ ：暗褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (3.4 g) の単独資料である。

·C32—⑱ ：灰色に風化した，やや軟質の安山岩である。剥片 l点 (2.5 g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点 (0.5g), 珪質頁岩の剥片 l点 (0.2 g) があ

る。

3) 出土遺物（第300図）

lは，頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。表面の大きな剥離面はポジティブな

剥離面であり，剥片素材の石核から剥離されたと考えられる。下総台地の東北産頁岩にしばしば見受けら

れる，石刃や剥片の再生に関与するものであろうか。

2は，安山岩による不定型の剥片である。表面は多方向からの剥離面によって構成されており，求心的

拿 ~ 
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第300図 C32-Cブロック出土遺物実測図
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な剥離手順が想起される。

3は，頁岩の石核である。分割礫を素材としたもので，表面中央下部の大きな剥離面（節理面）が分割

時の剥離面である。分割面側を中心にして，求心的な打点移動によって小型不定型の剥片を生産している。

第103表 C32-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B 

C32⑮ (Sh) 
C32⑮ (An) 
C32⑰ (Sh) I 
C32⑱ (An) 
その他(Ob)
その他(Csh)

合計 I 

第104表 C32-Cブロック石材別石器組成表

旦 Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl I Bis I翌IHa IAnbl Ax I他 I B 
黒曜石(Ob)
安山岩(An)
頁岩(Sh)
珪質頁岩(Csh)

合計

2 C32-Dブロック（第303--305図，第105・106表）

I) ブロックの概要

C D 石器計 礫 合計
I I 2 2 
2 2 ' I I 
I I I 
I I I 
I I I 

6 1 8 tヽ

石器計旦合計

C32-Dブロックは，調査範囲北端のC43-19・29, C32-IO・20・30グリッドに位置する。ブロックの立地

は台地の北側縁辺部で，傾斜変換点付近である。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m, 短軸 6mの範囲に12点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

IX層を中心としており， 40cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第303・304図）。

ブロックは，楔形石器 l点，使用痕ある剥片 2点，石刃 l点，剥片 3点，石核3点，礫2点の合計12点

で構成される。石器石材は，安山岩 3点，流紋岩 l点，珪質頁岩 5点，砂岩 l点，礫石材は，安山岩 l点，

不明の火成岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 9 母岩を識別した。内訳は，安山岩 3 母岩 (C32—②•⑲•⑳)，流紋岩 l 母岩 (C32—⑳)，

珪質頁岩 4 母岩 (C32-®""⑳），砂岩 l 母岩 (C32—⑳)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は

83% (I0/12点）である。

·C32—② ：灰白色に風化した安山岩（トロトロ石）である。剥片 l点 (3.3 g) の単独資料である。

·C32—⑲ ：黒みの強い黒灰色で硬質の安山岩である。白色の央雑物が目立つ。石刃 I点 (26.I g)の単独

資料である。

・C32⑳ ：灰緑色で硬質な流紋岩である。部分的に黄白色できめの粗いところがある。石核 l点 (26.4 g) 

の単独資料である。

·C32—⑳：黒みを帯びた灰色で質感の粗い安山岩である。白色の粒子が目立つ。自然面は緩やな曲面で，

細かな凹凸は少ない。原石の大きさは，拳ほどの円礫と思われる。剥片 l点 (84.5 g) の単独資

料である。

·C32—⑫：自然面は橙褐色，内部は暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。楔形石器 l 点 (8. 7 g)の単独資

料である。
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·C32—⑳ ：自然面は淡褐色，内部は灰緑色で円形の斑が入る嶺岡産珪質頁岩である。自然面は滑らかな曲

面で，原石は円礫である。石核 2点（合計46.0 g) で構成される。

· C32—⑳ ：黄褐色の嶺岡産珪質頁岩である。褐色の縞が木目のように入っている。使用痕ある剥片 l点

(10.4g) の単独資料である。

· C32—⑮：節理面は橙褐色，

単独資料である。

内部は淡灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (9.6 g) の

·C32—⑳ ：淡灰緑色を呈する硬質の砂岩である。剥片 l点 (17.5g) の単独資料である。
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3)出±遺物（第305図）

lは，安山岩による石刃である。左側面の全体及び右側面下半部は本石刃の剥離方向と直交する剥離面

があり，石核整形の段階の剥離面と考えられる。左側縁の一部に刃こぼれが見られる。 5は，珪質頁岩に

よる楔形石器である。表裏の中央には素材時の剥離面が残る。上下端は細かく潰れており，右側面には楔

形石器通有の，樋状の割れ口が見られる。

3・4は，珪質頁岩の縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。いずれも両側縁の鋭利な部分に刃こ

ぼれがある。 2・6・7は，各種石材による剥片である。 2は，安山岩による厚手の剥片であるが，剥片

というよりは礫の分割片というべきものである。石核の素材として持ち込まれたのであろうか。 7は，砂

岩円礫の一端を落とした横長剥片である。末喘部は鋭利であるが，石器に加工されていない。 s-----10は，

中・小型不定型の剥片を生産した石核である。円礫を分割して石核の素材とし，打面と作業面を入れ替え

ながら作業を行っている。

第105表 C32-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

C32-<z) (An) 
C32⑲ (An) l 
C32⑳ (Rh) 
C32-@(An) 
C32—⑫ (Csh) I 
C32—⑬ (Csh) 
C32-⑳ (Csh) I 
C32—⑮ (Csh) I 
C32—⑳ (Sa) 
その他(An)

その他（不明）

合計 I 2 I 

第106表 C32-Dブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

安山岩(An) I 
流 (Rh)

不明

珪質頁岩(Csh) I 2 
砂岩(Sa)

合計 I 2 I 

3 C33-Bブロック（第306-----308図，第107・108表）

1) ブロックの概要

Bis Sp 

Bis Sp 

Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

I I 1 
I l 

I I I 
I I I 

I I 
2 2 ヽ

I 1 
I I 

I I 1 

I I 
I I 

3 3 10 2 12 

Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

2 3 I 4 
I I I 

I I 
2 5 5 

I I 1 

3 3 10 2 12 

C33-Bブロックは，調査範囲北側のC33-78・87・88・98グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の

北側縁辺部で，領斜変換点からの距離は15mほどである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面であ

る。なお，本ブロックの上層（第 6文化層）にC33-Cブロックがある。

ブロックの規模と形状は，長軸 Sm, 短軸 2mの範囲に14点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

VII層下部からIX層上部にかけてで，ほぼ水平に包含されている（第306・307図）。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片11点，礫 l点の合計14点で構成される。

石器石材は，黒曜石10点，安山岩 l点，頁岩 l点，ホルンフェルス 1点である。礫は流紋岩 l点であるが，

lOcmx 7 cmx 2 cmの扁平な円礫で，被熱により赤化している。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (C33—⑦•⑨•⑩)，安山岩 l 母岩 (C33—⑧)，

頁岩 l 母岩 (C33—⑫)，ホルンフェルス 1 母岩 (C33—⑤)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合
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は46% (6/13点）である。

·C33—⑤ ：黒灰色のホルンフェルスである。剥片 l点 (2.6 g)の単独資料である。

·C33—⑦ ：漆黒色不透明で </J2mmほどの央雑物を含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。剥片

l点 (0.9 g) の単独資料である。

·C33—⑧ : C32—⑲母岩に類似した質感であるが，やや淡い黒灰色の安山岩である。剥片 l 点 (4. 6 g) の

単独資料である。

·C33—⑨ ：黒灰色半透明で </J1 mmほどの央雑物を含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。使用

痕ある剥片 l点 (2.3 g) の単独資料である。

・C33―⑩ ：黒灰色に濁った黒曜石で，栃木県高原山産と考えられる。剥片 l点 (2.5 g) の単独資料であ

る。

·C33—⑫：自然面と自然面に近い部分は褐色，内部は灰緑色の硬質緻密な頁岩である。加工痕ある剥片 l

点 (18.3 g) の単独資料である。

第107表 C33-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C33岳り(Ho) I I I 

C33-(J) (Ob) I I I 

C33--@(An) I l 1 

C33---@(0b) I I I 

C33⑩ (Ob) I I 1 

C33⑫ (Sh) I I I 

その他(Ob) 7 7 7 

C33R美 (Rh) I l 

合 計 I I II 13 I 14 

第108表 C33-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) 1 ， 10 10 
安山岩(An) I I I 

流紋岩(Rh) I I 

頁岩(Sh) I I I 

ホル;,7ェルス(Ho) I I I 

合 計 I I II 13 I 14 

~ ~ 歪

[
 

>)]
2 C33-88-5 

C33一⑨(Ob) 
Uf 

2.3g 

讐信
~3 C33-88-1 

C33一⑩(Ob) 
B 
2.5g 

▽二＞ C33-98-3 
C33一⑫(Sh) 

Rf 
18.3g 

~ ミニ

一R-ロ
゜

(2:3) 10cm <二こ＞ 4 C33-78-1 
C33一⑧(An) 

B 

4.6g 

第308図 C33-Bブロック出土遺物実測図
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なお，母岩分類できなかった資料に黒曜石の剥片 7点（合計2.1 g) がある。小型品であるが，概ね栃

木県高原山産と考えられる。

3)出±遺物（第308図）

lは，頁岩による加工痕ある剥片である。打面で二つに割れた不定型の剥片を素材として，裏面の末端

部に粗い調整加工を行っている。裏面右側の折れ面は鋭利な縁辺で，刃こぼれがある。

2は，黒曜石による不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片， 3・4は黒曜石，安山岩による不定型の剥

片である。

4 C34-Aブロック（第309-311図，第109・110表）

I) ブロックの概要

C34-Aブロックは，調査範囲北側のC34-3l・32・40~42・50~52, C45-59グリッドに位置する。ブロッ

クの立地は台地の北側で，傾斜変換点からの距離は40mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜

面である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に石器・礫が密集し，その北側数mにわたって少量の石器が

散在する。出土層位はIXb層を中心としており， 40cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されてい

る（第309・310図）。

ブロックは，楔形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，剥片47点 (46個体），砕片40点，石核 2点，礫 3点

の合計94点 (93個体）で構成される。石器石材は，黒曜石79点，安山岩 I点，頁岩10点，砂岩 l点，礫石

材は，安山岩 l点，チャート 1点，砂岩 l点である。礫は，母岩分類できたものが 1点 (1母岩），母岩

不明なものが2点ある。

石器は，その大半が2種類の母岩に帰属しており，剥片生産の形跡が窺える。

2)紺岩の特徴と内容

本ブロックでは 2 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (C34—⑫)，頁岩 l 母岩 (C34—⑬)で，母岩

識別した石器の石器総数に対する割合は98% (89/91点）である。

·C34—⑫：漆黒色不透明で大小の央雑物を多量に含む黒曜石である。自然面は平滑で，角礫と考えられる。

栃木県高原山産の可能性が高い。石器群の内訳は，楔形石器 l点，加工痕ある剥片 I点，剥片37

点 (36個体），砕片40点の合計79点 (78個体； 69. 6 g) である。接合資料は，剥片 3点 (2個体

；合計24.6 g) によるものと，楔形石器 l点，剥片 l点（合計8.4 g) によるものの 2グループ

がある。

·C34—⑬ ：自然面は淡褐色，内部は淡い灰緑色で硬質緻密な頁岩である。よく珪化している。石器群の内

訳は，剥片 8点石核2点の合計10点 (15.9g)である。接合資料は，剥片 2点，石核 l点（合

計6.6 g) によるものと，剥片 l点，石核 l点（合計7.3 g) によるものの 2グループがある。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の剥片 l点 (0.8g), 砂岩の剥片 I点 (0.4 g)がある。

3)接合資料とその関連資料（第311図）

·C34—⑫ （第311図 1-8) 漆黒色不透明の黒曜石で，楔形石器 l点，加工痕ある剥片 I点，剥片37点

(36個体），砕片40点で構成される。

1は楔形石器である。上下両端が潰れ，左側面には楔形石器通有の上下方向の折れ面が見られる。素材
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の主要剥離面は，表面中央に残っている。なお，図示していないが小型の剥片 l点が裏面に接合する。 2

は，加工痕ある剥片である。薄手の不定型な剥片を素材として，左側縁に細かな調整加工を行っている。

右側縁や下半部（素材剥片の打面側）は欠損しているが，不純物などの影響で欠損した剥片類が多いこと

から，剥離時に欠損した剥片を利用した可能性が高い。 3"'5は，不定型の剥片である。不純物の影響に

よって折れたものが多い。

6は，剥片 3点 (2個体； 7・8)の接合資料である。 7→8の順に不定型の剥片を剥離している。 8

は，剥離時に打点で二つに割れている。

以上のほかに，小型の剥片，砕片が多数あり，ブロック内で分割礫を素材とする石核を用いた剥片生産

が行われたと考えられる。なお，先述したとおり，石質不良のためか折れた剥片が目立つが，接合資料が

少ないことから，多少なりとも良好な剥片は搬出されたようである。

·C34—⑬ （第311図9"'15) 灰緑色の珪化した頁岩で，剥片 8点，石核2点で構成される。

9は，剥片 2点 (10・11), 石核 l点 (12) の接合資料である。中型厚手の剥片を石核の素材として，

10はA面を打面 D面を作業面 11はC面を打面 B面を作業面として剥離している。両者の剥離順は不

明であるが，打面と作業面を頻繁に換えながら，小型不定型の剥片を剥離する手順が窺える。石核は，最

終的にサイコロ状になる。なお， 12は褐色に変色しており，被熱した可能性がある。

13は，剥片 l点 (15), 石核 l点 (14) の接合資料である。 9と同様，中型厚手の剥片を石核として作

業を進めているが， 13のB面は石核素材時の主要剥離面である。したがって， 13から剥離された15の主要

剥離面は， D面ということなる。残った石核 (14) は多方向からの剥離痕に覆われており，打面と作業面

を転移する手順が想定される。

第109表 C34-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C34⑫ (Ob) I I 37(36) 40 79(78) 79(78) 
C34⑬ (Sh) 8 2 IO 10 
その他(An) I I I 
その他(Sa) I I I 
C34R--(l) (An) 1 I 
その他(Ch) I I 
その他(Sa) I I 

合計 I I 47(46) 40 2 91 (90) 3 94(93) 

第110表 C34-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I 37(36) 40 79(78) 79(78) 

安山岩(An) I I I 2 
頁岩(Sh) 8 2 10 10 
チャート (Ch) I I 
砂岩(Sa) I I I 2 

合計 I I 47(46) 40 2 91 (90) 3 94(93) 

第3節第5文化層

第5文化層は，立川ローム層のVI層を中心に包含される石器群で， C32-B, C33-Aブロックが該当する。

1 C32-Bブロック（第312--314図，第111・112表）

1) ブロックの概要

C32-Bブロックは，調査範囲北端のC32-30・40, C43-39グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の

北側縁辺部で，領斜変換点からの距離は20mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。
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ブロックの規模と形状は，直径 7mの範囲に16点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位はVI層を中心

とするが，高低差が大きい（第312・313図）。

ブロックは，ナイフ形石器 2点，楔形石器 l点，使用痕ある剥片 3点，石刃 2点，剥片4点，礫4点の

合計16点で，石器石材は，頁岩 3点，珪質頁岩 5点，チャート 2点，メノウ 2点，礫石材は，流紋岩 2点，

チャート 1点砂岩 l点である。

礫は，母岩分類できたものが4点 (4母岩）であるが，遺存状態は，いずれも 1/2以下である。

石器製作作業の形跡がなく，搬入品で構成されるブロックである。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 11母岩を識別した。内訳は，頁岩 3 母岩 (C32—⑧•⑨•⑪)，珪質頁岩 5 母岩 (C32—⑩•

⑫～⑭·⑳），チャート 1 母岩 (C32—⑰)，メノウ 2 母岩 (C32―⑥•⑦)で，母岩識別した石器の石器総数

に対する割合は100% (12/12点）である。

·C32—⑥ ：明橙褐色で透明感のないメノウである。石質は比較的均質である。楔形石器 l点 (6.5 g)の

単独資料である。

·C32—⑦ ：青みがかる灰色の地に青灰色の縞が入るメノウ（玉髄）である。剥片 l点 (3.1 g) の単独資

料である。

·C32—⑧ ：暗褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (9.7 g)の単独資料である。

·C32—⑨ ：淡褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (1.0 g)の単独資料である。

·C32—⑩ ：節理面は橙褐色，内部は灰緑色を呈する嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (3.4 g) 

の単独資料である。

·C32—⑪ ：自然面は褐色，内部は灰白色の頁岩である。石刃 l点 (13.4g)の単独資料である。

·C32—⑫ ：濃淡のある灰緑色を呈する嶺岡産珪質頁岩である。石刃 I点 (23.3 g)の単独資料である。

·C32—⑬ ：灰褐色の地に黒紫色の斑がある嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (2.6 g) の単独

資料である。

第111表 C32-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C32--@(Ag) I I I 
C32--fl) (Ag) I I I 
C32--@(Sh) I I 1 
C32⑲ (Sh) I I I 
C32⑩ (Csh) I I I 
C32⑩ (Sh) I I I 
C32⑫ (Csh) I I I 
C32⑬ (Csh) I I I 
C32⑭ (Csh) I I I 
C32—⑰ (Ch) 2 2 2 
C32—⑱ (Csh) I I I 
C32R⑦ (Rh) I I 
C32R--@(Sa) I I 
C32R⑩ (Ch) I I 
C32R⑩ (Rh) I I 

合計 2 1 3 2 4 12 4 16 

第112表 C32-Bブロック石材別石器組成表

石 材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

流 (Rh) 2 2 
頁岩(Sh) 2 I 3 3 
珪質頁岩(Csh) 3 I I 5 5 
チャート (Ch) 2 2 I 3 
砂岩(Sa) I I 
メノウ (Ag) I I 2 2 

合計 2 I 3 2 4 12 4 16 
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·C32—⑭：自然面に近いところは明橙褐色，内部は黄色みを帯びた灰色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕

の単独資料である。ある剥片 l点 (1.9g)

·C32—⑰ ：自然面は褐色， 内部は暗い青灰色のチャートである。剥片 2点（合計2.8 g)で構成される。

·C32—⑳ ：灰色の地に，黒紫色の斑が入る嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l点 (0.8 g) 

3) 出土迫物（第314図）

の単独資料である。

1は，頁岩の石刃を用いたナイフ形石器である。欠損するため形態は不明であるが，右側縁の全体と左

側縁の一部に調整加工が見られることから， 2側縁調整のナイフ形石器の基部側と考えられる。左側縁に

は刃こぼれがある。 2も頁岩の石刃によるナイフ形石器である。左側縁に調整加工が見られるが，大きく

欠損するため形態は不明である。 ナイフ形石器の先端部として実測図を表現したが，端部が鋭利でないこ
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とから，未製品あるいは基部側の可能性もある。

3はメノウによる楔形石器である。薄手の不定型な剥片を素材としており，素材の主要剥離面が裏面上

部に残る。左右両側面に自然面が見られることから，扁平な円礫を用いた石核から剥離された可能性が高

い。石の目がきつく，表裏面は平坦な反面，周囲の調整加工は階段状になっている。

8は頁岩による石刃である。 1・2のナイフ形石器は東北産頁岩によるものと考えられるが，本例は北

関東方面に由来する頁岩かも知れない。打面及び末端部を欠失するが，石器として利用するために行った

切断の可能性がある。両側縁に刃こぼれがある。 9は，珪質頁岩による石刃である。県南嶺岡産と考えら
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れる。表面は上下両方向からの剥離面で構成されており，両設打面の石核から剥離されたと考えられる。

5,..__, 7は，珪質頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。

2 C33-Aブロック（第315-317図，第113・114表）

I) ブロックの概要

C33-Aブロックは，調査範囲北側のC33-86・95・96グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の北側

縁辺部で，傾斜変換点からの距離は20mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に 9点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位はVI層を中心

としており， 40cmほどの高低差で地形に沿って包含されている（第316・317図）。

ブロックは，尖頭器 l点，剥片 6点，礫2点の合計9点で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，頁岩

3点，凝灰岩 3点，礫石材は，流紋岩 l点，砂岩 l点である。礫は， 2点とも母岩分類できた (2母岩）。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，頁岩 3 母岩 (C33—②～④），凝灰岩 l 母岩 (C33—①)で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は86%(6 / 7点）である。

·C33—① ：灰緑色の珪化した凝灰岩である。剥片 3点（合計3.5 g)で構成される。

·C33—② ：自然面は黄灰色，内部は褐色を呈する硬質の東北産頁岩である。剥片 l点 (8.4 g) の単独資

料である。

·C33—③ ：暗褐色を呈する硬質緻密な東北産頁岩である。尖頭器 l点 (0.8 g)の単独資料である。

·C33—④ ：淡褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。剥片 l点 (1.3g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料には黒曜石の剥片 l点 (0.4 g) がある。黒色不透明で央雑物を含ん

でおり，栃木県高原山産と考えられる。

3)出土遺物（第315図）

lは東北産頁岩による「尖頭器」とした資料で，素材は小型不定型の剥片を用いている。素材を横位に

用い，素材の打面を残して，主要剥離面側の先端と基部に細かな調整加工を行っている。あたかも不出来

な石鏃といった面もちである。

2は凝灰岩による小型不定型の剥片， 3は頁岩による剥片の下半部である。表面は多方向からの剥離面
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で覆われている。

第113表 C33-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anh Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C33--(D (Tu) 3 3 3 

C33② (Sh) I I I 

C33③ (Sh) I I 1 
C33--@(Sh) I l I 
その他(Ob) I I I 

C33R心 (Rh) I 1 
C33R--@(Sa) I I 

合計 I 6 7 2 ， 
第114表 C33-Aブロック石材別石器組成表

石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 紐 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I I 

流 (Rh) I I 

頁岩(Sh) I 2 3 3 

凝灰岩伽） 3 3 3 

砂岩(Sa) I I 

合計 I 6 7 2 ， 

第4節第6文化層

第 6文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (III層）からハードローム層最上部 (IV層）にかけ

て包含される石器群で， C32-A, C33-C, C34-B~F, C34E40-A, C37-A, C38-A, C43-A, C45-Aブ

ロックが該当する。

I C32-Aブロック（第318-320図，第115・116表）

I) ブロックの概要

C32-Aブロックは，調査範囲北端のC32-IO・20, C43-l 9グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の

北側縁辺部で，傾斜変換点に近接する。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に石器・礫が散漫に分布する。出土層位は1V層を中心とする

が，高低差は大きい（第318・319図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片4点，礫8点の合計14点で構成される。石

器石材は，珪質頁岩 3点，チャート 1点，ホルンフェルス 2点，礫石材は，流紋岩 3点，不明の火成岩 l

点チャート 1点砂岩 3点である。礫は，母岩分類できたものが7点 (7母岩），母岩を決定できなかっ

たものが 1点ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 l 母岩 (C32—①)，チャート 1 母岩 (C32—③)，ホ

ルンフェルス 2 母岩 (C32—④ • ⑤)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (6 / 6点）で

ある。

·C32—①：自然面は暗い橙褐色，内部はやや明るい橙褐色の珪質頁岩である。原石を復元すると，長軸 5

cmほどの小円礫になる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 2点の合計3点 (72.8 g) 

で， このうち剥片 2点（合計68.8 g)が接合する。本ブロック内で原石から剥片剥離作業を開始

し，終了している。

·C32—③ ：灰緑色で多方向に節理のあるチャートである。銚子産の可能性がある。剥片 l点 (6.3 g) の

単独資料である。
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·C32—④ ：淡黒灰色の地に灰白色の縞が入るホルンフェルスである。風化が著しく軟質である。ナイフ形

石器 l点 (5.4 g) の単独資料である。

·C32—⑤ ：黒灰色で硬質なホルンフェルスである。剥片 l点 (6.2 g) の単独資料である。

3)出土遺物（第320図）

lはホルンフェルスによるナイフ形石器である。縦長剥片を素材とし，素材の打面側を基部に置いて，

左側縁に調整加工を行っている。調整加工は，一部表面からも行われている。 3・4はチャート，ホルン

1 C32-20-8-4 C32ー①(Csh) 乙 C32一④(Ho) Uf 

芦g 4.0g こ二7 3 g塁二誓芯戸
B 

6.3g 

~ 

乙 4 g塁二誓芯？
B 

6.2g 

~ 
5 6+7 

C32―①A 

こ
口

6 C32-10-3 
C32―① A(Csh) 
B 

27.9g 

7 C43-19-1 
C32―① A(Csh) 
B 
40.9g 

゜
(2:3) 10cm 

第320図 C32-Aブロック出土遺物実測図
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フェルスによる剥片である。

4)接合資料とその関連資料（第320図）

·C32—① （第320図2・5,-.,7) 橙褐色の珪質頁岩で，使用痕ある剥片 l点，剥片 2点で構成される。

2は，不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。右側縁に刃こぼれが見られる。

5は，不定型厚手の剥片 2点 (6・7)の接合資料である。小型の円礫を石核の素材とし，はじめに上

面を剥離した後 自然面を打面として 6を剥離する。次に， 6の剥離面を打面として 7を剥離している。

接合資料で判断する限りは，一般的な剥片剥離というよりも，原石の分割と見たほうが実情に近い。

第115表 C32-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

C32---(I)(Csh) l 

C32-0)(Ch) 

C32--@(Ho) I 
C32岳))(Ho)

C32R---Q)(不明）

C32R迄り(Rh)

C32R③ (Sa) 
C32R--@(Ch) 

C32R--@(Rh) 

C32R--@(Sa) 

C32R⑲ (Rh) 
その他(Sa)

合計 I I 

第116表 C32-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

流紋岩(Rh)

不明

珪質頁岩(Csh) l 

チャート (Ch)

砂岩(Sa)

ホル；；7ェルス(Ho) I 

合 計 I I 

2 C33-Cブロック（第321"-'323図，第117・118表）

1) ブロックの概要

Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

2 3 3 

I l I 

I I 

I I l 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

4 6 8 14 

Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

3 3 

I I 

2 3 3 

I I I 2 

3 3 

I 2 2 

4 6 8 14 

C33-Cブロックは，調査範囲北側のC33-87・98グリッドに位置する。ブロックの立地は台地の北側縁辺

部で，傾斜変換点からの距離は15mほどである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。なお，

本ブロックはC33-Bブロック（第4文化層）の上層にあたる。

ブロックの規模と形状は， 3点の石器が互いに 2m, 4 m離れて分布する。出土層位はIII層で，ほぼ水

平に包含されている（第321・322図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点の合計 3点で構成される。石材は，黒

曜石 l点，頁岩 2点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (C33—⑬)，頁岩 2 母岩 (C33—⑥· ⑪)で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (3 I 3点）である。

·C33—⑥ ：暗褐色の硬質緻密な東北産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (8.8 g) の単独資料である。

·C33—⑪ ：褐色を呈する硬質緻密な東北産頁岩である。石刃 l点 (7.6 g) の単独資料である。

·C33—⑬ ：黒色不透明で央雑物を含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。使用痕ある剥片 l点

(4.4g) の単独資料である。
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3)出土遺物（第323図）

lは，頁岩による基部調整のナイフ形石器である。石刃を素材とし，素材の打面を基部に置いて左側縁

の基部寄りと右側縁の一部に調整加工を行っている。石器の主軸と素材の主軸は一致する。なお，調整加

工の及ばない縁辺に刃こぼれがある。

2は，頁岩による石刃である。両側縁の中ほどに細かな剥離痕が連続するが，調整加工か使用痕か不明

である。裏面上部に打瘤は見られず，剥離時に扶られたようになっている。

3は，黒曜石の使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用している。

第117表 C33-Cブロック母岩別石器組成表

'C33--@(~ 悶岩 I Kn11 Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf 

C33--@(Sh) 

亙 一合計 I I 

第118表 C33-Cブロック石材別石器組成表

Ha IAnbl Ax I他I B IC I D I 石器計 I礫I合計

j 
石材

黒曜石(Ob)

頁岩(Sh)

合計

Kn j Tr j Ka j Po j Es j Ss j Gr j Dr j Pi j Rf j U¥ j Bl j BI s j Sp j Ha j Anh j Ax j他IB 石器計 l礫l合計

己

二
[

1 C33-87-2 
C33一⑥ (Sh) 
Kn 

8.8g 

仁

>`

、

~ 

2 C33-98-1 
C33一⑪(Sh) 
Bl 
7.6g 

f⑰0 
゜

(2:3) 10cm 

~ 3 C33-87-3 
C33一⑬(Ob) 
Uf 
4.4g 

第323図 C33-Cブロック出土遺物実測図

3 C34-Bブロック（第324--327図，第119・120表）

1) ブロックの概要

C34-Bブロックは，調査範囲北側のC34-l 6・26・27グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の

縁辺部で，傾斜変換点からの距離は20mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。
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ブロックの規模と形状は，直径 3mの範囲にII点の石器群がまとまり， 4m離れて 3点が分布する。出

土層位はIll層を中心としており， 30cmの高低差をもって，ほぼ水平に包含されている（第325,....,327図）。

ブロックは，礫器 l点，剥片 3点，石核 l点，礫I4点の合計I9点で構成される。石器石材は，珪質頁岩

l点，ホルンフェルス 4点礫石材は，安山岩 l点，凝灰岩 3点砂岩IO点である。礫は，母岩分類でき

たものが， I2点 (5母岩），母岩の不明なものが2点ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2 母岩を識別した。内訳は，ホルンフェルス 2 母岩 (C33—⑭ ・ ⑮)で，母岩識別した石

器の石器総数に対する割合は40%(2 / 5点）である。

·C34—⑭ ：節理面は褐色，内部は青みがかった黒灰色の地に灰色の縞が入るホルンフェルスである。比較

C34-27-10 
C34一⑭(Ho) 
D 

151.1g 

2 C34-27-15 
C34一⑮(Ho) 
礫器
158.4g 

゜
(2:3) 10cm 

第324図 C34-Bブロック出土遺物実測図
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的緻密で硬い。石核 l点 (151.lg) の単独資料である。

·C34—⑮ ：淡黒灰色のホルンフェルスである。礫器 l点 (158.4 g) の単独資料である。

なお， 母岩分類できなかった資料に， 珪質頁岩の剥片 l点 (0.4g), ホルンフェルスの剥片 2点（合計

1. 1 g)がある。

3) 出士遺物（第324図）

2は， ホルンフェルスの礫器である。扁平な円礫を素材として， 表面に大きな剥離を入れ， その周辺及

び裏面側に小剥離痕が見られる。

第119表 C34-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C34⑭ (Ho) I I I 
C34⑮ (Ho) I I I 

その他(Csh) I I I 
その他(Ho) 2 2 2 
C34R②『u) 2 2 
C34R③ (Sa) 2 2 
C34R-@(Sa) 2 2 
C34R⑤ (Sa) 4 ~ 

C34R--@(Sa) 2 2 
その他(An) I I 
その他(Tu) I 1 

合計 I 3 I 5 14 19 

第120表 C34-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

安山岩(An) I I 

珪質頁岩(Csh) I I I 

凝 (Tu) 3 3 

砂岩(Sa) 10 10 

秘ン7ェルス(Ho) I 2 l 4 、:

合計 I 3 I 5 IL 19 
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Iは， ホルンフェルスの石核である。分割礫を用いたと考えられるが，分割面が残っていないため詳細

は不明である。打面と作業面を繰り返し入れ替えながら， 中・小型の剥片を生産している。

4
 

C34-Cブロック（第328-330図，第121・122表）

1) ブロックの概要

C34-Cブロックは，調査範囲北側のC34-28・29グリッドに位置する。プロックの立地は台地北側の縁辺

当該地は北東に向かって下る緩斜面である。部で，傾斜変換点からの距離はIOmである。 また，

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に 7点の石器が散満に分布する。出土層位はIII層を中心とし

ており， 50cmの高低差をもって包含されている （第328・329図）。

ブロックは， ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 l点， 剥片 5点の合計 7点で構成される。石材は， す

べてホルンフェルスである。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，

器の石器総数に対する割合は100%(7/7点）

·C34—①：淡灰色できめ細かな粘土質の部分と黄灰色できめの粗い砂質の部分とが混在し，黒灰色の縞が

ホルンフェルス 5 母岩 (C34—①～⑤） で，母岩識別した石

である。

入るホルンフェルスである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 2点の合計3点 (37.4

g) である。
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·C34—② ：淡灰色の粘土質の部分と黄灰色の砂質の部分が混在するホルンフェルスである。 C34—①母岩に

類似するが，本母岩の方が全体に粗い質感である。本ブロックではナイフ形石器 l点 (6.7 g) 

の単独資料であるが，

·C34—③ ：淡黒灰色の粘土質部分と灰白色の砂質部分の混在するホルンフェルスである。全体にザラつい

同一母岩がC34-Dブロックに 1点ある。

た質感である。剥片 l点 (15.0g) の単独資料である。

·C34—④ ：灰黒色の地に不定方向の白い縞が入るホルンフェルスである。剥片 l点 (23.4 g) 

である。

の単独資料

·C34—⑤ ：黒灰色で砂質のホルンフェルスである。剥片 l点 (1.6g)

3) 出士遺物（第330図）

の単独資料である。

lは， 1側縁調整のナイフ形石器である。不定型の剥片を素材とし打面を基部に置いて，左側縁全体に
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裏面から調整加工を行っている。表面の剥離面もポジティブな剥離面のようである。 2は，不定型の剥片

第121表 C34-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C34--(l) (Ho) I 2 3 3 
C34② (Ho) 1 I 1 
C34③ (Ho) I I I 
C34④ (Ho) I I I 

C34⑤ (Ho) I I 1 

合計 1 I 5 7 7 

第122表 C34-Cブロック石材別石器組成表

五
ホJv,7ェルス(Ho)

合計

Kn11 Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf11 Uf I Bl 181s1 Sp I Ha IAnbl Ax I他 I B ~1 CI D I 石器計；『築 I 合計 ； 

こう ~ 

， 
,, 

、/

［ 1 C34-29-2 △ 2 C34-29-1 ＜二二 3 C34-28-5 
C34一②(Ho) 

C34一①(Ho) C34ー①(Ho) 
Kn 

Rf B 
6.7g 

5.1g 7.7g 

~ ヘ

こ
4 C34-28-4 

C34一④(Ho) 
B 
23.4g 

こ 5 C34-28-1 
C34一①(Ho) 

B 
24.6g 

~ 

乙
6 C34-28-2 

C34一③(Ho) 

B 
15.0g ゜

(2:3) 10cm 

第330図 C34-Cブロック出土遺物実測図

-371-



を用いた加工痕ある剥片である。右側縁に粗い剥離痕が見られる。

3,..._,5は，不定型の剥片である。 4・5は表面の剥離方向が多方向に及んでおり，求心的な打点移動が

想定される。

5 C34-Dブロック（第331--333図，第123・124表）

1) ブロックの概要

C34-Dブロックは，調査範囲北側のC34-38・47・48グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の

縁辺部で，傾斜変換点からの距離は20mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径3mの円形の範囲に12点の石器群が散満に分布する。出土層位はIII層を

中心としており， 30cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第332・333図）。

ブロックは，使用痕ある剥片 l点，剥片9点，石核 l点，礫 l点の合計12点で構成される。石器石材，

礫石材ともに，すべてホルンフェルスである。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，ホルンフェルス 3 母岩 (C34—②・⑥・⑦）で，母岩識別し

＜定ニ a)) 

~ 
C34-48-5 
C34ー⑦(Ho) 

Uf 
7,9g 

<J 2 C34-48-4 
その他(Ho)
B 
3.9g 

く一 3 C34-47-2 
C34一②(Ho) 
B 
16.0g 

4 C34-48-2 
C34一⑥(Ho) 
D 
179.6g ゜

(2:3) 10cm 

第331図 C34-Dブロック出土遺物実測図
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た石器の石器総数に対する割合は27%(3/11点） である。

·C34—② ：淡灰色の粘土質の部分と黄灰色の砂質の部分が混在するホルンフェルスである。本ブロックで

は剥片 l点 (16.0 g) の単独資料である。同一母岩が， C34-Cブロックに 1点ある。

·C34—⑥：黒灰色の粘士質の部分と黄灰色の砂質の部分が混在し，

の単独資料である。同一母岩が，

白色の細い縞が入るホルンフェルスで

ある。石核 l点 (179.6 g) C34-Fブロックに 1点ある。

·C34—⑦ ：黒灰色で比較的均質なホルンフェルスである。使用痕ある剥片 l点 (7.9 g) 

る。

の単独資料であ

なお，母岩分類できなかった資料に，

3)出士遺物（第331図）

ホルンフェルスの剥片 8点（合計10.6 g) がある。

lは， ホルンフェルスによる使用痕ある剥片である。幅広不定型で縦断面が湾曲する剥片を利用してい
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第332図 C34-Dブロック出土遺物分布図 (1) 一石器別分布図一
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る。 2・3は，ホルンフェルスによる剥片である。 1・3は厚手の両面体のような石核から剥離されたの

であろうか。

4はホルンフェルスの石核である。拳よりやや小振りの円礫を用い，上端に打面を設けて幅広の縦長剥

片を剥離している。左側面にある剥離面は，石核の側面調整の可能性がある。同一母岩は見られないが，

2の剥片は類似した形状の石核から剥離されたと考えられる。

第123表 C34-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C34② (Ho) I I I 
C34--@(Ho) I I I 
C34--([) (Ho) I I I 

その他(Ho) 8 8 8 
その他(Ho) I I 

合計 I ， I 11 I 12 

第124表 C34-Dブロック石材別石器組成表
石材

ホル;;7ェルス(Ho)
＝ 合計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf~1 Bl I Bisi Sp ra IAnbl Ax I他 I B ~1 CI O :I石器計::I礫:I合 計 悶
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第333図 C34-Dブロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一
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6 C34-Eブロック（第334,--..,336図，第125・126表）

I) ブロックの概要

C34-Eブロックは，調査範囲北側のC34-49グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の縁辺部で，

傾斜変換点からの距離は10mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径 lmの円形の範囲に 4点の石器が分布する。出土層位はIVb層で，高低

差は小さい（第335・336図）。

ブロックは，掻器 l点，剥片 3点の合計4点で構成され，石材は，頁岩 l点，メノウ 3点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2 母岩を識別した。内訳は，頁岩 l 母岩 (C34—⑧)，メノウ（玉髄） 1 母岩 (C34—⑨)

で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(4/4点）である。

·C34—⑧ ：暗褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。掻器 l点 (16.9g)の単独資料である。

·C34—⑨ ：自然面は細かな凹凸があり，内部は黒灰色のメノウ（玉髄）である。部分的に黄褐色の不純物

塊が入る。石器群の内訳は，剥片 3点（合計11.9g)である。数量は少ないが，不定型の剥片や

小型の剥片で構成されており，搬入品ではなく剥片剥離作業に関与した資料と考えられる。

3)出士遺物（第334図）

lは，頁岩の掻器である。大型の剥片ないしは石刃を素材とするが，縁辺のみならず表面の上下両端か

らの剥離面も一次面ではなく，素材に対する変形の度合いが大きい。下端にオーバーハングした刃部があ

第125表 C34-Eブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

IC34--@(Sh) I I TI 
IC34--@(Ag) 3 3 31 

I 合計 I 3 4 41 

第126表 C34-Eブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

同 (Sh) I I I 
Iメノウ (Ag) 3 3 3 

合計 I 3 4 41 

ご

信出□ 層
こ 2 C34-49-4 

C34一⑨(Ag) 

B 
10.4g 

~ 
1 C34-49-3 

C34一⑧(Sh) 

Es 
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゜
(2:3) 10cm 

第334図 C34-Eブロック出土遺物実測図
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る。折れ面に細かな調整加工が行われており，当初の形ではなく刃部再生の結果と考えられる。

2は，メノウ（玉髄）による不定型厚手の剥片である。打面側及び右側縁の一部が折れ，表面左側には

自然面が残る。

7 C34-Fブロック（第337--339図，第127・128表）

1) ブロックの概要

C34-Fブロックは，調査範囲北側のC34-58グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の縁辺部で，

領斜変換点からの距離は15mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径2mの円形の範囲に 7点， 2m離れて 1点が分布する。出土層位はNb

層を中心としており， 20cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第337・338図）。
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第337図 C34-Fブロック出土遺物分布図 (1) 一石器別分布図一
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ブロックは，掻器 l点，剥片 7点の合計8点で構成される。石材は，頁岩 6点，ホルンフェルス 2点で

ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，頁岩 2 母岩 (C34—⑩ • ⑪)，ホルンフェルス 1母岩 (C34-

⑥)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は88% (7 /8点）である。

·C34—⑥：黒灰色の粘土質の部分と黄灰色の砂質の部分が混在し，白色の細い縞が入るホルンフェルスで

ある。剥片 1点 (3.6 g)の単独資料である。同一母岩がC34-Dブロックに 1点ある。

·C34—⑩ ：淡褐色と黄褐色の混在する頁岩である。石器群の内訳は，削器 l点，剥片 4点の合計 5点

第127表 C34-Fブロック母岩別石器組成表
I =中 IKn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I n - I n. I Uf I Bl IBisl坐IHa IAnbl Ax I他 I B 

~ 

石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis S Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

頁岩(Sh) I 

ぷ/v,7ェルス(H合o)二計
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第338図 C34-Fブロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一
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第339図 C34-Fプロック出土遺物実測図

(7. 8 g)である。

·C34—⑪：暗褐色で硬質緻密な頁岩である。剥片 l 点 (0. 9 g) 

なお，母岩分類できなっかた資料に，

3)出土遺物（第339図）

の単独資料である。

ホルンフェルスの剥片 l点 (0.1 g)がある。

1 ""4は，頁岩の剥片である。いずれも表面の打面直下に細かな剥離面が連続する。頭部調整の一種で

あろうか。また，寸詰まりの縦長剥片が多く，表面の剥離方向は裏面と概ね同じことから， サイコロ状の

石核から剥離されたと考えられる。 5は， ホルンフェルスの剥片である。

C34E40-Aブロック（第340-343図，第129・130表）

C34E40-Aブロックは，調査範囲北側のC34E 40-51・60・61グリッドに位置する。ブロックの立地は台

地北側の縁辺部で，傾斜変換点からの距離は 5mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面であ

8
 

る。

プロックの規模と形状は，長軸4m, 短軸 2mの範囲に18点の石器が満遍なく分布する。出土層位は11I

層で， 30cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている （第340・341図）。

ブロックは，掻器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片2点，石刃 l点，剥片II点，石核2点の

合計I8点で構成される。石材は，頁岩 6点，珪質頁岩 l点，ホルンフェルスII点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，頁岩 l 母岩 (C34E40—④)，珪質頁岩 l 母岩 (C34E40—③),

ホルンフェルス 2母岩 (C34E40-(D・②）で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は83%(l5/I8点）

である。

・C34 E 40-(D : 黒灰色の粘質部分に黄灰色の砂質部分が帯状に入るホルンフェルスである。石器群の内訳

は，使用痕ある剥片 l点，剥片4点，石核2点の合計7点 (294.5 g)である。接合資料は，

剥片 l点と石核 l点による接合が2組あり， それぞれの重量は212.5 gと65.3 gである。
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·C34E40—② : C34E40—①母岩より淡い色調のホルンフェルスである。掻器 l 点 (20. 5 g) 

ある。

の単独資料で

·C34E40—③：節理面は橙褐色，

片 l点 (22.2 g) の単独資料である。

·C34E40—④ ：灰白色の地に暗緑色の縞が入る頁岩である。やや粗い質感である。石器群の内訳は，

内部は濃淡のある灰緑色を呈した嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥

石刃

l点，剥片 5点の合計 6点 (21.0 g) で，剥片剥離作業半ばの資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，

がある。

3)出土遺物（第342図）

ホルンフェルスの加工痕ある剥片 l点，剥片 2点（合計10.3 g) 

6は， ホルンフェルスによる縦長不定型の剥片を素材とする掻器である。素材の打面をそのまま残して，

両側縁及び末端に調整加工を行っている。 7は， ホルンフェルスの加工痕ある剥片である。右側縁の打面

よりに裏面から調整加工が行われている。打面は欠損する。 ナイフ形石器の未製品であろうか。

4は珪質頁岩， 5はホルンフェルスによる使用痕ある剥片である。いずれも不定型の剥片を利用してい

る。

4)接合資料とその関連資料（第342・343図）

·C34E40—① （第342図8""10, 第343図ll"-'13) 黒灰色の粘質部分に黄灰色の砂質部分が帯状に入るホ
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第342図 C34E40-Aブロック出土遺物実測図 (1)
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ルンフェルスで，使用痕ある剥片 l点，剥片4点，石核2点で構成される。

8は，剥片 l点 (9) と石核 l点 (10)の接合資料である。打面が欠損する不定型厚手の剥片を石核の

素材として，表面の一端から剥片 (9)を剥離している。なお，石核の素材は打面と作業面を各所に移動

させながら不定型の剥片を剥離する手順によって得られており， 8の下端に見られる打面も石核の素材剥

片が剥離される以前から打面として機能していたものである。

11は，剥片 l点 (12) と石核 l点 (13)の接合資料である。拳ほどの円礫を分割して石核の素材とし，

交互剥離によって表裏両面から不定型の剥片を剥離している。 12もその過程で裏面から剥離されている。

なお，裏面下半部には分割面が広く残っている。

·C34E40—④ （第342図 1--3) 灰白色の地に暗緑色の縞が入る頁岩で，石刃 l点，剥片 5点で構成さ

れる。

1 , 2は不定型の剥片， 3は小型の石刃である。いずれも，表面は同一方向の剥離面に覆われている。

第129表 C34E40-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C34E40--Q) (Ho) I 4 2 7 7 
C34E4()-@(Ho) I I I 
C34図瑾(Csh) I I I 
C34図碑(Sh) I 5 6 6 
その他(Ho) I 2 3 3 

合計 I I 2 I 11 2 18 18 

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi Ha IAnbl Ax I他 I B 

2
-
2
 

合計

9 C37-Aブロック（第344--347図，第131・132表）

1) ブロックの概要

C37-Aブロックは，調査範囲南側のC37-45・46・54,.._,55・64・65グリッドに位置する。ブロックの立地

は台地中央の平坦面であるが，北側緩斜面との境界付近である。谷に下りる傾斜変換点からの距離は80m

ほどある。

ブロックの規模と形状は，長軸llm, 短軸 Smの範囲に43点が分布する。ブロックの中心部は直径2m

ほどの範囲に20点の石器が集中する。出土層位はIV層を中心としており， 40cm程の高低差をもって，ほぼ

水平に包含されている（第344・345図）。

ブロックは，削器2点，彫器 l点，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片 l点，剥片26点，砕片7点，

石核4点の合計43点で構成される。石材は，黒曜石40点，珪質頁岩 2点，ホルンフェルス 1点である。本

ブロックの石材は，主体となる黒曜石の石質が草刈遺跡G区C26-Aブロックの一群に類似していること，

珪質頁岩のうちの 1点はC26-Aプロックに同一母岩と考えられる資料があることから，両者の関連が想定

される。なお，黒曜石はいずれも信州産と考えられる。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (C37―①～③），珪質頁岩 2 母岩 (C37―⑤•

⑥)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は65%(28/43点）である。

・C37-Q): 淡黒色透明の地に黒い直線的な縞が平行して入る良質な黒曜石である。灰色で丸い央雑物が入
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っている。

れる。

また， 自然面の周辺には青みがかった黒灰色で不透明の部分がある。信州産と考えら

石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点， 剥片19点， 石核 3点の合計24点

(55. 6 g) である。自然面は少ないが，剥片剥離作業を行った資料と考えられる。接合資料は，

剥片 l点と石核 l点によるもの （合計8.9 g)がある。

なお，本母岩は草刈遺跡G 区C26-A ブロックのC26—⑱母岩に類似する。
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·C37—②：黒褐色不透明で白色の央雑物を少量含む黒曜石である。自然面は紙やすり状の面で，直角の角

をもつ。石核 l点 (26.8 g)の単独資料である。

·C37—③：黒褐色で半透明の黒曜石である。灰色の球果を含む。彫器 l 点 (8. 7 g)の単独資料である。

·C37—④：節理面は橙褐色，内部は青みがかった灰色の地に青黒色と褐色の縞が入る珪質頁岩である。よ

＜珪化しており，チャートに近い石質である。削器 l点 (4.5 g) の単独資料である。

·C37—⑤：灰緑色の地に青黒色の筋が入り，節理面は褐色を帯びた嶺岡産珪質頁岩である。大型の削器 l

点 (113.0g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の加工痕ある剥片 l点，剥片6点，砕片 7点（合計4.4 g), 

ホルンフェルスの剥片 l点 (0.3 g)である。黒曜石は信州産と考えられる。

3)出土遺物（第346図）

1は黒曜石による彫器である。不定型の剥片による粗めの片面調整品を母型 (Blank) として，左上端

に急角度で細かな調整加工によって彫刻刀面を作り出すための打面を設けている。彫刻刀面は，表裏面に

対して直角からやや裏面側に回りこむように作られており，その後に周辺調整は見られない。素材の打面

は除去されている。なお，長期間の使用によるためか，裏面は傷だらけである。また，彫刻刀面と裏面と

の境界の稜に，微細な刃こぼれがある。 2は珪質頁岩による削器である。不定型な剥片の右側縁に細かな

調整加工を連続して行っている。下半部は，左方向から節理面で折れている。 5も珪質頁岩による削器と

した資料であるが，石核の素材かも知れない。上端に，裏面を打面とする急角度の剥離痕が連続する。裏

面は節理面が階段状になっているが，主要剥離面 l枚である。円礫の自然面を加撃しているため，打点は

不明瞭である。なお，同一母岩の可能性が高い資料が草刈遺跡G区C26-Aプロックから出土している。

3は，黒曜石による不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面の左側縁に，折れ面を切る細か

な剥離痕がある。

13は，黒曜石の石核である。厚手の剥片を素材として，左側面や裏面の下端から小型の剥片を剥離して

いるが，その数量は極めて少なく，石核としてほとんど機能してはいない。なお，上端の剥離面はポジティ

ブな面である。折れ面にも見えるが，本石核の素材剥片を剥離する以前に，加撃によって内部に生じたヒ

ビ割れであろう。

4)接合資料とその関連資料（第346・347図）

·C37—① （第346図4・6--12,第347図14--18) 淡黒色透明の黒曜石で，加工痕ある剥片 l点，使用痕

ある剥片 l点剥片19点石核3点で構成される。

第131表 C37-Aプロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B 

C37--Q)(Ob) I I 
C37--@(0b) 
C37--@(0b) I 
C37--@(Csh) I 
C37-@(Csh) I 
その他(Ob) I 
その他(Ho)

合計 2 I 2 I 

第132表 C37-Aブロック石材別石器組成表
石材

黒曜石(Ob)
Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl I Bisi Sp I Ha IAnbl Ax I他 I B 

I 2 I 
珪質頁岩(Csh)
秘:,,7ェルス(Ho)

合計 21 I 
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C D 石器計 礫 合計

19 3 24 24 
I I I 

I I 
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I I 

f 7 14 14 
I I I 

26 7 4 43 43 

石器計 1礫
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第346図 C37-Aブロック出土遺物実測図 (1)
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第347図 C37-Aブロック出土遺物実測図 (2)

4は，加工痕ある剥片である。打面周辺に粗い剥離痕がある。 6"-12は不定型の剥片である。表面の剥

離方向は，概ね一定している。 14, 15は，厚手の剥片を素材として，各所から小型不定型の剥片を剥離し

た石核である。

16は，剥片 l点 (18) と石核 l点 (17)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材としていた可能性

が高いが，素材の主要剥離面は残っていない。石核を回転させ，各所から剥片を剥離しており， 18もその

過程で剥離されたものである。

10 C38-Aブロック（第348--350図，第133・134表）

1) ブロックの概要

C38-Aブロックは，調査範囲南側のC37-93・94, C38-03・04グリッドに位置する。ブロックの立地は台

地中央の平坦面である。北側の谷に下りる傾斜変換点からの距離は100mほどある。
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ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸4 mの範囲に35点の石器・ 礫が分布する。出土層位はV層を

中心としており， 30cmほどの高低差をもって，ほぼ水平に包含されている（第349・350図）。

ブロックは，ナイフ形石器2点，使用痕ある剥片 l点，剥片20点，砕片11点，礫 l点の合計35点で構成

される。石器石材は34点すべてが黒曜石で，礫石材は，石英 l点である。礫は小型の破片で，被熱してい

るか否かも不明である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 2 母岩 (C38—①•②)で，母岩識別した石器の石器

総数に対する割合は21%(7/34点）である。

·C38—① ：透明の地に黒い縞が入り， </J 3mmほどの央雑物を少量含む黒曜石である。信州産と考えられる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 I点，剥片4点の合計 5点 (7.7 g)である。

·C38—② ：透明の地に青みがかった黒色の縞が入る黒曜石である。信州産と考えられる。使用痕ある剥片

l点，剥片 l点の合計 2点 (6.6 g)である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，剥片15点，砕片11点（合計11.3g)

がある。概ね信州産と考えられる。

3)出土遺物（第348図）

1は，黒曜石による基部調整のナイフ形石器である。幅広不整形の縦長剥片を素材とし，素材の打面を

基部に置いて，左側縁については基部寄りの2/3を裏面から細かく調整している。右側縁は，基部寄りに

素材の打面が残るが，その表面側に小型で平坦な剥離面が連続する。裏面（主要剥離面）との切り合い関

係はなく，調整加工か否かの判断がしずらいが，幅広の縦長剥片に頭部調整などは一般的でないことから，

打面部を薄くするための調整加工と考えられる。 2も黒曜石による 1側縁調整のナイフ形石器である。不

三

tf1!i 1 C37-94-3 
雲 2 C37-93-4-1 

C38ー①(Ob) 乙 その他(Ob)

ジ
Kn Kn 

3.4g 5.7g 

ダ

-~-疇
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3 C38-3② -(4 0 C38ー①(Ob) 
ご C38- b) B 

Uf 3.0g 
6.1g 

゜
(2:3) 10cm 

第348図 C38-Aブロック出土遺物実測図
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定型の剥片を素材とし，打面を切るように，右側面に対して裏面から調整加工を行っている。

3は，幅広の縦長剥片を利用した使用痕ある剥片で，裏面左側縁に刃こぼれがある。 4は，幅広不定型

の剥片である。

第133表 C38-Aブロック母岩別石器組成表
母岩― 知 Tr Ka Po 面 Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis [Sp 「匝 知b Ax 他 B C D 石器計 礫I 合計

C38-Q)(Ob) I 4 5 

C38② (Ob) I I 2 

その他(Ob) I 15 II 27 

その他(QuAロ) 計-
I 21 I I I I I I I I I ii I I I I I I I 201 Ill 341 I 

第134表 C38-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls S Ha Anb Ax 他 B Cl D 

黒曜石(Ob) 2 I 20 II 

石英(Qu)^ロ ＝ 叶
I 21 I I I I I I I I I II I I I I I I I 201 II 

11 C43-Aブロック（第351---352図，第135・136表）

1)ブロックの概要

C43-Aブロックは，調査範囲北端のC43-28・38・39・48グリッドに位置する。プロックの立地は台地北

側の縁辺部で，北側の谷に下りる傾斜変換点からの距離は20mである。また，当該地は北東に向かって下

る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸 3mの範囲に27点の石器・礫が分布する。出土層位はV層を

中心としており，概ね50cmの高低差をもって包含されている。ただし， 2割ほどはさらに高低差が大きい

（第352・353図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片3点 (2個体），原石 l点，剥

片17点，砕片 2点，礫 l点の合計27点 (26個体）で構成される。石器石材は，黒曜石18点，安山岩 2点，

~'ら鑓り臼，こ己ーG -, 
、,..,・ヽ 1 C43-38-20 ,c:::zi:,. 2 C43-38-7 

這 Uf

臼他(Ob) 今 ~: 他(Ob) こ':'.こ悶芯 旦〗~

ロ
~ 5 C43-38-23 

C43一③(Csh) 

Rf 

10.3g 

亡 6

゜

c::::: ::::::::> 4 C43-38-19 
C43-38-22 

C43―② A(Sh) 
Uf 

1.9g 

C43-38-21 
C43一①(Sh) 

~.9g 
(2:3) 10cm 

第351図 C43-Aブロック出土遺物実測図
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頁岩4点珪質頁岩 l点

2)母岩の特徴と内容

ホルンフェルス 1点，礫石材は，砂岩 l点である。礫は被熱した小破片である。

本ブロックでは 5 母岩を識別した。内訳は，頁岩 3 母岩 (C43—① • ② • ④) ，珪質頁岩 l 母岩 (C43—③),

ホルンフェルス 1 母岩 (C43—⑤)で ， 母岩識別した石器の石器総数に対する割合は23% (6/26点）である。

·C43—① ：褐色で硬質緻密，均質な東北産頁岩である。剥片 1点 (1.9g) の単独資料である。

·C43—② ：黒灰色のきめ細かな頁岩である。「黒色頁岩」に相当する。使用痕ある剥片 2点 (1個体； 1. 9 

g) の単独資料である。

·C43—③ ：淡い灰緑色の地に青灰色の小さな斑が入る嶺岡産珪質頁岩である。加工痕ある剥片 l点 (10.3 

g) の単独資料である。

·C43—④ ：緑がかった黄灰色の地に褐色の節理が入る頁岩である。きめ細かく， 比較的硬質である。使用
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痕ある剥片 I点 (2.2 g) の単独資料である。

·C43—⑤：粘土質で灰色の部分を主体として， 砂質で黄灰色の部分がわずかに見られるホルンフェルスで

ある。拳よりひとまわり小さい円礫で， 剥離痕はない。原石 l点 (198.lg) の単独資料である。

第135表 C43-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C43心 (Sh) I I I 
C43---(?)(Sh) 2(1) 2(1) 2(1) 

C43③ (Csh) I I I 
C43--@(Sh) I I I 
C43-@(Ho) I I I 

その他(Ob) 1 I 16 18 18 

その他(An) 2 2 2 

その他(Sa) I I 

合計 I 23(2) I 17 2 26(25) I 27(26) 

第136表 C43-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I 16 18 18 

安山岩(An) 2 2 2 

頁岩(Sh) 3(2) I 4(3) 4(3) 

珪質頁岩(Csh) I I I 

砂岩(Sa) I I 
訓／＞ン7ェルス(Ho) 1 I I 

合計 I 23(2) 1 17 2 26(25) I 27(26) 
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なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，剥片16点（合

計6.5 g), 安山岩の砕片 2点（合計0.2 g)がある。黒曜石は黒色，あるいは黒灰色不透明で¢1""2mm

の央雑物を含むもので，栃木県高原山産の可能性がある。小型品ばかりのため母岩分類できなかったが，

石器製作作業に関連したものと考えられる。

3)出土遺物（第351図）

1は黒曜石によるナイフ形石器の破片である。縦長剥片ないしは石刃を素材とした 2側縁調整のナイフ

形石器と考えられるが，小破片であるため，詳細は不明である。

2は，黒曜石による加工痕ある剥片である。小型の横長剥片を素材としており，左側縁の先端に細かな

調整加工がある。下半部は欠損している。なお，素材の打面は，折れ面からの剥離（偶発的な折れかも知

れない）によってなくなっている。 5は，珪質頁岩による加工痕ある剥片である。幅広の縦長剥片を用い，

粗く断続的な調整加工が左側縁に見られる。上下は欠損するが，意図的な切断の可能性もある。

3・4は，頁岩による使用痕ある剥片， 6は頁岩の不定型剥片である。なお， 3 ""6は，いずれも単独

母岩で搬入品と考えられる。

12 C45-Aブロック（第354-357図，第137・138表）

1)ブロックの概要

C45-Aブロックは，調査範囲北側のC45-29・39, C34-20・30グリッドに位置する。ブロックの立地は台

地の北側で，傾斜変換点からの距離は50mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に14点の石器が分布する。出土層位はNb層を中心としてお

り， 30cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第354・355図）。

ブロックは，加工痕ある剥片 2点，使用痕ある剥片 2点，石刃 2点，剥片 7点，石核 l点の合計14点で

構成される。石材は，砂岩 2点，ホルンフェルス12点である。大半の石材は単独母岩で，本ブロック内で

は剥片生産を行っていない。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 8 母岩を識別した。内訳は，砂岩 2 母岩 (C45—①• ⑧)，ホルンフェルス 6母岩 (C45-

②～⑦）で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は93% (13/14点）である。

·C45—①：節理は黄白色，内部は青みがかった灰色の砂岩である。粒子が細かく硬質である。使用痕ある

剥片 l点 (19.3g) の単独資料で‘ある。

·C45—② ：黒灰色で粘土質のホルンフェルスである。石刃 l点 (24.7 g) の単独資料である。

·C45—③ ：黒灰色と灰色が斑で砂質のホルンフェルスである。剥片 l点 (21.6 g) の単独資料である。

·C45—④ ：青灰色で粘土質のホルンフェルスである。加工痕ある剥片 1点 (23.6 g)の単独資料である。

·C45—⑤ ：黄灰色の部分と青みがかった黒灰色の部分が層状になったホルンフェルスである。石器群の内

訳は，加工痕ある剥片 l点，石刃 l点，剥片 3点の合計 5点 (61.6 g)である。

·C45—⑥ ：淡灰緑色できめ細かな粘土質のホルンフェルスである。風化により軟化している。原石は，拳

大ほどの円礫と考えられる。石核 l点 (479.2 g)の単独資料である。

·C45—⑦：黄灰色の部分と青みがかった黒灰色の部分が層状になったホルンフェルスである。 C45—⑤母岩

に類似するが，本母岩の方が硬質である。剥片 2点（合計39.6 g)で構成される。
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·C45—⑧ ：灰色で硬質の砂岩である。 C45—①母岩よりも粒子は粗い。使用痕ある剥片 I 点 (160.5g)

単独資料である。

の

なお，母岩分類できなかった資料に，

3)出土遺物（第356・357図）

ホルンフェルスの剥片 l点 (0.9 g)がある。

1は，ホルンフェルスによる加工痕ある剥片である。横長剥片を素材として，素材の打面側（実測図右

側縁）に粗い調整加工を行っている。右側は大きく欠損しており，全体の形状は不明である。

フェルスによる加工痕ある剥片である。不定型の剥片を用い，打面部を除去するように調整加工している。

9もホルン

4は砂岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。 11も砂岩による使用痕ある剥片である。

大型厚手の剥片を用いており，右側縁に刃こぼれがある。なお，表面中央に敲打痕が見られることから，

本剥片を剥離した石核が以前は敲石として機能していた可能性がある。

2・3は石刃，

ルスである。

5は横長剥片， 7・10は縦長剥片， 8は不定型の剥片である。石材はすべてホルンフェ

6はホルンフェルスによる拳大の円礫を用いた石核である。上面に打面を設け，幅広の縦長剥片を剥離

している。左右の側面には，表面側からの不定型の剥離痕が見られる。表面の作業面を切る新しい剥離面

の一群であるが，次の剥片剥離に備えた側面調整かも知れない。
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第137表 C45-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C45--(D (Sa) I I 

C45埒~(Ho) I I 
C45③ (Ho) I I 

C45--@(Ho) I I 

C45--@(Ho) I I 3 5 

C45--@(Ho) I I 

C45--<:!)(Ho) 2 2 
C45--@(Sa) I I 
その他(Ho) I I 

合計 2 2 2 7 I 14 

第138表 C45-Aブロック石材別石器組成表
石材

砂岩(Sa)

訟 7ェルス(Ho)

合 計

K, I Tc I K, I fu I Es I Ss I Ge I De I p; I Rf2: Uf, "t'I Sp I "l'"'I A, I他IB rl D :I 石器計：!I礫I合計

第5節 ブロック外出土遺物

I 

I 
I 

I 
5 

I 
2 
I 
I 

14 

ここでは，ブロックを形成していない遺物と上層遺構等に混在していた遺物について記述する（第358

"-'360図）。

1は，褐色で硬質緻密な東北産頁岩による 2側縁調整のナイフ形石器である。中型の石刃を用い，素材

の打面側を甚部として，右側縁の基部寄りと左側縁の先端側に急角度の調整加工を行い，柳葉形に仕上げ

ている。先端は欠損する。なお，素材の打面は除去されている。 C48-25グリッドのVI層から出土した。 2

は，黒曜石のナイフ形石器である。横長剥片を素材とし，素材の打面側（右側縁）に調整加工を行ってい

る。下半部は欠損しているため全体の形状は不明であるが，右側縁を中心に調整した 1側縁調整のナイフ

形石器の可能性が高い。黒曜石は黒色不透明で央雑物を含んでおり，栃木県高原山産と考えられる。上層

遺構 (207号）の覆度から出土した。 4は，黒曜石によるナイフ形石器の破片である。端部の両側縁が調

整加工されており， 2側縁調整のナイフ形石器の基部破片と考えられる。黒曜石は淡黒色半透明の良質な

もので，信州産と考えられる。 C32グリッド周辺で表土層を除去した段階で出土した。 5も黒曜石のナイ

フ形石器である。横長剥片を素材として，素材の打面側と端部側の 2側縁に調整加工を行い，刃部を水平

とする台形に仕上げている。黒曜石の特徴は4と共通する。出土状況も 4と同様である。

3は，灰色の地に黒灰色の帯が入る珪質頁岩を用いた掻器である。石材は嶺岡産の可能性がある。不定

型の剥片を素材として，端部に細かな調整加工を行っている。 C36-85グリッドのVII"'IXa層から出土した。

6は，黒色頁岩による加工痕ある剥片である。不定型の剥片を素材として，左側縁の一部に調整加工が見

られる。なお，本石器の素材時の主要剥離面は裏面であるが，表面右側には上半部の折れ面直下に打点を

もつポジティブな剥離面があり， これは裏面よりも新しい剥離面である。ただ，左側縁の調整加工は上半

部の折れ面によって切られていることから，石器として機能していた段階で表裏が割れたと判断した。

7は黒曜石の石刃である。透明の地に黒色の縞が平行する良質なもので，草刈遺跡G区C26-Aブロック

出土の石刃と接合する。 C37-23グリッドのW層から出土した。 8は淡黒灰色のホルンフェルスによる剥片

である。 C33-65グリッドから出土した。

9は，青灰色のチャートによる使用痕ある剥片， 10は褐色に風化した安山岩による石核である。円礫を

分割して石核の素材とし，分割面を作業面として不定型の剥片を生産している。

-400-



＋ 
A 

七32七¢
... , .... ．． ｀ ー． ・． 花・・. . . 

： 

．． 

~"" ＇ ． 

／餃
＼ 

．・,. ． . 

＋ -tc-33 

,, 'a./ 
0 5  

七5 -tc34 

．. ．": ．. , .,. ：. ． 七34E40

_. ,.~ ぐ— ・f 4 •:-．． ., ． ． 

·..• . ． ・
＊ ．‘． ’ 

＜． 

゜
(1:1000) 50m 

． 

第358図 草刈遺跡E区ブロック外出土遺物分布図 (1)

A
 

り／
七37

゜． ． ．． 
9、．． ．． 

． .... 

七38 餐． 七7

鯰，

゜
(1: 1000) 50m 

第359図 草刈遺跡E区ブロック外出土遺物分布図 (2)

―-401-



ニ0

~-、Jti

゜
4 プレ表採1

その他(Ob)-Kn 

,e--- 、

<J:::.r1 

C48-25-1 
その他(Sh)

Kn 
2.6g 

"』
8 C33-65-2 

その他(Ho)

Uf 
2.5g 

＜ 

5 プレ表採2
その他(Ob)
Kn 
1.2g 

9 C36-97ー表採
その他(Ch)

Uf 
16.Bg 

、 :

△ 2 尽ぢぶb)

Kn 
4,0g 

りr"凶＞

~ 

ぷ口〇m
 

T
h
l
 

6
4
9
 

―
他

33
の

乃

c
そ

R
f
3

ロ応

鳳巴
3 C36-85-1 

その他(Csh)

Es 
5.6g 

皇心
~ 7 C37-23-1 

C26—⑱ A(Ob) 
Bl 
1.1g 

10 C48-3 
その他(An)

D 

74.6g 

゜
(2:3) 10cm 

第360図 草刈遺跡E区ブロック外出土遺物実測図

-402-



第 5章 草刈 遺跡G区 (219-034)

第 1節調査の概要

草刈遺跡G区では，旧石器時代の調査を昭和61・62年度に実施した。調査区は遺跡の北東端にあたり，

千葉市と市原市とを画する茂呂谷津に面した台地北側の緩斜面が中心である。調査対象面積は，昭和61年

度が18,OOOrri, 昭和62年度が10,OOOrriで，はじめに 4%の確認調査を行い，その結果に基づいて本調査を

行った。調査の結果， 12か所のブロックと 8か所の単独出土地点を検出した（第361図）。

本調査区における 12か所のブロックは，以下のとおり 4枚の文化層に区分できる。なお，文化層の設定

は草刈遺跡東部全域で行っているため，本調査区の石器群は第3・4・6・7文化層にあたる。

第3文化層は，立川ローム層第2黒色帯下部 (IX層下部）に包含される石器群で，石器20点と礫 l点が

1か所のブロック (C20-Aプロック）から出土した。

第4文化層は，立川ローム層第2黒色帯上半部 (VII""IX層上部）に包含される石器群で， 18点の石器が

2か所のブロック (Cl4N40-A, Cl5-Aブロック）から出土した。

第6文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (III層）から第 1黒色帯 (V層）にかけて包含され

る石器群で，石器1,459点と礫2点が5か所のプロック (C21-B, C26-Al ,..._,A4プロック）から出土した。

第7文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (III層）からハードローム層最上部 (N層）にかけ

て包含される石器群で，石器115点と礫1,042点が4か所のブロック (Cl2-B, Cl4-A,..._,Cブロック）から

出土した。第 6文化層と層位的に分離することは難しいが，石器組成と石材構成により，本調査区で設定

した文化層である。

第2節第3文化層

第3文化層は，立川ローム層第 2黒色帯下部 (IX層下部）に包含される石器群で， C20-Aブロック（調

査時のG地点） 1か所が該当する。

I C20-Aブロック（第362-365図，第139・140表）

1) ブロックの概要

C20-Aブロックは，調査範囲北端のC20-31・32・41・42グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北

側の緩斜面で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は60mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸4mの範囲に21点の石器・礫が分布する。出土層位は1X層下

部から X層にかけてであるが，垂直方向のばらつきが大きく， lmほどの高低差をもって包含されている

（第362・363図）。

プロックは，楔形石器 l点，使用痕ある剥片 3点 (2個体），剥片16点，礫 l点の合計21点 (20個体）

で構成される。石器石材は，珪質頁岩 l点，チャート 4点，凝灰岩 3点 (2個体），砂岩12点，礫石材は

砂岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容
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本ブロックでは 7 母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 l 母岩 (C20—⑥)，チャ ー ト 3 母岩 (C20—④ • ⑤ ·

⑦)，凝灰岩 l 母岩 (C20—③)，砂岩 2 母岩 (C20—① • ②)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合

は100% (20/20点）である。なお， C20—①母岩は石斧の刃部再生作業に関連する資料で， まとまった数量

が出土しており，接合もすることから，本ブロック内で作業が行われたと考えられるが，それ以外の資料

は単独母岩かそれに近い状況で，搬入品と判断される。

x
 

Y
 z

 
a
 

c
 

b
 

（） 

16 ヘロ

第361図 草刈遺跡G区旧石器時代調査概要図 (I:I, 600) 
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·C20—① ：青緑色を帯びた灰色の地に黒色の細い縞がわずかに入る，硬質できめの細かな砂岩である。表

面に研磨痕の見られる剥片が含まれることから， 刃部磨製石斧の刃部再生作業に関連したものと

考えられる。石器群の内訳は剥片10点（合計98.5 g) で， このうち 8点（合計96.0 g)が接合す

る。

·C20—② : C20—①母岩に類似するが，

ある剥片 l点と剥片 l点（合計45.6 g) 

やや暗い色調の砂岩である。自然面は黄色みを帯びている。使用痕

で構成される。
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·C20—③：灰緑色で濃淡のある凝灰岩である。珪化して硬質緻密である。使用痕ある剥片 2 点 (I 個体），

剥片 l点（合計8.5 g)で構成される。

·C20—④ ：青灰色の地に褐色の縞が平行して多数入るチャートである。剥片 2点（合計5.4 g) で構成さ

れる。

·C20—⑤ ：青みがかった黒灰色の地に黒色の縞が入るチャートである。剥片 l点 (I.lg) の単独資料で

ある。

・C20-@: 自然面，内部ともに褐色の珪質頁岩である。楔形石器 l点 (3.7 g)の単独資料である。

·C20—⑦ ：青灰色の地に黒色の縞が入るチャートである。剥片 I点 (2.8 g) の単独資料である。

3)出土遺物（第364図）

1は，珪質頁岩による楔形石器である。表面に自然面，裏面に素材剥片の主要剥離面を広く残す。主要

剥離面の打瘤は平坦で発達していないことから，素材剥片も両極打撃によると考えられる。上下両端は潰

れて線状になっており，楔形石器通有の特徴を備えている。

5は，砂岩による横長剥片を利用した使用痕ある剥片である。剥片末端部の鋭利な縁辺に刃こぼれが見

られる。なお，打面周辺（表裏）に細かな剥離痕があり，また表面中央の稜を加撃した形跡もあることか

ら，石斧の製作ないしは再生の過程で剥離された可能性がある。 6は，凝灰岩による縦長剥片を利用した

使用痕ある剥片である。左右両側縁に刃こぼれがある。なお，表裏下端に損傷があることから，楔形石器

の未製品と見るべきなのかも知れない。

z,.__,4はチャートによる不定型の剥片である。いずれも単独母岩，ないしはそれに近い状態である。

4)接合資料とその関連資料（第364・365図）

·C20—① （第364図7-10,第365図11--15) 青緑色を帯びた灰色の砂岩で，剥片IO点で構成される。

7は，剥片8点 (8"'15)の接合資料である。接合した状況を見ると，側面観が楔形を呈していること，

表裏両面の下端部に研磨痕が見られることから，もともとは大型で片刃の刃部磨製石斧と考えられる。な

お，石斧本体は出土しなかった。

接合資料による石斧の刃部再生の手順は，次のとおりである。①：はじめに，裏面の刃部中央を打面と

して 8を剥離する。②：表面右側面を打面としてIIを剥離する。③： 8の剥離面を打面として，左側縁の

I4を剥離する。④： 11の剥離面を打面としてI2, IO, I3を順次剥離する。これによって，刃部は後退する。

⑤：右側面を打面としてI5を，中央部から 9を剥離する。以上の剥離作業によって，石斧は長さ，幅とも

第I39表 C20-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C20-Q)(Sa) JO 10 IC 
C2心 (Sa) I I 2 2 
C20--③ (Tu) 2(1) I 3(2) 3(2) 

巴噸(Ch) 2 2 2 
C20-@(Ch) I I I 
C20--⑥ (Csh) I I I 
ロ鱗(Ch) I I I 
その他(Sa) I I 

合計 I 3(2) 16 20(19) I 21 (20) 

第140表 C20-Aブロック石材別石器組成表
石材

珪質頁岩(Csh)
チャート (Ch)

凝灰岩(fu)

砂岩(Sa)
ニ―

合計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf 
I 

Ha IAnbl Ax I他 I B 合計

翌
11 13 (2) 

疇＿
21-
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に小さくなる。

第3節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上部 (VIl'"'-'IX層上部）に包含される石器群で， CI4N40-Aブロッ

ク（調査時の E地点）， CI5-Aブロック（調査時のM地点）の 2か所が該当する。

I Cl4N40-Aブロック（第366--368図，第141・142表）

1) ブロックの概要

Cl4N40-Aブロックは，調査範囲北端のCl4N40-64・73・74グリッドに位置する。ブロックの立地は台地

北側の縁辺部で，傾斜変換点までの距離は 5mである。また，当該地は北東に向かって下る緩斜面である。

ブロックの規模と形状は，直径4mの範囲に13点の石器が分布する。出土層位はVIl'"'-'IX層上部を中心と

しており， 40cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第367・368図）。

ブロックは，使用痕ある剥片 l点，剥片II点，砕片 l点の合計I3点で構成される。石材は，黒曜石9点，

安山岩 3点，チャート I点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (CI4N40-①），安山岩 1 母岩 (CI4N40—③),

チャート 1 母岩 (CI4N40—②)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は92% (12/I3点）である。

·Cl4N40—①：黒色不透明で </J 2mm'"'-'4mmの央雑物を多く含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられ

-409-



第141表 Cl4N40-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 紐 他 B Cl D I 石器計 l礫 I 合計

Cl 4N40--(I) (Ob) I 7 I 
Cl4N40--(② (Ch) I 
Cl4N40-(割Ant) 2 

その他(An^ロt)＝ 叶
I I I I I I I I I I I II I I I I I I I Ill I 

第142表 Cl4N40-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) 1 7 I ， 91 

安山岩(Ant) 3 3 3 
チャート (Ch) I I I 

合計 I II I 13 13 

る。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 7点，砕片 l点の合計9点 (8.3 g) である。

本ブロックで唯一のまとまりある母岩で，石器製作作業に関連したものと考えられる。

·Cl4N40—② ：灰緑色の地に黒紫色の縞が不定方向に入るチャートである。剥片 l点 (8.4 g) の単独資料

である。

・Cl4N40―③ ：灰白色に風化した軟質の安山岩（トロトロ石）である。剥片 2点（合計17.0 g) で構成さ

れる。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩（トロトロ石）の剥片 l点 (0.1 g)がある。

3)出t遺物（第366図）

lは，黒曜石による縦長剥片を利

用した使用痕ある剥片である。左側

縁に刃こぼれがある。 2は，安山岩

による縦長剥片である。表面は，概

ね裏面と同一方向の剥離面で構成さ

れているが，下半部に 1枚だけ逆方

向の剥離面がある。打面は線状になっ

ているが，打瘤は特に平坦でもなく，

両極打撃による剥片とは思われない。

両設打面の石核から剥離されたもの

であろう。 3はチャートの縦長剥片

である。剥離時に打点で二つに割れ

ている。 4は安山岩の不定型な剥片

である。表面左側は自然面（円礫面）

に覆われており，剥片剥離作業の初

期のものかも知れない。 2と同一母

岩であるが， これ以外に関連資料は

なく，搬入品と考えられる。
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2 Cl5-Aブロック（第369--371図，第143・144表）

1) ブロックの概要

Cl5-Aブロックは，調査範囲北東部のCl5-07・08グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の緩

斜面で，傾斜変換点からの距離は45mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸 2mの範囲に 5点の石器が分布する。出土層位はVII'"'-'IX層上

部で，ほぼ水平に包含されている（第370・371図）。

ブロックは剥片 5点 (3個体）で構成され，石材はすべて珪質頁岩である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックから出土した珪質頁岩による石器は，すべて同一母岩である。

·Cl5—① ：自然面は赤みがかった褐色，内部は灰緑色の珪質頁岩である。珪化度合いは低い。自然面は緩

やかな曲面をなしており，比較的大型の円礫と推定される。石器群の内訳は，剥片 5点 (3個体

; 45. 9 g) である。

第143表 Cl5-Aブロック母岩別石器組成表

＇ 母岩 I Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl I Bis I Sp I Ha I Anb I Ax I他
Cl5---(I)(Csh) 

二
第144表 Cl5-Aブロック石材別石器組成表

B IC I D 
5(3) 

言
石胃忙］三言

石材
珪質頁岩(Csh)

~ 

合叶

Kn I, 「rI Ka J Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf J Uf I Bl IBisl Sp J Ha JAnbl Ax I他 B土 ID 

翌 石~三言

~ 

三 1 M-3 
M-4 

C15―① B(Csh) 

~ ~2.6g 

八
亡

2 M-2 

C15一① (Csh) 
B 

6.2g 

~ 

こ 3 M-1 
M-5 

C15―① A(Csh) 
B 
27.2g 

゜
(2:3) 10cm 

第369圏 Cl5-Aブロック出土遺物実測図
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3)出土遺物（第369図）

1 ""'3は，珪質頁岩による同一母岩の不定型の剥片である。表面の剥離方向は一定しないことから，打

点を大きく移動しながら剥片を剥離していたことがわかる。 1・3とも，剥離時に打点で二つに割れたも

のが接合しており，資料数は少ないものの，本ブロックで剥片生産を行った可能性が高い。

第4節第6文化層

第6文化層は，立川ローム層N~V層に包含される石器群で，幅広の剥片を用いた切出形のナイフ形石

器や角錐状石器が指標的な石器である。 C21-Bブロック（調査時の L地点）， C26-Al~A4ブロック（調査

時の 8-D地点）の 5か所が該当する。

I C21-Bブロック（第372--374図，第145・146表）

1) ブロックの概要

C21-Bブロックは，調査範囲東部のC2l -03・04・13・14グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北

側の緩斜面で，傾斜変換点からの距離は70mである。

ブロックの規模と形状は，直径2mの範囲に19点の石器が分布する。出土層位はV層を中心としており，

40cmほどの高低差をもって包含されている（第372・373図）。

ブロックは，剥片13点，砕片4点，石核2点 (1個体）で構成される。石材は，すべて黒曜石である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは黒曜石 1 母岩 (C21—⑤)を識別した。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は， 89

% (17/19)である。

·C21—⑤ ：ガラス質の度合いが高い黒色の部分と低い青灰色の部分とが互層になった，不透明の黒曜石で

ある。 ¢2mmほどの央雑物を含む。栃木県高原山産であろうか。石器群の内訳は，剥片13点，

砕片 2点，石核 2点 (1個体； 25. 8 g)である。接合資料は，剥片 3点と石核2点 (1個体）が

接合するもの（接合資料A; 20. 0 g), 剥片 2点が表裏で接合するもの（接合資料B; 2. 0 g, 接

合資料C;l.7g)がある。

なお，母岩分類できなかった資料に黒曜石の砕片 2点（合計0.1 g) がある。

3)接合資料とその関連資料（第374図）

·C21—⑤ ：黒色と灰色の縞になった不透明の黒曜石で，剥片13点，砕片 2点，石核2点 (1個体）で構成

される。・

lは，剥片 3点 (3~5), 石核 2点 (2; 1個体）の接合資料である。中型厚手の不定型な剥片を石

第145表 C21-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C21⑤ (Ob) 13 2 2(1) 17(16) 17(16) 

その他(Ob) 2 2 21 

合計 13 4 2(1) 19(18) 19(18) 

第146表 C21-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls S Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒耀石(Ob) 13 4 2(1) 19(18) 19(18) 

合計 13 4 2(1) 19(18) 19(18) 
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核の素材とする。表面中央には平滑な自然面が残る。剥片の剥離手順は，素材剥片の主要剥離面を打面に

して，周囲を削ぎ落とすように小型不定型の剥片を剥離している。

6は，小型不定型の剥片 2点 (7・8)の接合資料， 9は同一母岩の非接合資料である。いずれも幅広

の平坦な打面をもち，表面は裏面と同一方向の剥離面で構成される。

2 C26-Aブロック群（第375,....,398図，第147,....,154表）

1) ブロックの概要

C26-Aブロックは，調査範囲東部のCl9-80・90,C26-85~89・96~99グリッドに位置する。ブロックの

立地は台地北側の緩斜面で，傾斜変換点からの距離は55mである。

ブロックの規模と形状は，長軸20m, 短軸 7mの範囲に1,442点の石器・ 礫が分布する。出土層位はIII

層から V層にかけてを中心としており， Imほどの高低差をもって包含されている（第375~378, 384~ 

386, 389~391, 395・396図）。

ブロックは，ナイフ形石器15点，角錐状石器 2点，削器2点，錐状石器 l点，加工痕ある剥片4点，使
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用痕ある剥片10点 (9個体），石刃 4点 (2個体），剥片836点 (817個体），砕片564点，石核2点，礫2点

の合計I,442点 (I,420個体）で構成される。石器石材は，黒曜石I,432点 (I,413個体），安山岩 l点，安

山岩（トロトロ石） 2点，頁岩 2点，珪質頁岩 l点，チャート 2点，礫石材は砂岩 l点，ホルンフェルス

l点である。黒曜石は淡黒色半透明で，白色の央雑物が散在する良質なものが主体を占めており，概ね信

州産と考えられる。剥片，砕片は密集するものの，自然面の広く残る大型の剥片や石核は極めて乏しいこ

とから，作業途中の石核が搬入され，剥片生産と石器の製作の後，石核は再び搬出されたと考えられる。

なお，本ブロックを細かく見ると，相互に近接した複数のまとまりに分けることができることから，以

下ではAl~A4ブロックに分けて記述する。ただ，各ブロックは接合資料と同一母岩の共有関係によって結

び付いており，相互に緊密な関係のあったことが想定される。

2-1 C26-Alブロック（第375,_,333図，第147・148表）

1) ブロックの概要

C26-Alブロックは，本ブロック群の中では最も西側にあり， C26-85・86・87・96・97グリッドに位置す

る。ブロックの規模と形状は，直径 6mの範囲に688点の石器が密集する。出土層位はV層を中心として

おり， lmほどの高低差をもって，凸レンズ形に包含される（第375~378図）。

ブロックは，ナイフ形石器6点，角錐状石器 l点，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片 7点 (6個体），

剥片407点 (398個体），砕片264点，石核 l点の合計688点 (678個体）で構成される。石材は，黒曜石685

点 (675個体），安山岩 l点，安山岩（トロトロ石） 1点，頁岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 13母岩を識別した。内訳は，黒曜石11母岩 (C21 —④, C26—①～⑩），安山岩 l 母岩 (C26

—⑪)，頁岩 l 母岩 (C26—⑫)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は44% (301/688点）である。

なお，資料の大半が黒曜石であったため同一母岩の識別は困難で，接合資料を中心に集合体を拡大して

いく方法をとった。したがって，特徴の乏しい母岩については接合資料に限定されたものとなり，接合し

なかった小型のもの，薄手のものは母岩の識別を行えなかった。

·C21—④ ：淡黒色透明の地に黒色のモヤがかかったように見える黒曜石である。 </J1 mmの白色の央雑物が

散在する。表面は光沢に富み良質なものである。信州産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕

ある剥片 l点使用痕ある剥片 l点 石核 l点（合計18.1 g)である。石核は剥片素材であるが，

草刈遺跡c区C21-Aブロックに分布するナイフ形石器 l点と接合する。このほか，同一母岩がC26-

A2ブロックに 4点，ブロック外に 1点分布する。

·C26—① ：淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入る黒曜石である。自然面は平坦であるが，表

面が紙やすり状にザラついている。白色小型の央雑物がわずかに含まれるが， このほか， </J 5mm 

ほどで灰色球形のものも若干見られる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 3点 (2個体），剥片167点 (161個体），

砕片69点の合計240点 (233個体； 88. 7 g)である。石器総数は多いものの石核はなく，また，自

然面を残す剥片も少ないことから，剥片剥離作業の進行した石核をブロック内に持ち込み，母岩

の消費が完了する前に石核を持ち出したと考えられる。

接合資料は，本ブロックを中心に見ると，以下のとおり A~Gの7組がある。
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接合資料Aは，ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片 l点（合計14.0 g)で構成され

る。このうち剥片 l点 (9.Og) は， C26-A3ブロックに分布する。この接合資料に限っては，表面

に自然面を残すものが多い。ナイフ形石器 l点と剥片 l点は，石刃に近い形状の整った資料であ

る。

接合資料Bは，小型の縦長剥片 2点（合計I.3 g) で構成される。

接合資料Cは，使用痕ある剥片 2点 (I個体），剥片 2点 (1個体）で構成される（合計15.9

g)。このうち剥片 l点 (7.2g) は， C26-A2ブロックに分布する。 2個体の資料は， ともに幅広

の剥片で，表面が多方向からの剥離面で構成される。

接合資料Dは，剥片 2点（合計9.1 g)で構成される。

接合資料Eは，剥片 6点 (3個体； 13.3g)で構成される。このうち剥片 l点 (0.6g)は， C26

-A3ブロックに分布するものである。接合資料Cと同様，各剥片の形状は不定型で，表面の剥離

方向は一定しない。

接合資料Fは，剥片 2点が接合して 1個体 (2.3 g) になるものである。

接合資料Gは，剥片 3点が接合して 1個体 (2.2 g) になるものである。

このほか，同一母岩がC26-A2ブロックに74点 (69個体）， C26-A3ブロックに49点， C26-A4ブロッ

クに 9点 (8個体）が分布する。

·C26—②：青みがかった黒色不透明で，白色の央雑物を含む黒曜石である。石器群の内訳は，加工痕ある

剥片 l点，剥片22点の合計23点 (23.7 g)で構成される。

接合資料は，加工痕ある剥片 l点と剥片 3点の合計4点が接合して，中型の横長剥片 1個体

(8. 8 g) になるものである。

·C26—③ ：黒色不透明で，央雑物をほとんど含まない良質の黒曜石である。半透明の地の中に，墨を流し

たようにも見え， C26—①母岩に似た質感である。石器群は，角錐状石器 I 点，剥片 2 点（合計14.

2g)で構成される。

接合資料は，角錐状石器に調整剥片 2点が接合する（合計14.2 g)。

·C26—④ ：淡黒色透明で，央雑物をほとんど含まない黒曜石である。剥片 2点（合計1.3 g)で構成され，

相互に接合する。資料は 2点とも薄手であり，接合資料以外に同一母岩の認定は困難である。

·C26—⑤：淡黒色半透明の地に，帯状の黒色のモヤが多数入る黒曜石である。表面の光沢は少ない。白色

の央雑物を少量含む。石器群の内訳は，ナイフ形石器 I点，使用痕ある剥片 l点，剥片16点 (14

個体）の合計18点 (16個体； 24. 0 g)である。

接合資料は，剥片 2点が接合するもの（接合資料A;l.lg), 剥片 2点が接合して 1個体にな

るもの（接合資料B ; 7. 4 g), 剥片 2点が接合して 1個体になるもの（接合資料C;1.8g)が

ある。

このほか， C26-A2ブロックに12点 (11個体）， C26-A3ブロックに 5点， C26-A4ブロックに 1点

が分布する。

·C26—⑥ ：淡黒色透明の地に，黒色の縞が平行する黒曜石である。白色の央雑物をわずかに含む。ナイフ

形石器 l点，剥片 2点（合計7.0 g)で構成される。

·C26—⑦：淡黒色透明の地に，やや色調の濃い縞が平行する黒曜石である。表面は光沢に富み，央雑物は

-418-



91 ~ 
&3 

+c26-86 

． 

亨、

52 

15 
鳳、

13

爪｝
15

以
4

噂
2

犀
14

鳴ー
8

A
 

I I 
占日 i::>S: !;! 

胃

．．．
 

ー

ふ

i-序・＂

・・タ
•-
•. 

I I 
= ;; "'>S: !,! 

冒

．
 

．．
 

｀
 

．
 

••• 

-

...，
9
,
＇

1

引島`
＊
3
・1.
.
.
 

．． 

．
 

|
E
O
O
O
.
u
c
 

_
E
O
O
O
.
N
C
 

—

E 
0
0
0
"
1
:
E
 

|

E

 ooo·~E 

“ 10 

゜
(1 :80) 4m 

冒
I
l
m
l
V
v
v
r
v
n
 

―
―
 

... ... ・。
・・. :-;~\翌柑峰吾．唸;:·.:··.-:~、： . '! • • ~"'!'~• • •o 

'. • 0 • 

．． 

c
 

I
I
m
I
V
V
V
I
V
I
I
 門

-32.000m 

剥片以外の

垂直分布

-31.000m 

．
 冒

I
l
m
w
V
V
I
1
1
1
 

＿
＿
 

． ． 

第375図

- 32.000m 

C26-Alブロック出土遺物分布図 (I)

m
 ゜゚

n~ 
ー3
 

c
 

n
m
I
V
V
V
l
"
 

冒
一石器別分布図 (1)

剥片の垂直分布

-419-



16 

6
 

2
 

に`
17~19 
C26—( A 

玉26-86

． 

噌23 24+2 
c定①D

＋
 

ー
ー
—

E

0
0
0
・
K
C
 

|

E

 

000"1:£ 

唸

｀ 直
31

慮 •
9
国

冒
n
m
w
V
V
I
V
i
l
 

―
―
 

．
 

門
I
l
e
m
I
V
V
V
l
v
n
 

―
―
 

32 

い
息

． ． 

畠

包＇旦

，
 

ー

内
田
り

゜

こ

七26-87

・女
｀
 

20 21+22 
C26—( C 

A L. 

(1 :BO) 4m 

|
E
0
0
0
.
L
C
 

_

|

E

0

 
00• 

l£ 

R・・ ．．． .,, 
... ; 沿袴舷怪・・・,~-t,· ... •畜．

．． ．． ・・ヘ’’•.. ": . ~~~-
.'.。-

．． 

.゚ ． • 0 

I I 
~El .,:> :S: !,! 

EI 

C26-A2ブロックへ

ー

心
毒
＿
や

.. 
4
 

.~. 

27 28~30 
C26—( E 

I I 
， 
ロ日 2:>;: is! 

冒鳳

．
 
，
 

．．
 .

.

.

 f
 

．
 

.

.

.
,
9、
J

引亀`
ヽ
3
・，．．． ．

 

• 

ー 32.000m

剥片以外の

垂直分布

m
 ゜゚

n~ 
ー3
 

c
 

n
m
l
V
V
V
I
V
l
l
 冒

第376図

-32.000m 

剥片の垂直分布

C26-Alブロック出土遺物分布図 (2)

m
 ゜゚゚

ー3
 

n
c
m
w
V
V
I
V
I
I
 門

一石器別分布図 (2)

-420-



亨 ~ 熔◎
--=---

45 46+47 
C26—( A 

I I 
.;; 9 "'>;:;:" 

二言
七26-87

42 

44 

a 土節

43+44 
C26—( A 

召 三ニ
49+50 
C21―④A 

． ． 

50 

゜
(1:80) 4m 

已
n
c
m
l
V
V
V
l
v
n
 

_
＿
 

,47 
店
9,46

•• 
・

會

．．．． 

A
 

帽
11

|

E

 

000"~£ 

|
E
8
 
O
"
l
£
 

.. . . . 
・・.; 沿袴砕・:f::、.。

... .... 
• • I• ・・・・.: 妥玉・ゞ・

• 0 • 

．． 
゜

o• 

．
 

．
 

ー

餐

．．
． 

一ぶ嘱―や・

ー 32.000m

剥片以外の

垂直分布

m
 ゜゚

n~ 
ー3
 

c
 

n
m
l
V
V
V
I
V
D
 冒

．
 已

n
c
l
i
l
I
V
V
V
I
V
I
I
 

―
―
 

．
 
．
 

第377図

ー 32.000m

m
 ゜゚

n~ 
ー3
 

c
 

n
I
I
I
w
V
V
I
V
I
I
 冒

I I 
三日"'>;:s' 

貫胃

．
 

．．
 

ヽ

．．． 
』

．
 

.

.

.

.
，
9
.

，

a
"
7
`
a
`
r
へ
"
•
9... 

．
 

．
 

|
|
E
O
O
O
.
L
C
 

|

|

E

 ooo・zc 

剥片の垂直分布

C26-Alブロック出土遺物分布図 (3) 一石器別分布図 (3)

-421-



A
 

占ョ e:>S:!, 

言冒
士26-86

C26-A2ブロックへ

C26—(D 

C26—( F 

七26-96

゜
(1 :80) 

草刈C区C21-Aブロックへ

4m 

．
 門

l
l
m
l
V
V
V
I
V
l
I
 

―
―
 

． ． 

C26—( C 

C26—( E ． 

第378図

＋
 

＋ 

C26-A3ブロックへ

．
 

．
 
.. 

t
.
 ．．．． 

．
 

．
 

-

.

.

.
,
9
,
9
5ヽ
曇
璽

'*r̂
P.9•.. 

．
 

．
 

．
 

．
 

C26-Alブロック出土遺物分布図 (4) 一石材別分布図 (1)

A
 

． • • • • • .、.• ． .. . . .. ． 

亨亨螂極．娩苓.-:_-:..・・

土6-86

C26 —( A 

C26 —( c 

゜
(1 :80) 

゜C26—( B 

4m 

第379図

． ． 

C26-Alブロック出土遺物分布図 (5)

．．
 

．
 

ー

E
0O
O
'
Z
£
 

m
 ゜

m
 

゜

゜
ni 

゜゚
ー3
 

2
 

3
 

c
 

"
r
n
I
V
V
V
l
v
n
 門

．．
 ．
 `

 
．．
 ．
 

．
 

C26—(A 

一石材別分布図 (2)

ー
—
ー

E
O
O
O
.
u
c

＋ 

＋
 

-422-



見られない。自然面は平坦であるが，紙やすり状にザラつく。剥片 2点で構成されるが，接合し

て 1個体 (3.9 g) となる。

このほか， C26-A3ブロックに 3点 (2個体）分布する。

·C26—⑧ ：淡黒色半透明の地に，黒色の縞がモヤのように入る黒曜石である。央雑物は少ない。ナイフ形

石器 l点 (11.0g) の単独資料である。

·C26—⑨ ：黒色不透明の地に，青みがかった灰色と黒色の縞が入る黒曜石である。ナイフ形石器 l点

(14.4g) の単独資料である。

·C26—⑩ ：青みがかった淡黒色半透明の黒曜石である。白色の央雑物を含む。ナイフ形石器 l点 (5.8 g) 

の単独資料である。

·C26—⑪ ：灰褐色に風化した安山岩である。自然面は曲面で，石核は円礫素材と考えられるが，大きさは

不明である。比較的大型のようである。使用痕ある剥片 l点 (31.4g) の単独資料である。

·C26—⑫ ：灰緑色の地に青みがかった黒色の線が多方向に入る頁岩である。剥片 l点 (12.0 g) の単独資

料である。同一母岩がC26-A3ブロックに石核 l点が分布する。また，草刈遺跡E区C37-Aブロッ

クのC37—⑤母岩に似る。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の使用痕ある剥片 l点，剥片192点，砕片195点（合計66.7 

g)' 安山岩（トロトロ石）の剥片 l点 (0.5 g)がある。黒曜石は上記各母岩に類似するものが大半であ

るが，小型，あるいは薄手で特徴が捉えられないため，分類できなかったものである。

3)出土遺物（第380・383図）

1~3は，黒曜石による切出形のナイフ形石器である。 1は，厚手の横長剥片を素材とした，やや大振

りの切出形のナイフ形石器で，素材の打面（右側縁）と末端（左側縁）の 2側縁に調整加工を行っている。

右側縁下半部の調整は平坦剥離で，素材の打面を大きく残しているが，右側縁上半部と左側縁の調整は裏

面からの急角度な剥離である。先端は欠損する。 2も切出形のナイフ形石器としては比較的大振りなもの

である。厚手の不定型な剥片を素材とし，素材の打面を基部に置いて，その両側縁に調整加工を行ってい

る。右側縁の調整加工は大小の剥離面で構成され，分厚い「背」となっているが，左側縁の調整加工は細

かな剥離面が連続しており，左右は大きく異なっている。素材の打面は残されている。 3は，横長剥片を

素材とし，打面側と末端側に急角度の調整加工を行っている。打面は除去されている。

4は，黒曜石によるナイフ形石器の破片である。表面が自然面で覆われている横長剥片を素材とする。

右側縁上半部は，通常のナイフ形石器に比べてやや緩やかな剥離角によって調整されている。素材の末端

を折り取った後，裏面から細かく剥離している。左側は大きく欠損する。 5は，黒曜石による縦長剥片を

用いたナイフ形石器で，素材の末端を斜めに切断した形態である。下半部は欠損する。なお， 1~3は単

独資料であり， 5もそれに準じた資料である。

6・11・14は，黒曜石による使用痕ある剥片， 7 ~ 10・12・13・15は剥片である。石刃や形状の整った

縦長剥片はなく，不定型の剥片を中心とする。表面は，概ね裏面と同一方向の剥離面で構成される。

51は，珪質頁岩による不定型の剥片である。表面は，裏面と同一方向及び虹交する方向の剥離面によっ

て構成される。右側面には平滑な自然面が残る。 C26-A3ブロックに同一母岩の石核が分布するが，接合し

ない。 52は，安山岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。左側縁に刃こぼれがある。

4)接合資料とその関連資料（第381---383図）
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·C26—① （第381図16--26,第382図27--37) 淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入る黒曜石

で，ナイフ形石器 l点使用痕ある剥片 3点 (2個体），剥片167点 (161個体），砕片69点の合計240点 (2

33個体）で構成される。

16は，ナイフ形石器 l点 (18)' 使用痕ある剥片 l点 (19)' 剥片 l点 (17)の接合資料である（接合資

料A)。上位の打面から 17, 18, 19を順次剥離している (17が最初であるが， 18と19の先後関係は不明で

ある）。 17は，表面に広く自然面を残す幅広の縦長剥片で， もともと平坦な自然面であった右側面には，

石核の側面調整痕と考えられる小剥離痕が連続する。いっぽう， 18・19は，比較的形状の整った縦長剥片

を素材とする石器である。石刃素材にも見えるが，後述するとおり，定型的な石刃を安定して生産した状

況にないため，縦長剥片素材と表現した。 18は，左側縁全体と右側縁の2/3に調整加工を施した 2側縁調

整のナイフ形石器である。左側面の中ほどは調整加工が途切れている。素材の打面は先端側であるが，先

端部を形成する際に除去されている。 19は，縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。鋭利な左側縁に

刃こぼれが見られる。右側面には，表面からの細かな石核側面調整痕がある。

20は，使用痕ある剥片 2点 (1個体； 21) と幅広不定型な剥片 2点 (1個体； 22)の接合資料である

（接合資料C)。22→21の順に剥離している。なお， 22の右側はC26-A2ブロックに分布する。

ところで， 16が縦長剥片を基調とする接合資料なのに対し，本接合資料は不定型な剥片の接合資料であ

る。 21と22の表面を見ても，不定方向からの幅広の剥離面で構成されており， この傾向は変わらない。両

者は同一母岩であることから，原石を分割して別々の石核から剥片剥離作業が実施されたか，あるいは前

者が作業面後者が打面側の資料であるか，後者が主体的な内容であるかのいずれかである。剥片類全体

の傾向を見ると，不定型の剥片を主体に生産していた母岩のように思われる。

23は，剥片 2点 (24・25)の接合資料である（接合資料D)。24→25の順に剥離している。幅広の打面

から連続して形状の整っていない縦長の剥片，不定型の剥片を剥離している。

26は，剥片 3点が接合して縦長剥片 1個体になったものである（接合資料G)。打面部は欠損している。

27は，剥片 6点 (3個体； 28,..._,30)の接合資料である（接合資料E)。上位の打面から28を剥離した後，

打面を右側面に移動して， 29,30を剥離している。 27の左側面には表裏面と直交する剥離面が連続してお

り，作業面の移動が大きな石核から剥離されたと考えられる。

31は，剥片 2点 (32・33)の接合資料である（接合資料B)。両者とも小型の縦長剥片で， 32→33の順

に剥離している。

34は，剥片 2点が接合して 1個体になったもの（接合資料F), 35,..._,37は同一母岩の非接合資料である。

37は表面が自然面に覆われているが，左側面に石核の側面調整痕があり，接合資料Aと共通する。剥片剥

離の初期の段階に，部分的に細かな石核調整を行ったようである。

·C26—② （第382図38--41) 青みがかった黒色不透明の黒曜石で，加工痕ある剥片 l点，剥片22点の合

計23点で構成される。

38は，加工痕ある剥片 l点 (39), 剥片 3点が接合して剥片 1個体になったものである。これは，中型

の横長剥片が複数片に割れ，そのうちの 1点を調整して石器にしたものである。

40・41は，同一母岩の非接合資料である。いずれも不定型の剥片で， また上半部が欠損するため剥片剥

離作業の詳細は不明である。ただ， 40の左側縁には表面からの細かな剥離面があり，石核調整の痕跡と考

えられる。
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第147表 C26-Alブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C21--@ (Ob) I I 1 3 3 
C26-{]) (Ob) I 3 (2) 167(161) 69 240 (233) 240 (233) 

C2鱈 (Ob) I 22 23 23 

C2疇 (Ob) I 2 3 3 
C26--(4)(0b) 2 2 2 
C26--@(0b) 1 I 16(14) 18(16) 18(16) 
C26⑥ (Ob) 1 2 3 3 

C26⑦ (Ob) 2 (1) 2(1) 2(1) 

C26--@(0b) I 1 '1  

C26--@(0b) l I 1 

CZ碕 (Ob) I I 1 

C26迎 (An) 1 I I 

C26⑫ (Sh) I I I 
その他(Ob) 1 192 195 388 388 
その他(Ant) I I 1 

合計 6 I 2 7(6) 407 (398) 264 I 688 (678) 688(678) 

第148表 C26-Alブロック石材別石器組成表
石材

黒曜石(Ob)

安山岩(An)

安山岩(Ant)

頁岩(Sh)

合計

Kn61 Tr I Ka1 I Po I Es I Ss I Gr I Dr I P1 

6
 

Ha IAnbl Ax I他 石器計 I礫
II 685皿

f II 志雨可

叶^三
685(675) 

I 

688(678f 

・C2か③ （第383図42-44) 黒色不透明の黒曜石で，角錐状石器 l点，剥片 2点で構成される。

42は，角錐状石器 (44) とその調整剥片 (43)の接合資料である。表面に自然面が残る幅広で厚手の剥

片を縦位に用い，素材の主要剥離面を打面として周囲に調整加工を行っている。その初期の段階で43を剥

離している。また，図示していないが，小型の剥片 l点が接合する。

なお，本ブロックからは石器の調整剥片（ブランティング・チップ）が12点出土しており，ナイフ形石

器や角錐状石器を製作したと考えられる。ただし，小型品が中心のため母岩分類が困難であり，石器本体

と調整剥片の対応関係は明らかにできなかった。本母岩に帰属する資料も含まれている可能性が高い。

·C26—④ （第383図45-47) 淡黒色透明な黒曜石で，剥片 2点で構成される。

45は，小型の縦長剥片 2点 (46・47)の接合資料である。 46→47の順に剥離している。両者の縦断面が

緩やかに湾曲すること，同じ長さであることから，石核の作業面は低かったようである。あるいは，背の

高い角錐状石器の調整剥片であろうか。

·C21—④ （第383図48-50) 淡黒色透明の地に黒色のモヤがかかる黒曜石で，加工痕ある剥片 l点，使

用痕ある剥片 l点，石核 l点で構成される。

48は，草刈遺跡c区C21-Aブロックに分布するナイフ形石器 (49) と石核 (50)の接合資料である。中

型不定型の剥片を石核素材とし，表裏両面を作業面にあてて剥片を剥離している。裏面の左端に素材の主

要剥離面が残る。 49は， 48の裏面中央から剥離された縦長剥片の下半部を素材に用いたナイフ形石器であ

る。右側面は切断面をそのまま残し，左側縁の下半部に調整加工を行っている。

2-2 C26-A2ブロック（第384-388図，第149・150表）

1) ブロックの概要

C26-A2ブロックは，本ブロック群の中では中央西側にあり， C26-87・88・97・98グリッドに位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸4mの範囲に516点の石器が密集する。出土層位はV層を中心

としており， 80cmほどの高低差をもって凸レンズ形に包含される（第384----386図）。

ブロックは，ナイフ形石器 2点，削器 l点，錐状石器 I点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，
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石刃 l点剥片290点 (283個体），砕片220点の合計517点 (510個体）で構成される。石材は，黒曜石516

点 (509個体），チャート 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 8 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 7 母岩 (C21 —④, C26—①・⑤ ・⑬～⑯)，チャート

1 母岩 (C26—⑰)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は21% (106/516点）である。

·C21—④ : C26-Alブロックで記したとおり，淡黒色透明の地に黒色のモヤがかかったように見える黒曜石

である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 3点（合計6.8 g) である。同一母岩は，

草刈遺跡c区C21-Aブロック l点， C26-Alブロックに 3点，ブロック外に 1点分布する。

·C26—① : C26-Alブロックで記したとおり，淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入る黒曜石で

ある。石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，削器 l点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点，剥片66

点 (61個体），砕片4点の合計74点 (69個体； 82. 0 g)である。

接合資料は，本ブロックを中心に見ると，以下のとおり H"-'Lの5組がある。

接合資料Hは，剥片 5点 (3個体； 13. 5 g)で構成される。このうち剥片 l点 (4.2g)は， C

26-A4ブロックに分布する。

接合資料 Iは，剥片3点が接合して 1個体 (1.6 g) になるものである。

接合資料Jは，剥片 2点が接合して 1個体 (0.8 g) になるものである。

接合資料Kは，剥片 2点が接合して 1個体 (2.2 g)になるものである。

接合資料Lは，剥片 2点（合計2.0 g)で構成される。

このほか， C26-Alブロックの接合資料Cに含まれる剥片 l点 (7.2g), C26-A3ブロックの接合

資料Mに含まれる剥片 l点 (0.2g)がある。

また，同一母岩は， C26-Alブロックに240点 (233個体）， C26-A3ブロックに49点， C26-A4ブロッ

クに 9点 (8個体）が分布する。

·C26—(: C26-Alブロックで記したとおり，淡黒色半透明の地に，帯状の黒色のモヤが多数入る黒曜石で，

剥片12点 (11個体； 13. 3 g)で構成される。

接合資料は，本ブロックを中心に見ると，以下のとおり 3組がある。

接合資料Dは，剥片 3点 (2個体； 9. 5 g)で構成される。接合して 1個体になる剥片のいっ

ぽう (5.4g)は， C26-A3ブロックに分布する。

接合資料Eは，剥片 2点が接合して 1個体 (1.9g) になるものである。

接合資料Fは，剥片 2点が接合して 1個体 (5.2 g) になるものである。このうちいっぽうの

剥片 (3.7g)は， C26-A3ブロックに分布する。

このほか，同一母岩は， C26-Alブロックに18点 (16個体）， C26-A3ブロックに 5点， C26-A4ブ

ロックに 1点が分布する。

·C26—⑬：淡黒色半透明の地に，黒色のモヤが薄く入る良質の黒曜石である。突雑物はほとんど含まず，

表面は光沢がある。剥片13点 (12個体； 10. 7 g)で構成される。接合資料は剥片 2点が接合して

1個体 (0.8 g) になるものがある。

·C26—⑭：淡黒色半透明の地に，黒色の平行する縞が数条入る良質の黒曜石である。ナイフ形石器 l 点

（完形； 4. 3 g)の単独資料である。
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·C26—⑮：淡黒色半透明の良質の黒曜石である。央雑物はわずかで，表面に光沢がある。錐状石器 l 点

（完形； 11.9g) の単独資料である。

・C26⑯：淡黒色半透明の地に，黒色のモヤがかかったように見える良質の黒曜石である。央雑物はわず

かである。良好な横長剥片の半分が欠損したもの I点 (6.4 g) の単独資料である。

·C26—⑰ ：青灰色の地に淡橙褐色の縞が入るチャートである。小型不定型の剥片 l点 (4.3 g) の単独資

料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片194点，砕片216点（合計52.4 g)がある。

3)出土遺物（第387・388図）

1は，黒曜石による不定型厚手の剥片を用いた錐状石器である。左側縁全体と右側縁の先端を裏面から

急角度の剥離角による調整加工（ブランティング）を行い，先端を鋭利に仕上げている。左側縁は中ほど

A
 

.l ;; ~>$'is! 

言［
七26-87 十

C26—(L 

C26-@F 

C26—(A 

—

E 
ooo-~£ 

—

E 
OOO"i':£ 

．． 
.... 

．
 

．

．

 

．．
 

．
 
＿ー".

’•“‘. 

．
 

．． 

.

.

.
 

1

贔．＇ー
9
9
J
'

．
 
．． 
．
 ．
 

゜
(1 :80) 4m 

髯
D
e
m
I
V
V
V
l
v
n
 

＿
＿
 

． ．． ． ． 
・・応:~螂~-i·:.: 

- 32.000m 

m
 ゜゚゚

ー3
 

n
c
m
l
V
V
V
l
v
n
 已

第386図 C26-A2プロック出土遺物分布図 (3) 一石材別分布図一

-433-



で屈曲しているが， これによって全体に左右対称形になっている。素材の打面は平坦で紙やすり状の自然

面であるが，薄くされることなく残されている。

2は，不定型厚手の剥片を横位に用いた切出形のナイフ形石器である。素材剥片の打面部と末端部を切

り取ったような形状である。

3は，不定型の剥片を縦位に用いた切出形のナイフ形石器である。右側縁は，縦位方向に折り取った後，

中間部を中心に裏面から急角度の剥離による調整加工をしている。左側縁は，表面側から横位に折り取っ

た後折れ面を打面として平坦に調整を行っている。

4は，不定型の剥片を素材とする削器である。左側縁に大きさの揃った細かな調整剥離が連続している

ことから， この部分を刃部と考えた。素材剥片の形状を各所に残すが，下半部は欠損する。

5は，黒曜石の石刃である。両側縁の下部に刃こぼれがある。 6は，縦長剥片を用いた使用痕ある剥片，

7は，不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。

8 ,-..,20は，黒曜石の各種剥片である。横長傾向のものから縦長傾向のものまで見られるが，それぞれが

母岩ごとに分かれるわけでもないことから，概ね同じような形状の石核から剥離されたと考えられる。 21

は，チャートによる不定型の剥片である。本ブロックで唯一の黒曜石以外の石材である。

4)接合資料とその関連資料（第387・388図）

·C26—① （第387図4,_, 6 , 9 ,_, 16, 第388図25--29) 淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入

る黒曜石で，ナイフ形石器 l点，削器 l点，使用痕ある剥片 l点，石刃 l点，剥片66点 (61個体），砕片

4点の合計74点 (69個体）で構成される。

25は，剥片5点 (3個体）の接合資料である。右側の打面から26→28の順に剥離した後，上位の打面か

ら29を剥離している。接合資料の表面を見ると，剥片剥離の打点が石核の周囲を廻るように移動している

ことがわかる。また， 26と28を剥離した際の打面は表面側からの剥離面で，打面と作業面が入れ替わる剥

離手順である。表面下半部に自然面が広く残ることから，母岩消費の中では比較的早い段階の資料なのか

も知れない。なお， 29は剥離後に 5点以上に割れており（打面部と末端部は不明），中間のひとつには折

れ面周辺に細かな剥離が見られる (27)。

このほか，接合しない剥片類が多数あるが，先述したとおり，多様な形状を示している。打面と作業面

を頻繁に入れ替えながら，幅広の縦長剥片，不定型の剥片，横長剥片を生産したのであろう。

·C26—⑤ （第388図22--24) 淡黒色半透明の地に帯状の黒色のモヤが多数入る黒曜石で，剥片12点 (11

第149表 C26-A2プロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 収 他 B C D 石器計 礫 合計

C21--@(0b) I 3 4 4 
C26-Q)(Ob) I I I I 66(61) 4 74(69) 74(69) 
C26-@(0b) 12(11) 12 (11) 12 (11) 

C26⑬ (Ob) 13 (12) 13 (12) 13 (12) 

C26⑭ (Ob) I I I 
C26⑮ (Ob) I I I 
C26⑮ (Ob) I I I 
C2~(Ch) I I I 
その他(Ob) 194 216 410 410 

合計 2 I I I I I 290(283) 220 517(510) 517 (510) 

第150表 C26-A2ブロック石材別石器組成表
石材

黒曜石(Ob)
チャート (Ch)

合 計

尺1rr1Ka1Po1Es1門IGr I D¥I Pi I R¥I門IB¥IB!sl s1 Ha IAnbl Ax I他

2
 

11 11 I s 石器計 1礫
516竿
苛

合計

516 (509) 

元

-434-



こ
1 B-D 109 

C26一⑮(Ob) 

Dr 

11.9g 

二こ

[ここ

乙 2 B-D 385 
C26一⑭(Ob) 

Kn 
4.3g 

f!Z::> 

噂ー[
こ

<::? 

3 B-D 148 
C26一①(Ob) ー、
Kn 

7.2g 

5 B-D 117 
C26一①(Ob) 

Bl 
7.4g 

~ 

—~-&§ 
<ご—-- 10 8-D 573 

C26一①(Ob) 

B 
1.5g 

~ 6 B-D 362 
C26一①(Ob) 

Uf 
1.7g ~ 

＿ごーニ
~---= 8 B-D 547 

C26一⑤(Ob) 

B 
1.1g 

~ 

り謬已
11 B-D 133 

C26ー①(Ob) 

B 

｀ 
ヘ

企 2.9g

~13 B-D 1094~14 B-D 915 仁ニプ C26一① (Ob) 

C26一① (Ob) 
B-D 1154 B 

B~26—① l(Ob) 4.0g 

1.3g 1.2g 

4 B-0 533 
C26一①(Ob) 

Ss 

3.3g 

□
 

｀
 

二書
7 B-D 552 

C21ー④(Ob) 

~:.f1g 

一彎［ジ
~ 

9 B-D 144 
C26ー①(Ob) 

B 
1.8g 

口[5[ 
~ 

12 B-D 738 
C26一①(Ob) 

B 

3.3g 

゜
(2:3) 

16 B-D 130 
B-D 323 
C26—① K(Ob) 
B 
2.3g 

10cm 

第387図 C26-A2ブロック出土遺物実測図 (1)

-435-



ヘ

パー~-~
~-「~-----

17 

憂
□

り
げ ご

一~~
~19 B-D145 

C26一⑬(Ob) 
B 
0.8g 

至

委げン〉
20 B-D 576 

C21一④(Ob) 

B 
1.3g 

B-D 146 
B-D 721 
C26—⑤ E(Ob) 
B 
1.9g 

18 

勺

[
]
 

凰こ 21 B-D 124 
C26ー⑰(Ch) 

B 
4.3g 

B-D 751 
C26一⑯(Ob) 
B 

6.4g 

←一'"~ご―—
25 26+27+28+29 

C26—( H 

-~ — 

-乙二二＼
23 B-D 538 

C26—⑤ D(Ob) 

ぐ ~.6g

曼◎

150

二い

ご
26戸

0
|

万―

仄〗

~ 

一雪謬
嗜

22 23+24 
C26—( D 

r ¥ 27 B-D 532 
C26—① H(Ob) 
B 

1.1g 

~ 28 B-D 694 
C26—① H(Ob) 
B 

3.0g 

← "'"'"'~ 

i -,.. 

［＝ 29 

24 B-D 343 
B-D 753(C26-A3ブロック）
C26—⑤ D(Ob) 
B 
7.9g 

゜
(2:3) 10cm 

B-D 248(C26-A4ブロック）
B-D 532 
B-D 1151-1 
C26—① H(Ob) 
B 
5.6g 

第388図 C26-A2ブロック出土遺物実測図 (2)

―-436-



個体）で構成される。

22は，剥片 3点 (2個体）の接合資料である。 23→24の順に不定型の剥片を剥離している。なお， 24の

上半部はC26-A3ブロックに分布している。

2-3 C26-A3ブロック（第389~394図，第151・152表）

1) ブロックの概要

C26-A3ブロックは，本ブロック群の中では中央東側にあり， C26-88・89・98・99グリッドに位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸 5mの範囲に180点の石器が密集する。出土層位はV層を中心

としており， lmほどの高低差をもって包含される（第389~391園）。・

プロックは，ナイフ形石器6点，角錐状石器 l点，削器 l点，加工痕ある剥片 l点，石刃 3点 (1個体），

剥片110点 (109個体），砕片57点，石核 l点の合計180点 (177個体）で構成される。石材は，黒曜石177点

(174個体），頁岩 I点，珪質頁岩 l点，チャート 1点である。黒曜石は隣接プロックと同様，概ね信州産

と考えられる。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは10母岩を識別した。内訳は，黒曜石 7 母岩 (C21 —①, C2か①・⑤・⑦・⑱～⑳)，頁岩

1 母岩 (C2か⑫），珪質頁岩 l 母岩 (C26—⑫)，チャート 1 母岩 (C26—⑳)で，母岩識別した石器の石器総

数に対する割合は42%(76/180点）である。

·C21—① ：草刈遺跡c区C21-Aプロックで記したとおり，無色透明の地に，青みを帯びた黒色を呈する幅

広の帯が入る良質な黒曜石である。ただし，黒曜石の中にある黒色の帯は角度によって見え方が

異なり，本ブロックの資料では，黒色のモヤがかかったように見える。本ブロックでは，加工痕

ある剥片 l点 (2.3 g) の単独資料であるが， これに草刈遺跡C区C21-Aブロックの 1点（同一

母岩全体は10点）とC26-A4プロックの 1点が接合する。

·C26—① : C26-Alブロックで記したとおり，淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入る黒曜石で

ある。石器群の内訳は，ナイフ形石器2点，角錐状石器 l点，削器 l点，剥片32点，砕片13点の

合計49点 (54.8 g)である。

接合資料は，本ブロックを中心に見ると，以下のとおり M~Qの5組がある。

接合資料Mは，剥片 2点 (1個体； 0. 4 g)で構成される。このうち剥片 l点 (0.2 g) は， C26

-A2プロックに分布する。

接合資料Nは，角錐状石器 l点とその調整剥片 l点で構成される（合計0.9 g)。

接合資料0は，剥片 2点 (1個体； 0. 8 g) で構成される。これは，ナイフ形石器，あるいは

角錐状石器の調整剥片と考えられる。

接合資料Pは，剥片 5点（合計2.4 g) で構成される。ナイフ形石器，あるいは角錐状石器の

調整剥片相互の接合資料と考えられる。

接合資料Qは，ナイフ形石器 l点，剥片 l点（合計16.0 g)で構成される。

また，同一母岩は， C26-Alブロックに240点 (233個体）， C26-A2プロックに74点 (69個体）， C26

-A4ブロックに 9点 (8個体）が分布する。

·C26—(: C26-Alプロックで記したとおり，淡黒色半透明の地に，帯状の黒色のモヤが多数入る黒曜石で，
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ナイフ形石器 l点， 剥片4点（合計16.4 g) で構成される。接合資料は，剥片 2点が接合して 1

個体になるもの （接合資料F; 5. 2 g)がある。なお， このうち剥片 l点 (1.5g) は， C26-A2プ

ロックに分布する。

このほか， 同一母岩は， C26-Alプロックに18点 (16個体）， C26-A2ブロックに12点 (11個体），

C26-A4ブロックに 1点が分布する。

·C26—⑦ : C26-Alブロックで記したとおり， 淡黒色透明の地に， やや色調の濃い縞が平行する黒曜石であ

る。剥片 3点 (2個体； 8. 5 g) で構成されるが， うち 2点が接合して 1個体 (5.3 g) となる。

このほか， C26-Alブロックに 2点 (I個体）が分布する。

·C26—⑫ : C26-Alブロックで記したとおり，灰緑色の地に青みがかった黒色の線が多方向に入る頁岩であ
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る。本ブロックでは石核 l点 (68.3 g)の単独資料であるが，同一母岩がC26-Alブロックに剥片

l 点分布する。また，草刈遺跡 E 区C37-A ブロックのC37—⑤母岩に似る。

·C26—⑱：淡黒色透明の地に，黒色の縞が平行する良質の黒曜石である。 </J 5mmほどの球形の央雑物を含

む。石刃 3点 (I個体； 12. 9 g) で構成される。また，草刈遺跡E区ブロック外の石刃 l点と接

合する。

·C26—⑲ ：全体に，青みを帯びた黒色のモヤがかかったような黒曜石である。 </J1 mm~ 2mmほどの白色の

央雑物を含む。剥片 l点 (2.9 g) の単独資料である。

·C26—⑳：無色透明の地に，黒色の途切れ途切れの縞が入る黒曜石である。表面は光沢があり， ¢0. 5mm 

~ 1 mmほどの白色の央雑物を含む。剥片II点（合計20.0 g) で構成される。接合資料は，剥片 2

点で構成されるものが 3組（接合資料A;6. 3 g, 接合資料B ; 0. 2 g, 接合資料C:l.6g) あ

る。

·C26—⑳ ：青みがかった黒色と黄灰色の混在するチャートである。節理が他方向に入る。ナイフ形石器 I

点 (16.8g)の単独資料である。

·C26—⑫ ：淡橙褐色の嶺岡産珪質頁岩である。小型の剥片 l点 (0.4 g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器2点，剥片58点，砕片44点（合計27.9 g) 

がある。

3)出土遺物（第392・394図）

1は，不定型の剥片を縦位に用いたナイフ形石器である。素材の打面を基部に残し，その両側縁を裏面

から調整加工している。素材の用い方と調整加工部位は基部調整のナイフ形石器に近いが，調整加工のあ

り方と全体の形状は切出形に近く，後者に分類したい。 2・3は，ナイフ形石器の欠損品と考えた資料で

あるが，小片であり細かな点は不明である。 4は，チャートによる不定型の剥片を縦位に用いたナイフ形

石器である。素材の打面を基部に残し，その両側縁を調整したもので，定型的な石刃を素材としたもので

はないが，基部調整のナイフ形石器と考えられる。

26は，厚手の不定型の剥片を用いた削器である。素材剥片の打面を上端に広く残し，両側縁に裏面から

調整加工を行っている。下端は欠損する。

27~35は，不定型の剥片である。表面に残る剥離面の剥離方向は一定しない。

36は，頁岩による石核である。分割礫を石核の素材として，打面と作業面を固定せず，各所から不定型の

剥片を剥離している。表裏の中央には節理面があり， これが原石の分割面と考えられる。

4)接合資料とその関連資料（第392-394図）

·C21—① （第392図11・12) 無色透明の地に，黒色のモヤがかかったように見える黒曜石で，本ブロッ

クでは加工痕ある剥片 l点の単独資料である。

11は，剥片類3点が接合して 1個体の不定型な剥片になった資料である。ただし，打面部をはじめとし

て，各部位がなお不足している。また， 3点はすべて異なったブロックに分布している。 I2は， IIの中で

本ブロックに分布していた破片である。上下両端と右側縁の多くは欠損面であるが，右側縁の上部に調整

加工を行った形跡があり，石器に加工している途中で欠損したと考えられるが，その製作場所がどの地点

なのかは不明である。

·C26—① （第392図5-10,第393図19-25,第394図26・34) 淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の
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帯状が入る黒曜石で，ナイフ形石器2点，角錐状石器 l点，削器 l点，剥片32点，砕片13点で構成される。

5は，ナイフ形石器 (7) の表面に，先行して剥離された小型の剥片 (6)が接合したものである（接

合資料Q)。 7は，厚手の横長剥片を素材とするナイフ形石器である。横長剥片を横位に用いて， 2側縁

を調整している。 2側縁調整ないしは切出形であろう。

8は角錐状石器の先端部 (g) にその調整剥片 (IO) が接合した資料である（接合資料N)。9は，裏

面（素材の主要剥離面）を打面として左右両側縁を調整し，鋭利な先端部を作り出している。

19は，剥片 5点 (20...,_,24)の接合資料である（接合資料P)。平坦な打面から20→21→ 22→ 23→ 24の順

に，小型幅広の剥片を連続して剥離している。剥片の形状から，角錐状石器，あるいはナイフ形石器の調

整剥片と考えられる。また， 25は接合しないが同形態の剥片である。

·C26—⑱ （第393図13-15) 淡黒色透明の地に，黒色の縞が平行する良質の黒曜石で，本ブロックでは

石刃 3点で構成される。

13は， 3点の破片が接合して 1個体となった石刃 (14)の表面に，石刃の頭部 (15)が接合したもので

ある。 14は，幅広の石刃で， 3点の破片はすべて本ブロック東部にまとまって分布する。右側縁には帯状

の不純物があり，その部分を除去するかのように不安定な調整加工がある。下端には刃こぼれがある。こ

の石刃は， 3点に分かれて以後の調整加工は見られないことから，破損したものか，意図的に分割された

ものか，判断はできない。 15は，草刈遺跡E区のブロック外に単独で分布する石刃の頭部である。 14の表

面に残る剥離痕から，もともと 14と同規模の比較的大型の石刃であったことがわかる。なお， 14の3点と

15とは，相互に60mほど離れている。

·C26—⑳ （第393図16-18) 無色透明の地に，黒色の途切れ途切れの縞が入る黒曜石で，剥片II点で構

成される。

I6は，不整型の縦長剥片 2点 (17・I8)の接合資料である。 I7→I8の順に剥片を剥離している。両剥片

の表面は，同一方向の剥離面で構成されており，同一打面から連続して剥片剥離を行っていたことがわか

る。

第151表 C26-A3ブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C2J---(!)(Ob) I I I 
C26① (Ob) 2 I I 32 13 49 49 
C2鰭 (Ob) I 4 5 5 
C2繹 (Ob) 3(2) 3(2) 3(2) 
C26⑫ (Sh) I I I 
C2瑾 (Ob) 3(1) 3(1) 3 (I) 
C2環 (Ob) I I I 
C26⑳ (Ob) II II 11 
C26唸訳Ch) I I I 
C26念 (Csh) I I I 
その他(Ob) 2 58 44 104 IOI 

合 計 6 I I I 3(1) 110 (109) 57 I 180(177) 180(177) 

第152表 C26-A3ブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

I黒曜石(Ob) 5 I I I 3(1) 109 (108) 57 177(174) 177(174) 
l頁岩(Sh) I I I 
l珪質頁岩(Csh) I I I 
チャート (Ch) I I I 

合計 6 I I I 3(1) I IO (109) 57 I 180(177) 180{177) 
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2-4 C26-A4ブロック（第395--398図，第153・154表）

1) ブロックの概要

ブロックは，

57点 (55個体）

C26-A4ブロックは，本ブロック群の中では西端にあり， Cl9-80・90, C26-89・99グリッドに位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m, 短軸 3mの長楕円形の範囲に57点の石器・礫が分布する。ただ，大

半の資料はプロック南部の直径3mほどの範囲にまとまっており，北側は散漫な分布状況である。

出土層位はV層を中心としており， 70cmほどの高低差をもって包含される（第395・396図）。

ナイフ形石器 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片29点 (27個体），砕片23点，礫2点の合計

黒曜石54点 (52個体），安山岩（トロトロ石）

ホルンフェルス 1点である。黒曜石は隣接プロックと同様，概ね信州産と考えられる。は，砂岩 l点，

で構成される。石器石材は，
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第395図 C26-A4ブロック出土遺物分布図 (I) 一石器別分布図一
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2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5母岩を識別した。内訳は，

(C26—() で，

黒曜石4母岩

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は25%

·C21—① ：草刈遺跡c区C21-Aブロックで記したとおり，

(C21 —(, C26—① • ⑤ ・ ⑳)， 

(14/55点）

安山岩 l母岩

である。

広の帯が入る良質な黒曜石である。 ただし，

青みを帯びた黒色を呈する幅

黒曜石の中にある黒色の帯は角度によって見え方が

無色透明の地に，

異なり，本ブロックの資料では，

(0. 9 g) の単独資料であるが，

黒色のモヤがかかったように見える。本ブロックでは剥片 l点

これに草刈遺跡c区C21-Aブロックの I点（同一母岩は10点）

とC26-A3ブロックの 1点が接合する。

·C26—① : C26-Alブロックで記したとおり， 淡黒色半透明の地に青みがかった黒色の帯状が入る黒曜石で

ある。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 8点 (7個体） の合計9点 (8個体； 39. 2g) 

である。接合資料は，剥片 2点が接合して 1個体になったもの （接合資料R; 5. 2g)がある。
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第396図 C26-A4ブロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一
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また，同一母岩は， C26-Alブロックに240点 (233個体）， C26-A2ブロックに74点 (69個体）， C26-

A3ブロックに49点が分布する。

·C26—⑤ : C26-Alブロックで記したとおり，淡黒色半透明の地に，帯状の黒色のモヤが多数入る黒曜石で，

本ブロックでは使用痕ある剥片 I点 (1.3g)の単独資料である。

このほか，同一母岩は， C26-Alブロックに18点 (16個体）， C26-A2ブロックに12点 (11個体），

C26-A3ブロックに 5点が分布する。

·C26—⑳：無色透明の地に，黒色の縞が入る黒曜石である。表面は光沢があり， ¢5mmの球形の央雑物を

含む。剥片 2点（接合して 1個体； 8. 3 g)の単独資料である。

·C26—⑳ ：灰色に風化した軟質の安山岩（トロトロ石）で， 白色の央雑物が目立つ。剥片 l点 (1.2g)

の単独資料である。

＼誓［》~=-
C:> 1 B-D287 2 B-D278 .'D塁こ

その他(Ob) C21―① A(Ob) 
3 8-D 249 

Kn B 
8-D 750 

0.9g 
C26—① R(Ob) 

0.8g B 

5.2g 

~
 

...c:::: ニ~4 B-0265 ―― B 

C26一①(Ob) 6.5g 

Uf 

3.3g 

ロ

＜ニニフ
ーロ

6 B-D 280 

C26一①(Ob) 
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4.6g 

乙 7 B-D 258 
こ

『；一①(Ob) に 8 ビ：6g噂0(。b)

゜
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巳履
← -Z-'1'-... 9 B-D 257 
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B 
8.3g 

第398図 C26-A4ブロック出土遺物実測図
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なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，剥片17点，砕片23点（合計5.4 g) 

がある。

3)出士遺物（第398図）

Iは，小型の横長剥片を素材とするナイフ形石器である。素材剥片を横位に用い，末端部を切断した後，

切断面に裏面から細かな調整加工を施している。下半部は欠損する。

2は，剥片の折れたものであるが，草刈遺跡C区C21-Aブロック，隣接するC26-A3ブロックの資料と接

合して 1個体となる (C26-A3ブロック参照）。 3・5~ 8・10は不定型の剥片， 4・9はこれを利用した

使用痕ある剥片である。剥片の形態は隣接するC26-Al~A3ブロックと共通する。

第153表 C26-A4ブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

C21--(j)(Ob) I I I 
C26--(l) (Ob) I 8(7) 9(8) 9(8) 
C2{M§)(Ob) I I I 
C26-⑬ (Ob) 2(1) 2(1) 2(1) 
C26-⑳ (Ant) I I I 
その他(Ob) I 17 23 41 41 
C26R--Q) (Sa) I I 
その他(Ho) I I 

合計 I 2 29(27) 23 55(53) 2 57(55) 

第154表 C26-A4ブロック石材別石器組成表

1~u I Kntr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Ufpl jBIや rHa I船blAx I他

“ 石昌It巴29@1 23 55(53) 
I
 ~

 

第5節第7文化層

第7文化層は，立川ローム層III層下部からIV層上部にかけて包含される石器群で， Cl2-Bブロック（調

査時の EV地点）， Cl牛 A,..._.,Cブロック（調査時の J. K地点）の 4か所が該当する。

I Cl2-Bブロック（第399-415図，第155・157表）

1) ブロックの概要

Cl2-Bブロックは 調査範囲東端のCll-85・95・96, Cl2-04・05・12,..._.,16・22,..._.,28・32,..._.,38・46・47・ 

57グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地北側の緩斜面にあたり，傾斜変換点からの距離は70mで

ある。

ブロックの規模と形状は，直径24mほどの広範囲にわたって1,036点の石器・礫が分布する。特に，大

多数を占める礫の分布は，ブロックの中心に直径3mほどの密集部が2か所あり，周囲に向かってじょじょ

に減少している。石器の分布は，礫が最も密集する部分と重なって，長軸4m, 短軸 3mの範囲に小さく

まとまっている。石器組成を見ると，槍先形石器をはじめ，ナイフ形石器，特殊な加工痕ある剥片など多

様な石器で構成されているが，それぞれを平面的，あるいは垂直的な分布状況から複数のものに分けるこ

とはできない。また，各種石器石材も，特に偏ることなく分布する。したがって，多様な石器ではあるが，

同一段階のものとして扱うこととする。

出土層位はIII層と IV層の境界付近を中心としており， 40cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含さ
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れている（第399"-'403図）。

ブロックは，ナイフ形石器 2点，槍先形石器 l点，掻器2点，削器3点 (2個体），加工痕ある剥片12

点 (11個体），使用痕ある剥片4点，石刃 3点 (1個体），敲石 l点，剥片70点，砕片 7点，石核7点 (6

個体）の石器類（合計112点； 107個体）と礫924点の総計I,036点 (1,031個体）で構成される。石器石材

は，黒曜石22点 (20個体），安山岩22点，安山岩（トロトロ石） 7点，頁岩13点 (12個体），珪質頁岩11点，

チャート 3点，砂岩4点 (3個体），ホルンフェルス29点 (28個体），メノウ l点，礫石材は，流紋岩82点，

蛇紋岩 l点，粘板岩 5点，頁岩33点，チャート 158点，砂岩590点，ホルンフェルス54点，石英 l点である。

石器石材について，黒曜石は信州麦草峠産と栃木県高原山産の両者が含まれていると考えられる。珪質頁

岩は嶺岡産が少なく，概ね産出地は不明である。それ以外の安山岩やチャート，砂岩，ホルンフェルスな

どは，礫と同様，上総丘陵砂礫層に由来するのではないだろうか。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは22母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (Cl2—④)，安山岩 2 母岩 (Cl2—⑤・⑥），頁

岩 5 母岩 (Cl2—⑧・⑨・⑮～⑰)，珪質頁岩 5 母岩 (Cl2―⑦・⑱～⑳)，チャート 2 母岩 (Cl2—⑬·⑭)，

砂岩 3 母岩 (Cl2—⑩•⑳•⑮)，ホルンフェルス 3 母岩 (Cl2―⑪・⑫・⑳），メノウ l 母岩 (Cl2-⑫）で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は51% (57 /112点）である。

·Cl2—④ ：淡黒色透明の地に黒灰色と白色のモヤがかかる黒曜石である。 </J1 mmの央雑物が散在し，ま

た内部に気泡が見られる。信州麦草峠産と考えられる。石器群の内訳は，掻器 l点，石刃 3点

（接合して 1個体； 4. 6 g)である。剥片生産の形跡はなく，搬入品と考えられる。

·Cl2—⑤ ：灰白色に風化しているが， トロトロ石のように軟質ではない安山岩である。自然面は滑らかな

局面である。剥片石器に使われている安山岩の自然面は，細かな爪形の傷で覆われていたり，紙

やすりのようにザラザラなものが多いが，本例は傷や凹凸のない滑らかな面である。黒色頁岩に

似るが，鉱物が散在すること，堆積岩のようにきめ細かくなく，微細な空洞があることから火成

岩と判断した。

石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片4点，砕片 l点，石核 l点の合計7点 (19.4 g) 

で， このうち剥片 l点と石核 l点が接合する（合計16.6 g)。

·Cl2—⑥ ：灰白色に風化し， トロトロ石ほどではないものの，軟質な安山岩である。上記Cl2—⑤母岩に似

た部分が多いが，本母岩の方が軟質である。石器群の内訳は，剥片4点，石核 l点の合計5点

(45. 9 g)で， このうち剥片 3点，石核 l点が接合する（合計39.6 g)。

・Cl2-(J) : 暗灰緑色と黄色みがかった灰緑色が混在する珪質頁岩である。掻器 l点，加工痕ある剥片 l点，

剥片 2点（合計7.0 g)で構成される。剥片生産の形跡はなく，搬入品と考えられる。

·Cl2—⑧：黄灰色でやや珪化した頁岩である。加工痕ある剥片 3 点 (2 個体），砕片 l 点（合計6. 6 g)で

構成される。接合している加工痕ある剥片は，一部は被熱により暗緑色に変色している。剥片生

産の形跡はなく，搬入品と考えられる。

・Cl2--@: 黄灰色に風化した軟質の頁岩である。風化による劣化が著しく，自然面の一部が剥落している。

剥片 3点，砕片 l点，石核 l点の合計5点 (97.1 g)で構成され，剥片 3点，石核 l点が接合す

る（合計97.0 g)。原石は拳よりも一回りほど小振りの楕円形の円礫である。

·Cl2—⑩：淡黒灰色で粒子が細かく硬質な砂岩である。削器 2 点 (1 個体； 34. 1 g)の単独資料である。

-451-



·Cl2—⑪ ：淡黒灰色で砂岩質のホルンフェルスである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 7点，

石核 2点の合計10点 (9個体； 66. 7 g)である。接合資料は，加工痕ある剥片 l点と剥片 l点に

よるもの（接合資料A ; 16. 5 g), 剥片 l点と石核2点 (1個体）によるもの（接合資料B; 17. 3 

g)' 剥片 2点が接合して 1個体となったもの（接合資料C; 24. 2 g)がある。原石の大きさは，

欠落する部分が多いが，拳よりも一回りほど小振りの円礫と想定される。

·Cl2—⑫ ：青みがかった灰色で泥岩質のホルンフェルスである。剥片 3点（合計23.4 g)で構成されるが，

このうち 2点が接合して中型の剥片 1個体 (22.4 g) となる。

·Cl2—⑬ ：明青灰色で節理の多いチャートである。剥片 l点 (2.9 g) の単独資料である。

·Cl2—⑭ ：暗青灰色の多いチャートである。剥片 l点 (2.4 g)の単独資料である。

·Cl2—⑮ ：淡褐色で硬質緻密な頁岩である。北関東産の可能性がある。削器 l点 (l.lg) の単独資料で

ある。

·Cl2—⑯ ：褐色で硬質緻密な頁岩である。北関東産の可能性がある。剥片 l点 (2.2 g) の単独資料であ

る。

·Cl2—⑰：淡褐色の地に赤褐色の粘土が付着したように見える硬質緻密な頁岩である。北関東産の可能性

がある。槍先形石器 I点 (3.0 g) の単独資料である。

·Cl2—⑱：節理面は黄褐色，内部は灰緑色の珪質頁岩（あるいは凝灰岩）である。使用痕ある剥片 l 点

(13. 6 g) の単独資料である。

·Cl2—⑲ ：黄色みがかった灰緑色の珪質頁岩（あるいは凝灰岩）である。剥片 l点 (1.0 g) の単独資料

である。

·Cl2—⑳：自然面は橙褐色，内部は黄褐色の地に灰色と紫色の縞が入る嶺岡産珪質頁岩である。石核 l 点

(15.lg) の単独資料である。

·Cl2—⑳：節理面は橙褐色，内部は暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l 点 (8. 1 g) の単独資料で

ある。

・Cl2-@: 灰白色の玉髄である。剥片 l点 (1.2 g)の単独資料である。

·Cl2—⑳ ：淡黒灰色で粗粒の砂岩である。剥片 l点 (6.2 g)の単独資料である。

·Cl2—⑳ ：黄灰色に風化した泥岩質のホルンフェルスである。剥片 l点 (10.0g) の単独資料である。

·Cl2—⑮ ：被熱により赤化している細粒硬質の砂岩である。敲石 l点 (71.5g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 2点，使用痕ある剥

片 2点，剥片10点砕片 3点（合計11.lg), 安山岩のナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片4点，剥片4

点石核 l点（合計52.6 g), 安山岩（トロトロ石）の剥片 7点（合計27.5 g), 頁岩の剥片 l点 (3.2g), 

珪質頁岩の剥片 2点，砕片 l点（合計0.6 g), チャートの剥片 l点 (3.9g), ホルンフェルスの使用痕あ

る剥片 l点剥片14点（合計36.1 g)がある。黒曜石は，先述したとおり信州麦草峠産と栃木県高原山産

の両者があると考えられる。前者は 4点，後者は10点，小型品のため判定できなかったもの 4点である。

安山岩は，本地域に一般的な褐色に風化し，小型の円礫を用いたものである。

3)出土遺物（第411・412・414図）

lは，頁岩による槍先形石器である。縦長剥片を素材とし，ナイフ形石器に通有のブランティングによ

る周辺調整で，細身の木葉形に仕上げている。 2は，黒曜石による小型の切出形をしたナイフ形石器であ
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る。横長剥片を用い，素材の打面を残して末端に細かな調整加工を行っている。下半部は欠損する。なお，

黒曜石は信州麦草峠産と考えられる。 3は，安山岩による不定型の剥片を用いたナイフ形石器である。素

材剥片の打面と末端の一部に調整加工を行っている。

9は，珪質頁岩による掻器である。素材剥片の末端に，裏面からの急角度の剥離によって刃部を作り出

している。上半部及び左半部を欠損する。 15は，黒曜石による掻器である。 9と同様に欠損しており，刃

部の一部が遺存する。黒曜石は信州麦草峠産と考えられる。

10は，頁岩による削器である。縦長剥片の左側縁に粗い鋸歯状の刃部がある。 14は，砂岩による不定型

の剥片を用いた削器である。下端部に粗い調整加工が見られる。

4~8, 11~13は加工痕ある剥片とした資料である。 4は，安山岩による不定型の剥片を素材とする。

左右両側縁を裏側から粗く調整し，逆三角形状の石器にしている。 5は，珪質頁岩による横長剥片を素材

とする。素材の打面を残し，末端を裏面から調整している。切出形のナイフ形石器に似た素材の用い方，

調整方法ではあるが，刃部に相当する鋭利な縁辺はない。削器の一種であろうか。 6は安山岩による不定
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型の剥片を用いている。素材の打面を下端に残し，左側縁には裏面からの粗い急角度の調整加工がある。

右側縁は，表面側からの折り取った面を打面として，平坦な調整加工を行っている。 7も安山岩の不定型

な剥片を素材とする。素材剥片の末端側全体と打面側の一部に粗い調整加工を行い，逆三角形状の石器に

している。 8は，安山岩の不定型な剥片を素材とする。素材の打面を残して，右側縁は表面側に，左側縁

は裏面側に調整加工している。末端部は，調整加工との切り合いがないため，欠損なのか折り取ったか不

明である。左右両側に端部をもつ錐状石器か，あるいは削器の可能性がある。 11は，頁岩による小型不定

型の剥片を素材とする。素材の打面を広く残し，左右両側面を粗く調整して，大きさは異なるものの， 4・

7と類似した石器にしている。 12は，黒曜石による不定型の剥片を素材とする。左側縁は裏側から，右側

縁と下辺は表面側から調整加工して，三角形の石器にしている。錐状石器の一種であろうか。 13は，頁岩

による小型の縦長剥片を素材とする。素材の打面を残し，左右両側縁の上半部に裏面から急角度の調整加

工を行っている。ナイフ形石器の未製品であろうか。右側縁の中央は欠損している。また，末端部に接合

した小片は被熱によって変色している。このほか，後述する第415図46も4・7に似た形状の石器である。

本ブロックから出土した「加工痕ある剥片」は，ナイフ形石器の未製品や削器，錐状石器などの可能性

をもつものではあるが，従来の分類に照らした場合，いずれに帰属するものか不明の石器である。 4は，

左右の剥離面が粗いため，石核の可能性も考慮したが，形態の類似する 7・11・46に見られる二次剥離は

剥片生産とは考えがたいことから，石器あるいは石器未製品と判断した。

16は，黒曜石による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。左右両側縁に刃こぼれが見られ，

素材の打面付近は大きく欠損する。栃木県高原山産の黒曜石と考えられる。 17は，黒曜石による小型の石

刃である。 3点が接合しているが，打面付近は見当たらず，完形にはなっていない。右側縁に刃こぼれが

ある。信州麦草峠産の黒曜石と考えられる。 18は，珪質頁岩の剥片を利用した使用痕ある剥片である。

18は，嶺岡産珪質頁岩による不定型の剥片である。平坦な節理面を打面とし，表面は裏面と同一方向の

剥離面で構成される。 20は，嶺岡産珪質頁岩の石核である。平坦な打面（上面）から寸詰まりで小型の縦

長剥片を剥離している。なお，節理面（裏面）で大きく割れている。 21は，安山岩による石核である。打

面と作業面を固定せず，各所から小型不定型の剥片を生産している。厚手の剥片ないしは分割礫を石核の

素材としていると考えられるが，素材時の剥離面（ポジティブな剥離面）は残されていない。

35はホルンフェルスによる使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用しており，右側縁に刃こぼれが

ある。左側は欠損する。 36はホルンフェルスによる不定型の剥片である。 37は，チャートによる剥片であ

る。表面は滑らかな自然面に覆われ，右側面にはこの自然面を打面として裏面と直交する方向の剥離面が

ある。．

4)接合資料とその関連資料（第413--415図）

·Cl2—⑨ （第413図22--26) 黄灰色に風化した軟質の頁岩で，剥片 3点，砕片 l点，石核 l点で構成さ

れる。

22は，剥片3点 (23,....,25),石核 l点 (26)の接合資料である。楕円形の円礫を用い，はじめに22の上

端で交互剥離を行い， 24・25を含む不定型の剥片数枚を剥離する。次に右側面で交互剥離を行い， 23をは

じめとする剥片数枚を剥離する。最後に下端部を加撃して剥片剥離を行い，作業を終了している。残され

た石核は，表裏両面を作業面として，交互剥離によって不定型の剥片を剥離しており，チョッピングトゥー

ル状を呈する。
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·Cl2—⑪ （第414図27--34) 淡黒灰色で砂岩質のホルンフェルスで，加工痕ある剥片 I点， 剥片 7点

石核2点 (1個体）で構成される。

27は，加工痕ある剥片 l点 (28), 剥片 l点 (29) の接合資料である。 27では，① : 右側面を打面とし

て剥片数枚を剥離した後， 28を剥離する。次に，②： 28の剥離面を打面として剥片を剥離する。③ ：打面

を上位に変えて， 29を剥離する。 28は29の側面に接合している状態で，打面と作業面を頻繁に変えながら

小型不定型の剥片や寸詰まりの縦長剥片を剥離している。なお， 28は左側縁に粗い調整加工を行っている。

と石核 2点（接合して 1個体； 32)の接合資料である。円礫の一端（左側面）を

加撃して， 31を剥離する。その後，上端からの剥離を中心に小型不定型の剥片を生産し，石核は小型になっ

ている。なお， 32は31に比べて変色（赤化）

30は，剥片 l点 (31)

しており，被熱したと考えられる。

33, 34は， 同一母岩による不定型な剥片である。

本母岩の原石は， おそらく拳よりも小振りの円礫と考えられる。資料数も決して少なくはないものの，

まとまった接合はしなかった。

·Cl2—⑥ （第415図38-42)

剥片 3点 (39'"'-'41)38は， と石核 l点 (42)

灰白色に風化した軟質の安山岩で，剥片4点，石核 l点で構成される。

の接合資料である。拳よりも一回りほど小振りで，扁平な

円礫を石核の素材とする。はじめに， 上面を作業面として40→39の順で，右方向から不定型の剥片を剥離

する。その後，打面と作業面を頻繁に入れ替えながら，小型不定型の剥片を剥離しており，

を剥離している。

その過程で41
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·Cl2—⑤ （第415図43--46) 灰白色に風化した安山岩で，加工痕ある剥片 1点，剥片4点，砕片 l点，

石核 l点で構成される。

43は，剥片 l点 (44) と石核 l点 (45)の接合資料である。中型の不定型な剥片を石核素材とし，交互

剥離によって表裏両面から横長，あるいは不定型の剥片を剥離している。 45の裏面右端には，素材時の主

要剥離面が残っている。

46は，接合はしないが同一母岩による加工痕ある剥片である。不定型の剥片を素材として，右側縁に裏

第155表 Cl2-Bブロック母岩別礫一覧表
母岩 点数 重量 ぢ 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 廿 点数 重量

C12R--@(Sa) 18 334. 0 CJ2R~(Sa) 2 248. 0 Cl2R—⑫ (Sa) I 52.0 Cl2R---@(Ch) I 202.4 Cl2R—⑫ (Sh) I 23. 2 
Cl2R-O)(Sa) 6 158. 6 Cl2R-@(Sa) 2 116. 2 Cl2R—⑱ (Sa) I 28.8 C12R遜)(Ch) 4 79. 8 Cl2R磐 (Sh) I 41.7 
Cl2R妙 (Sa) 15 225. 0 Cl2R--( P(Sa) 2 12. 8 Cl2R—⑱ (Sa) I 51.1 Cl2R-@(Ch) 2 28.4 Cl2R-@(Sh) I 40.1 
Cl2R---@(Sa) 3 149. 9 Cl2R~ (Sa) 2 48. I Cl2R⑮ (Sa) I 71. 9 C12R-@(Ch) 2 54.3 Cl2R—⑮ (Sh) 2 8. 5 
Cl2R--{ 6 (Sa) 3 50. 7 Cl2R~ (Sa) 2 86.6 Cl2R⑮ (Sa) I 102. 2 Cl2R魯 (Ch) I 59.4 Cl2R—⑮ (Sh) 9 117. 6 
Cl2R-7 (Sa) 8 124. 2 Cl2R- (Sa) 3 43. 5 Cl2R—⑰ (Sa) I 94. 7 Cl2R--R(Ch) 2 33. 5 Cl2R--@(Rh) 2 165. I 
Cl2R-8 (Sa) I 74.3 Cl2R- (Sa) 2 87.2 Cl2R⑲ (Sa) I 19. 7 Cl2R嫡 (Ch) 5 45. 7 Cl2R—⑳ (Rh) 7 54.0 
Cl2R-9 (Sa) 2 155. 8 CI2R~(Sa) 2 54. 2 Cl2R-R(Sa) I 33 8 C12R-R(Ch) 2 30.4 Cl2R~ l(Rh) 6 54. 9 
Cl2R⑩ (Sa) 2 40.4 Cl2R-c(Sa) 2 43 5 Cl2R-I (Sa) I 69.1 C12R-@(Ch) 2 66.6 Cl2R~ (Rh) 2 62. I 
Cl2R--QJ)(Sa) 4 100.0 Cl2R--@(Sa) 2 56. 5 Cl2R- (Sa) I 51. 5 Cl2R⑲ (Ch) 3 88.0 Cl2R- (Rh) 3 18.1 
Cl2R⑫ (Sa) 4 88.8 Cl2R楚 (Sa) 2 62. 2 Cl2R- (Sa) I 91.3 Cl2R—@(Ch) 2 53. 9 Cl2R-!(Rh) 3 49. 9 
Cl2R- (Sa) 3 116. 3 Cl2R--@(Sa) 2 39. 6 Cl2R- (Sa) I 48. 5 Cl2R---R(Ch) 7 156. 6 Cl2R~ (Rh) 2 82. 7 
C12R- (Sa) 3 51. I Cl2R咽 (Sa) 2 50. I Cl2R-I (Sa) I 42. 2 Cl2R---R(Ch) 7 58.8 CJ2R~ I (Rh) 2 28. 7 
Cl2R- (Sa) 2 49. 2 Cl2R~(Sa) 2 42. I Cl2R—⑮ (Sa) I 11.6 Cl2R翁 (Ch) 2 51. 6 Cl2R-@(Rh) 1 99. 2 
Cl2R- (Sa) 2 31.5 Cl2R—@(Sa) I 34. 3 Cl2R---R(Sa) I 48. 2 CI2R---@(Ch) 2 21.8 Cl2R磐 (Rh) I 100. 2 
Cl2R- (Sa) 2 76. 8 Cl2R知 (Sa) l 17. 9 Cl2R-QI/J (Sa) I 69. 2 Cl2R舟 (Ch) 2 12. 2 Cl2R-@(Rh) I 259. 0 
Cl2R- (Sa) 13 74. 2 Cl2R急 (Sa) 2 53. 7 Cl2R—⑱ (Sa) I 22. 5 Cl2R---R(Ch) 3 53. 2 Cl2R--4極(Rh) I 107. 8 
Cl2R--{ 9 (Sa) 2 51. 6 Cl2R憩 (Sa) I 275. 0 Cl2R—⑱ (Sa) I 71.1 Cl2R-R(Ch) I 13. 6 CI2R--@(Rh) I 162. 8 
CJ2R---{ (Sa) 7 52. 7 Cl2R---R(Sa) I 146. I Cl2R-@(Sa) I 23. 9 CI2R遁り(Ch) I 31.9 CI2R嫡 (Rh) I 113.8 
Cl2R—⑪ (Sa) 3 107. 8 Cl2R如 (Sa) I 148. 7 Cl2Rーil2D(Sa) I 30.2 C12R---R(Ch) I 22.1 Cl2R--@(Rh) I 83. 5 
Cl2R—⑫ (Sa) 5 48. 2 Cl2R—⑫ (Sa) I 219. 6 CJ2R-R(Sa) l 63. 3 Cl2R—⑫ (Ch) I 15. 6 C12R-R(Rh) I 92. 9 
Cl2R—⑬ (Sa) 3 61.9 Cl2R-@(Sa) I 149. 4 Cl2R-l!Zll(Sa) I 36. 2 Cl2R-R(Ch) I 56. I Cl2R-R(Rh) I 139. 8 
CI2R-@(Sa) 3 30.8 Cl2R妙 (Sa) I 107. 9 Cl2R—⑱ (Sa) 2 20. 9 CI2R妙 (Ch) I 37. 9 Cl2R⑲ (Rh) I 48. 5 
Cl2R~(Sa) 3 83.5 Cl2R--R(Sa) I 132. 2 Cl2R—⑮ (Sa) I 61.0 Cl2R箔 (Ch) I 43. 0 Cl2R---@(Rh) I 47. 8 
Cl2R—⑳ (Sa) 4 81.3 Cl2R—⑯ (Sa) I 53 8 CI2R—⑱ (Sa) I 56.4 Cl2R—⑯ (Ch) I 55. 5 Cl2R-@(Rh) I 52. 9 
Cl2R---R(Sa) 5 206. 2 Cl2R—⑰ (Sa) I 45. 2 Cl2R-@) (Sa) I 66. 7 Cl2R舟り(Ch) I 33. 3 CI2R--@J(Rh) I 54.8 
Cl2R魯 (Sa) 5 73.6 Cl2R—⑱ (Sa) I 39. 2 Cl2R—⑱ (Sa) I 36. 7 Cl2R---R(Ch) I 21.0 Cl2R--@(Rh) I 62.4 
Cl2R—⑳ (Sa) 4 91.9 Cl2R--<19(Sa) I 99. 5 Cl2R—⑲ (Sa) I 43.0 Cl2R—⑱ (Ch) I 44. l Cl2Rー四(Rh) I 55. 9 
Cl2R—⑳ (Sa) 2 33.8 C12R舟!)Sa) I 93. 6 Cl2R-@(Sa) I 156. 6 Cl2R—⑳ (Ch) I 45.5 Cl2R-@(Rh) I 41.6 
Cl2R-R(Sa) 2 79. 0 Cl2R遁 (Sa) I 94. 6 Cl2R---R(Sa) I 72. 7 Cl2R-< ~(Ch) I 65.0 Cl 2R---R(Rh) I 31. 2 
CI2R--@(Sa) 3 75. 2 Cl2R念 (Sa) 2 66.6 CJ2R—⑫ (Sa) I 56. 6 Cl2R---< (Ch) I 65. 5 Cl 2R--@(Rh) I 74.8 
Cl2R---R(Sa) 3 43. 6 C12R—⑬ (Sa) I 114. 8 Cl2R—⑬ (Sa) I 45.0 Cl2R- (Ch) I 55. 0 Cl2R--@(Rh) I 41.8 
Cl2R---@(Sa) 4 53. 7 Cl 2R---R(Sa) I 108.6 Cl2R—⑲ (Sa) I 30.9 Cl2R- (Ch) ！ 46. 9 Cl2R-@(Rh) I 43. 9 
Cl2R--R(Sa) 2 44.1 Cl2Rも!il(Sa) I 104.4 Cl2R—⑮ (Sa) I 65.8 Cl2R-' (Ch) I 60.4 Cl2R---R(Rh) I 13. I 
Cl2R-R(Sa) 3 37. I Cl2R給 (Sa) I 42. 8 Cl2R—⑮ (Sa) I 55. I Cl2R---R(Ch) I 90.8 CI2R-R(Rh) I 38. I 
C12R—⑰ (Sa) 3 42.8 Cl2R-R(Sa) I 93. 6 Cl2R—⑰ (Sa) I 55. 5 Cl2R勁 (Ho) 3 212. 8 Cl2R⑰ (Rh) I 28.5 
Cl2R—⑱ (Sa) 2 32. 2 Cl2R-I極(Sa) I 38. 3 Cl2R—⑬ (Sa) 2 21. 3 Cl2R磐 (Ho) 6 88.5 Cl2R—⑳ (Rh) I 54. 9 
Cl2R頌 (Sa) 2 41.6 Cl2R緯 (Sa) I 41.2 Cl2R-I (Sa) 2 II. 5 Cl2R嫡 (Ho) 5 120. 7 Cl2R-@(Rh) I 38.4 
Cl2R--@(Sa) 2 31 7 Cl2R--@(Sa) I 62. 3 Cl2R-I (Sa) 3 34.6 Cl2R-R(Ho) I 236. 0 Cl2R--R(Rh) I 40.8 
Cl2R⑩ (Sa) 2 9.1 Cl2R心D(Sa) I 52.4 Cl2R-I (Sa) 2 13.4 Cl2R—®(Ho) 2 41.5 CJ2R-4ll (Qu) I 49.5 
Cl2R—⑫ (Sa) 2 46.8 Cl2R--@(Sa) I 52. 0 Cl2R-I (Sa) 2 44. 2 Cl2R勉 (Ho) 2 74.1 C12R--c(S1) 2 20.0 
Cl2R—⑬ (Sa) 2 26.8 Cl2R網 (Sa) I 39. 3 Cl2R-I (Sa) 2 22. 4 Cl2R遁 (Ho) 2 42.5 Cl2R---R(Se) I 50.0 
Cl2R姶 (Sa) 29 398. 8 Cl2R舟 (Sa) I 70. 6 Cl2R—⑯ (Sa) 2 16.1 Cl2R逼~(Ho) 4 26. 3 Cl2R-R(Sa) I 6.9 
Cl2R~(Sa) 6 161. 6 Cl2R給 (Sa) I 31.5 Cl2R—⑯ (Sa) 2 7. I Cl2R—⑮ (Ho) I 53. 3 その他(Rh) 29 125. 3 
Cl2R⑱ (Sa) 5 212.6 Cl2R給 (Sa) I 26.0 Cl2R—⑯ (Ch) 5 56. 5 Cl2R-@(Ho) I 50.3 その他(Sl) 3 9. 7 
Cl2R—⑰ (Sa) 6 108. 9 C12R逸 (Sa) I 50.5 Cl2R—⑰ (Ch) 8 59. 6 Cl2R逓り(Ho) I 48.6 その他(Sh) 16 100.6 
Cl2R—⑱ (Sa) 2 181. 5 Cl2R—⑱ (Sa) I 28.9 CI2R—⑱ (Ch) 2 33. 3 Cl2R—⑱ (Ho) I 36.9 その他(Ch) 62 202. 0 
Cl2R憩 (Sa) 8 80.0 CJ2R-OO (Sa) I 65. 8 Cl2R—⑱ (Ch) 3 6.5 Cl2R—⑲ (Ho) I 50.0 その他(Sa) 235 1499.3 
C12R-c(Sa) 6 72. 7 CIZR-@(Sa) I 64.3 Cl2R-R(Ch) ， 91. 5 Cl2R--R(llo) 2 17.4 その他(Ho) 22 124. 6 
Cl2R-R(Sa) 2 48.0 Cl2R—⑬ (Sa) I 61.5 CI2R—®(Ch) 2 26. 8 Cl2R-⑳ (Sh) 3 46.3 合 計 924 18877. 2 

第156表 Cl2-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I 2 2 3 (I) IO 3 22(20) 22(20) 

安山岩{An) I 5 12 I 3 22 2, 

安山岩(Ant) 7 7 7 

流紋岩(Rh) 82 82 
蛇 (Se) I I 
粘 (SI) 5 5 

頁岩(Sh) I I 3(2) 5 2 I 13(12) 33 46(45) 

珪質頁岩(Csh) I I I 6 I I II II 
チャート (Ch) 3 3 158 161 

砂岩(Sa) 2 (I) I I 4(3) 590 594(593) 
枯;,7ェルス{Ho) I I 25 2 (I) 29(28) 54 83(82) 

石英(Qu) I I 
メ／り(Ag) I I I 

合計 2 I 23(2) 12(11) 43(1) I 70 7 7(6) 112 (lfJl) 924 !036 (1031) 
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第157表 Cl2-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

CI2--@(0b) I 3 (I) 4(2) 4(2) 

Cl2岳う(An) 1 4 I I 7 7 

C12--@(An) 4 I 5 5 

Cl2--fi)(Csh) I I 2 4 ， 
Cl2--@(Sh) 3(2) 1 4(3) 4(3) 

CI2--@(Sh) 3 I 1 5 5 

Cl2⑩ (Sa) 2(1) 2(1) 2(1) 

Cl2--@()lo) 1 7 2(1) 10(9) 10(9) 

Cl2⑫ (Ho) 3 3 3 

Cl2⑬ (Ch) I I 1 

Cl2⑭ (Ch) I I I 

CI2⑮ (Sh) I I 1 

Cl2⑮ (Sh) I I I 

Cl2--@(Sh) I I I 

Cl2⑱ (Csh) I 1 I 

Cl2⑲ (Csh) I I 1 

CI2⑳ (Csh) I I I 

Cl2—⑪ (Csh) 1 I I 

Cl2—⑫ (Ag) I 1 I 

CI2—⑬ (Sa) I I I 

Cl2—⑳ (Ho) I I I 

Cl2念 (Sa) I I I 

その他(Ob) 1 2 2 10 3 18 18 

その他(An) 1 4 4 I IO IO 

その他(Ant) 7 7 7 

その他(Sh) I I I 

その他(Csh) 2 I 3 3 

その他(Ch) I 1 I 

その他(Ho) I 14 15 15 

合計 2 I 2 3(2) 12(11) 43(1) I 70 7 7 (6) 112(107) 112(107) 

面から急角度の粗い調整加工を行っている。右端の狭くなった部分を意識した錐状石器か，削器であろう

か。

2 Cl4-Aブロック（第416,.....,418図，第158,.....,160表）

1) ブロックの概要

Cl4-Aブロックは，調査範囲東部のCl4-61・62・71グリッドに位置する。ブロックの立地は台地北側の

緩斜面で，傾斜変換点からの距離は45mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸 3mの範囲に47点の石器・礫が分布する。ブロックの北西部

に礫が密集する所があり，それ以外は散漫に分布している。出土層位はIII層からW層にかけてで， 30cmほ

乙二二二こ~ 1 J-21 (C14-Aブロック）
その他(Ho)

B 
7.8g 

O (2:3) 10cm 

こ

置 (!J)jfp
2 J-29(C14-Aブロック）

その他(Ho)

~.9g 

◎ 3 K-18(C14-Cブロック）
その他(Csh)
D 
6.3g 

雙じ9
第416図 Cl4-A・Cブロック出土遺物実測図
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どの高低差をもって水平に包含されている（第417・418図）。

ブロックは，剥片 l点，石核 l点，礫45点 (2,583. 5 g) で構成される。石器石材はホルンフェルス 2

点，礫石材は安山岩 2点，流紋岩 7点，頁岩 6点，チャート 14点，砂岩12点，ホルンフェルス 2点，不明

2点である。

礫は，拳の半分程度の円礫が主体を占める。被熱の度合いが小さいためか，大半が完形礫である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックで出土した石器は，ホルンフェルスによる剥片 l点，石核 l点（合計17.6 g) であるが，石

器石材については特徴が乏しく周辺ブロックとの異同が不明瞭であったことから，母岩分類できなかった。

3)出土遺物（第416図）

lは，ホルンフェルスによる不定型の剥片である。表面は自然面に覆われ，打面周辺は欠損している。

2は，ホルンフェルスによる石核である。厚手の剥片を石核の素材に用い，表裏の各所から小型不定型の

剥片を生産している。両者とも淡黒灰色でやや軟質な石質である。

第158表 Cl4-Aブロック母岩別石器組成表
母岩

その他(Ho)

合 計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl IB!sl Sp I Ha I肋blAx I他I B IC I D I石器計ロニ□
第159表 Cl4-Aブロック石材別石器組成表

石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 紐 他 B C D 石器計 礫 合計

安山岩(An) 2 2 
流紋岩(Rh) 7 7 
頁岩(Sh) 6 6 
チャート (Ch) 14 14 
砂岩(Sa) 12 12 
秘;;7ェルス(Ho) I I 2 2 4 
不明 2 2 

合 計 I I 2 45 47 

第160表 Cl4-Aブロック母岩別礫一覧表
母岩 点数 重 母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩 点数 重量

CI 4R--(1) (Ho) 2 76. 4 Cl4R⑮ (Rh) I 26. 0 Cl4R—⑳ (Sa) I 58. 9 Cl4R—⑫ (Sa) I 63. 6 Cl4R-@(不明） I 125. 8 
Cl4R② (Ch) 2 34 4 Cl4R⑰ (Rh) 1 88. 7 Cl4R—⑮ (Sa) 1 92. 2 CI4R—⑬ (Sh) I 53 2 その他(Ch) 6 127. 6 
Cl4R⑩ (Ch) I 59. 2 Cl4R⑱ (Rh) I 71 3 Cl4R—⑳ (Sa) I 94. 8 Cl4R—⑭ (Sh) I 91. 0 その他(Sa) 1 17. 3 
CI4R--@(Ch) I 88. 3 Cl4R⑲ (Rh) I 178.1 Cl4R—⑰ (Sa) I 60 6 Cl4R—⑮ (Sh) I 62 2 その他(Rh) I 64. 9 
Cl4R⑫ (Ch) I 56. 9 Cl4R⑳ (Rh) I 113 0 Cl4R—⑱ (Sa) I 67. 0 Cl4R—⑯ (Sh) 3 33 3 合計 45 2583. 5 
Cl4R⑬ (Ch) 1 93 4 Cl4R—⑪ (Rh) 1 67. 9 Cl4R—⑳ (Sa) 
Cl4R⑭ (Ch) I 41.7 Cl4R—⑫ (Sa) l 86 I Cl4R—⑳ (Sa) 
Cl4R⑮ (Ch) I 44 6 Cl4R—⑳ (Sa) 1 53. 5 Cl4R—⑳ (Sa) 

3 Cl4-Bブロック（第419・420図，第161,....,163表）

I)ブロックの概要

I 51 7 Cl4R—⑰ (An) I 
I 59. 9 Cl4R—⑱ (An) l 
I 70. 8 Cl4R-@(不明） I 

Cl4-Bブロックは，調査範囲東部のCl4-67・77グリッドに位置する。ブロッ

クの立地は台地北側の緩斜面で，煩斜変換点からの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸 4mの範囲に10点の礫が散漫に分

布する。出土層位はIV層を中心としており， 30cmほどの高低差をもって，地形

に沿って包含されている（第419・420図）。

ブロックは礫10点 (342.I g) で構成される。石材は，流紋岩 l点，チャー

ト3点砂岩 6点である。
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92 2 

第161表 Cl4-Bブロック
母岩別礫一覧表

母岩 点数 重量
CI4R-@(Sa) 3 31. 4 
CI4R—⑭ (Ch) I 44. 9 
CJ4R—⑮ (Ch) I 51. 6 
Cl4R—⑯ (Rh) I 98. 5 
Cl4R⑰ (Sa) I 73 6 
その他(Ch) I 20. 9 
その他(Sa) 2 21. 2 

合計 IO 342. I 
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第162表 Cl4-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計

CI4R-@(Sa) 
その他(Rh)

その他(Ch)

その他(Sa)
ム.!:!......!!: 

第163表 Cl4-Bブロック石材別石器組成表
石材

流 (Rh)

チャート (Ch)
砂岩(Sa)

合計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi j Rf I Uf I Bl I Bisl Sp I Ha IAnbl Ax I イ也 I B 

4 Cl4-Cブロック（第416・421---423図，第164・166表）

1) ブロックの概要

石器計

合計

合計

Cl4-Cブロックは 調査範囲東部のCl4-77・86・87・88・97グリッドに位置する。ブロックの立地は台

地北側の緩斜面で，傾斜変換点までの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸4 mの範囲に64点の石器・礫が分布する。出土層位はW層を

中心としており， 40cmほどの高低差をもって，地形に沿って包含されている（第421・422図）。

ブロックは，石核 l点礫63点で構成される。石器石材は珪質頁岩 l点，礫石材は安山岩 3点，流紋岩

11点，頁岩 3点チャート 5点，砂岩30点ホルンフェルス 7点，不明4点である。礫以外の唯一の資料

である石核は，礫がまとまって分布する範囲から数m離れたブロック外縁部から出土しており，共伴関係

には疑問を残す。

Cl4-87グリッド東南にある礫のまとまりを細かく見ると，直径50cmほどの小規模なまとまりが4か所あ

る（西北部北部中央部南部）。礫の接合関係は，西北部と北部 (Cl4R—④)，北部と中央部 (Cl4R—⑨)，

中央部の中だけ (Cl4R—⑦•⑧)，中央部と南部 (Cl4R—⑤•⑥)で，隣接するまとまり同士で接合する。

このことだけで即断するわけにはいかないが，礫を使用した小規模な空間が4か所あると見るよりは，も

第164表 Cl4-Cブロック母岩別石器組成表
母岩

その他(Csh)
Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl !Bisi Sp I Ha IAnbl Ax I他 I B IC I D I 石器計 I礫I合計

合計

第165表 Cl4-Cブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

安山岩(An) 3 3 
流 (Rh) II 11 
頁岩(Sh) 3 3 
珪質頁岩(Csh) I I I 
チャート (Ch) 5 5 
砂岩(Sa) 30 30 
拙;,,7ェルス(Ho) 7 7 
不明 4 ~ 

合計 I I 63 64 

第166表 Cl4-Cブロック母岩別礫一覧表
母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母岩 点数 重 母岩 点数 重量

Cl4R--@(Sa) 3 102. 2 Cl4R⑱ (Ch) I 144. 3 Cl4R⑰ (Rh) I 51. 7 CJ4R咽 (Sa) I 62 I Cl4R—⑮ (An) I 68. 4 
Cl4R母う(Rh) 2 81. 3 Cl4R⑲ (Ch) I 35. 3 Cl4R—⑱ (Rh) I 43. 0 Cl4R~(Sa) I 96. 4 Cl4R—⑯（不明） I 36. 0 
Cl 4R--@(Sa) 3 70.0 Cl4R—⑳ (Ch) I 81. 3 Cl4R—⑲ (Sa) I 153. 6 CJ4R魯 (Sa) I Ill 8 Cl2R遵 (Sa) I 126.8 
Cl4R--{J)(不明） 2 106. 2 CI4R-@(Ch) I 30. 7 Cl4R岳り(Sa) I 137. 8 Cl4R急 (Sa) I 82 0 その他(Ch) I 37. 7 
Cl4R-@(An) 2 198. 3 Cl4R—⑫ (Rh) I 87.4 Cl4R看 (Sa) I 39. 8 Cl4R—⑳ (Sa) I 54. 0 その他(Rh) 2 154 9 
Cl4R-@(Ho) 2 90. 6 Cl4R念 (Rh) I 99. 0 Cl4R遁 (Sa) I 98. 9 Cl4R⑳ (Sa) I 50. 9 その他(Sa) 8 675 I 
Cl4R⑲ (Ho) l 93. 3 C14R—⑭ (Rh) I 87.1 Cl4R-@(Sa) I 85. 5 Cl4R⑫ (Sa) I 34.1 その他(Sh) I 140. 4 
Cl4R-@(Ho) I 151. 0 Cl4R-⑮ (Rh) I 70. 2 Cl4R忍 (Sa) I 96. 3 Cl4R魯 (Sa) I 128.4 その他(Ho) 2 139. 4 
Cl4R⑩ (Ho) I 86. 9 Cl4R—⑮ (Rh) I 119 5 Cl4R—⑮ (Sa) I 145. 8 Cl4R⑳ (Sh) 2 140.8 その他（不明） I 123. 6 

合計 63 4849. 8 
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ともと中央部にまとまっていた礫が， 自然の営力等によってじょじょに拡散したと考えたい。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックで出土した石器は，嶺岡産珪質頁岩と考えられる石核 l点 (6.3 g) であるが，石器石材に

ついては，特徴が乏しく周辺ブロックとの異同が不明瞭であったことから，母岩分類しなかった。

3)出土遺物（第416図）

3は，珪質頁岩による石核である。厚手の剥片を石核の素材に用いており，素材の主要剥離面を打面と

して周囲を削ぎ落とすように小型不定型の剥片を剥離している。石材は，内外ともに橙褐色の珪質頁岩で，

嶺岡産と考えられる。

第6節 ブロック外出土遺物

本調査区では， 8か所で単独に旧石器時代石器が出土した。また，上層遺構内からも若干の資料が得ら

れた（第424・425図）。
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1は，紫がかった黒灰色の頁岩による不定型厚手の剥片である。表面の剥離面は裏面と90度剥離方向が

異なっており，打点が石核の周囲を廻りながら剥片剥離作業が行われたと想定される。なお，本資料は被

熱によって変色，欠損した可能性がある。 C20グリッド（調査時の F地点）のVII層,.__,IX a層から出土した。

2は，暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。左側縁に不規則

な剥離痕が見られる。 C6-58グリッドのV層上面から出土した。 3は，灰褐色に風化した安山岩による槍

先形石器である。両面調整による細身の木葉形で，横断面形は凸レンズ状である。素材時の剥離面は残さ

れていない。 C21グリッドのIV層から出土した。

4・5は灰色に風化した安山岩による不定型の剥片， 6は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩による石核である。

石核は厚手の剥片を素材とし，打面と作業面を固定しないで小型不定型の剥片を生産している。いずれも

C 7-75グリッドのV層から出土した。

10は，無色透明の地に黒色のモヤがかかる黒曜石を用いた不定型の剥片である。 C26グリッドのV層か

ら出土しているが， ここはC26-Aプロック群の西側外縁部にあたる。同一母岩は， C26-Al・A2ブロック及

び草刈遺跡c区C21-Aブロックに分布しており，第6文化層に関連する。

7 ,.__, 9は，上層遺構の覆土中から出土した旧石器時代資料である。

7は，無色透明の地に青みを帯びた黒色のモヤがかかった黒曜石によるナイフ形石器である。横長剥片

を横位に用い，左側縁（打面側）全体と右側縁の基部寄りに裏面から調整加工を行い，切出形に仕上げて

いる。本調査区第6文化層で主体を成す黒曜石に似る。

8は，無色透明の地に淡黒色の縞が多数入る黒曜石を用いた小型の槍先形石器である。横長剥片を横位

に用い，表裏に細かな調整加工を行っている。表裏両面に素材時の剥離面が残っており，表面中央に素材

の主要剥離面が見られる。右側縁には樋状剥離がある。石器石材に黒曜石を用い，左右対称形の両面調整

であることから，男女倉型有樋尖頭器に分類できる。なお，本資料は蛍光X線による理化学的な分析によ

り信州・星ヶ塔産と推定された。 9も黒曜石による男女倉型有樋尖頭器である。 8と同様，左右対称形で

両面調整の木葉形である。本資料は，蛍光X線による分析で栃木県高原山産と推定されている。

-476-



＊  

1
0
 

七
2
6

(
B
i
l
)
 

‘‘,‘ 
9 m  

土
e
“ o  

七
1
4
N
4
0

(B
IV
) 
讐／

＋
 

+
 

A  

＋
 

噸
： ピふ

.
 

i"' 

4 I V l  

七
c C

＋
 

＋
 

ぞ ＇ ．
＊

 

|  4 7 7 ー

＊  

.
 

.. -~-
氏

2

＋
 

に
5

_. 
5 I V l  

ピ

:
 

-・ ·• ．． ~;
,- -~

-i1
1 (
D
V
)
 

.+
 

＋
 

＋
 

十
叫

Vll 

七 に

゜
(1
: 
1
0
0
0
)
 

5
0
m
 

隻
翠

5拿
~.

..
. 

• 
• 

I
 

炉公
・せ
．

.. 
-..
...
...
 .

 
.. 

第
42
4
図

草
刈

遺
跡

G
区

ブ
ロ

ッ
ク

外
遺

物
分

布
図



勾

-c::::::::::: こ）

こ 1 F-1 
その他(Sh)

B 
19.3g 

2 DN-58-1 
その他(Csh}

Uf 
7.7g 

0

言
3 om-oa-1 

その他(An)

Po 
7,6g 

こ 5 EVI-75-1-3 
C7一① (An) 

B 
3.8g 

冒

‘
 

-‘
 

バ
U

交

ベ:--,'
・~. -
I 

こ
4 EVI-75-1-2 

C7一①(An) 

B 
5.9g 

•‘ 

7 13-211 
その他(Ob)
Kn 
4.4g 

“
 

c:> 

8 163-24 
その他(Ob)
Po 
1.7g 

亙
6 EVI-75-1-1 

その他(Csh)

D 
10.3g 

こ 9 235-25 
その他(Ob)
Po 
6.6g 

゜
(2:3) 

乙二—~
10 B-D 1 

C21一④(Ob) 
B 
5.9g 

10cm 

第425図 草刈遺跡G区プロック外出土遺物実測図

-478-



第6章草刈遺跡P区 (219-014)

第 1節調査の概要

草刈遺跡P区（旧草刈古墳群）では，旧石器時代の調査を昭和61年度に実施した。調査区は，草刈遺跡

の東端に位置しており，川焼台遺跡へと連なる細長いやせ尾根状の地形である。調査対象面積は15,500面

で，はじめに 4%の確認調査を行い，その結果に基づいて1,600rrlの本調査を行った。調査の結果， 19か

所のブロックと 10か所の単独出土地点を検出した（第426図）。

本調査区における 19か所のブロックは，以下のとおり 3枚の文化層に区分できる。なお，文化層の設定

は草刈遺跡東部地区全域で行っており，本調査区の石器群はその第4・6・7文化層にあたる。

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VII~IX層上部）に包含される石器群で，石器141点と

礫11点が13か所のブロック (4A-B,4B-A・B・D~H, 5B-A~C, 5C-A・Bブロック）から出土した。

第 6文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (III層）から第 1黒色帯 (V層）にかけて包含され

る石器群で，石器107点と礫473点が4か所のブロック (1B-A,4A-A, 4B-C, 6E-Aブロック）から出土

した。

第 7文化層は，立川ローム層のハードローム層最上部 (IV層）からソフトローム層下部 (III層）にかけ

て包含される石器群で，石器10点と礫15点が2か所のブロック (2B-A・6C-Aブロック）から出土した。

第6文化層と層位的に分離することは難しいが，石器組成と石材構成を勘案して設定した。

第2節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上部 (Vll~IX層上部）に包含される石器群で， 4A-B,4B-A・ 

B・D~H, 5B-A~C, 5C-A・Bブロックの13か所が該当する。

1 4A-Bブロック（第427--429図，第167・168表）

1) ブロックの概要

4A-Bブロックは，調査範囲中央の4A-67・68・77グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部に

ある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 9m, 短軸4mの範囲に16点の石器・ 礫が散漫に分布する。出土層位は

VII~IX層で， 40cmほどの高低差をもって包含されている（第427・428図）。

ブロックは，ナイフ形石器 3点 (2個体），楔形石器 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片 6点，砕片 2点，

石核 l点，礫 l点の合計16点 (15個体）で構成される。石器石材は，黒曜石4点，安山岩 8点，頁岩 l点，

珪質頁岩 l点チャート l点，礫石材は，砂岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (4A—⑫)，安山岩 2 母岩 (4A—⑦•⑧)，頁岩

l 母岩 (4A—⑪)，チャート l 母岩 (4A—⑨)，珪質頁岩 l 母岩 (4A—⑩)で，母岩識別した石器の石器総数

に対する割合は80%(12/15点）である。
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·4A—⑦：黒色の安山岩で，白色の央雑物を含む。石器群の内訳は，ナイフ形石器 2 点，剥片 2 点の合計

4点 (3個体； 8. 8 g) である。接合資料は，ナイフ形石器 2点 (1個体； 7. 1 g) がある。

·4A—⑧ ：青みがかった灰色の安山岩である。楔形石器 l点 (4.5 g) の単独資料である。

·4A—⑨ ：青灰色の地に黒灰色の筋が入ったチャートで，節理面は橙褐色である。剥片 I点 (1.7 g) の単

独資料である。
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·4A—⑩ ：灰色の地に灰白色の微細な粒子を多量に含み，珪質頁岩と考えられる。使用痕ある剥片 l点

(15. 8 g)の単独資料である。

·4A—⑪：暗褐色の地に白緑色の不純物の塊を含む頁岩である。使用痕ある剥片 l 点 (IO. 8 g)の単独資

料である。

・4A-@: 灰色不透明の黒曜石である。石器群の内訳は，剥片 2点，砕片 2点の合計4点 (0.8 g)である。

また，同一母岩が4B-Bプロックに15点分布する。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩のナイフ形石器 1点，剥片 l点，石核 l点（合計16.5 g) 

がある。
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3)出土遺物（第429図）

1は，安山岩による不定型の剥片を素材とするナイフ形石器である。左側 l側縁に裏側から調整加工を

行っている。中央で二つに割れていること，外形が整っていないことから，製作途中に欠損した未製品と

考えられる。 2は，安山岩による横長剥片を素材とするナイフ形石器である。素材剥片の打面側（左側）

1側縁を表裏両面から調整しており，加工面は表裏面と直交する。基部を欠損するため形態は不明である

第167表 4A-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4A-(J)(An) 2(1) 2 4(3) 4(3) 

4A---@(An) 1 I I 

4A--@(Ch) I 1 I 

4A--{jり(Csh) I I I 
4A--@(Sh) I I I 
4A⑫ (Ob) 2 2 4 4 

その他(An) I I I 3 3 

その他(Sa) I I 

合計 3(2) I 2 6 2 I 15(14) I 16(15) 

第168表 4A-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) 2 2 4 4 

安山岩(An) 3(2) I 3 I 8(7) 8(7) 

頁岩(Sh) I I I 
珪質頁岩(Csh) I I I 
チャート (Ch) I I I 
砂岩(Sa) I I 

合計 3(2) I 2 6 2 I 15(14) I 16(15) 

こ
こ
△ こ全ゴ

1 4A-68-2006 
4A-68-2009 
4A―⑦ A(An) 

Kn 

7.1g 

ぃ4

こ

こ
Kn 
4.9g 

~ 

乙

゜

4A-68-2002 
4A―⑧ (An) 
Pi 
4.5g 

(2:3) 

こ
5 4A-68-2013 

4A―⑪ (Sh) 
Uf 
10.8g 

3 4A-68-2015 
4A―⑩ (Csh) 

Uf 
15.Bg 

ご
戸~巴

10cm 
6 4A-68-2012 

その他(An)
D 
6.0g 

第429図 4A-Bブロック出土遺物実測図
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が，調整加工が細かく丁寧であり，完成品と考えられる。

3は，珪質頁岩による縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。表面はきわめて平滑な自然面に覆わ

れており，両側縁は鋭利である。打面ははじけて線状になっているが，表面の打点周辺には敲打痕が見ら

れる。 4は，安山岩による楔形石器である。特に，右側縁の潰れが顕著である。素材時の剥離面は見られ

ない。 5は，頁岩による幅広厚手の不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片である。裏面の末端部（ヒン

ジ・フラクチャー）に刃こぼれが見られる。

6は，安山岩による不定型の剥片を用いた石核である。不定型厚手の剥片を二つに割り（あるいは割れ

て），その割れ面を打面として小型の剥片を剥離している。実測図裏面が素材の主要剥離面である。

2 4B-Aブロック（第430-432図，第169・170表）

1) ブロックの概要

4B-Aブロックは，調査範囲中央の4B-50・51・60・61グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂

• 部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸 3mの範囲に16点の石器・礫が散漫に分布するが，ブロック

南側の直径2mほどの範囲に大半の資料がまとまる。出土層位はVII"-'IX層で， 50cm程の高低差をもって包

含されている（第431・432図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 2点，剥片12点，礫 l点の合計16点で構成される。石

器石材は，珪質頁岩13点，メノウ l点，ホルンフェルス 1点，礫石材は，流紋岩 l点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 3 母岩 (4B—①～③），メノウ 1 母岩 (4B—④)で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は93% (14/15点）である。

・4B―①：黒紫色で均質緻密な珪質頁岩（あるいは珪質粘板岩）である。県南嶺岡産の可能性がある。石

器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片4点の合計 5点 (15.4g)である。接合資料は，加工痕

ある剥片 l点，剥片 2点（合計8.9 g) で構成される。自然面をもつ剥片も見られるが，原石の一

部を消費した母岩である。

·4B—② ：黒灰色で，表面が荒れた感じのする珪質頁岩である。県南嶺岡産の可能性がある。石器群の内

訳は，加工痕ある剥片 l 点，剥片 6 点の合計 7 点 (19.8g) である。上記4B—①母岩と同様，原石

の一部を消費した母岩である。

·4B—③ ：黒灰色で均質緻密な珪質頁岩である。 4B—②母岩より暗い色調である。県南嶺岡産の可能性があ

る。剥片 l点 (1.5 g) の単独資料である。

·4B—④ ：乳白色半透明の地に灰白色の斑が散在するメノウである。ナイフ形石器 l点 (14.8g) の単独

資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，ホルンフェルスの剥片 l点 (1.4g)がある。

3)出土遺物（第430図）

1は，メノウによるナイフ形石器である。大型の石刃ないしは縦長剥片を素材として，基部の両側と先

端部の左側縁に調整加工を行っている。基部と先端の調整加工は，裏面側の細かな剥離面を介在して連続

している。素材剥片の打面（複剥離打面）は残されている。
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2は， 珪質頁岩による加工痕ある剥片である。不定型の剥片を素材として，左右両側縁に調整加工が行

また，下半部は欠損しており，われており，素材の打面は調整加工によって切られている。 全体の形状は

不明である。

3~7は， 珪質頁岩による不定型の剥片である。打面は幅広く，表面の剥離方向は概ね裏面と同一方向

であることから，

られる。

打面と作業面を入れ替える交互剥離の手順で，

疇 ジ
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第431図 4B-Aブロック出土遺物分布図 (1) 一石器別分布図一
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4)接合資料とその関連資料（第430図）

·4B—① （第430図8-11) 黒紫色の珪質頁岩で，加工痕ある剥片 l点， 剥片4点で構成される。

8は， 剥片 3点 (9"-11) の接合資料である。剥片を素材とする板状の石核を用いたと考えられるが，

同一の打面から 9→IO→ 11の順に幅広不定型の剥片を剥離している。

に割れている。

なお， 9, 10は剥離時に打点で二つ

第169表 48-Aブロック母岩別石器組成表
母 岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4砂 (Csh) I 4 5 5 
4B② (Csh) I 6 7 7 
侶 (Csh) I I I 
4B-@(Ag) I I I 
その他(Ho) I I I 
4BR--O) (Rh) I I 

合計 I 2 12 15 I 16 
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3 4B-Bブロック（第433-436図，第171・172表）

1) ブロックの概要

48-8ブロックは，調査範囲中央の48-41・42・51・52グリッドに位置する。プロックの立地は，丘陵頂

部にある70m四方ほどの平坦面上である。

プロックの規模と形状は，直径の 5mの範囲に24点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位はVlI'"'-'IX層

で， 50cmほどの高低差をもって水平に包含されている（第435・436図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，楔形石器 l点，加工痕ある剥片4点 (2個体），使用痕ある剥片4点，

剥片 7点砕片2点，石核4点 (1個体），礫 l点の合計24点 (19個体）で構成される。石器石材は，黒

Kn Rf 3 4B-42-42 こ 1.0, ,.,, ~~ ⑫ (Ob) 乙~· ; ニ芯(0~1
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第433図 4B-Bブロック出土遺物実測図 (1)
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曜石15点，安山岩 l点，安山岩トロトロ l点，珪質頁岩 I点，ホルンフェルス 5点，礫石材は，流紋岩 l

点である。

なお，本ブロックの外縁部から出土した礫は， 16cmx 12cm x 8 cmの大型の円礫 l点で，被熱の痕跡は見

られないものである。硬質ではあるが石の目が強く，剥片石器の素材には不向きである。また，肉眼観察

では敲打痕，擦痕なども見られない。用途不明の礫である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (4A—⑫)，珪質頁岩 l 母岩 (4B—⑥)，ホルン

フェルス 1 母岩 (4B—⑥)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は91 % (21/23点）である。

·4A—⑫ ：母岩の特徴は4A-Bブロックで記したとおり，灰色不透明の黒曜石である。ただし，本ブロック

の資料の中には灰色から褐色に漸移的に変化するものもある。また，黄灰色の不純物が層状に見ら

れる。

石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，楔形石器 l点，加工痕ある剥片4点 (2個体），使用痕あ

る剥片 3点剥片4点，砕片 2点の合計15点 (13個体； 32. 2 g)である。接合資料は，楔形石器 l

点と剥片 l点によるもの（接合資料A ; 4. lg), 加工痕ある剥片 3点が接合して 1個体になるもの

（接合資料B;l5.2g)の2グループがある。また，同一母岩は4A-Bブロックに 4点分布する。

·4B—⑤ ：表面黄褐色に風化しているが，内部は黒灰色で比較的硬質の泥岩質のホルンフェルスである。

石器群の内訳は，剥片 l点，石核4点 (l個体）の合計 5点 (2個体； 267.6g)で，すべてが接

合する。原石は，やや扁平な拳ほどの大きさの円礫である。

·4B—⑥ ：灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (l.8g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩（トロトロ石）の剥片 2点（合計I.3 g)がある。

3)出土遺物（第433図）

1~9 は，黒曜石による同一母岩 (4A—⑫母岩）の石器類である。

1は，不定型の剥片を用いた小型 2側縁調整のナイフ形石器である。素材剥片を縦位に用い，右側縁全

体と左側縁の基部側に調整加工を行っている。右側縁の調整は表裏両面から行っており，加工面は表裏と

直交する。

第171表 4B-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4A----O訳Ob) I 14(2) 3 4 2 15(13) 15(13) 

4B⑤ (Ho) I 4 (I) 5(2) 5(2) 

48--@(Csh) I I I 
その他(An) I I I 
その他(Ant) I I I 

4BR② (Rh) l . I 

合計 I 14(2) 4 7 2 4(1) 23(18) I 24(19) 

第172表 4B-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I 14(2) 3 4 2 15(13) 15 (13) 

安山岩(An) I I I 
安山岩(Ant) I I I 
流 (Rh) I I 

珪質頁岩(Csh) I I I 
秘;;7ェルス(Ho) I 4 (I) 5(2) 5(2) 

合計 I 14(2) 4 7 2 4(1) 23(18) I 24 (19) 
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第436図 4B-Bブロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一

2は，横長剥片を素材とする加工痕ある剥片である。裏面の末端部に細かな調整加工が見られる。素材

の打面部周辺は欠損する。 5は， 不定型厚手の剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面の左側に素材の

主要剥離面を切る剥離面がある。なお，石材に含まれている不純物の層に沿って割れており，

して 1個体となっているが，打面部は欠損する。

3点が接合

3・4・6は，各種剥片を利用した使用痕ある剥片である。

7は，楔形石器 l点 (9) とその調整剥片 (8) の接合資料である。

上下方向からの剥離面に覆われており，左側面には楔形石器通有の縦方向の折れ面が見られる。ただし，

9の楔形石器は，表裏両面ともに

上縁は比較的鋭利で潰れてはおらず，いっぽう下端は平坦な剥離面で，縦断面が紡錘形ないしは凸レンズ

形になっていないなど，楔形石器の典型例とは異なる。

10は，珪質頁岩による不定型の剥片を用いた使用痕ある剥片である。末端部を中心に，

れる。

刃こぼれが見ら

4)接合資料とその関連資料（第434図）

·4B—⑤ （第434図11-13)

(1個体）

表面黄褐色に風化したの泥岩質のホルンフェルスで， 剥片 l点， 石核4点

で構成される。

11は，剥片 l点 (12) と石核4点 (1個体； 13)の接合資料である。拳ほどでやや扁平な円礫を石核の
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素材とし，交互剥離によって上端から中型不定型の剥片を剥離している。 12もその過程で剥離されたもの

である。その後，石核は 4点に割れ，作業は終了している。

4 4B-Dブロック（第437---439図，第173・174表）

1) ブロックの概要

4B-Dブロックは，調査範囲中央の4B-73・74・83~85グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂

部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸10m, 短軸 5mの楕円形の範囲に 9点の石器・礫が散漫に分布する。出

土層位はVII~IX層で， 60cmほどの高低差をもって包含されている（第437・438図）。

ブロックは，楔形石器 l点，使用痕ある剥片 3点，剥片4点，礫 l点の合計9点で構成される。石器石

材は，黒曜石4点，流紋岩 2点，珪質頁岩 l点，チャート 1点，礫石材は，チャート 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (4B—⑦～⑨），流紋岩 l 母岩 (4B—⑪)，珪質

頁岩 l 母岩 (4B—⑩)，チャート 1 母岩 (4B—⑫)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は 100%

(8/8点）である。

·4B—⑦ ：漆黒色不透明の地に青みがかった灰色の縞が平行して入る黒曜石である。 ¢0.5~ 1 mmの白色で

細かい央雑物を多量に含んでいる。本ブロックには剥片 2点 (53.6 g)が分布する。

なお，同一母岩が4B-Hブロックに 1点， 4B-Gブロックに 1点， 5B-Cブロックに 1点ある。

·4B—⑧ ：黒色不透明で，薄黄色で不整形の央雑物を含む黒曜石である。使用痕ある剥片 l点 (17.9g)

の単独資料である。

·4B—⑨ ：黒色不透明で，灰色で ¢2mmほどの球形の央雑物を含む黒曜石である。上記4B—⑦・⑧に比べて

表面に光沢がある。栃木県高原山産と考えられる。楔形石器 l点 (4.7 g) の単独資料である。

·4B—⑩ ：節理は橙褐色，内部は緑がかった暗灰色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (12.4 

g) の単独資料である。

·4B—⑪ ：自然面は淡褐色，内部は黄褐色の流紋岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片

l点の合計 2点 (18.6 g)で，両者は接合する。

·4B—⑫ ：節理面は橙褐色，内部は青灰色のチャートである。剥片 l点 (2.5 g)の単独資料である。

第173表 4B-Dブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4B⑦ (Ob) 2 2 2 
4B--@(Ob) I 1 I 
4B⑨ (Ob) I 1 I 
4B⑩ (Csh) I I I 
4B⑩ (Rh) I I 2 2 
4B⑫ (Ch) I I I 
その他(Ch) I I 

合計 I 3 4 8 I ， 
第174表 4B-Dブロック石材別石器組成表

石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 I礫 I合計

黒曜石(Ob) 1 I 2 41 
流 (Rh) I I 21 
珪質頁岩(Csh) I 1 
チャート (Ch) I 1 

合計 1 3 4 81 
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第439図 4B-Dブロック出土遺物実測図
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3)出土遺物（第439図）

1は，珪質頁岩による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。末端部に刃こぼれがある。表面

の剥離面は，裏面と同一方向から左90度にかけての方向で構成されており，打点が石核の周囲を廻ること

が推定される。 2は，黒曜石による厚手の不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片である。

5は，黒曜石による楔形石器である。裏面に素材の主要剥離面が広く残り，上下両端は潰れている。

3は，チャートによる縦長剥片である。 4は，黒曜石による横長剥片で，左側は欠損する。表面には自

然面（角礫面）が広く残る。

4)接合資料とその関連資料（第439図）

·4B—⑪ （第439図6-8) 黄褐色の流紋岩で，使用痕ある剥片 l点，剥片 I点で構成される。

6は，使用痕ある剥片 l点 (8) と剥片 I点 (7)の接合資料である。 7→8の順に剥離しているが，

打面の高さが異なっていることから，交互剥離を行った可能性が高い。両者の表面には，湾曲が強く滑ら

かな円礫面が広く残っており，拳よりも小振りな円礫を用いた初期段階の剥片剥離作業によるものであろ

う。なお，同一母岩がほかに見られないことから，搬入品と考えられる。

5 4B-Eブロック（第440--441図，第175・176表）

1) ブロックの概要

4B-Eブロックは，調査範囲中央の4B-76・86グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部にある

70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m, 短軸 2mの楕円形の範囲に 6点の石器・礫が散漫に分布する。出

土層位はVII"-'IX層で，ほぼ水平に包含されている（第440・441図）。

ブロックは，剥片 2点，礫4点の合計6点で構成される。石器石材は，チャート l点 (0.7g),凝灰岩

l点 (0.5g),礫石材は，チャート 1点，砂岩 2点，ホルンフェルス 1点である。石器，礫ともに母岩分

類できなかった。また， 2点の石器は小型不定型の剥片であり，図示しなかった。

第175表 4B-Eブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

その他(Ch) I I I 

その他(fu) I I I 

その他(Ch) I I 
その他(Sa) 2 2 
その他(Ho) I I 

合計 2 2 4 6 

第176表 4B-Eブロック石材別石器組成表
石材

チャートで而―
凝 (Tu)
I 
砂岩(Sa)

謁ン7ェルス(Ho)

合計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl I Bis I翌IHa IAnbl Ax I他I B 石器計ド酎 合計
I 

2
 

6 4B-Fブロック（第442--444図，第177・178表）

I) ブロックの概要

4B-Fブロックは，調査範囲中央の4B-67・77・87グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部に

ある70m四方ほどの平坦面上である。
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ブロックの規模と形状は， 4B-77グリッド北部の直径2mの範囲に 4点， 3mほど離れて4B-87グリッド

に2点の石器が分布する。出土層位はVIl,....,IX層で， 40cmほどの高低差をもって包含されている （第442・4

43図）。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片3点の合計6点で構成される。石材は，

黒曜石4点，珪質頁岩 2点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (4B—⑬～⑮），珪質頁岩 l 母岩 (4B—⑯)で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(6/6点）である。

·4B—⑬：黒色不透明で，

l点 (4.3 g)の単独資料であるが，同一母岩が， 48-Hブロックに 2点ある。

·4B—⑭：漆黒色不透明で， </>O. 5mmの央雑物を多量に含む黒曜石である。本ブロックでは加工痕ある剥片

¢〇.5mm"-'1 mmほどの白色の央雑物を含んだ黒曜石である。本プロックでは剥片
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第440図 4B-Eブロック出土遺物分布図 (1) 一石器別分布図一
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第441図 4B-Eプロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一

l点 (6.9 g) の単独資料であるが，同一母岩が， 4B-Hブロックに 4点ある。

·4B—⑮：黒色不透明で灰色の縞がある黒曜石である。 </J 1 mm以下の央雑物を含む。栃木県高原山産と考

えられる。本ブロックでは剥片2点 (4.5 g)で構成されるが，

5B-Bブロックに 1点ある。

同一母岩が， 4B-Hブロックに 6点，

·4B—⑯：暗褐色の地に黒褐色の縞が入る珪質頁岩である。使用痕ある剥片 2 点（合計6. 3 g)で構成され

る。

なお，本ブロックの剥片 l点が， 4B-Hブロックの剥片 l点と接合して 1個体 (3.2 g) となる。

3)出土遺物（第444図）

1は，黒曜石による不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。素材の打面は薄く除去され，その剥

離面を表面左端の剥離面が切っている。その後，下半部は折れている。鋭利な右側縁を刃部に見立てたナ
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第177表 4B-Fブロック母岩別石器組成表
Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis~Ha Anb Ax 他 B C D 石器計礫 合計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I R¥I Uf I Bl I Bisi Sp I Ha IAnbl Ax I他 I B)  CI D 

3
 

合計

辱

い置l~

｀ 
1 5B-8-39 

4B―⑭ (Ob) 
Rf 
6.9g 

~ 

D~ 三~3 5B-8-40 
4B—⑯ (Csh) 
Uf 
3.3g 

｀ ~~ 
~ 距

~ 

疇ー乞
こ

2 58-8-41 
48—⑯ (Csh) 
Uf 
3.0g 

゜
(2:3) 10cm 

4 5B-8-37 
4B—⑬ (Ob) 
B 
4.3g 

第444図 4B-Fブロック出土遺物実測図

イフ形石器等の未製品なのかも知れない。

2・3は，同一母岩の珪質頁岩による不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片である。

4は，黒曜石による不定型の剥片で，右上半部が欠損する。表面の剥離面は上下両方向からのものであ

り，求心的な打点移動による石核が想定される。

7 4B-Gブロック（第445--447図，第179・180表）

1) ブロックの概要

4B-Gブロックは，調査範囲中央の4B-78・88・89・99グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂

部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，直径 5mの円形の範囲に 4点の石器が散漫に分布している。出土層位はVII"-

IX層である（第445・446図）。

ブロックは，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，剥片 l点，石核 l点の合計4点で構成される。

石材は，黒曜石 2点，珪質頁岩 l点，チャート l点である。
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2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，黒曜石2母岩 (4B---(J)・ ⑰)，珪質頁岩 l母岩 (4B--Q劉，

ト 1 母岩 (4B—⑲)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は 100% (4/ 4点）である。

·4B—⑦ ：母岩の特徴は， 4B-Dブロックで記したとおり，漆黒色不透明の地に青みがかった灰色の縞が平

行して入る黒曜石である。本ブロックでは剥片 l点 (7.I g)の単独資料であるが，

チャー

同一母岩が4B-

Dブロックに 2点 4B-Hブロックに 1点 5B-Cブロックに 1点ある。

c/J 1 mm以下の細かい央雑物を多量に含む黒曜石である。加工痕ある剥片 l点·4B—⑰：黒色不透明で，

(10.6g) の単独資料である。

·4B—⑱ ：暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (6.1 g)の単独資料である。なお，

ー母岩が5B-Bブロックに 1点あり，接合して 1個体 (10.3g)

同

となっている。

·4B—⑲：節理面は淡褐色，

學

内部は暗青灰色のチャートである。節理が多方向に入っており，

言
4
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第445図 4B-Gブロック出土遺物分布図 (1) 一石器別分布図一
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わめて平滑で， 資料は岩石標本のような立方体である。原石は大型のチャート礫か， あるいは岩体

から割り出したものであろう。石核 l点 (74.9 g) 

3)出上遺物（第447図）

の単独資料である。

lは， 黒曜石による不定型な剥片を用いた加工痕ある剥片である。裏面の右側に素材の主要剥離面を切

る剥離面が連続する。 また，反対の鋭利な側縁には刃こぼれがある。下半部は欠損する。

2は，珪質頁岩による横長剥片を利用した使用痕ある剥片である。右側縁と末端部に刃こぼれが見られ

る。なお，資料は剥片剥離時に打点で二つに割れたと考えられるもので，左半分は本ブロック， 右半分は

第179表 4B-Gブロック母岩別石器組成表

＇ 母岩 I Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl !Bisi Sp I Haド叫 AxI他
4B⑦ (Ob) 

亘
4B⑱ (Csh) 

三 二.::....1.t 
第180表 4B-Gブロック石材別石器組成表

・黒曜石(0: 材 I Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I R¥I Uf [ Bl !Bisi Sp I Ha I知blAx I他
珪質頁岩(Csh)

チャートf1l~一

ロ計

B
 

C

一ー
D
 

旦ー
-
l
-
1
-
l
可

計器石
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 I
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第446図 4B-Gブロック出土遺物分布図 (2) 一石材別分布図一
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第447図 4B-Gブロック出土遺物実測図

5B-Bブロックに分布する。両者が割れた後に，別々に用いられたのであろう。

3は，黒曜石による不定型の剥片である。打面側及び末端部が欠損する。 4は，チャートによる石核で

ある。各所から不定型の剥片を剥離している。なお，裏面は節理に沿って割れた平滑な分割面である。

8 4B-Hブロック（第448-450図，第181・182表）

1) ブロックの概要

4B-Hブロックは，調査範囲中央の4B-96・97, 5B-06グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂

部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 6m, 短軸 2mの範囲に15点の石器が散漫に分布する。出土層位はVII~

IX層で， 50cmほどの高低差をもって包含されている（第448・449図）。

ブロックは，台形石器 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片11点，石核 l点の合計15点で構成される。石材

は，黒曜石14点珪質頁岩 l点である。
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2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 4 母岩 (4B—⑦•⑬～⑮），珪質頁岩 l 母岩 (4B—⑫)

で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(15/15点）である。

• 4B—⑦ ：母岩の特徴は， 4B-Dブロックで記したとおり，漆黒色不透明の地に青みがかった灰色の縞が平

行して入る黒曜石である。本ブロックでは使用痕ある剥片 l点 (4.1 g) の単独資料であるが， 同

ー母岩が4B-Dブロックに 2点， 4B-Gプロックに 1点， 5B-Cブロックに 1点ある。

・4B-@: 母岩の特徴は， 4B-Fブロックで記したとおり，黒色不透明で白色の突雑物を含む黒曜石である。

石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 l点の合計2点 (3.7 g)である。同一母岩は， 4B-F

ブロックに 1点ある。

·4B—⑭ ：母岩の特徴は， 48-Fブロックで記したとおり，漆黒色不透明で，細かな央雑物を多量に含む黒

曜石である。石器群の内訳は，剥片 3点，石核 l点の合計4点 (12.3 g)で， すべて接合する。同
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ー母岩が， 4B-Fブロックに 1点ある。

·4B—⑮：母岩の特徴は， 4B-Fブロックで記したとおり，

片 7点（合計19.0 g) で構成される。接合資料は，

黒色不透明で灰色の縞がある黒曜石である。剥

本ブロックの剥片 l点が4B-Fブロックの剥片

l点と接合して 1個体となるもの （接合資料A; 3. 2 g), 本ブロックの剥片 2点（合計14.9 g) が

5B-Bブロックの剥片 l点と接合するもの

が4B-Fブロックに 2点ある。

·4B—⑫ ：淡灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。

3)出上遺物（第450図）

1は，

第181表

（接合資料B;15.9g) 

台形石器 l点 (2.9 g) 

がある。 このほかに，

の単独資料である。

珪質頁岩による台形石器である。細かく調整された打面をもつ横長剥片を素材とし，

4B-Hブロック母岩別石器組成表

同一母岩

これを縦位

母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4B-{J)(Ob) I I I 
4B⑬ (Ob) 1 I 2 2 
4B⑭ (Ob) 3 I 4 4 

4B⑮ (Ob) 7 7 7 
4B—⑫ (Csh) I I I 

合 計 I 2 11 I 15 15 
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に用いる。素材の打面（右側縁）をそのまま残し，末端側（左側縁）に裏面から平坦な調整加工を行って，

基部としている。右側縁の先端側には刃こぼれがあり，先端は節理に沿って欠損する。

3・4は，黒曜石による縦長剥片を利用した使用痕ある剥片である。

4)接合資料とその関連資料（第450図）

·4B—⑮ （第450図5--7) 黒色不透明の黒曜石で，剥片7点で構成される。

5は，不定型の剥片 3点 (2個体； 6・7)の接合資料である。同一の打面を用いて， 6→7の順に剥

離している。なお， 6の上部の破片は5B-Bブロックに分布する。

·4B—⑭ （第450図8--12) 漆黒色不透明で，細かな央雑物を多量に含む黒曜石で，剥片 3点，石核 l点

で構成される。

8は，剥片 2点 (9・10), 石核 l 点 (11•12) の接合資料である。接合資料からは，① ; 分割礫を石

核の素材とする。② ；打面と作業面を固定せず，各所から小型不定型の剥片を剥離する。③； 9と11が接

合した状態で10・12から離れる。④ ； 11から 9が， 12から 10が剥離される。作業の内容は，母岩消費の後

半段階と考えられる。

9 5B-Aブロック（第451-454図，第183・184表）

1) ブロックの概要

SB-Aブロックは，調査範囲中央の4B-93・94, SB-03・04・14グリッドに位置する。ブロックの立地は，

丘陵頂部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 9m, 短軸 6mの範囲に24点の石器が分布する。ブロック内では北側に

石器群がまとまっている。出土層位はw~rx層の上部を中心としており，概ね40cmほどの高低差をもって

地形に沿って包含されている（第451・452図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，台形石器 l点，錐状石器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片

第183表 5B-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 収 他 B C D 石器計 礫 合計

58① (Ob) I 2 3 3 
5B心 (Ob) I I I 
5B--Q)(Ob) l I I 
5B--@(An) 2 2 2 
5B⑤ (An) I l I 
5B--@(Csh) I I I 
5B芍う(Csh) 2 2 2 
58--@(Csh) I I I 
5B-@(Csh) I I I 
5B⑩ (Csh) I I I 
5B⑩ (Ch) I I I 
5B⑫ (Ch) I I I 
5B⑬ (Ch) I I I 
5B⑭ (Ho) I I I 
58⑮ (Rh) I I I 
その他(Ob) I 4 5 5 

合計 I I 1 I 4 I 15 24 24 

第184表 58-Aブロック石材別石器組成表
石 材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb 紐 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I I I 6 IO lC 

安山岩(An) 3 3 3 

流 (Rh) I I I 

珪質頁岩(Csh) 3 3 6 6 

チャート (Ch) 3 3 3 

ホIレ1/7ェルス(Ho) I I I 

合計 I I I I 4 I 15 24 24 
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4点，敲石 l点，剥片15点の合計24点で構成される。石材は，黒曜石10点，安山岩 3点，流紋岩 l点，珪

質頁岩 6点，チャート 3点ホルンフェルス 1点がある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 15母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (5B—①～③），安山岩 2 母岩 (5B—④ • ⑤)， 

流紋岩 l 母岩 (5B—⑮)，珪質頁岩 5 母岩 (5B—⑥～⑩），チャート 3 母岩 (5B—⑪～⑬），ホルンフェルス 1

母岩 (5B—⑭)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は83% (20/24点）である。

·5B—① ：漆黒色で ¢1mm~ 2 mmほどの淡褐色・灰色の央雑物を含む黒曜石である。表面は滑らかで光沢

がある。栃木県高原山産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，剥片 2点の合計3点

(5. 7 g)である。接合資料は，剥片 2点（合計2.1 g)で構成される。同一母岩が， 5B-Bブロック

に 1点ある。

·5B—② ：透明の地に黒色の縞が平行して多数入る黒曜石である。乳白色の央雑物を含むが，総じて良質

の黒曜石で，信州産と考えられる。使用痕ある剥片 l点 (2.6 g) の単独資料である。

·5B—③：漆黒色不透明で， c/J 0. 5mm~ 2 mmの乳白色の央雑物を含む黒曜石である。箱根畑宿産であろうか。

錐状石器 l点 (9.7 g) の単独資料である。

·5B—④ ：青みがかった黒灰色に風化した安山岩である。剥片 2点（合計3.0 g)で構成される。

·5B—⑤ ：灰褐色に風化した安山岩である。剥片 l点 (13.9g) の単独資料である。

·5B—⑥ ：紫がかった灰色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (6.2 g) の単独資料である。

·5B—⑦ ：灰緑色の地に黒灰色の縞が入った珪質頁岩である。使用痕ある剥片 2点 (1個体； 7. 7 g) の単

独資料である。

·5B—⑧ ：灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。節理が多く，粗悪な石材である。剥片 l点 (13.0g) の単独

資料である。

·5B—⑨ ：暗い灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l点 (9.9 g) の単独資料である。

·5B—⑩ ：黒褐色に風化した珪質頁岩（ノジュール）である。剥片 l点 (42.3g) の単独資料である。

·5B—⑪ ：自然面は灰褐色，内部は青灰色のチャートである。 4B—⑲母岩， 5B—⑫母岩と酷似している。剥

片 l点 (8.5 g) の単独資料である。

·5B—⑫ ：節理面は淡褐色，内部は青灰色のチャートである。剥片 l点 (1.4g) の単独資料である。

·5B—⑬ ：青灰色と淡褐色の部分が混在するチャートである。剥片 l点 (1.0 g) の単独資料である。

·5B—⑭ ：青灰色で泥岩質のホルンフェルスである。台形石器 l点 (3.7 g) の単独資料である。

·5B—⑮ ：灰褐色の流紋岩である。敲石 l点 (239.3 g) の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の加工痕ある剥片 l点，剥片4点（合計3.4 g) がある。

5B—①母岩に類似しており，栃木県高原山産と考えられる。

3)出t遺物（第453・454図）

lは，黒曜石による縦長剥片を用いたナイフ形石器である。素材剥片の打面を基部に残し，左側縁の上

半部に裏面から調整加工を行っている。

2は，黒曜石による加工痕ある剥片とした資料である。薄手の剥片を素材として，表裏両面を平坦な調

整加工によって仕上げている。なお，本資料は，①;剥離面の様子は縄文時代の石鏃に近く，押圧剥離に

よると考えられること，② ; 形態が縄文時代の「異形石器」等に似ていること，③ ; 石材が，青みがかっ
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た黒色不透明で乳白色の央雑物を含む黒曜石で，

神津島産の可能性があることなどから，縄文時代

に帰属する可能性もある。

3は，黒曜石による不定型の剥片を用いた錐状

石器と考えられる。右側縁は裏面からナイフ形石

器通有のブランティング加工，左側縁下半部は表

面からの粗い調整加工によって，下端（素材剥片

の末端）を鈍く尖らせている。素材の打面は表面

からの剥離によって除去されている。

4は，ホルンフェルスによる台形石器である。

不定型の剥片を横位に用い，上辺に素材の縁辺を

そのまま残し，左右両側縁を表裏両面から調整加

工して，三角形の石器に仕上げている。

5~7は，各種石材による不定型の剥片を用い

た使用痕ある剥片， 8~12は剥片である。多様な

石材を用いているが，黒曜石以外は上総丘陵砂礫

層に由来する可能性がある。いずれも不定型で，

石刃のように整った形状のものは見られない。ブ

ロック内で生産された形跡はなく，搬入品と考え

られる。

13は，流紋岩による敲石である。拳より一回りほど小振りの円礫を用いており，下端部には敲打痕があ

13 5B-8-76 
5B―⑮ (Rh) 
Ha 
239.3g 

゜
(2:3) 10cm 

第454図 5B-Aブロック出土遺物実測図 (2)

る。表面上半部には大きな剥離面が 1枚あるが，打点部がわずかではあるが潰れており，敲打による損傷

の可能性がある。

10 5B-Bブロック（第455-458図，第185・186表）

1) ブロックの概要

5B-Bブロックは，調査範囲中央の4B-95, 5B-05・06グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂

部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m, 短軸4 mの範囲に16点の石器が散漫に分布する。出土層位はVll~

IX層の上部を中心としており， 50cm程の高低差をもって包含されている（第455・456図）。

ブロックは，ナイフ形石器 2点，使用痕ある剥片 7点，剥片 7点の合計16点で構成される。石材は，黒

曜石8点安山岩3点頁岩 l点珪質頁岩 l点チャート 2点ホルンフェルス 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 9 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 3 母岩 (4B—⑮, 5B—①•⑯)，安山岩 l 母岩 (5B—⑰)，

頁岩 l 母岩 (5B—⑳)，珪質頁岩 l 母岩 (4B—⑱)，チャート 2 母岩 (5B—⑱·⑲)，ホルンフェルス 1 母岩

(5B—⑳)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は69% (11/16点）である。

·4B—⑮ ：母岩の特徴は， 4B-Fブロックで記したとおり，黒色不透明で灰色の縞がある黒曜石である。本
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ブロックでは剥片 l点 (1.0 g) の単独資料であるが， 4B-Hブロックの剥片 1点と接合して 1個体

(2. 8 g) となるほか， さらにもう l点とも接合する。同一母岩は， 4B-Fブロックに 2点， 4B-H

ブロックに 6点ある。

·4B—⑱：母岩の特徴は， 4B-Gブロックで記したとおり，暗灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。本ブロック

では使用痕ある剥片 l点 (4.2 g)の単独資料であるが， 4B-Gブロックに分布する使用痕ある剥片

1点と接合して 1個体 (10.3g) になる。ただし，本資料は剥片剥離時に打点から二つに割れたも

のであり， それぞれ別々に使用されたと考えられる。

·5B—① ：母岩の特徴は， 5B-Aブロックで記したとおり，漆黒色で</J1 Illlll"'2 mmほどの淡褐色・灰色の央
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雑物を含む黒曜石である。本ブロックでは使用痕ある剥片 l点 (4.1 g) 

ー母岩が5B-Aブロックに 3点ある。

の単独資料であるが， 同

·5B—⑯ ：漆黒色不透明な黒曜石である。大小の央雑物を多量に含んでいる。箱根畑宿産であろうか。石

器群の内訳は，使用痕ある剥片 3点 (2個体； 30. 9 g) 

痕跡はなく，搬入品と考えられる。

で， 2個体は表裏で接合する。剥片生産の

·5B—⑰ ：灰色に風化した，

·5B—⑱ ：節理面は赤褐色，

剥片 l点 (10.9g)

やや軟質の安山岩である。ナイフ形石器 l点 (3.7 g) の単独資料である。

内部は濃淡のある青灰色のチャートである。内部はきめ細かく良質である。

の単独資料である。

·5B—⑲：節理面は黄褐色，

(17.4g) 

内部は青灰色の地に黒色の縞が入るチャートである。使用痕ある剥片 l点

の単独資料である。

·5B—⑳ ：褐色をおびた灰色の頁岩である。使用痕ある剥片 l点 (1.6g) の単独資料である。
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·5B—⑳ ：黒灰色と灰白色の互層になった泥岩質のホルンフェルスである。剥片 l点 (14.7 g) の単独資

料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石のナイフ形石器（小片） 1点，剥片 2点（合計1.0 g), 安

山岩の剥片 2点（合計12.0 g)がある。

3)出土遺物（第457図）

1は，安山岩による不定型の剥片を素材としたナイフ形石器である。基部を中心に細かく調整加工して，

切出形に整えている。素材の打面は残されている。 2は，黒曜石によるナイフ形石器の小破片である。左

側縁に裏面からの調整加工が見られる。調整加工途中の欠損品であろうか。

3・5・6は各種石材による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片， 4・7,.,_,9は不定型の剥片であ
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る。各資料は，先述した5B-Aブロックと同様，製作痕跡がなく搬入品と考えられる。

4)接合資料とその関連資料（第458図）

·5B—⑯ （第458図10""-12) 漆黒色不透明な黒曜石で，使用痕ある剥片 3点 (2個体）で構成される。

第185表 5B-Bブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

48⑮ (Ob) I I I 
4B⑱ (Csh) I I I 

5B--(j) (Ob) 1 I I 

5B⑯ (Ob) 3 3 3 

5B⑰ (An) I I I 
5B⑱ (Ch) I 1 I 
5B⑲ (Ch) I I I 
5B⑳ (Sh) I 1 I 
5B—⑪ (Ho) I 1 I 
その他(Ob) 1 2 3 3 

その他(An) 2 2 2 

合計 2 7 7 16 16 

第186表 5B-Bブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) l 4 3 8 tヽ

安山岩(An) I 2 3 3 
頁岩(Sh) I I I 
珪質頁岩(Csh) I I I 
チャート (Ch) l I 2 2 
ホルン7ェルス(Ho) I I I 

合計 2 7 7 16 16 

疇
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第458図 5B-Bブロック出土遺物実測図 (2)
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10は，使用痕ある剥片 3点 (2個体； 11・12) の接合資料である。 11を剥離した後， 打面を一段低くし

て12を剥離している。 12の打面が小さいため詳細は不明であるが，交互剥離によって打面が低くなったと

考えられる。 II・12とも末端部に刃こぼれがある。

11 5B-Cブロック（第459-461図，第187・188表）

1) ブロックの概要

5B-Cブロックは，調査範囲中央の5B-08・18・19グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部に

ある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 7m, 短軸 2mの範囲に 5点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

VII"-'IX層である （第459・460図）。
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ブロックは，使用痕ある剥片 l点，剥片 3点，礫 l点の合計5点で構成される。礫は，被熱により破砕

された小片である。石器石材は，黒曜石 3点，珪質頁岩 I点，礫石材は，チャート 1点である。

2)母岩の特徴と内容

·4B—⑦ ：母岩の特徴は， 4B-Dブロックで記したとおり，漆黒色不透明の地に青みがかった灰色の縞が平

行する黒曜石である。本ブロックでは剥片 l点 (1.6g)の単独資料であるが，同一母岩が4B-Dブ

ロックに 2点， 4B-Hブロックに 1点， 4B-Gブロックに 1点ある。

·5B—⑫ ：漆黒色不透明で，青みがかった灰色の淡い縞が平行に入る黒曜石である。 </>O.5mm,....._, 2mmの乳白

色の央雑物を多量に含む。箱根畑宿産であろうか。剥片 l点 (20.4 g) の単独資料である。

·5B—⑳ ：透明の地に青みがかった黒色の縞が平行して多数入り，全体に不透明になっている黒曜石であ

る。</>2mmほどの乳白色の央雑物を含む。自然面は平滑な曲面である。使用痕ある剥片 l点 (13.6 

g) の単独資料である。

·5B—⑮ ：自然面は橙褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l点 (5.2 g)の単独資料である。

3)出土遺物（第461図）

lは，黒曜石による横長剥片を利用した不定型の剥片である。 2・3は黒曜石， 4は嶺岡産珪質頁岩に

よる不定型の剥片である。 3は，本剥片剥離時に打点で二つに割れている。

第187表 5B-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4B--(/) (Ob) I I I 
5B—⑫ (Ob) I I I 

5B—⑬ (Ob) I I I 

5B—⑮ (Csh) I I I 

その他(Ch) I I 

合計 I 3 4 I 5 

第188表 5B-Cブロック石材別石器組成表
石材

黒曜石(Ob)
珪質頁岩(Csh)
チャート (Ch)

合 計

Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I U¥I Bl「ISp I Ha IAnbl Ax I他 I B~ 石器計士月二巴ピ〗
I 

3
 

41 I 

12 5C-Aブロック（第462-464図，第189・190表）

1) ブロックの概要

5C-Aブロックは，調査範囲中央の4B-99,4C-90, 5C-OOグリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵

頂部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸 2mの範囲に 5点の石器群が散漫に分布している。出土層位

第189表 5C-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis S Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

5C--(D(Sh) I I 

その他(Ob) 2 21 

5CR---(j)(Sh) 

合計

第190表 5C-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

頑 (Ob) 2 2 司
直 (Sh) I I 2 3! 

合計 3 3 2 51 
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はVII------IX層である（第462・463図）。

ブロックは，剥片 3点，礫 2点の合計 5点で構成

れる。礫は，長軸 9cm, 短軸4cmほどの円礫である

（接合して 1個体）。石器石材は，黒曜石 2点，頁岩

1点礫石材は，頁岩 2点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは頁岩 l 母岩 (5C—①)を識別した。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は33%
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第464図 5C-Aブロック出土遺物実測図

(1 /3点）である。

·SC—① ：暗赤紫色（小豆色）の頁岩で，剥片 l点 (2.1 g)の単独資料である。同一母岩が5C-Bブロッ

クに 2点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に黒曜石の剥片 2点 (3.3 g) がある。 1点は淡黒色半透明で気泡の

入る信州麦草峠産，もう l点は漆黒色不透明で央雑物が散在する箱根畑宿産と考えられる資料である。

3)出土遺物（第464図）

lは，頁岩による横長剥片である。打面直下には頭部調整に似た細かな剥離面が連続するが，その性格

は不明である。

13 5C-Bブロック（第465-467図，第191・192表）

1) ブロックの概要

5C-Bブロックは，調査範囲中央の5C-l l・12・21グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部に

ある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸 5m, 短軸 2mの範囲に 6 点の石器が散漫に分布する。出土層位はVII~

IX層である（第465・466図）。

ブロックは，使用痕ある剥片 2点，剥片 3点，石核 l点の合計6点で構成される。石材は，黒曜石 l点，

頁岩 5点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 4 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (5C—②)，頁岩 3 母岩 (5C—①·③•④)で，

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(6/6点）である。

·5C—① ：母岩の特徴は， 5C-Aブロックで記したとおり，暗赤紫色の頁岩で，剥片 2点 (1.4g)で構成

第191表 5C-Bブロック母岩別石器組成表

l 母岩 I Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi I Rf I Uf I Bl IBisl Sp I Ha IAnbl Ax I他
5C---(j)(Sh) 

区
5C③ (Sh) 

5C--@(Sh) 

立
第192表 5C-Bブロック石材別石器組成表

＇ 石材 I Kn I Tr I Ka I Po I Es I Ss I Gr I Dr I Pi 
黒曜石(Ob)

頁岩(Sh)

合 計

B I c I D I 石器計 1礫 1合言

Rf I Uf I Bl IBisl Sp I Ha IAnbl Ax I他
I 

占
Bニ
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第467図 5C-Bブロック出土遺物実測図

される。同一母岩が5C-Aブロックに 1点ある。

·5C—② ：漆黒色半透明で， </J 1 mm-----2 mmの央雑物を少量含む黒曜石である。表面には光沢がある。栃木

県高原山産と考えられる。使用痕ある剥片 l点 (7.4 g) の単独資料である。

·5C—③：淡い灰緑色の頁岩で，使用痕ある剥片 l 点，石核 l 点の合計 2 点 (18. 3 g) で構成される

·5C—④ ：灰色の「黒色頁岩」である。剥片 l点 (14. 7 g) の単独資料である。

3)出士遺物（第467図）

lは頁岩， 2は黒曜石による不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片， 3は頁岩による不定型の剥片で

ある。

4は，頁岩による剥片を素材とした石核である裏面には素材の主要剥離面が広く残る。表裏両面に対し

て，求心的な打点移動と交互剥離によって小型不定型の剥片を剥離している。

14 4B・5Bグリッドに分布する石器群について（第468・469図）

4Bグリッド東南部から5Bグリッド西北部にかけての範囲（東西40m, 南北20m)には，本文化層に帰属

する石器群が散漫かつ広範囲に分布しており， これを10か所の小規模なブロックに区分した。その結果，

小規模で散漫なブロックが群在することになった。先述したとおり，ブロックのいくつかは同一母岩の共

有によって，相互に関連する可能性が高い。
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1は，灰褐色で緻密な嶺岡産珪質頁岩による石刃

である。表面は裏面と同一方向の剥離面で構成され，

左側縁に刃こぼれが見られる。下半部は欠損する。

5B-17グリッドのVII"-'IX層から出土した。

~ 

こ

こ

1 5B-8-43 
5B—⑳ (Csh) 
Bl 

9.2g 

゜
(2:3) 10cm 

第469図 4Bブロック群周辺出土遺物

第3節第6文化層

第 6文化層は，立川ローム層第 1黒色帯 (V層）からソフトローム層 (III層）にかけて包含される石器

群で， lB-A,4A-A, 4B-C, 6E-Aブロックの 4か所が該当する。

1 lB-Aブロック（第470--472図，第193・194表）

1) ブロックの概要

lB-Aブロックは，調査範囲北端のlB-73・74・83~85・93・94グリッドに位置する。ブロックの立地は，

南北に延びる幅20mほどのやせ尾根状の地形にある。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m, 短軸 6mの範囲に13点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

N・V層を中心としており， 80cm程の高低差をもって包含されている（第470・471図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，敲石 l点，剥片 6点，礫5点の合計13点で構成される。石器石材は，

黒曜石 l点，安山岩 l点，流紋岩 l点，珪質頁岩4点，チャート 1点，礫石材は，砂岩 5点である。礫は，

4点 (2母岩）が母岩分類できた。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 7 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (lB—①)，安山岩 l 母岩 (lB—⑦)，流紋岩 l

母岩 (lB—⑤)，珪質頁岩 3 母岩 (lB—②～④），チャート 1 母岩 (lB—⑥)で，母岩識別した石器の石器総

数に対する割合は100% (8/8点）である。

• 1B—① ：青みがかった黒灰色不透明な地に灰色の縞が平行に入る黒曜石である。 ¢1~2mmの乳白色の

央雑物を含む。表面には光沢があり，神津島産と考えられる。ナイフ形石器 l点 (6.0 g) の単独

資料である。

• 1B—② ：黒灰色の地に黄白色の斑がある珪質頁岩である。剥片 l点 (7.8 g)の単独資料である。

• 1B—③ ：黄灰色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l点 (1.6g)の単独資料である。

• 1B—④ ：自然面は橙褐色，内部は黄白色の珪質頁岩である。剥片 2点（合計14.0 g)で構成される。

• 1B—⑤ ：灰白色の地に黒灰色の斑がある流紋岩である。敲石 l点 (25.2 g)の単独資料である。

• 1B—⑥ ：節理は黄褐色， 自然面及び内部は青灰色のチャートである。剥片 l点 (17.8g)の単独資料

である。原石は， 自然面の状況から見て，中型の円礫と考えられる。

• 1B—⑦ ：黒灰色に風化した安山岩である。剥片 l点 (1.3g)の単独資料である。
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3)出土遺物（第472図）

lは，黒曜石によるナイフ形石器である。縦長剥片を縦位に用い，打面側を基部として左右両側縁を裏

面から急角度で調整加工（ブランティング加工）し，両側縁が平行になるように整形している。表裏面と
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第193表 lB-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

IB--O)(Ob) I I I 
1B② (Csh) I I I 
I戸 (Csh) I I I 
IB--@(Csh) 2 2 2 
IB--@(Rh) I I I 
1B⑥ (Ch) I I I 
l臼 (An) I I I 
IBR---(j)(Sa) 2 2 
!BR② (Sa) 2 2 
その他(Sa) I I 

合計 I I 6 8 5 13 

第194表 IB-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I I 
安山岩(An) I I I 
流 (Rh) I I 1 
珪質頁岩(Csh) 4 4 ~ 

チャート (Ch) I I I 
砂岩(Sa) 5 5 

合計 I I 6 8 5 13 

鱈月〗
戸

18-84-11 
18―① (Ob) 
Kn 
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e=-ュ..... 
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1B―③ (Csh) 

気 1.6g
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B
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疇
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゜
(2:3) 
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7.4g 
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第472図 1B-Aブロック出土遺物実測図

加工面とのなす角は直角に近い。その後，裏面右側から下端にかけて，平坦剥離によって加工し，基部を

作り出している。打面は折り取られているようである。先端側は欠損するが，両側縁ともに欠損面付近で

調整加工が途切れるようであり，基部調整のナイフ形石器と考えられる。
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5は，流紋岩による敲石である。上端は緩やかな曲線を描く円錐形で，その端部に敲打痕がある。下半

部は大きく欠損する。

2~4・6・7は，各種石材による剥片である。

2 4A-Aブロック（第473,.....,475図，第195・196表）

I) ブロックの概要

4A-Aブロックは，調査範囲中央の4A-38・39・47~49・58グリッドに位置する。ブロックの立地は，丘

陵頂部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，直径IOmの範囲に18点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位はIII層を中心

としており， 50cmほどの高低差をもって包含されている（第473・474図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 l点，石刃 I点，剥片 l点，礫

13点の合計18点で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，安山岩 l点，流紋岩 l点，ホルンフェルス 2点，

礫石材は，流紋岩 l点，頁岩 l点，チャート 4点，砂岩 6点，ホルンフェルス l点である。礫は，散漫な

分布を示しているが，小型の完形品 2個体以外は被熱により細かく破砕されており，もとの状態には復元

できない礫で構成される。母岩分類できたものが6点 (6母岩），母岩不明なものが7点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 5 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (4A—①)，安山岩 l 母岩 (4A—②)，流紋岩 I

母岩 (4A—⑥)，ホルンフェルス 2 母岩 (4A—④•⑤)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は 100

% (5/5点）である。

·4A—① ：黄色みを帯びた灰色半透明の地に，黒灰色の細かな筋が多数入る黒曜石である。信州産（麦草

峠）と思われる。石刃 I点 (2.2 g)の単独資料である。

·4A—③ ：灰褐色に風化した安山岩である。加工痕ある剥片 l点 (0.5 g) の単独資料である。

·4A—④ ：緑がかった灰色の，泥岩質のホルンフェルスである。ナイフ形石器 l点 (16.0g)の単独資料

第195表 4A-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

4A---(j) (Ob) I l I 
4A-@(An) I I I 
4A-@(Ho) I I I 
4A-(⑤ (Ho) I I I 
4A--@(Rh) I I I 
4AR--(I) (Sa) I l 
4AR--@(Ch) I I 
4AR③ (Rh) I I 
4ARも (Sh) I I 
4AR---@(Sa) I I 
4AR-@(Ho) I I 
その他(Sa) 4 4 

その他(Ch) 3 3 

合計 I I I I I 5 13 IE 

第196表 4A-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I I 

安山岩(An) I I I 

流 (Rh) I I I 2 

頁岩(Sh) I I 

チャート (Ch) 4 4 

砂岩(Sa) 6 6 
ホJ,1/7ェルス(Ho) I I 2 I 3 

合計 I I I I I 5 13 18 
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である。

·4A—⑤ ：節理面が褐色，
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(61. 8)の単独資料である。

·4A—⑥：灰白色の流紋岩である。剥片 l 点 (2. 4 g)の単独資料である。

3)出士遺物（第475図）

3は， ホルンフェルスによる不定型の剥片を横位に用いたナイフ形石器である。素材の打面を切断し，

その切断面から表面側に平坦な調整加工を行っており，切出形に近い形状に仕上げている。
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第475図 4A-Aブロック出土遺物実測図

lは，安山岩による加工痕ある剥片である。素材剥片の打面周辺に，表裏両面からの調整加工が見られ

る。縄文時代の石鏃にも似る。 2は，黒曜石による小型の石刃である。表面は概ね裏面と同一方向の剥離

面で構成されるが，上半部には石核の側面調整痕と考えられる，裏面と直交する剥離方向の小剥離面があ

る。打面は欠損する。 4は，ホルンフェルスによる使用痕ある剥片である。長軸10cm程度の扁平な円礫を

節理面に沿って横割した剥片を利用している。本来は石核の素材であろうか。

3 4B-Cブロック（第476--478図，第197・198表）

I) ブロックの概要

4B-Cブロックは，調査範囲中央の4B-87・97・98, 5B-07・08・16グリッドに位置する。プロックの立

地は，丘陵頂部にある70m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，長軸llm, 短軸 6mの範囲に17点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

III層下部を中心としており，概ね30cmほどの高低差をもって包含されている（第476・477図）。

ブロックは，剥片 6点石核 l点，礫10点の合計17点で構成される。石器石材は，黒曜石 l点，珪質頁

岩 l点，砂岩4点ホルンフェルス 1点礫石材は，安山岩 3点砂岩4点，礫岩 l点ホルンフェルス

2点がある。礫は，母岩分類できたものが3点 (3母岩），母岩の不明なものが7点ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 3 母岩を識別した。内訳は，珪質頁岩 l 母岩 (4B—⑳)，砂岩 l 母岩 (4B遵D), ホルンフェ
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ルス 1 母岩 (5B—⑳)で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は86% (6/7点）である。

·4B—⑳：淡灰緑色の地に暗紫色の斑がある嶺岡産珪質頁岩である。剥片 l 点 (0. 3 g) の単独資料である。

·4B—⑳ ：灰色の砂岩である。原石は，拳の半分程度の小型の円礫と考えられる。石器群の内訳は，

3点，石核 l点の合計4点 (60.7 g)で，

·5B—⑳ ：黄灰色に風化した泥岩質のホルンフェルスである。剥片 l点 (4.1 g)の単独資料である。

剥片

すべてが接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の剥片 l点 (1.5g) がある。黒色不透明で央雑物を多く
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含むものである。栃木県高原山産であろうか。

3)接合資料とその関連資料（第478図）

·4B—⑳ （第478図1--5) 灰色の砂岩で，剥片 3点，石核 l点で構成される。

1は，剥片 3点 (2"-4), 石核 l点 (5)の接合資料である。本接合資料から見た剥離手順は以下の

とおりである。①；拳の半分程度の円礫を石核の素材とする。②；右側面を打面，下面を作業面として剥

片を剥離する。③；正面を打面として，上面に平坦な打面を設ける。④；正面を作業面として，同一の打

1 2+3+4+5 
4B —( A 
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忠
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⑳―― S
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口
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第478図 4B-Cブロック出土遺物実測図
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面（上面）を用いて 2→3→4の順に不定型の剥片を剥離する。⑤；右側面（④の作業面の一部）を打面

として，上面，下面から剥片を剥離し，作業を終了している。

第197表 4B-Cブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

4B⑳ (Csh) 

4紐 (Sa)

5B⑮ (Ho) 

その他(Ob)

4BR③ (Ho) 
4BR---R(llo) 

5BR--(i) (Sa) 

その他(An)

その他(Sa)

その他(Pe)

合計

第198表 4B-Cブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl 

黒曜石(Ob)
安山岩(An)

珪質頁岩(Csh)

砂岩(Sa)

礫岩(Pe)

＄紗7ェルス(Ho)

合計

4 6E-Aブロック（第479-492図，第199・201表）

1) ブロックの概要

Bis So Ha 

Bis So Ha 

Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

I I I 

3 I 4 ヽ

I I I 
I I I 

I I 
I I 

I I 

3 3 
3 3 
I I 

6 I ヽ I( 17 

Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

I I I 

3 3 
I I I 

3 I 4 4 8 
I I 

I I 2 3 

6 I 7 10 17 

6E-Aブロックは，調査範囲南側の6D-08・09・19・29,5E-90,.._.,93, 6E-00,.._.,02・10,.._., 12・20,.._.,23グリッ

ドに位置する。ブロックの立地は，丘陵頂部にある80m四方ほどの平坦面上である。

ブロックの規模と形状は，東西20m, 南北14mの範囲に532点の石器・礫が分布する。ただし，全体の

9割は6D-19グリッドと6E-10グリッドの境を中心とした，直径4mの範囲に集中する。出土層位はIll層下

部を中心としており， 40cmほどの高低差をもって凸レンズ状に包含されている（第479,.._.,4s3図）。

プロックは，掻器3点，削器2点，加工痕ある剥片 6点，使用痕ある剥片2点，敲石 l点，剥片62点，

砕片4点，石核7点，礫445点の合計532点で構成される。石器石材は黒曜石36点，安山岩30点，頁岩10点，

珪質頁岩 l点，砂岩 2点，ホルンフェルス 8点，礫石材は，安山岩 l点，流紋岩21点，頁岩17点，チャー

ト56点，砂岩282点，ホルンフェルス68点である。

礫を母岩分類した結果安山岩 1個体 (1点），流紋岩10個体 (18点），砂岩74個体 (162点），チャート

10個体 (28点），頁岩6個体 (12点），ホルンフェルス24個体 (43点），合計125母岩 (264点）を識別した。

また，母岩不明の資料が181点ある。

母岩分類した礫について石材ごとに見ると，平均重量は流紋岩が122.5 gと突出し，それ以外は砂岩64.6

g, 頁岩56.8g, ホルンフェルス46.I g, チャート38.7 gである。完形礫に復元資料が多くはないため，

礫の大きさをそのまま表わしてはいないが，流紋岩が大きく，それ以外は大差ないようである。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 17母岩を識別した。内訳は，黒曜石 5 母岩 (6E—①～⑤），安山岩 4 母岩 (6E—⑥～⑨），

頁岩 2 母岩 (6E—⑩·⑪)，珪質頁岩 l 母岩 (6E—⑯)，砂岩 l 母岩 (6E—⑫·⑮)，ホルンフェルス 1 母岩

(6E—⑬・⑭・⑰）で，母岩識別した石器の石器総数に対する割合は49% (43/87点）である。

·6E—①：黒灰色不透明で ¢1 mm,.._, 3 mmの央雑物が含まれる黒曜石である。自然面は淡褐色でザラザラし
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ており， これまでに見てきた黒曜石の中では特異である。自然面の残り方とその湾曲の度合いから

見て，原石は小型の亜角礫ないしは円礫の可能性がある。内部の質感は栃木県高原山産に似る。

石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 2点，石核 2点の合計5点 (23.0 g)である。

·6E—②：黒色半透明の地に黒色の縞が多数入る黒曜石である。央雑物は見られない。自然面は平坦であ

るが，紙やすり状にザラザラしている。信州産と考えられる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l

点，剥片 3点，の合計4点 (7.8 g) である。この内の剥片 2点（合計I.7 g)が接合している。

·6E—③ ：淡黒色半透明な地に黒色の縞が多数入って全体が黒く見える黒曜石である。乳白色の央雑物を

含む。剥片 l点 (6.6 g) の単独資料である。

·6E—④ ：薄く黒みがかった透明な黒曜石である。剥片 l点 (0.5 g) の単独資料である。信州産と考えら

れる。

6E—(A 6E―⑨B 

E
0
 oo・sv

ー

6E―⑩A 
ゎー11

A
 

g 

『
日 i:;;

:I[ 

0

0

 

6E―⑥A ．J
ふ
遭
＂
し
賓
6

七←21 ク

6E—(A 6E―②A 

゜
(1:100) 4m 

•

~>1

ぶゎ尋~~o °。
＞゚
 

m
I
V
V
I
 

臼
一 45.000m

- 44.000m 

第483図 6E-Aブロック出土遺物分布図 (5) 一石材別分布図一

-542-



• 
6ER―⑩ .. 

60-1n- 6D-叶

6ER―⑦ 

~ I 
6E-叶-

. 6ER―② 

＼ I 6ER―① 
ロ

。

゜ ~I 6E―叶~ 

>} 

／ 
.. 

゜ ロ
.. 

6ER―⑫ ゜
゜

亀.. 

• * 
． 

'"sE-2+ 畠 6E-寸 6し。寸

゜
゜

D 

" 

゜ * 
,t 

.. 
Ill 

゜
ヰ。

6E-叶23 6E―寸 6E-OJ-

• R 

゜

゜
(1 :100) 4m 

第484図 6E-Aブロック出土遺物分布図 (6) 一礫石材別分布図 (1) -

-543-



• 
6ER―⑮ .. 

6ER—⑭ 

士゚E-01

60-0寸

゜゚

6ER-@ 
’ 

6E—叶

6ER—⑳ 

"゚. .. " ゚ " 
6ER—⑬ .... ロ

口

口

6E-*  ,.'" 6E-*  

6ER-@ 

゜
が

II / ¥I 

* 
／／ ＼ 

.. 
゜ V ＼ 

ロ ゜6ER―⑭ ／ ゜6ER—⑰。
゜'" 

• * 
． 

I 6E—丑 6E―叶 6• E-O~ 

゜
゜

／ 口

‘ 
<t 

* 
~ 

゜
薗

.t 功。

6E-叶23 6E―寸 6E―叶
. .. 

.. 

゜
(1: 100) 4m 

第485図 6E-Aブロック出土遺物分布図 (7) 一礫石材別分布図 (2)

-544-



~ 

゜6ER-@ 

6D-寸

6ER-@ .... 

6E-O寸

口

6ER-@ 

* 
゜

ロ I I 
.. 

゜
゜.. 

• l} 

． 6ER―⑫ 

"6E―叶畠 6E-1寸 6し。寸

゜
゜

口

゜
◎ 

l} 

* 
゜

麿

゜ 斗。

6E-汁23 6E-1;-t-- 6E-O-;t-

● R 

゜
゜

(1 :100) 4m 

第486図 6E-Aブロック出土遺物分布図 (8) 一礫石材別分布図 (3) -

-545-





• 
R
 

6ER—⑱ 

6D-2寸

• • 

6ER—⑲ 

6ER—⑱ 

゜6ER—⑲ 

* 
゜

゜ ゜.. , 

. , ・ 
6． Eーサ

.. 
6ER-@ 斗

6ER—(· 

6D-寸

6E-』

息

6ER—⑱ ゜
叶 。

叶
6E-23 

6E―寸 6E―寸
• 〇

.. 

゜
(1: 100) 4m 

第488図 6E-Aブロック出土遺物分布図 (10) 一礫石材別分布図 (5)

-547-



・6E-⑤ ：淡黒色半透明の地に黒色の縞が部分的に入る黒曜石である。央雑物は見られない。信州産と考

えられる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 l点，剥片 2点の合計3点 (3.5 g) である。

·6E—⑥ ：灰褐色に風化した安山岩である。自然面は強く湾曲し，表面には爪形の傷が多数見られること

から，原石は円礫と考えられる。節理に沿って赤褐色の筋が入る。

石器群の内訳は，掻器 l点，剥片 l点，石核 l点の合計 3点 (53.2 g) である。接合資料は，剥

片 l点石核 l点（合計33.2 g) で構成される。

·6E—⑦：灰褐色に風化した安山岩である。自然面は平坦で，表面には爪形の傷が多数付着する。石器群

の内訳は，削器 l点，剥片 l点の合計2点 (40.9 g) である。

·6E—⑧ ：黒みがかった灰褐色に風化した安山岩である。本ブロックの安山岩の中では最もきめ細かな石

材である。自然面は強く湾曲し，表面は紙やすり状の部分と爪形の傷が付着する部分が見られる。

原石は円礫と考えられる。

石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 l点の合計2点 (10.5g)である。

·6E—⑨ ：灰褐色に風化した安山岩である。きめは粗い。石器群の内訳は，剥片4点 (20.2 g) である。

接合資料は，剥片 2点が接合したものが2組ある（接合資料A;2. 5g, 接合資料B; 17. 2 g)。

·6E—⑩ ：灰白色で部分的に黒色の縞が入る硬質緻密な頁岩である。石器群の内訳は，掻器 l点，加工痕

ある剥片 2点 剥 片 3点，砕片 2点 石核 l点の合計9点 (28.8 g)である。このうち，加工痕あ

る剥片 2点が接合して 1個体 (14.8g) になる。

・6E-⑪：黒灰色と灰白色の部分が斑になる緻密な頁岩である。加工痕ある剥片 I点 (3.7 g) の単独資料

である。

·6E—⑫ ：黒灰色で硬質粗粒の砂岩である。石核 l点 (211.0g)の単独資料である。

·6E—⑬ ：黄灰色に風化した泥岩質のホルンフェルスである。剥片 I点 (35.0 g) の単独資料である。

·6E—⑭ ：黒灰色で泥岩質のホルンフェルスである。剥片 2点（合計14.1 g) で構成される。

·6E—⑮ ：淡褐色で粗粒の砂岩である。小型の円礫による敲石 l点 (63.9 g) の単独資料である。

·6E—⑯ ：淡褐色で緻密な珪質頁岩である。嶺岡産と考えられる。また，被熱により変色している可能性

がある。剥片 l点 (9.1 g) の単独資料である。

·6E—⑰ ：自然面は灰白色に風化しているが，内部は黒灰色の砂岩質のホルンフェルスである。剥片 2点

（合計6.5 g) で，構成されるが，両者は表裏で接合する。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石の掻器 l点，剥片18点，砕片 2点，石核 l点（合計13.6g),

安山岩の削器 l点加工痕ある剥片 l点，剥片16点石核 l点（合計111.7g), ホルンフェルスの剥片 3

点（合計2.2 g) がある。黒曜石は，黒色不透明の栃木県高原山産と考えられるものや黒色半透明の信州

産と考えられるものなど，数種類ある。安山岩は，上記6E—⑥～⑨母岩のいずれかに帰属する可能性が高

いが，母岩ごとの差が小さいため， 自然面をもたない資料の多くは分類できなかった。

3)出土遺物（第489-492図）

1 ,..._, 10は，各種黒曜石製の石器群である。

lは，掻器の刃部破片である。厳密には，刃部再生に際して最初に切断した部分と考えられる。 2は，

加工痕ある剥片である。不定型の剥片を素材とし，打面の両側に裏面から粗い調整加工を行っている。下

半部を欠損するため，詳細は不明である。
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3・4は，小型不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片， 5,--.., 7は，不定型の剥片である。

8は，小型不定型の剥片を生産した石核である。小型の円礫，あるいは分割礫を石核の素材とし，交互

剥離によって剥片を剥離している。ただし，分割面等石核の素材時の剥離面は見られない。 9は，不定型

の剥片を用いた石核である。表面左端に素材時の主要剥離面が残る。周囲を廻るように小型の剥片を剥離

している。 10は，分割礫を用いた石核である。打面と作業面を固定せず，各所から小型不定型の剥片を剥

離している。

11は，砂岩による扁平な敲石である。上下両端に敲打痕がある。

第199表 6E-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

6E--(1) (Ob) 1 2 2 5 5 

6E--@(Ob) 1 3 4 4 

6E③ (Ob) I I I 

6E--@(Ob) I I I 

6E--@(Ob) l 2 3 3 

6E--@(An) I I I 3 3 

6E⑦ (An) I I 2 2 

6E⑧ (An) I I 2 ヽ

6E--@(An) 4 4 4 

6E⑩ (Sh) 1 2 3 2 I ， ， 
6E⑪ (Sh) I I I 

6E⑫ (Sa) I I I 

6E⑬ (Ho) I I I 

6E⑭ (Ho) 2 2 2 

6E⑮ (Sa) I I I 

6E⑮ (Csh) 1 I I 

6E⑰ (Ho) 2 2 2 

その他(Ob) I 18 2 I 22 22 

その他(An) I I 16 I 19 19 

その他(Ho) 3 3 3 

合計 3 2 6 2 1 62 4 7 87 445 532 

第200表 6E-Aブロック石材別石器組成表
石材 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

黒曜石(Ob) I I 2 27 2 3 36 36 

安山岩(An) I 2 2 23 2 30 I 31 

流 (Rh) 21 21 

頁岩(Sh) I 3 3 2 I 10 17 27 

珪質頁岩(Csh) I I I 

チャート (Ch) 56 56 

砂岩(Sa) I I 2 282 284 

秘1/7ェルス(Ho) 8 8 68 76 

合計 3 2 6 2 I 62 4 7 87 445 532 

第201表 6E-Aブロック母岩別礫一覧表
母岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母 岩 点数 重量 母岩 点数 重量 母 岩 点数 重量

6ER-< I (Sa) 7 164 0 6ER—⑱ (Sa) 1 55. 9 6ER—⑮ (Sa) I 34 3 6ER-R(Ch) I 9 6 6ER—⑲ (Ho) I 87 8 
6ER-2 (Sa) 3 60 I 6ER—⑳ (Sa) I 12 5 6ER-⑮ (Sa) 7 80 6 6ER-@l(Ch) 2 26. 4 6ER—⑩ (Ho) 1 20 3 
6ER-3 (Sa) I 34 3 6ER—⑳ (Sa) 5 231. 5 6ER-'R(Sa) 3 93 3 6ER-R(Ch) I 14. 7 6ER—⑩ (Ho) I II 4 
6ER-4 (Sa) 3 62. I 6ER—⑳ (Sa) I 9. 6 6ER—⑱ (Sa) 1 69 4 6ER—⑮ (Sh) I 19 5 6ER—⑫ (Ho) 2 52 2 
6ER--@(Sa) 5 65 0 6ER—⑫ (Sa) I 43. 6 6ER—⑲ (Sa) I 40 2 6ER-@(Sh) I 27. 0 6ER—⑮ (Ho) I 31 I 
6ER--@(Sa) 2 164 7 6ER—⑬ (Sa) 3 56 6 6ER遁り(Sa) 1 33 4 6ER-@(Sh) I 44 3 6ER—⑱ (Ho) I 62 2 
6ER--<J)(Sa) 9 352. 5 6ER—⑭ (Sa) 3 85. 3 6ER-'R(Sa) I 47. 6 6ER-@i(Sh) I 9 6 6ER⑮ (Rh) 1 97. 0 
6ER-(§) (Sa) I 42. 3 6ER—⑮ (Sa) I 15. 6 6ER-@(Sa) 3 27. 4 6ER—⑲ (Sh) 2 28 2 6ER—⑮ (Rh) 1 43. 0 
6ER--@(Sa) 6 41 4 6ER—⑯ (Sa) I 7 7 6ER—⑬ (Sa) 2 67 1 6ER-@(Sh) 6 212. 2 6ER⑰ (Rh) 1 64 9 
6ER⑩ (Sa) 6 94 0 6ER—⑰ (Sa) 2 20. 5 6ER函 (Sa) I 34 0 6ER-Rl(Ho) 7 71 6 6ER—⑱ (Rh) 2 106 1 
6ER畑 (Sa) I 79. 5 6ER—⑱ (Sa) I 23 6 6ER—⑮ (Sa) I 36. 4 6ER—⑫ (Ho) 2 78.8 6ER⑱ (Rh) 2 211 4 
6ER⑫ (Sa) 7 201 5 6ER—⑳ (Sa) 1 34 4 6ER遁 (Sa) I 46 I 6ER-@(Ho) 2 69. 3 6ER-@(Rh) ］ 37. 3 
6ER姻 (Sa) 1 175. 3 6ER-@(Sa) I 14 3 6ER咽 (Sa) I 33. 4 6ER-R(Ho) 1 41 9 6ER-R(Rh) 2 20 2 
6ER⑭ (Sa) 2 104 0 6ER-@(Sa) 4 24 8 6ER—⑱ (Sa) 2 33. 4 6ER怠 (Ho) 2 72. 6 6ER-R(Rh) I 295 I 
6ER⑮ (Sa) 2 79 0 6ER-@I (Sa) I 40 5 6ER-@(Sa) I 36. 5 6ER—⑯ (Ho) 4 116. 7 6ER-@(Rh) I 67 9 
6ER⑮ (Sa) I 83. 0 6ER—⑬ (Sa) I 39. 7 6ER—⑳ (Sa) I 18. 6 6ER—⑰ (Ho) l 18.6 6ER⑱ (Rh) 6 281 9 
6ER⑰ (Sa) I 68 5 6ER—⑭ (Sa) 2 52 9 6ER—⑪ (Sa) I 23 5 6ER—⑱ (Ho) 1 41.5 6ER⑮ (An) 1 28. 8 
6ER⑱ (Sa) I 40.6 6ER—⑮ (Sa) 8 219 4 6ER—⑫ (Sa) I 27 6 6ER—⑲ (Ho) 3 52. 7 その他(Rh) 3 58. 2 
6ER--09l(Sa) I 96. 6 6ER—⑯ (Sa) I 14 3 6ER—⑬ (Sa) 2 25 0 6ER-R(Ho) 3 24.6 その他(Sh) 5 20. 3 
6ER匂 (Sa) I 45. I 6ER—⑰ (Sa) 4 74 3 6ER—⑭ (Sa) I 38. 9 6ER-@(Ho) I 55 8 その他(Ch) 28 78. 2 
6ER--@(Sa) 1 53. 7 6ER—⑱ (Sa) I 46. 2 6ER—⑮ (Ch) 2 96 I 6ER-@(llo) I 66 8 その他(Sa) 120 740. 7 
6ER—⑫ (Sa) I 112. 6 6ER—⑲ (Sa) 2 II. 0 6ER—⑯ (Ch) 3 39 6 6ER-OO(Ho) 1 JO. 5 その他(Ho) 25 83 0 
6ER—⑬ (Sa) I 200.4 6ER—⑳ (Sa) I 38. 3 6ER—⑰ (Ch) 4 61. 7 6ER—⑱ (Ho) 3 39. 9 合計 445 8850. 9 
6ER—⑳ (Sa) 4 70. 5 6ER—⑱ (Sa) 1 4 6 6ER—⑱ (Ch) ， 87 3 6ER—⑮ (Ho) I 15. 8 
6ER—⑮ (Sa) 3 55 5 6ER—⑫ (Sa) 2 38 4 6ER—⑲ (Ch) 4 16. 8 6ER—⑮ (Ho) 1 35. 0 
6ER—⑮ (Sa) 3 67 9 6ER—⑬ (Sa) 1 55. 8 6ER—⑳ (Ch) I 22 I 6ER-@(Ho) I 20 6 
6ER⑰ (Sa) 3 23 3 6ER—⑭ (Sa) I 26 3 6ER—⑱ (Ch) I 13 0 6ER過 (Ho) ］ 9.4 
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12"'-'15は，頁岩製石器群である。このうち， 12"'-'14は同一母岩 (6E—⑩母岩）である。

12は，掻器とした石器である。幅広不整形の縦長剥片を素材として，末端部を中心に裏面から粗い調整

加工を行っている。 14も不整形の縦長剥片を用いた，加工痕ある剥片とした資料である。裏面を打面とし

て両側縁に粗い調整加工を行っているが，中央で二つに折れたためか，廃棄されている。角錐状石器等の

未完成品ではなかろうか。 13は，剥片素材の石核（片）である。右側縁に裏面を打面とする小型不定型の

剥離面が並び，左半部には素材の主要剥離面が残る。

15は，不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。左側縁上端と右側縁下端に粗い剥離痕があり，さ

らに，右側縁と末端部には刃こぼれがある。

16は，硬質の砂岩による不定型の剥片を剥離した石核である。拳よりもやや小振りの円礫を用い，表面

と右側面で交互剥離を行っている。裏面の中央やや右側にある稜の周辺には敲打痕が見られることから，

敲石として機能していた時期もあったと考えられる。

17・18は，ホルンフェルスによる中型不定型の剥片である。いずれも表面の剥離方向は一定しないこと

から，求心的な打点移動によって剥片剥離を行う石核から得られたものと想定される。

19,--..,39は，各種母岩による安山岩製の石器群である。

19は，中型不定型の剥片を用いた削器である。素材剥片を剥離した際に打点で二つに割れた剥片を用い，

裏面の末端部に粗い調整加工を行っている。 20は，横長の剥片を用いた加工痕ある剥片である。打面の右

側と末端部左側に裏面からの調整加工がある。ナイフ形石器の一種であろうか。 22は，不整形の縦長剥片

を素材とする削器である。左側縁の一部と右側縁に裏面から粗い刃部を作り出している。

21・23,--..,31は安山岩による不定型な剥片， 32は剥片素材の石核である。

4)接合資料とその関連資料（第492図）

·6E—⑥ （第492図33--36) 灰褐色に風化した安山岩で，掻器 l点，剥片 l点，石核 l点で構成される。

34は，剥片 l点 (35),石核 l点 (36)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材に用い，上端から

右側面にかけて作業面として，交互剥離によって不定型の剥片を剥離している。 35はその中の 1枚である。

石核の裏面中央には素材時の主要剥離面が見られ，末端には円礫面の自然面が残る。

33は，接合しないが同一母岩と考えられる石核である。厚手の剥片を石核の素材に用い，裏面（素材の

主要剥離面）を打面として，末端から小型不定型の剥片を剥離している。

·6E—⑨ （第492図37--39) 灰褐色に風化したきめの粗い安山岩で，剥片4点で構成される。

37は，剥片 2点 (38・39)の接合資料である。 38→39の順に同一打面を用いて剥離している。

第4節第7文化層

第7文化層は，立川ローム層ソフトローム層 (III層）に包含される石器群で， 2B-A・6C-Aブロックの

2か所が該当する。

1 2B-Aブロック（第493.....,495図，第202・203表）

1) ブロックの概要

2B-Aブロックは，調査範囲北側の2B-73・81,.._,83・93グリッドに位置する。ブロックの立地は，南北に

延びた幅20mほどのやせ尾根上の西縁である。
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ブロックの規模と形状は，長軸10m, 短軸 Smの範囲に14点の石器・礫が散漫に分布する。出土層位は

N・V層を中心としており， 50cmほどの高低差をもって地形に沿って包含されている（第493・494図）。

ブロックは，ナイフ形石器 l点，槍先形石器 l点，石刃 3点 (2個体），剥片4点，石核 l点，礫4点

の合計14点 (13個体）である。石器石材は，黒曜石 l点，頁岩 9点，礫石材は，砂岩4点である。礫は，

3母岩に分類したが，いずれも拳よりも一回りほど小振りの円礫である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 6 母岩を識別した。内訳は，黒曜石 l 母岩 (2B—⑥)，頁岩 5 母岩 (2B—①～⑤）で，母

岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (10/10点）である。

·2B—① ：褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。石刃 2点 (1個体），剥片 3点の合計5点 (4個体； 36.3 

g)で構成され， このうち石刃 2点 (1個体； 26. 7 g)が接合する。

·2B—② ：淡褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。石刃を素材とするナイフ形石器 l点 (1.9g) の単独資

料である。

·2B—③：淡褐色で硬質緻密な東北産頁岩である。 2B—②母岩に似るが本母岩の方がやや暗い色調である。

石刃 l点 (1.6g) の単独資料である。

·2B—④ ：灰褐色から黒褐色が漸移的に変化する硬質緻密な東北産頁岩である。一部橙褐色で軟質な部分

がある。色調の変化は，被熱による可能性が高い。分割礫を素材とする石核 l点 (25.5 g) の単独

資料である。

·2B—⑤：黒灰色で硬質緻密な東北産頁岩である。被熱によって黒変したと考えられる。剥片 l 点 (0. I g) 

の単独資料である。

·2B—⑥ ：淡い黒褐色で半透明な黒曜石である。黒い筋と細かな気泡が入っている。槍先形石器 l点 (7.4 

g)の単独資料である。蛍光X線分析によって，信州・麦草峠産という結果が得られた。

3)出土遺物（第495図）

lは，黒曜石による不定型の剥片を素材とする槍先形石器である。素材剥片を縦位に用い，打面を基部

側にあてて，左側縁全体と右側縁の先端側は裏面からのやや急角度の調整加工，右側面の裏側は打瘤を除

去するような平坦な調整加工が行われている。打面は除去されている。また，左側縁の上部には短い樋状

の剥離面がある。本例を槍先形石器と分類することにも問題はあるかも知れないが，中型幅広の木葉形で

信州方面の黒曜石を用いた例は，八千代市権現後遺跡第 3文化層や同井戸向遺跡で出土しており，千葉県

第202表 2B-Aブロック母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka Po Es Ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bis Sp Ha Anb Ax 他 B C D 石器計 礫 合計

28-① (Sh) 2(1) 3 5(4) 5(4) 

2B迄 (Sh) l I I 
2B③ (Sh) I I I 
2B④ (Sh) I I I 
2B---@(Sh) I I I 
2B--@(Ob) I I I 

2BR--(j) (Sa) I I 
2BR② (Sa) 1 l 
2BR③ (Sa) 2 2 

合計 I I 3(2) 4 I 10(9) 4 14(13) 

ii三:2B-A「『(f1Y1門r戸I"『l:::1s1sI s, I" l'"bl ""I町 B

石器計 I礫l合計
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における槍先形石器出現期の資料と考えられる。

2は，小型の石刃を素材としたナイフ形石器である。基部と先端に細かな調整加工を行っている。この

形態のナイフ形石器は，素材の打面を基部に残す例が多いが，本例は素材の打面が先端側で，調整加工に

よって除去されている。 5は，大型の石刃である。表面は上下両方向からの剥離面で構成される。 3は，

東北産頁岩による石刃の末端部片と考えられる。

4・5・7は，不定型の剥片である。 5と同一母岩と考えられる。 8は，分割礫素材と考えられる石核

である。打面と作業面を固定せず，各所から小型不定型の剥片を剥離している。

I-．
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なお， 2~8の石材は，すべて東北産の頁岩と考えられる。東北産頁岩による大型の石刃は，立川ロー

ム層VI層下部からVII層にかけてが顕著で，それ以外には東内野型有樋尖頭器 (III層），あるいは神子柴・

長者久保石器群 (III層上面）に散見されるが，本例はそのいずれとも異なる時期と考えられる。

1 6C-Aブロック（第496-497図，第204表）

1) ブロックの概要

6C-Aブロックは，調査範囲南側のSC-96~99, 6C-07~09・17グリッドに位置する。ブロックの立地は，

丘陵頂部にある80m四方ほどの平坦面の西縁である。

ブロックの規模と形状は，長軸llm, 短軸 9mの範囲に11点の礫が散漫に分布する。出士層位はIII層で，

40cmほどの高低差をもって包含されている（第496・

497図）。

ブロックは礫11点で構成され， 10母岩 (10点）に

分類した。石材は，流紋岩 l点，頁岩 2点，チャー

ト1点，砂岩 6点ホルンフェルス 1点である。大

小の完形に近い円礫が多く，接合資料等はない。

第5節 ブロック外出士遺物

第204表 6C-Aブロック母岩別礫一覧表
母岩 点数 重量 母岩 点数 重量

6CR---Q) (Sa) I 29. 5 6CR-{J) (Ch) I 8 8 
6CR⑫ (Sa) I 5. 3 6CR--@(Sh) I 91. 0 
6CR髪り(Sa) I 89. 9 6CR⑨ (Ho) I 38 7 
6CR--@(Sa) I 25.1 6CR⑩ (Rh) I 37. 9 
6CR⑮ (Sa) I 194 I その他(Sh) I 0. 7 
6CR--@(Sa) I II 5 合計 II 532. 5 

草刈遺跡P区では， 10か所で単独に旧石器時代石器が出土した。また，上層遺構内やその周辺からも若

干の資料が得られた（第498~501図）。

第499図は，単独出土の石器群である。

1は，ナイフ形石器の基部破片である。素材の打面を残し，その両側に調整加工を行っていることから，

基部調整のナイフ形石器と考えられる。石材は，青みがかった黒灰色不透明の黒曜石である。 4A-28グリッ

ドのVII~IX層から出土しており，第4文化層に帰属する可能性が高い。 2は，中型薄手の石刃である。表

面には上下両方向からの剥離面が見られ，両側縁には刃こぼれがある。石材は，黒灰色不透明で央雑物を

含む黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。 3A-19グリッドの遺構検出面から出土した。 3は，中

型厚手の石刃である。表面左側には石核の側面調整痕が見られる。石材は，淡黒色半透明の地に黒色の帯

が入り，乳白色の央雑物が散在する良質の黒曜石である。信州産であろうか。 3B-88グリッドのVI層から

出土した。

4は，乳白色のメノウによる不定型の剥片である。 5B-08グリッドの遺構検出面から出土したが，周辺

にはIII層出士の遺物がまとまって分布しており，第 6文化層に帰属する可能性がある。 5は，灰褐色に風

化した安山岩による不定型の剥片である。 4B-32グリッドのVII~IX層から出上した。 6は， 自然面が明橙

褐色，内部が灰色のメノウを用いた不定型の剥片である。剥離時に打点で二つに割れている。 4A-43グリッ

ドの遺構検出面から出土した。 7は，黒灰色に風化した安山岩による不定型の剥片である。 4B-32グリッ

ドのVII~IX層から出土した。

8は，黒灰色に風化した泥岩質のホルンフェルスを用いた加工痕ある剥片である。右側縁に裏面からの

剥離痕がある。 5D-68グリッドのIV~V層から出土した。 9は，灰緑色の凝灰岩による掻器である。不定
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型の剥片を素材として，その末端部に裏面から粗い調整加工を行っている。上半部は欠損する。 3B-05グ

リッドの遺構検出面から出土した。 10は，敲石の破片である。石材は， 自然面は紫がかった暗褐色，節理

面は橙褐色，内部は青みがかった灰色の粗粒の砂岩である。上下両端に帯状の敲打痕跡がある。使用中に

節理面に沿って割れたと考えられる。 4C-81グリッドのVII~IX層から出土した。周辺に分布する第4文化

層の石器群と関連する可能性が高い。

第500・501図は上層遺構内から出土した石器である。

1は，ナイフ形石器の基部欠損品である。中型の石刃を素材とし，先端部の一部と基部に調整加工を行っ

た基部調整のナイフ形石器と考えられる。石材は，淡黒色透明の良質な黒曜石で，信州産の可能性が高い。

26号墳から出土した。 2は， 14のような野岳一休場型細石刃核の作業面再生に伴う調整剥片を素材とした

と考えられる掻器である。右側縁には，細石刃の剥離痕と考えられる細長い剥離面が見られる。素材の末

端部（細石刃核の打面側）に裏面から調整加工がある。石材は， 自然面及び節理面が橙褐色，内部が青み

がかった灰色の嶺岡産珪質頁岩である。 24号墳の墳丘下から出土した。

3は，乳白色の石刃である。右側縁は鋭利であるが，左側縁は欠損している。裏面（主要剥離面）の一

部は，白色の節理が重なっている。 50号墳の周溝内から出土した。 4は，乳白色のメノウによる削器であ

る。不定型の剥片を素材として，左側面に裏面から粗い調整加工を行っている。素材の打面は広く残され

ている。 5は，灰褐色に風化した安山岩による楔形石器である。下端は欠損しており不明であるが，上端

は細かく潰れており，左側面は楔形石器通有の縦方向の折れである。 23号墳の周溝内から出土した。 6は，

黄灰色の地に黒灰色の斑が入る珪質頁岩（あるいは玉髄か）を用いた小型の石刃である。両側縁は鋭利で，

刃こぼれが見られる。下端には石核の側面調整痕がある。 22号墳から出土した。 7は，石核あるいは角錐

状石器等の欠損品である。厚手の剥片を素材として，主に裏面から左右両側面に粗い剥離をしている。石

材は，黒色不透明で小型の央雑物を含む黒曜石で，栃木県高原山産と考えられる。 26号墳の墳丘盛土内か

ら出土した。

8は，淡灰色の頁岩による使用痕ある剥片である。横長剥片を用いており，末端部に刃こぼれがある。

59号墳の墳丘盛土内から出土した。 9は，灰褐色に風化した安山岩による不定型の剥片である。 27号墳か

ら出土した。 10も灰褐色の安山岩による剥片である。自然面をそのまま加撃しているためか，打瘤は平坦

である。 24号墳から出土した。 11は，淡赤紫色（小豆色）の頁岩による不定型の剥片である。表面の剥離

方向は一定していない。 24号墳から出土した。

12は，分割礫を用いたと考えられる石刃石核である。石材は，明灰緑色で硬質緻密な凝灰岩である。上

面に，複剥離ではあるが比較的平坦な打面を設定し，表面の作業面から中・小型の石刃を剥離している。

打面調整，頭部調整側面調整などの石核調整はほとんど見られないが，裏面に粗い調整痕がある。 13は，

分割礫による不定型な剥片を生産する石核である。石材は，節理面及び自然面に近い部分は橙褐色，内部

は淡灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。打面と作業面を固定せず，各所から不定型の剥片を剥離している。

14は，野岳一休場型細石刃核である。石材は， 自然面と節理面は橙褐色，内部は緑がかった黄褐色の嶺

岡産珪質頁岩である。作業の手順は，つぎのとおりである。① ；小型の分割礫を素材とする。② ； l枚の

剥離面で下設打面 (f面）を作り，左側面 (d面）から細石刃を剥離する。この時の打面 (f面）と作業

面 (d面）とのなす角は85度である。③ ； 3枚ほどの剥離面で上設打面 (e面）を作り，表面 (a面）か

ら細石刃を剥離する。打面 (e面）と作業面 (a面）とのなす角度は65度で， 「傾斜打面」である。上下
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第7章まとめ

草刈遺跡東部地区では， 98か所のブロックから約7,500点の石器が出士した。これらは，武蔵野ローム

層最上部から立川ローム層最上部にかけての各層準から出士しており，石器群の内容とその出土層準から，

7枚の文化層に区分した。本章では，代表的なブロックを取り上げながら文化層ごとにまとめたいと思う。

第 1文化層

第 1文化層は，武蔵野ローム層最上部から立川ローム層X層下部にかけて出土した石器群で，草刈遺跡

c区Cl3-Bブロック lか所が該当する。定型的な石器には，尖頭器と台形石器がある。尖頭器は，ナイフ

形石器に通有の急角度の調整加工（ブランティング）によって 1側縁全体と対向する側縁の一部を細かく

整えて，鋭利な先端部を作り出した略三角形の石器である。ただし，ナイフ形石器一般と異なり，調整加

工は表面から裏面に向けて行われている。台形石器は，小型の剥片の一端に微細な調整加工を施したもの

である。両石器とも不定型な剥片を石器の素材に用いているが， これは拳よりもやや小振りの原石を粗く

分割して石核の素材とし，分割面を作業面にあてて求心的な打点移動によって生産したものである。石器

石材は珪質頁岩とチャートの 2種類があるが，珪質頁岩は嶺岡産白滝層群に由来すると推定されるもので，

自然面のようすから角礫に近い形状と考えられる。チャートは原産地を特定できないが，上総丘陵砂礫層

でも採取可能な円礫である。

Cl3-Bブロックにおける剥片生産は 2母岩に限定されるが，両母岩とも分割礫を持ち込んで，小規模な

剥片生産を行っている。

本石器群と同時期と考えられる石器群は，現在のところ房総半島はもちろんのこと関東地方全域におい

ても不明瞭で，直接対比する資料は見当たらない。やや上位のX層中部から上部にかけては，後述するよ

うに，草刈遺跡D区の第 2文化層や隣接する草刈六之台遺跡第 1文化層などがあり，ナイフ形石器の存在

が不明瞭なこと，中・小型不定型の剥片を素材とし，その一端に細かな調整加工を施した企画性に乏しい

石器が特徴的なこと，厚手の剥片や分割礫を石核の素材とし，交互剥離と求心的な打点移動によって剥片

生産を行っていることなど類似点が多い。また，石器石材に房総半島南部産と推定される珪質頁岩やチャー

トを主体的に利用することも本石器群から連続する要素である。いずれにせよ，関東地方に広く展開する

旧石器時代の出現を考えるうえで重要な資料である。

第2文化層

第2文化層は，立川ローム層X層から出土した石器群で，草刈遺跡D区C77-Dブロック 1か所が該当す

る。定型的な石器にナイフ形石器が 1点あるが， これは信州産と推定される黒曜石による小型品で，ほか

の石器に比べてやや上位から出土しており，本ブロックに伴うか問題が残る資料である。これ以外は，楔

形石器と加工痕ある剥片，使用痕ある剥片，石斧などが中心で，小規模な剥片生産を行った母岩と搬入品

とによって構成される。石器石材は嶺岡産珪質頁岩を主体とし，チャート，安山岩，ホルンフェルス，砂

岩などが加わる。チャート以下の石材は原産地を特定できないが，最も近い所では，上総丘陵砂礫層にお

いて採取可能と考えられる。

この石器群は，隣接する草刈六之台遺跡第 1文化層と同一層準で， とくに Jブロックとは石器組成，石

材構成の点でよく類似する。この他の類例としては，佐倉市向山谷津遺跡，大林遺跡第V11文化層，四街道
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市御山遺跡第 I・II文化層などがある。

なお，草刈遺跡c区では，蛇紋岩による石斧の刃部再生剥片とホルンフェルスによる石斧がそれぞれX

層から単独で出土しており，本文化層に帰属する可能性が高い。

第3文化層

第3文化層は，立川ローム層第 2黒色帯下部 (IXC層）から出土した石器群で，草刈遺跡C区Cl3-Dブ

ロック， G区C20-Aブロックの 2か所が該当する。

Cl3-Dブロックでは，不定型の剥片を素材とする台形石器を特徴とする石器群が出土している。房総半

島における同一層準の石器群は， しばしば刃部磨製石斧を伴い，環状ブロック群を構成するが，本プロッ

クは小規模な単独のブロックである。また，石刃石器群を伴う時期ではあるが，それも不明瞭である。石

器石材は嶺岡産と推定される珪質頁岩が多く， このほかに安山岩，メノウ，ホルンフェルスなど上総丘陵

砂礫層に由来する可能性のある石材が用いられている。また，神津島産と見られる黒曜石も含まれている。

資料数は少なく，珪質頁岩とホルンフェルス各 l母岩による小規模な剥片剥離作業が行われているだけで，

大半は搬入品である。

C20-Aブロックは，大型の刃部磨製石斧を石核に転用し，剥片生産を行った一群の資料と楔形石器，使

用痕ある剥片などで構成される。石器石材は，石斧関係資料が砂岩のほかは，チャート， 珪質頁岩，凝

灰岩があり，石材構成はCl3-Dブロックと基本的に変わりない。

隣接する草刈六之台遺跡第 2文化層では，大型精緻な台形石器や刃部磨製石斧，石刃素材のナイフ形石

器などが出土している。石器石材は，台形石器に神津島産黒曜石を用いているほか，嶺岡産珪質頁岩や安

山岩，凝灰岩などが加わっており， Cl3-Dブロックと類似点が多い。

房総半島の同時期資料は，柏市中山新田 I遺跡，四街道市池花南遺跡第 l文化層，千葉市東大野第 2遺

跡ほか枚挙にいとまないが，高原山産黒曜石，安山岩，嶺岡産や北関東方面と推定される珪質頁岩のいく

つかを選択して主たる石材としており，東北産頁岩や信州産黒曜石などの遠隔地石材は少ない。

第4文化層

第4文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部 (VII~IX層上部）から出土した石器群で，草刈遺跡c区

15か所， D区6か所， E区4か所， G区2か所， P区13か所が該当する。出土層位に幅があり，石器群の

内容も多様であることから，本来は 2~3時期に細分すべきかも知れない。

c区における本文化層の石器群は調査区東南部の台地縁辺に群集しており，東から①Cl3-A・Hブロッ

ク，②C 13-C・E , C 17-A・B・E ~ Gブロック，③C23-A~D・Fブロックの 3群に大別される。

①では，安山岩による不定型な剥片の生産が主体的で， これに高原山産黒曜石と嶺岡産珪質頁岩による

剥片生産がわずかに行われたようである。接合資料を見る限り，第 2・3文化層に比べて安山岩の原石が

やや大きく，石材採取地に違いがあるのかも知れない。このほか，産地のはっきりしない珪質頁岩や頁岩

による製品，石刃，不定型な剥片が搬入されている。ナイフ形石器は横長剥片による 2側縁調整と石刃に

よる基部調整がある。

②では， Cl3-Cブロックで高原山産黒曜石を用いて縦長剥片（あるいは石刃）を集中的に生産し，房総

半島南部産諸石材による剥片類を搬入している。それ以外の多くのブロックでは，ホルンフェルス，砂岩，

流紋岩など上総丘陵砂礫層に由来する可能性の高い石材の中のいずれかを集中的に消費しており， これに

高原山産黒曜石や嶺岡産珪質頁岩，東関東に由来すると考えられるメノウなどによる小規模な剥片生産が
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加わっている。さらに，東北産あるいは北関東方面と推定される硬質緻密な頁岩，嶺岡産珪質頁岩などに

よるナイフ形石器や石刃が製品として持ち込まれている。

ナイフ形石器は，石刃素材による 2側縁調整と基部調整がある。これは，東北産頁岩や嶺岡産珪質頁岩

を用いた搬入品と，高原山産黒曜石によるブロック内製作品がある。楔形石器は，珪質頁岩のほかにメノ

ウ・玉髄が用いられている。

③では， C23-A・Bブロックで嶺岡産珪質頁岩を用いた不定型の剥片生産が集中的に行われ， これに房

総半島南部産と推定されるホルンフェルス，凝灰岩と高原山産黒曜石による不定型な剥片の生産が加わる。

また，北関東方面と推定される頁岩の石刃が搬入されている。 C23-Cブロックでは，房総半島南部産の各

種石材以上に東関東方面に由来すると考えられるメノウの消費が突出している。 C23-Fブロックでは黒褐

色のノジュールが多い。

このように，それぞれのブロックでは安山岩，高原山産黒曜石，嶺岡産珪質頁岩，上総丘陵砂礫層産と

推定される諸石材（砂岩，ホルンフェルス，流紋岩，チャートなど），メノウなどのいくつかを中心とし

て，主に不定型な剥片を生産している。これに東北産や各地の頁岩類，あるいは上記諸石材による製品，

石刃が搬入品として加わって構成されている。

D区では，台地中央部 (C77グリッド周辺）と北側緩斜面 (C62・C72N40グリッド周辺）の 2か所で本文

化層の石器群がまとまっている。いずれも安山岩とホルンフェルスによる剥片生産が主体的で，頁岩類に

よる製品，素材の搬入でブロックが形成されている。なお， ここで注目されるのは，相互に160m離れた

C62-AブロックとC77-Bブロックとで，安山岩とホルンフェルス各 l母岩が接合することである。安山岩

についてはC62-Aブロックで，ホルンフェルスについてはC77-Bブロックで剥片生産を行っており，それ

ぞれ剥片を搬入しており，両ブロックがほぼ同時に存在していたようである。複数のブロックがどのよう

な関係をもって遺跡（集落）を構成していたのかは難しいが，ブロック間の接合資料が鍵になるだろう。

E区では，房総半島南部産石材による小規模な剥片生産と若干の搬入品によるブロックと，高原山産黒

曜石，嶺岡産珪質頁岩による剥片生産を行ったブロックがある。定型的な石器は見られない。

P区では，小規模なブロックが丘陵状地形の一角に多数分布する。ただし，それぞれのブロックは密集

部を持たずに相互に近接しており，ブロックとして区画するような単位性は薄い。むしろ，広範囲にわたっ

て疎密のはっきりしない石器群が散在すると見た方が実態に近い。

各ブロックともに，嶺岡産珪質頁岩，房総半島南部産各種石材，多種多様な黒曜石を用いて不定型な剥

片を少量生産している。なお，黒曜石については，栃木県高原山産のほかに，信州産，伊豆・箱根方面産

など各地のものが含まれている可能性がある。

以上，総じて遠隔地石材による石刃やそれを素材とするナイフ形石器が搬入品として存在し，それ以外

の圧倒的多数は房総半島南部産と推定される各種石材による不定型の剥片生産に関わる母岩である。いっ

ぽう，隣接する草刈六之台遺跡では第 3文化層が当該期の石器群であるが，石刃素材の 2側縁調整を中心

とする小型のナイフ形石器，刃部磨製石斧，砥石を特徴とする。石刃は石核調整こそ少ないものの，打面

再生を頻繁に繰り返す両設打面のもので，信州麦草峠産，和田峠周辺産の黒曜石を多量に消費するほか，

各種珪化岩をも用いている。石刃以外の不定型な剥片を中心とする石器群もあり，各種珪化岩，安山岩の

ほかに高原山産黒曜石も少ないながら見られる。したがって，草刈遺跡各地区の石器群とは趣を異にする

が， これも生活サイクルと廃棄時期や使用する石材との関わりの中で生じたことなのだろう。
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第5文化層

第 5文化層は，立川ローム層VII層上部からVI層にかけての層準から出土した石器群で，草刈遺跡東部地

区全体では 8か所のブロックが検出された。各ブロックの石器群は，石器組成と石材の構成が一様ではな

い。以下， 4種類のブロックについて検討する。

① ；草刈遺跡c区Cl6-Aブロックの石器群（第502図l~26) 東北産頁岩による大・中型石刃を特徴

とする石器群で，石刃は，いずれも本遺跡内で生産された形跡のない搬入品である (3~22)。房総半島

では，香取郡多古町香山新田中横堀遺跡（空港No.7遺跡）に代表されるように， VII層からVI層にかけての

層準で東北産頁岩を用いた石刃がしばしば出土するが，本遺跡と同様，本格的な石刃生産の痕跡は見られ

ない。おそらく，原産地周辺で生産した石刃（製品）を持ち込み，使用・廃棄したと考えられる。また，

石刃同士の接合資料や同一母岩がほとんど見られないことは，原産地で特定の母岩から連続的に生産した

石刃をひとまとめにして持ち込んだわけではないことを意味している。したがって，房総半島と石材原産

地との 2地点をそれぞれ生活拠点とし，相互間を往復する生活サイクルを考えてよいかも知れない。

石器が製品あるいは半製品（素材）の形をとって遠隔地から運ばれたことと関連して，大型の石刃は使

用による欠損とその再生が繰り返えされることになる。鋭利な縁辺部の損傷に対しては，樋状剥離による

刃部再生を行い，全体の形状を損なう大きな欠損に対しては，石核に転用して小型の石刃や剥片を生産し

ていることが指摘されている。本遺跡では刃部再生の痕跡は明瞭ではないが，石核へ転用した例は21・22

がある。

また，本ブロックでは，栃木県高原山産と考えられる黒曜石の一群が伴っている (23~26)。ナイフ形

石器や楔形石器に伴って，中・小型不整形の縦長剥片や不定型の剥片，砕片がある。石核は出土していな

いが，黒曜石原石の分割片を持ち込み，各種剥片の生産と石器の調整加工を行ったと考えられる。

東北産頁岩と高原山産黒曜石とは， もともとの原石の大きさとそこから生産可能な石刃・剥片等の大き

さが大きく異なる可能性が高く， したがって，その運搬と消費の方法もそれぞれ異なることになる。具体

的には，前者では原産地で生産した大・中型の石刃を携帯・使用し，損傷，欠損に対しては特殊な再生方

法を採用する。いっぽう，後者では原産地で得た分割礫を携帯し，製品の消耗に併せて素材生産から製品

の製作までを繰り返す方法を採ることになったようである。

以上のように， Cl6-Aブロックでは，①東北産頁岩によるナイフ形石器と石刃（搬入された製品），大

型石刃に由来する石核とその剥片類，②高原山産黒曜石によるナイフ形石器，剥片類（遺跡内で製作）の

二者が複合する。

②；草刈遺跡c区C58B-Bブロックの石器群（第502図27~43) 暗褐色で硬質緻密な部分と黄褐色で粗

悪な部分とを併せ持つ頁岩を用いた石器群と信州産の良質な黒曜石による石器群の二者で構成される。頁

岩は，東北産の可能性もあるが，持ち込まれた使用途中の石核は，せいぜい拳程度の大きさと考えられる。

頁岩による石器群は，ナイフ形石器を含む小型の石刃石器群と不定型の剥片石器群が同一母岩で併存す

る。原石を分割して，小型の石刃と不定型の剥片をそれぞれ別個体の石核から生産したか，両者をひとつ

の石核から生産したのかはっきりしないが，後者の可能性の方が高いように思う。いずれにしても，良質

な部分を可能な限り消費し，粗悪な部分が石核となって残されている。

いっぽう，信州産黒曜石による石器群は，中型の横長剥片を石核の素材として持ち込み， これから生産

した小型不定型の剥片と細石刃様の小石刃によって構成される (43)。小型不定型の剥片からはナイフ形
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石器 (36)を製作し，同時に，細石刃様の小石刃 (39~42)をも生産している。

頁岩と黒曜石とでは石器製作の表現形は異なるが，遠隔地産の良質な石材を少量持ち込み，石核の状況

に応じて石材を徹底的に消費した結果と見ることができる。

③ ；草刈遺跡c区C61-Eブロック，草刈遺跡D区C57-Aブロックの石器群（第503図44~58) 嶺岡産

珪質頁岩や頁岩，凝灰岩，チャート，砂岩，ホルンフェルス，安山岩など東関東一帯で採取可能な各種石

材を用いた石器群で，その多くは房総半島南部で採取されたと考えられる。拳の半分程度から小児頭くら

いまでの様々な大きさの円礫を用いて，不整形の縦長剥片や不定型の剥片を生産している。また，長軸 2

cm~ 3 cmの小円礫を素材として，両極打撃によって剥片生産を行った例も加わる。遺跡内で本格的な剥片

生産を行っていないため詳細は不明であるが，石材採取地周辺でまとまった剥片生産を行い， これを持ち

込んだと考えられる。

④；押沼第 1遺跡G地点の石器群（第503図59~74) 草刈遺跡東部地区では良好な資料が検出されて

いないが，同一事業地内で本遺跡から2.5km離れた押沼第 1遺跡には，上記①～③とは異なる石器群が存

在する。信州産の良質な黒曜石を主体として，東北産頁岩，東関東から房総半島産各種石材が複合する中・

小型石刃石器群である。定型的な石器としては，石刃素材による 2側縁調整や基部調整のナイフ形石器，

掻器がある。石材に関わりなく同規模の石刃を生産し，石器に利用している。押沼第 1遺跡G地点では，

信州産黒曜石を用いた剥片生産が中心で，印西市木刈峠遺跡 1・7・24ユニットや八千代市権現後遺跡第

4文化層房総半島以外では神奈川県寺尾遺跡第VI文化層などと共通し， VI層石器群の代表例のひとつと

考えられてきたものである。信州産黒曜石の消費状況は遺跡ごとに異なるが，本遺跡では小型の石核数個

体が持ち込まれ， これを徹底的に消費している。

以上の 4グループは，出土層位に若干の違いはあるかも知れないが，概ね同時期に帰属する石器群で，

相互に連続する編年的差異を持つものではないと考えられる。石器石材の調達について，移動生活の中で

日常的に採取したとの前提で考えると，主体となるナイフ形石器の形態や剥片剥離技術の多様さは，石材

の大きさ，石材産出地までの距離，石器及び石材の保有状況，移動地点ごとにおける最適な生業などの諸

条件が相互に関連した結果であると考えられる。石器群の表現形の違いを編年の差，あるいは，地域を違

えた集団による系統差ととらえることが多かったように思うが，当時の人々の石器製作技術に対する多様

な知識を前提にして，若干の年代差以上に上記諸条件と最適な表現形，及び各遺跡の位置付けとの関連に

思いを巡らせる必要があろう。本遺跡は，その地理的位置と石材環境から，関東地方の南北で展開する多

様な生活形態の分岐点となったのかも知れない。

第6文化層

第6文化層は，立川ローム層のハードローム層最上部からソフトローム層下部にかけて出土した石器群

で，武蔵野台地における立川ローム層W層下部から出土する石器群に対応すると考えられる。草刈遺跡東

部地区では35か所のブロックが検出されているが，石器類を主体とするブロックと焼け礫を主体として少

量の石器類をもつブロックがあり，それぞれには多様性がある。以下，代表的な例を提示する。

① ；草刈遺跡G区C26-Aブロック 信州産と考えられる良質な黒曜石を多量にもつ石器群で，切出形の

ナイフ形石器を主体として，角錐状石器，削器，剥片類で構成されている。石材の様相は，八千代市権現

後遺跡第3文化層の石器群に類似する。石器の組合せは房総半島における当該期石器群に一般的であるが，

切出形のナイフ形石器は大型品が多く，個性的である。各ブロックでは，素材の生産から調整加工に至る
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までの作業を集中的に行っているが，石核や自然面を広く残す剥片が見られないことから， 自然面が除去

され，剥片剥離作業がある程度進行した石核が本ブロックに持ち込まれ，その後，一定量の剥片剥離作業

が行われたと考えられる。ただし，石核は使い切る前に持ち出されたようである。

C26-Aブロックから南東50mのところに位置する C区C21-Aブロックは，ナイフ形石器，角錐状石器，

掻器剥片類で構成されており，搬入された製品と少量の剥片生産によって形成された小規模なブロック

である。ここではC26-Aブロックとの接合資料が2母岩あり，石器製作作業を集中的に行ったブロックと

その使用に関わるブロックとの関係が想定される。さらに， E区から出土した単独資料にもC26-Aブロッ

クと接合する資料があり，直接関連をもつ複数のブロックが台地中央部に広く展開していたことがわかる。

② ；草刈遺跡c区C23-Hブロック C23-Hブロックは，加工痕ある剥片，使用痕ある剥片，剥片類など

24点の石器群に287点の焼け礫が伴っている。石器石材は，少量の黒曜石のほかは頁岩が多い。いっぽう，

焼け礫は砂岩が大半を占めており，房総半島南部産石材を用いたと考えられる。隣接するC23-Eブロック

もよく似た内容で， もともとあった石器ブロックに別時期の礫群が重なったのではなく，ほぼ同時期に形

成されたと考えられる。

なお，草刈遺跡西部地区H区における同時期石器群には，剥片生産を終了した石核を加熱してほかの焼

け礫と同様に使用したと考えられる母岩が数例あり，石器ブロックと焼け礫との同時性を示している。

③；草刈遺跡D区C56-Aブロック 石器類は，掻器，楔形石器，使用痕ある剥片，剥片，石核など合計

20点ほどで，石器石材は嶺岡産珪質頁岩，チャート，凝灰岩などで構成されている。チャート，凝灰岩は，

拳よりも小振りの円礫を素材として，不定型の剥片を生産するものである。これに400点以上の焼け礫が

伴う。焼け礫は，長軸が 2cm~ 3 cmほどのチャートの完形小円礫を主体とする。石器，礫ともに大半は上

総丘陵砂礫層に由来する石材を用いていると考えられる。

④ ；草刈遺跡D区C72N40-B~Dブロック ナイフ形石器，掻器，楔形石器，剥片類などで構成される。

安山岩と嶺岡産珪質頁岩を中心とする。隣接する E区には，ホルンフェルスを主体とする小規模なブロッ

クが見られる。

以上のように，信州産黒曜石を主体とする石器ブロック，房総半島南部産各種石材による石器ブロック，

上総丘陵砂礫層に由来すると考えられる礫を多量にもつブロックなどが見られる。状況の異なるブロック

相互に同一母岩が見られないため，それぞれがどのような関係にあったかは不明であるが，石器群の様相

自体は移動元との密接な関係が想定される。

第7文化層

第7文化層は，槍先形石器を指標として設定した文化層である。出土層準は，立川ローム層のソフトロー

ム層を中心としており，層位的に上記の第 6文化層と区分することは困難である。

石器ブロックは草刈遺跡G区Cl2-Bブロック， P区2B-Aブロックがある。また， G区の単独資料に栃

木県高原山産及び信州産黒曜石を用いた両面調整の有樋尖頭器が各 l点ある。 2か所のブロックと単独資

料の槍先形石器は，それぞれ形態が異なっており，さらに 2か所のブロックは石器組成や石材構成も大き

な違いがある。

①；草刈遺跡G区単独資料 高原山産の黒曜石を用いた小型両面調整の有樋尖頭器と信州星ヶ塔産黒曜

石を用いた小型両面調整の有樋尖頭器である。

房総半島では，佐倉市大林遺跡第IIb文化層，四街道市御山遺跡第VIIIa文化層などに良好な資料がある。

-574-



両石器群ともに両面調整の有樋尖頭器とその調整剥片類を主体とし，不定型な剥片を素材とするナイフ形

石器や製作痕跡のない石刃を少量伴う。有樋尖頭器については，半製品や素材剥片を持ち込んで製作した

ものと搬入品の両者がある。石材構成は，栃木県高原山遺跡の黒曜石を主体とし，信州産の黒曜石，東北

産や北関東産と推定される頁岩が加わっている。

いっぽう相模野台地では，大和市深見諏訪山遺跡第IV文化層，相模原市中村遺跡第W文化層に典型的に

見られるとおり，在地産石材による中型の石刃石器群 (2側縁調整，部分調整のナイフ形石器，掻器，小

坂型彫器，上ゲ屋型彫器）に信州産を中心とした黒曜石による有樋尖頭器を少量伴うあり方が一般的であ

る。ブロック内に石核を持ち込み，石刃の生産からナイフ形石器を中心とした各種石器を製作しているが，

有樋尖頭器については，再加工以外の製作痕跡がない搬入品である。

このように，房総半島と相模野台地とでは有樋尖頭器と石刃のあり方に大きな違いが見られる。房総半

島では，製作作業に多少の手間はかかっても長期携帯に便利な槍先形石器に比重が高く，いっぽう，相模

野台地では，製作作業に簡便で消費型のナイフ形石器が盛行する。両石器群の担い手は，その生業を決定

的には違えていないと考えられることから，居住地周辺の石材環境とこれに連動した石器の製作機会の差

異が石器群全体の表現形としての差異となったのだろう。

本遺跡の出土例は単独資料であるが，編年的に見るならば，先述した大林遺跡，御山遺跡例と同時期の

資料で，また佐倉市御塚山遺跡第 II文化層（石刃製のナイフ形石器，上ゲ屋型彫器），御山遺跡第VIIIb文

化層のような砂川型の石刃石器群に併行すると考えられる。

② ；草刈遺跡 P区2B-Aブロック 本ブロックは14点の石器群で構成される小規模なブロックで，特徴

的な石器として，信州麦草峠産黒曜石の有樋尖頭器に東北産の大型石刃，石刃素材の基部調整のナイフ形

石器が伴っている。有樋尖頭器は周辺調整で調整加工が少なく左右非対称の木葉形で，東内野型に関連す

る可能性がある。東内野型有樋尖頭器の代表的な遺跡として，富里市東内野遺跡では信州星ヶ塔産黒耀石

が散見されるものの，嶺岡産の珪質頁岩や産地不明の頁岩類，安山岩（小型の円礫）が主体的で，東北産

頁岩は顕著ではない。頁岩類は有樋尖頭器の搬入品が多く，いっぽう安山岩は素材生産から石器の調整加

工に至る全工程を行っている。銚子市三崎三丁目遺跡では隣接地で採取可能なチャートが圧倒的に多く，

原石に近い状態から石器製作作業を行っており， これに東北産頁岩や高原山産黒曜石による製作資料が少

量伴う。印痛郡印猫村平賀ーノ台遺跡では多量の東北産頁岩に信州産及び高原山産黒曜石の有樋尖頭器が

伴っている。両石材ともに素材，あるいは製品が搬入されており，製品の製作と再加工が顕著に見られる。

反面，本格的な素材生産は乏しい。また粉々の礫片が多量に伴う点にも特徴がある。これらの 3遺跡は，

石器と礫を多量に含むブロックが連綿と連なる大規模な遺跡を形成している。草刈遺跡西部地区では，信

州産を中心とする黒曜石を用いた有樋尖頭器に嶺岡産珪質頁岩による掻器，彫器が伴う。製品は搬入品が

大半で，素材生産の形跡はない。これにホルンフェルスやノジュールの剥片類がまとまっており， これは

素材生産を行っている。

以上，東内野型有樋尖頭器を含む石器群は遺跡ごとに多様なあり方が認められるが，本格的な素材生産

は顕著ではないものの，同一遺跡を繰り返し利用する傾向にあり，見かけ上大規模な遺跡が形成されると

いう独特のあり方を示している。その際には，北総台地における石材環境を反映してか，再生型石器群が

顕在化する。

③ ；草刈遺跡G区Cl2-Bブロック 本ブロックは，石器112点に多量の礫が伴う大規模なもので，頁岩
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による槍先形石器に信州産黒曜石や頁岩による掻器，削器類，安山岩によるナイフ形石器，加工痕ある剥

片，ホルンフェルスをも含む各種石材の剥片，石核が伴っている。槍先形石器は製作痕跡をもたない搬入

品であるが，そのほかの石器は概ね上総丘陵砂礫層に由来する可能性のある石材を用いており，素材生産

を行っている。石器の素材や剥片類は，交互剥離による不定型なもので構成され，石刃は見られない。ナ

イフ形石器は小型不定型のもので，終末期に相当する可能性がある。こうした在地的様相の強い石器群は，

千葉市有吉遺跡，同南河原坂第3遺跡D地点など細石刃石器群直前期のものに対応する可能性が高いが，

これらの石器群は槍先形石器がまとまっており，その様相には差異がある。

以上，本遺跡では資料的に乏しいが，①→②→③の時間差が想定される 3時期の槍先形石器群が得られ

た。

石器石材について

本遺跡では，東北産頁岩，北関東及び東関東方面と考えられる頁岩，嶺岡産珪質頁岩などの頁岩類，上

総丘陵砂礫層ほかのチャート，砂岩，凝灰岩，メノウ，信州産，栃木県高原山産，箱根畑宿産，神津島産

などの黒曜石，産地の特定できない安山岩などが用いられていた。

頁岩類については，田村 隆氏を中心に精力的な産地探索が継続されており，その実態も判明しつつあ

る。

理化学的な分析について，黒曜石の石器については，当センター研究紀要22号の中で東京学芸大学二宮

修治氏が本遺跡出土の槍先形石器に対する蛍光X線分析を行っている。また，安山岩の石器については，

隣接する東南部地区六通神社南遺跡の報告の中で京都大学原子炉実験所藁科哲男氏が参考資料として本遺

跡出土の石器を分析している。ただし，北関東から東関東にかけての安山岩の原産地資料が乏しいことか

ら，原産地の特定には至っていない。
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1 . 旧石器時代第 1・2文化層主要石器

「］

濯

4、
ヽ



2. 旧石器時代第 3・4文化層主要石器
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3. 旧石器時代第 4文化層主要石器



4. 旧石器時代第 5文化層主要石器
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5. 旧石器時代第 6文化層主要石器
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6. 旧石器時代主要石器接合資料
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